
ハンセン病に係る偏見差別の解消のための施策検討会 

有識者会議（第 2回） 次第 

 

１．日時：令和３年 8月 24日（火）13時～15時 

 

 

２．場所：オンライン会議 

 

 

３．議題： 

（１）開会 

 

（２）検討会の調査計画について（協議） 

    

（３）その他 

 ・検討会における個人情報の取扱い方針 

 

   

４．その他 

 ・次回：10月（別途日程調整）＠オンライン会議 

 

 

【配布資料】 

・資料１：ハンセン病に係る偏見差別の解消のための施策検討会 調査計画（案）の

作成方針 

・資料２－１～３：ハンセン病に係る偏見差別の解消のための施策検討会 有識者会

議委員からの調査計画に対する意見一覧 
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資料１ 

ハンセン病に係る偏見差別の解消のための施策検討会 

調査計画（案）の作成方針 

 

 有識者会議委員から提出された意見に基づく調査計画（案）の協議に当たり、 

協議を効率的に進めるため、有識者会議委員から提出された多種多様な調査提

案について、内容の近いものをグループ化する整理作業を行った。 

 この資料をもとに、限られた時間・リソースを有効に活用して早期に提言を取

りまとめるべく、以下の視点に立って検討会として実施すべき調査を協議する。 

 また、並行して、当事者市民部会委員が検討会で実施したいことについて意見

提出を求め、当事者市民部会、会議間打合せ等での協議もふまえて検討会として

の調査計画を確定する。 

 

1. できるだけ既存調査を活用する。既存調査と重複する調査提案については、

最新状況の把握の重要性は十分認識しているが、時間・リソースの制約をふ

まえ、検討会としては実施を控える。 

2. この前提に立って本検討会として新たに実施すべき調査を抽出した上で、時

間・リソースの制約をふまえた優先順位を検討し、優先順位の高いものを採

用する。 

3. これまでの様々な取り組みで確定された考え方や提言は、既知事項として検

討会の前提とする。これらについての再検証は実施しない。 

4. 検討会で採用しなかった調査を、検討会委員が検討会以外の場で自主的な研

究として実施されることは歓迎であり、妨げるものではない。検討会でその

成果発表をいただければ、他の先行研究等と同様、提言とりまとめの参考と

して活用させていただく。 

 

※この方針は、8 月 19 日に開催した会議間打合せ（出席者：有識者会議 内田

委員長、福岡副委員長、徳田委員、坂元委員、当事者市民部会 訓覇委員長、

竪山委員、黄委員、藤崎委員）において合意した内容である。 

 



ハンセン病に係る偏見差別の解消のための施策検討会　有識者会議委員からの調査計画に対する意見一覧

※この資料は、議論の出発点として各委員から提出いただいた個人見解をまとめたものであり、検討会としての見解ではないことに留意されたい。

① 検討会の参考となる先行研究、検討会でレビューしたい資料・提言・報告書等

※複数委員から同一意見があった場合、2件目以降はグレー

№ 委員 ご意見 資料の活用目的 資料の位置づけ

偏見差別

の現状・

要因解明

国の施策

の特徴・

問題点の

分析

提言 検討会

の前提

調査

対象

参考

資料

国の資料

1 内田 ハンセン病問題検証会議「最終報告書」 ○ ○ ○ ○

2 佐久

間・延

ハンセン病問題に関する検証会議　最終報告書　（2005年3月）

　第十三 　ハンセン病強制隔離政策に果たした各界の役割と責任(2)　　第1 　教育界

　第十九 　再発防止のための提言　第6 　正しい医学的知識の普及　第7 　人権教育の徹底

　https://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/kenkou/hansen/kanren/4a.html

3 坂元 検証会議報告書上巻の827頁から835頁記載の国際会議の一次資料

→提供できる役所があれば、見せていただきたい。
○

4 内田 ハンセン病問題に関する検証会議の提言に基づく再発防止検討会報告書（提言、各種調査） ○ ○ ○ ○

5 佐久

間・延

「らい予防法の廃止に関する法律」附帯決議 （平成８年３月２５日　衆議院厚生委員会）の3項

目目

　３ 　一般市民に対して、また学校教育の中でハンセン病に関する正しい知識の普及啓発に努

め、ハンセン病に対する差別や偏見の解消について、さらに一層の努力をすること。

https://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/kenkou/hansen/hourei/2.html

○ ○

6 佐久

間・延

人権教育及び人権啓発の推進に関する法律（平成12年12月6日法律第147号）

　https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/jinken/siryo/1318152.htm
○ ○

7 佐久

間・延

人権教育・啓発に関する基本計画

平成14 年3 月15 日閣議決定（策定）

平成23 年4 月 １ 日閣議決定（変更）

　http://www.moj.go.jp/content/000073061.pdf

○ ○

8 佐久

間・延

ハンセン病に関する教育の実施について（通知）　元初児生第１３号　 令和元年８月３０日

　https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/jinken/sankosiryo/1322245_001.htm
○ ○

9 佐久

間・延

『人権教育・啓発白書』（法務省・文部科学省による刊行、人権教育及び人権啓発の推進に関す

る法律に基づく年次報告書）

各年度の白書における人権課題「ハンセン病患者・元患者」に関する法務省・厚労省・文科省の

取組

　http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken04_00173.html

○ ○

地方公共団体の資料

10 内田 熊本県無らい県運動検証委員会「報告書」 ○ ○ ○

11 潮谷 「熊本県無らい県運動」検証委員会報告書（2014.6.30）は被害総論、第5章（p285～309）に

その実態を詳細に検証されている。

この検証から指摘できることは「知識ある者の不作為」であると言っても過言ではありません。

①公益財団法人「人権教育啓発推進センター」の組織の充実

財源、人材の充実、建物は独立していることが望ましい。理由としては相談する人のプライバ

シー保護、国際的な人権センターという立場からも組織の充実が望ましい。

さらには日本の公務員制度は異動があるため、継続性、発展性の難点がある。センターには研

修・教育の役割と期待を求める。

②「無らい県運動」検証報告書は幾つかの県でも実施されたと思う。実施した県の実施内容とそ

の分析経過を共有する。

その理由は、「らい予防法の廃止に関する法律に対する付帯決議」（1996年2月26日）

（内容）

・入所者の高齢化、後遺障がい等の医療・福祉等の処遇確保。

・退所希望者の社会復帰、社会生活を円滑におこなうための客観的実態の把握。

・教育における正しい知識の普及、啓発のため。

参議員厚生委員会の実現のための活用も意図されてこそと思う。

12 藤野 「ハンセン病問題に関する検証会議最終報告書」以後にまとめられた各自治体独自のハンセン病

問題に関する検証報告書等
○ ○ ○

13 内田 無らい県運動研究会「ハンセン病絶対隔離政策と日本社会―無らい県運動の研究」六花出版、

2014年発行
○

資料2-1
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№ 委員 ご意見 資料の活用目的 資料の位置づけ
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問題点の

分析

提言 検討会
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調査

対象

参考

資料

個別事案に関する資料

14 徳田 ハンセン病家族訴訟原告陳述書及び本人調書

回復者の家族が社会内で受けてきた偏見差別の実情とその現在性が明らかにされている。
○ ○

15 徳田 黒川温泉宿泊拒否事件の際の誹謗中傷文書

ハンセン病に対する偏見差別の現状を分析しうる稀有の資料である。
○ ○

16 潮谷 第1回会議（7月31日）で席上質問があった「宿泊拒否の問題が発生した後、熊本県に寄せられ

た様々な意見の手紙、ハガキについてどうなっているのか」

→（確認結果）県に送られた手紙等の数は全部で４１８通あり、全資料、原文のまま保管してい

ることを確認しました。

17 徳田 福岡県内の公立小学校で2014年に起こった差別授業事件に関する福岡県教育委員会の調査報告

書
○ ○

公文書関係

18 徳田 「らい予防法」廃止後に国及び地方自治体が実施した、ハンセン病に対する国民意識調査のすべ

て
○ ○

19 藤野 国、および各自治体が現在おこなっているハンセン病問題に関する人権啓発、人権教育について

の指導指針、およびパンフレット等
○ ○

20 藤野 国立ハンセン病資料館に所蔵されていると思われる旧ハンセン病図書館、栗生楽泉園入所者自治

会所蔵の文書類
○

21 藤野 厚生労働省に所蔵されている「らい予防法見直し検討会」の議事録、および関係文書等 ○

22 藤野 全国ハンセン病療養所入所者協議会の事務所に一時保管されている長野県公文書である大町警察

署「癩病患者並血統家系調」
○

23 森川 ・ハンセン病問題に関する、①2001年5月11日熊本地裁判決、②2019年6月28日同地裁判決

・優生手術に関する、③2019年5月28日仙台地裁判決、④2020年11月30日大坂地裁判決等

　これらの文書を検討会でレビューしたい理由を説明します。

　上記④の判決は、旧優生保護法の優生手術規定が憲法13条と同14条1項に違反していたと判断

しました。

　これに対して①②③の判決は、らい予防法の隔離規定や優生手術規定が、憲法13条に違反し

ていたとはいえ、憲法14条1項に違反していたとは判断しませんでした。

　もちろん①②の判決は、ハンセン病隔離政策がハンセン病差別を作出・助長したことを認めて

います。しかし、らい予防法の隔離規定による被害者らに対する隔離等の措置については、差別

行為とは認めませんでした。これではハンセン病隔離政策のような明らかな差別政策であって

も、国による憲法14条1項違反の差別行為としては、これを実効的に禁止できないことになりま

す。この問題意識を検討会で共有する必要があります。

判決② 判決②
判決①

③④

24 森川 最高裁判所事務総局「ハンセン病を理由とする開廷場所指定に関する調査報告書」

　最高裁事務総局報告書をレビューしたい理由も基本的に同じです。同報告書は、ハンセン病を

理由とする開廷場所指定の司法行政事務が、遅くとも1960年以降については、合理性を欠く差

別的な取扱いであったことが強く疑われると述べました。しかし同調査に関する有識者委員会は

「端的に、憲法14条1項の平等原則に違反していたものといわざるを得ない」と断言していまし

た。最高裁事務総局が、司法による差別行為の認定について消極的である要因を解明し、ハンセ

ン病に関する偏見・差別の解消と類似事案の再発防止のために、その要因を取り除く必要があり

ます。

○ ○

25 坂元 国連「ハンセン病者・回復者とその家族に対する差別撤廃決議」（2010年） ○

元患者・回復者と家族への聞き取り調査結果

26 福岡 福岡安則・黒坂愛衣『世界』連載の聞き取り調査結果 ○ ○

27 福岡 福岡安則『部落解放』連載の聞き取り調査結果 ○ ○

28 福岡 『栗生楽泉園入所者証言集』 ○ ○

29 福岡 黒坂愛衣『ハンセン病家族たちの物語』（世織書房） ○ ○

30 福岡 福岡安則『「こんなことで終わっちゃあ、死んでも死にきれん」』（世織書房） ○ ○

31 福岡 鈴木陽子『「病者」になることとやめること』（ナカニシヤ出版） ○ ○

32 福岡 『沖縄県ハンセン病証言集　沖縄愛楽園編』 ○ ○

33 福岡 『沖縄県ハンセン病証言集　資料編』 ○ ○

34 福岡 『閉じ込められた命――ハンセン病と朝鮮人差別』 ○ ○

その他関連資料

35 福岡 『いのちの輝き』ハンセン病回復者支援センターから ○

36 福岡 『姶良野』2021年盛夏号、星塚敬愛園自治会から ○
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37 福岡 『月刊スティグマ』2021年8月号、千葉県人権センターから ○

38 福岡 『人権問題に関する住民意識調査報告書 1999年度』（千葉県人権啓発センター） ○

39 福岡 黒坂愛衣のハンセン病家族訴訟での「意見書」 ○

40 福岡 福岡安則のハンセン病家族訴訟での「意見書」 ○

41 福岡 福岡安則「社会構造としての偏見差別――ハンセン病問題に社会学者としてかかわって」

（千葉県指導者養成講座）
○

42 福岡 小林洋二弁護士の『判例時報』No.2439所収の論考 ○

43 福岡 小林洋二弁護士の『熊本判決20周年記念 報告書』所収の論考（35–38頁） ○

44 福岡 福岡安則・黒坂愛衣の『日本アジア研究』に載せた聞き取りの記録31編（埼玉大学の

SUCRA）
○

45 福岡 別紙1参照
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ハンセン病に係る偏見差別の解消のための施策検討会　有識者会議委員からの調査計画に対する意見一覧

※この資料は、議論の出発点として各委員から提出いただいた個人見解をまとめたものであり、検討会としての見解ではないことに留意されたい。

② 検討会で実施したい調査

※複数委員から同一意見があった場合、2件目以降はグレー

№ 委員 件名 調査対象 調査方法 具体的な調査内容等 調査目的

偏見差別の

現状・要因

解明

国の施策の

特徴・問題

点の分析

提言

主に、国・関係省庁の取り組みに関する調査

1 内田 関係省庁ヒアリング 厚生労働省、法務省、文部

科学省

検討会に省庁担当者を招聘してヒアリング ・ハンセン病に係る偏見差別の解消のための施策の実施状況と課題 ○

2 佐久

間・延

関係省庁ヒアリング・

文書による回答

厚生労働省：ハンセン病問

題の啓発担当者、啓発パン

フレット担当者

検討会に厚生労働省担当者を招聘してヒアリ

ング

ハンセン病を正しく理解するための中学生向けパンフレット「ハンセン病の向こう側」

の活用について各校にアンケートを求めているが、その目的、結果のまとめ、分析を報

告してもらう。現在の中学校でのハンセン病人権学習実施状況を把握する参考にするた

めに。

小学生や高校生を対象とする啓発パンフレットの必要性についても検討が必要。

○

3 佐久

間・延

関係省庁ヒアリング 厚生労働省、国立資料館等

学芸員

検討会に厚労省担当者、委員を招聘してヒア

リング

※担当者名は３（意見聴取希望）に明記

国立ハンセン病療養所の歴史遺産（歴史的建造物以外も含む）の保存等の対策の現状に

ついて。

また、歴史遺産の老朽化の現状と保存等のための具体策、歴史遺産の教育への活用方法

について。

○

4 佐久

間・延

関係省庁ヒアリング 文部科学省：ハンセン病家

族国家賠償請求訴訟を踏ま

えた人権教育推進検討チー

ム

検討会に文部科学省人権教育推進検討チーム

担当者を招聘してヒアリング

人権教育推進検討チームの目標や基本方針、これまでの活動の実際、今後具体化しよう

としている施策案などを報告してもらう。

○

5 佐久

間・延

関係省庁ヒアリング・

文書による回答

文部科学省：教科用図書担

当者または社会科教育担当

者、またはハンセン病家族

国家賠償請求訴訟を踏まえ

た人権教育推進検討チーム

検討会からの依頼により、文科省内担当者に

よって調査し、文書（分析でなく、現行教科

書の該当ページのコピーでよいので至急作

成）を検討会に提出してもらい、ヒアリング

これまで小・中・高校で使用している社会科等教科書（現行教科書）でのハンセン病問

題についての記述について。どの程度の内容、量で記述されているか。小・中・高校ご

とに何％の教科書がハンセン病問題を記載しているのか。現状の記述の質と量について

の文科省の見解等。

現行教科書と改訂前の教科書の比較も必要だが、今回は時間の制約上、現行教科書につ

いての調査報告を受けたい。

○

6 佐久

間・延

関係省庁ヒアリング 文部科学省：教育課程担当

者

検討会に文科省担当者を招聘してヒアリング 次の学習指導要領改訂と教科書改訂の時期についての見通し。学習指導要領または学習

指導要領解説の中にハンセン病問題を例示することの可能性についての見解。

※例えば、小・中学校学習指導要領解説（社会編）、高等学校学習指導要領解説（地理

歴史編）では「アイヌの人々」は複数個所記述されているが、「ハンセン病患者・元患

者等についての記述はない。

○

7 佐久

間・延

関係省庁ヒアリング 文部科学省：人権教育担当

者

検討会に文科省担当者を招聘してヒアリング 2014年に報道された「公立小学校教員事件」に対応しての文科省から都道府県教育委員

会への通知や指導について。

○

資料2-2
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№ 委員 件名 調査対象 調査方法 具体的な調査内容等 調査目的

偏見差別の

現状・要因

解明

国の施策の

特徴・問題

点の分析

提言

8 佐久

間・延

関係省庁ヒアリング・

文書による回答

法務省、文部科学省：「人

権教育・啓発白書」担当者

検討会に省庁担当者を招聘してヒアリング。

または文書（分析でなく、コピー程度でよい

ので至急作成）による回答の検討

「人権教育・啓発白書」（法務省・文部科学省による刊行、人権教育及び人権啓発の推

進に関する法律に基づく年次報告書）の各年度白書における人権課題「ハンセン病患

者・元患者等」に関する法務省・厚労省・文科省の「取組」についての比較検討。

法務省HPでは平成25年～令和3年版が公開されているが、基本計画策定以降のすべての

年度の白書を調査対象とする

○

9 徳田 関係省庁ヒアリング 厚生労働省、法務省 検討会に省庁担当者を招聘してヒヤリング １、黒川温泉宿泊拒否事件の誹謗中傷文書に対して、どのような対応をとってきたのか

について

２、ハンセン病についての国民の意識調査の結果を国としてどのように評価しているの

か

○

10 櫻庭 ハンセン病に係る人権

侵犯事件の調査救済実

態把握調査

法務省 検討会に省庁担当者を招聘してヒアリングま

たは関係資料の開示

人権擁護局に寄せられる人権相談のうち、ハンセン病に係る人権侵犯事件の調査救済措

置の実施状況

○

11 森川 最高裁「特別法廷」調

査報告書の検証調査

最高裁判所事務総局 「ハンセン病を理由とする開廷場所指定に関

する調査委員会」が収集した関係資料、及び

「同有識者委員会」に関する資料の閲覧・複

写。同調査委員会関係者ヒアリング。

同報告書における憲法14条1項違反論の精査。 ○

主に地方公共団体の取り組みに関する調査

12 森川 沖縄におけるハンセン

病患者及びその家族に

関する事件関係資料調

査

①那覇地方裁判所

②福岡高等裁判所那覇支部

③那覇地方検察庁

④沖縄県警

⑤沖縄県公文書館

各調査対象機関における関係資料の有無を調

査し、存在を確認できた資料について閲覧・

複写する。

収集資料を読み込み、沖縄におけるハンセン病に関する偏見・差別の歴史と現状に対す

る司法作用の影響を分析する。

○

13 藤野 無らい県運動に関する

公文書の状況調査

国の機関、都道府県、市町

村

各機関に関係する公文書が残っているかどう

かの調査照会

・地域社会でハンセン病患者、家族への恐怖感、差別意識がどのように形成されたのか ○

14 藤野 隔離する側のハンセン

病への偏見、およびハ

ンセン病患者、家族へ

の差別意識調査

国の機関、都道府県、市町

村

各機関の刊行物、および公文書に示されたハ

ンセン病に対する記述、ハンセン病患者、家

族への記述の分析

・ハンセン病に対し、国、自治体、地域住民はどのような偏見を懐いていたのか

・ハンセン病患者、家族に対し、国、自治体、地域住民はどのような差別意識を懐いて

いたのか

○

15 潮谷 全国のハンセン病に係

る問題窓口の調査

47都道府県 - ・熊本県ではハンセン病問題・相談センターの開設は県社会福祉士会に委託で令和2年4

月2日に設立された。全国2例目。全国の状況把握の調査。

○

16 青木 啓発冊子の内容の点検

調査

自治体等が発行する啓発冊

子

各委員で分担して案を作成し全体で検討する 啓発冊子の問題点（内容が検証報告書に反するもの、重要な事項を漏らしたもの、偏見

差別を助長するものなど）を抽出し啓発に盛り込むべき内容と留意すべき点を明らかに

する

○

17 森川 ゆうな協会の事業調査 沖縄県ゆうな協会 同協会の事業内容に関する資料の閲覧・複

写。同協会関係者ヒアリング。

沖縄におけるハンセン病患者及びその家族の生活援護、厚生指導、及び啓発活動に関す

る資料の分析。

○

元患者・回復者と家族に対する調査
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№ 委員 件名 調査対象 調査方法 具体的な調査内容等 調査目的

偏見差別の

現状・要因

解明

国の施策の

特徴・問題

点の分析

提言

18 櫻庭 ハンセン病家族訴訟の

陳述書等調査

ハンセン病家族訴訟の陳述

書等

適切な実施主体があればそこに依頼。なけれ

ば可能な範囲で櫻庭が検討

ハンセン病に係る差別事案に対する司法的救済の限界

ハンセン病に係る差別事案に対して、司法的救済が困難である現状とその原因

○

19 金・福

岡

ハンセン病家族訴訟の

原 告 561 名 の 陳 述 書

ならびに 本人尋問調書

29 名 分 を 用 い た ド

キュメント 分析

詳細は別紙2記載。

20 森川 ハンセン病家族訴訟弁

護団資料調査

弁護団提供資料 弁護団提供の原告陳述書等の検討 沖縄におけるハンセン病に関する偏見・差別の歴史と現状の分析。

21 金・福

岡

「アイレディース宮殿

黒川温泉ホテル」宿泊

拒否事件 に起因する

差別文書 等 を用いた

ドキュメント 分析

詳細は別紙2記載。 ○

22 金・福

岡

ハンセン病家族に対す

る被害実態調査

ハンセン病家族（訴訟原

告）

質問紙調査 差別被害、家族のことを誰にも言えないなどの疎外体験、等。（マイノリティ側を対象

とした数量的調査）

○

ハンセン病療養所に関する調査

23 潮谷 ・退所希望者の社会復

帰

・療養所の将来構想

・47都道府県すべて

・療養所：国立13施設、私

立1施設

・対面又はアンケート…調査員はソーシャル

ワーカー或いは介護支援員、学芸員。

・必要によってはケース記録をベースにした

分析。

・調査に先立ち、先行事例である「ふれあい

福祉協会」で研修を受ける。

【調査理由】

・療養者の適切なニーズを把握するため。

・退所理由の把握

・退所できないと答えた人の設問項目にその理由を問う。

・社会生活を円滑におこなうための客観的実態の把握、援助、支援のあり方を考慮す

る。

○

24 青木 遺骨引き取りの割合調

査

ハンセン病療養所 療養所への照会 療養所ごとの親族による遺骨引き取りの割合 ○

25 青木 再入所者が経験した偏

見差別調査

近年の療養所再入所者 調査票を用いた療養所ケースワーカーによる

入所者へのヒアリング

近年の再入所者が経験した社会での偏見差別事例 ○

26 青木 療養所所在地域での偏

見差別調査

療養所職員、療養所自治会 療養所職員と療養所自治会へのアンケート

（嫌悪感を煽ることなく地域も隔離政策の被

害者という認識で行う）

療養所所在地域での近年の偏見差別事例 ○

ハンセン病に関わる医療従事者、メディア等に対する調査

27 青木 医学者の犯した過ちの

文献調査

論文、行政文書、新聞記事などの文献調査 隔離政策における医学者の過ちを明らかにする ○

3



№ 委員 件名 調査対象 調査方法 具体的な調査内容等 調査目的

偏見差別の

現状・要因

解明

国の施策の

特徴・問題

点の分析

提言

28 青木 医学者が過ちを犯した

原因調査

長島入所者の光田健輔観を知る学芸員、光田

健輔のハンセン病知見を知る医学者、光田健

輔を研究する社会学者、ハンセン病対策を経

験した衛生行政医師らで議論

医学者の過ちの原因を明らかにする（教訓として啓発内容に盛り込む） ○

29 藤野 メディアによるハンセ

ン病問題の報道

各新聞社、テレビ局 2001年の熊本地裁判決以降、現在までの報道

の実態調査。

新聞に関しては、全国紙はもちろん、地方紙

も記事のデータベース化が進んでいるので、

調査は可能であると判断できる。

・隔離政策により生じた差別についてどのように報じているか

・隔離政策を擁護したり、隔離政策を批判することを一面的とするような報道はないか

・ハンセン病回復者、家族に対する同情を煽るような報道はしていないか

○

一般市民等に対する調査

30 金・福

岡

ハンセン病に関する市

民意識調査

一般市民 郵送による質問紙調査 ハンセン病回復者およびハンセン病家族に対する偏見や忌避感の形成要因を特定する。

（マジョリティ側を対象とした数量的調査）

○

31 青木 啓発講演の内容の点検 啓発講演の受講者 インターネット上に無記名アンケートのサイ

トを設け、受講者から学んだ点や疑問に感じ

た点などの感想を募る。今後行われる啓発講

演の主催者にアンケート記入の案内をするよ

う求める

啓発に盛り込むべき内容と留意すべき点を明らかにする ○

32 金 人権侵犯事件調査処理

に関する調査

法務局および地方法務局に

おいて行う人権侵犯事件調

査の申し立て者

郵送による質問紙調査 申し立てによって人権侵害が救済されたかどうか、申し立てに際して二次被害が生じな

かったかどうか、等

○

33 金・福

岡

共同提案の調査詳細に

ついては、別紙2参照

34 福岡 別紙1参照
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ハンセン病に係る偏見差別の解消のための施策検討会　有識者会議委員からの調査計画に対する意見一覧

※この資料は、議論の出発点として各委員から提出いただいた個人見解をまとめたものであり、検討会としての見解ではないことに留意されたい。

③ 検討会において助言・指導を受けるヒアリング候補者

※複数委員から同一意見があった場合、2件目以降はグレー

№ 委員 お名前 所属・役職 専門分野、助言・指導を受けたい内容

ハンセン病元患者・回復者と家族

1 佐久

間・延

ハンセン病回復者１

名

ハンセン病療養所入所者または退

所者

学校での人権教育に協力してきたご経験をもつ方から、今後のハンセン病人権教育（学校教

育）に対するご意見ご要望をうかがいたい。

2 佐久

間・延

全療協から代表者１

名

全国ハンセン病療養所入所者協議

会　役員・構成員

当事者運動を担ってきた立場から、今後のハンセン病問題に関する人権教育・啓発のあり方に

ついてご意見ご要望をうかがいたい。

3 佐久

間・延

全原協から代表者１

名

ハンセン病違憲国賠訴訟全国原告

団協議会　役員・構成員

当事者運動を担ってきた立場から、今後のハンセン病問題に関する人権教育・啓発のあり方に

ついてご意見ご要望をうかがいたい。

4 佐久

間・延

家族訴訟原告団から

代表者１名

ハンセン病家族訴訟原告団

役員・構成員

当事者運動を担ってきた立場から、今後のハンセン病問題に関する人権教育・啓発のあり方に

ついてご意見ご要望をうかがいたい。

ハンセン病に係る偏見差別の解消について

5 佐久

間・延

ハンセン病問題につ

い て 学 ぶ 児 童 ・ 生

徒・学生らから数名

所属する学校 学校教育でハンセン病人権学習を経験している学習者としての立場から、ハンセン病問題から

学んだことや得られたこと、これからの人権教育への希望などを聞かせていただく。

6 佐久

間・延

新川 浩二 厚生労働省医政局医療経営支援

課、国立ハンセン病療養所将来構

想実現等推進室　室長

ハンセン病問題の解決の促進に関する法律（平成２０年法律第８２号）にある「歴史的建造物

の保存等」に関して厚労省がどのような計画を立て、現在取り組んでいるかを、国立ハンセン

病療養所将来構想の担当者より報告してほしい。

7 佐久

間・延

黒尾和久 重監房資料館 部長、厚生労働省

健康局「歴史的建造物の保存等検

討会」構成員

ハンセン病に関する歴史遺産（史跡、文化財、遺構、地形、埋蔵物等）を保護・保存・修復

し、貴重な歴史遺産を学校教育・社会教育で活用するために必要な具体策について、専門家よ

り助言してほしい。

8 青木 石田 裕 邑久光明園前園長 ハンセン病診療・光田健輔の医学的研究、光田健輔の医学的知見について

9 潮谷 喜多　悦子 笹川保健財団　会長 小児科医、臨床医、Jica、国立国際医療センター、ユニセフ、ＷＨＯ、日赤九州国際看護大学

初代学長を務める等、経験豊かな人、（故）中村哲博士とも親しい笹川記念保健協力財団会長

としてハンセン病の海外の状況を訪問し、実態把握、国内のハンセン病療養所訪問も多数。諸

外国、国内の状況、ユニセフ、ＷＨＯに於けるハンセン病に対する評価、現況報告を伺いた

い。

10 徳田 和泉眞藏 アイルランガ大学熱帯病研究所客

員教授

日本を代表するハンセン病専門医。国のハンセン病疾病観の誤りと社会の偏見差別との関連性

について明らかにしていただくことを通じて、国の啓発活動の在り方をさぐることができる。

11 潮谷 － 大阪府済生会ハンセン病回復者支

援センター

センターの現況を学ぶ。

人権問題総論について

12 青木 奥田　均 近畿大学人権問題研究所特任教授 部落差別・人権課題、人権教育の在り方について

13 内田 奥田　均 近畿大学人権問題研究所特任教授 マイノリテイ差別解消のための人権教育はどうあるべきか

14 坂元 杉山有沙 帝京大学法学部准教授 憲法（家族訴訟判決を受けて、日本国憲法第14条における『関係者差別』の可能性の論文を刊

行しているが、参考にされた英国平等法やEUの指令、欧州司法裁判所の動向を併せてお聞き

したい）

ヘイトスピーチについて

15 櫻庭 奈須祐治 西南学院大学・教授 憲法・ヘイトスピーチ法研究者。とりわけカナダ、オーストラリアの人権委員会、人権審判所

による人権侵害事案の救済手法について

16 金 師岡康子 東京弁護士会外国人の権利に関す

る委員会委員

ヘイトスピーチ等の人権侵害に対して諸外国で採られている対策

17 徳田 梁英聖 NGO 「 反 レ イ シ ズ ム 情 報 セ ン

ター」代表

ヘイトスピーチをはじめとするレイシズムの研究とともにこれを克服するための運動を精力的

に展開している。その著書「レイシズムとは何か」において、日本型反差別は、差別行為の禁

止がないままに被害者に寄り添おうとするだけで、被害を浪費すると批判している。差別を克

服するために何が必要なのかを明らかにするうえで、具体的な問題提起をしていただけるので

はないか。

障害者の差別解消について

18 櫻庭 尾上浩二 DPI日本会議・副議長 障害者分野における差別解消のための取り組みや法整備について

19 森川 （候補者検討中） ①障害者差別解消法の実施状況、特に障害者差別解消支援地域協議会の現状と課題、②同法が

障害の有無を理由とする差別発言を禁止しないことに関する見解。

20 森川 （候補者検討中） 小中高におけるインクルーシブ教育の現状と課題。
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№ 委員 お名前 所属・役職 専門分野、助言・指導を受けたい内容

21 森川 （候補者検討中） （優生手術に対する謝罪を求める

会など）

優生手術の被害救済の現状と課題

被差別部落問題について

22 徳田 黒川みどり 静岡大学教授 被差別部落問題研究者。著書に「被差別部落認識の歴史」があり、部落問題における差別意識

とハンセン病に関する差別意識の関連性を明らかにすることで、偏見差別の解消に向けての提

言作りに助言をいただきたい。

23 藤野 黒川みどり 静岡大学教育学部教授 日本近現代史　差別問題論

24 福岡 別紙1参照
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別紙１ 

 

「ハンセン病問題に係る偏見差別の解消のための施策検討会」「有識者会議」 

 

2021 年 8月 10日 

 

書面意見 
 

福岡安則 

 

 事務局によって用意された「意見提出シート」におさまるほど、まだ自分の考

えが煮詰まっていないので、この別紙にて「書面意見」とさせていただく。 

 これとは別に、金明秀との連名で「調査企画書」を出していて、わたしがこの

「施策検討会」で調査研究として作業をおこなっていきたいと考えているのは、

そちらのほうで提示されている。 

 この書面では、むしろ、この「有識者会議」全体で委員のみなさんと一緒に議

論しておきたい論点を提示させていただく。ただ、なにぶんにも、想を練る時間

的ゆとりがあまりにもなかったため、ラフな論述になっていることを、あらかじ

めお詫びしたい。 

 

 以下、述べていくことを「目次」ふうに示せば、以下のとおりです。 

 

福岡意見（その 1）：被害当事者の「語り」の共有化のお願い  2頁 

 

福岡意見（その 2）：偏見差別とは何かの共通理解の必要性  9頁 
 

福岡意見（その 3）：達成目標であるゴールの明確化 

――「解消路線」vs.「対向路線」  12頁 

 

福岡意見（その 4）：同和教育の総括は避けて通れないでしょう  13頁 
 

福岡意見（その 5）：被害当事者の「語り」をどう確保していくか  17頁 
 

福岡意見（その 6）：制度的局面、文化的局面、運動的局面  20 頁 
 

福岡意見（その 7）：失敗例の検討、成功例の検討もしくはモデル構築の必要性 

24頁 
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福岡意見（その 1） 

被害当事者の「語り」の共有化のお願い 
 

 わたしは、今回の「施策検討会」が設置されたのは、ハンセン病回復者のみな

さん、ならびに、ハンセン病罹患者の家族のみなさん（以下、被害当事者）の長

年の悲願である「偏見差別をなくしてほしい」との切なる願いを受けてのことで

あると受け止めています。それゆえ、わたしたち委員は、被害当事者のみなさん

の思い、願いを十二分に受け止めつつ、会議に臨む必要があると思います。 

 そのためには、わたしたち委員一人ひとりが、被害当事者のみなさんがその体

験と思いを表明した「語り」の記録に、できるだけ多く接しておく必要があると

思います。 

 以下、早急にお目通しいただきたい、そのような「語り」の記録をご紹介させ

ていただきます。 

 

1．無償で提供できる「語り」のリスト 
 

谺雄二・福岡安則・黒坂愛衣編『栗生楽泉園入所者証言集』上中下（創土社、

2009年） 

 栗生楽泉園入所者 50 人ほかの語りの記録です。全 3 巻で 1,400 頁。本体価格

は全 3 巻で 15,000 円ですが、無償提供します。ただし、すでに版元にも在庫が

なく、編者の手許に残部僅少です。つきましては、すでに献本した方、お近くに

ある方はご遠慮いただきたいと思います（徳田先生には差し上げました。邑久光

明園自治会にも寄贈しましたので、青木先生は園内の資料館でご覧になれると

思います。内田先生が新しく館長に就任された国立ハンセン病資料館にも寄贈

してありますので、恐縮ですが、それをご覧ください）。 

 それ以外の「有識者会議」委員で、お読みになりたい方には、送料着払いの料

金だけご負担くだされば、差し上げます。福岡安則にメールを頂戴できれば

（yfukuoka196869@gmail.com）、黒坂愛衣（東北学院大学、当事者市民部会委員）

から発送させていただきます。 

 

『いのちの輝き――ハンセン病療養所退所者の体験記』（ハンセン病回復者支援

センター、2020年） 

 「ハンセン病関西退所者原告団いちょうの会」の会員のみなさんの語りの記録

です。 

 「ハンセン病回復者支援センター」の加藤めぐみさん（当事者市民部会委員）

に相談しましたら、無償で 36部、提供してくれることになりました。 

 36 部というのは、「有識者会議」委員 12 名、「当事者市民部会」委員 20 名、

そして、厚労省・法務省・文科省・事務局の分 4冊で、計 36冊ということです。 

 一括して、三菱総研の事務局宛てお送りしますので、事務局から各委員等に配

布してください。 

 

福岡安則・黒坂愛衣が岩波書店の月刊誌『世界』に 11回にわたって連載した「ハ

ンセン病回復者の語り・家族の語り」 

 この連載は、2018 年 9月号～2019年 9月号まで（ただし、途中で 2回の休載

があるので、全 11回となった）、ハンセン病家族訴訟が闘われているのと並行し

て書いたものです。 
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 国の強制隔離政策、官民一体となった「無癩県運動」が、ハンセン病に罹った

人だけでなく、その家族まるごとを、偏見差別の対象としたというとき、それが

どのように立ち現れたのかは、回復者の単独の語り、家族の単独の語りだけでは

なく、ひとつの家族を構成している回復者の方と他の家族成員の語りを突き合

わせるかたちで読み解く必要があると考えて、執筆したものです。 

 これは、目下、黒坂愛衣さんに PDF 化の作業してもらっていますので、でき

あがり次第、有識者会議委員のみなさんと事務局宛てにはメールで送ります。事

務局からは、当事者市民部会のみなさんと三省の方に転送してください。 

 

福岡安則が解放出版社の月刊誌『部落解放』に連載中の「もう一つの隔離――ハ

ンセン病療養所附属保育所を生きて」 

 この連載は、『世界』の連載が終わったあと、ご本人自身、長島愛生園附属保

育所での生活経験を有する「原告番号 25番」の 80代男性から、〝家族訴訟でも

附属保育所の問題が十分に掘り下げられたとは思えない。ぜひ、附属保育所の問

題を書いてほしい〟との依頼を受けて、『部落解放』2020年 11 月号の第 1回「『本

妙寺部落』狩込みに遭う」から書き始めて、いま、2021年 8月号の第 10回まで

出ています。 

 これも目下、黒坂さんに PDF 化をお願いしていますので、『世界』連載と同様

の扱いをさせていただきます。 

 なお、2021年 9月号の第 11回「ダンスホールで見初められた」はすでにゲラ

校正が済んでいます。10 月号掲載予定の第 12 回「『龍田寮』最後の保母たち」

は入稿済みです。 

 コロナ禍のため新しい聞き取りができない状況にあること、また、3人の家族

の方から、聞き取りを公表するのは控えてほしいと言われて、3編をボツにせざ

るをえなかったこともあり、2021年 11月号以降は、附属保育所体験者に限定し

ないかたちでの家族の語りをまとめていきたいと考えています。 

 いずれにせよ、『部落解放』誌上に載りしだい、PDF 化してお手許に届けさせ

ていただきます。 

 

林力先生が『姶良野』に書き始めた連載「父ありてこそ」 

 家族原告団団長の林力先生（当事者市民部会委員）が、星塚敬愛園入所者自治

会機関誌『姶良野』の 2021盛夏号から、「父ありてこそ（第一回）」の連載を書

き始めました。 

 林先生の娘さんの古長美知子さんと相談したところ、星塚敬愛園自治会にお

願いして、36部、事務局宛て送っていただけることになりました。 

 『姶良野』は年 4 回の刊行ですが、第 2回以降の連載が載りましたら、その都

度、星塚敬愛園自治会から事務局に寄贈されると思いますので、配布方、よろし

くお願いいたします。 

 

埼玉大学学術情報発信システム（SUCRA）からダウンロード可能な語りの記録 

 埼玉大学大学院紀要『日本アジア研究』に福岡安則と黒坂愛衣が寄稿してきた

以下の語りの記録は、埼玉大学学術情報発信システム（SUCRA）でアップされ

ていますので、それぞれの調査ノートのタイトルをペーストして、ウェブ上で検

索していただければ、ダウンロードできます。 

 

福岡安則・黒坂愛衣、「病気でないのに 15 歳まで入所――朝鮮半島にルーツを



 

4 

 

もつハンセン病療養所入所者の子どもからの聞き取り」、埼玉大学大学院文

化科学研究科博士後期課程紀要『日本アジア研究』第 5号（2008年） 

 

黒坂愛衣、「7 ヵ月で堕ろされた子を思い続けて――ハンセン病療養所『強制堕

胎』を体験した 80代女性の語り」、『日本アジア研究』第 6号（2009年） 

 

福岡安則・黒坂愛衣、「『らい予防法』体制下の『非入所者』家族――ハンセン病

問題聞き取り」、『日本アジア研究』第 7号（2010年） 

 

福岡安則・黒坂愛衣、「絶対に、こっから動くもんかと――父と兄がハンセン病

療養所に収容された姉妹の語り」、『日本アジア研究』第 8号（2011年） 

 

福岡安則・黒坂愛衣・下西名央、「逃走して産んだ子を 5歳で亡くして――ハン

セン病療養所『星塚敬愛園』聞き取り」、『日本アジア研究』第 8 号（2011

年 3月） 

 

福岡安則・黒坂愛衣、「裁判のおかげで失われていた記憶が蘇った――あるハン

セン病家族からの聞き取り」、『日本アジア研究』第 9号（2012 年） 

 

福岡安則・黒坂愛衣、「32年間失っていた声を取り戻して――ハンセン病療養所

『星塚敬愛園』聞き取り」、『日本アジア研究』第 9号（2012 年） 

 

福岡安則・黒坂愛衣、「ぼくは治療に来たんだと、患者作業を拒否――ハンセン

病療養所『星塚敬愛園』聞き取り」、『日本アジア研究』第 9 号（2012 年） 
 

福岡安則・黒坂愛衣、「原告番号 1番になって裁判を闘った――ハンセン病療養

所『星塚敬愛園』聞き取り」、『日本アジア研究』第 10号（2013 年） 

 

福岡安則・黒坂愛衣、「山の奥の奥まで入所勧奨は追いかけてきた――ハンセン

病療養所『星塚敬愛園』聞き取り」、『日本アジア研究』第 10 号（2013 年） 

 

福岡安則・黒坂愛衣、「わたしが亡くなると同時に、わたしの家は潰れる――ハ

ンセン病療養所『星塚敬愛園』聞き取り」、『日本アジア研究』第 10 号（2013

年） 

 

福岡安則・黒坂愛衣、「中国の回復者村の支援活動に打ち込んで――ハンセン病

療養所『星塚敬愛園』聞き取り」、『日本アジア研究』第 10号（2013年） 

 

福岡安則・黒坂愛衣、「出征中の中国大陸で発症して――ハンセン病療養所『星

塚敬愛園』聞き取り」、『日本アジア研究』第 11号（2014年） 

 

福岡安則・黒坂愛衣、「最後の徴兵で沖縄戦に駆り出されて――ハンセン病療養

所『星塚敬愛園』聞き取り」、『日本アジア研究』第 11号（2014 年） 

 

福岡安則・黒坂愛衣、「退所者どうしで結婚したけれど……――ハンセン病療養

所退所者女性からの聞き取り」、『日本アジア研究』第 11号（2014年） 
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福岡安則・黒坂愛衣、「『1日おきに薬を取りに来い』では勤めが続かず――ハン

セン病療養所『菊池恵楓園』聞き取り」、『日本アジア研究』第 12 号（2015

年） 

 

福岡安則・黒坂愛衣、「初めて帰省したのは母の死の直前――ハンセン病療養所

『菊池恵楓園』聞き取り」、『日本アジア研究』第 12号（2015年） 

 

福岡安則・黒坂愛衣、「違憲国賠訴訟を闘いぬいて――あるハンセン病回復者聞

き取り」、『日本アジア研究』第 12号（2015年） 

 

福岡安則・菊池結、「非入所のような、そうでないような――あるハンセン病回

復者のライフストーリー」、埼玉大学大学院人文社会科学研究科博士後期課

程（学際系）紀要『日本アジア研究』第 13号（2016年） 

 

福岡安則・黒坂愛衣、「故郷は屋久島、終の棲家は敬愛園――ハンセン病療養所

『星塚敬愛園』聞き取り」、『日本アジア研究』第 13号（2016年） 

 

福岡安則・黒坂愛衣、「革新の旗を掲げ続けて――ハンセン病療養所『菊池恵楓

園』聞き取り」、『日本アジア研究』第 13号（2016年） 

 

福岡安則、「裁判抜きの『重監房』――『ハンセン病と裁判』覚書（その 1）」、

『日本アジア研究』第 15号（2018年） 

 

福岡安則・黒坂愛衣、「篤信の仏教徒が国賠訴訟の先頭に立つ――ハンセン病療

養所『星塚敬愛園』聞き取り」、『日本アジア研究』第 15号（2018年） 

 

福岡安則・黒坂愛衣、「隔離政策と優生政策と――あるハンセン病療養所退所者

の聞き取り」、『日本アジア研究』第 16号（2019年） 

 

福岡安則・黒坂愛衣、「奇跡のいのち――あるハンセン病家族原告の語り」、『日

本アジア研究』第 16号（2019年） 

 

福岡安則・黒坂愛衣、「ハンセン病療養所の医療過誤――医療過誤訴訟原告から

の聞き取り」、『日本アジア研究』第 16号（2019年） 

 

福岡安則・黒坂愛衣、「リプロダクティブ・ライツの剥奪――ハンセン病問題『本

妙寺部落狩込み』『湯之沢部落解散』再考」、『日本アジア研究』第 17号（2020

年） 

 

福岡安則・黒坂愛衣、「死後認知訴訟とハンセン病家族訴訟の原告となって――

少女期を栗生楽泉園附属保育所で過ごした一女性の語り」、『日本アジア研

究』第 17号（2020年） 

 

福岡安則・黒坂愛衣、「長い在日暮らしをハンセン病罹患者として生きて――金

相権さん聞き取り」、『日本アジア研究』第 17号（2020年） 

 

福岡安則・黒坂愛衣、「罹患者の娘のみならず孫まで結婚差別――ハンセン病問
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題聞き取り」、『日本アジア研究』第 18号（2021年） 

 

福岡安則・黒坂愛衣、「菊池恵楓園附属保育所『龍田寮』最後の保母たち――ハ

ンセン病問題聞き取り」、『日本アジア研究』第 18号（2021 年） 

 

福岡安則「社会構造としての偏見差別――ハンセン病家族訴訟に社会学者とし

てかかわって」（令和 2 年度千葉県人権啓発指導者養成講座（紙面講座）、2021

年） 

 これは、千葉県の事業を「一般社団法人 千葉県人権センター」が受託して、

対面の講演会として行われるはずであったが、コロナ禍のため「紙面講座」に切

り替えられたものである。 

 中身は、被害当事者からの聞き取りではないが、ハンセン病家族訴訟という裁

判闘争から、何度もの国会ローラー作戦等の活動を、被害当事者のみなさん、弁

護団、市民のみなさんがやりぬいた結果として、「勝訴判決」「控訴断念」「首相

謝罪」といった成果が勝ち取られていった経緯を、写真入りで記録したものであ

る。一連のプロセスを臨場感をもって追体験できるのではないかと思うので、ぜ

ひ、ご笑覧を。 

 ただし、〆切に追われて走り書きしたため、〝筆がすべっている〟箇所が散見

される。その点は、ご容赦願いたい。 

 千葉県庁健康福祉政策課人権室の担当職員にメールで、事務局宛て 36部送付

してくれるように依頼したが、折り返し「県には残部なし」の返信をいただいた

ので、手許に残る原稿の PDF 版を提出したい。 

 

2．著者割引での購入をお願いしたいもののリスト 
 

黒坂愛衣『ハンセン病家族たちの物語』（世織書房、2015年） 

 ハンセン病家族訴訟勝訴後に結成された「あじさいの会」以前には、唯一のハ

ンセン病家族たちの集まりの場であった「れんげ草の会」の人たちを中心に、12

の家族からの聞き取りの記録。それまでは、家族もハンセン病罹患者にたいして

〝加害者〟の側にまわったとか、レトリック好きな研究者は〝家族は加害者性

と被害者性の両義性を帯びている〟などとピントの外れたことを言っていたの

を、完全にひっくり返して、家族は徹頭徹尾、国の作出した偏見差別の被害者で

あることを明らかにした本です。その意味で、ハンセン病家族集団訴訟が始まる

きっかけになった本です。 

 著者の手許にみなさまに差し上げるだけの在庫がありませんので、恐縮です

が、福岡から聞いたと明記して、出版元の「世織書房 門松貴子」さん宛て、本

書を一部購入希望とのメール（seori@nifty.com）を出せば、定価（本体価格 4,000

円+税 400円）4,400 円のところ、8掛けの 3,520円で入手できます。送料等は出

版社負担です。 

 よろしくお願いします。 

 

福岡安則『「こんなことで終わっちゃあ、死んでも死にきれん」――孤絶された

生／ハンセン病家族鳥取訴訟』（世織書房、2018年） 

 ハンセン病家族集団訴訟に先立つかたちで、非入所者を母にもつ高橋正典さ

ん（1945–2019）がたった一人で国と鳥取県を相手取って起こしたのが、いわゆ

る鳥取訴訟です。 
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 その高橋さんからのライフストーリーの聞き取り、一審不当判決を受けて、福

岡は広島高裁松江支部に長文の「意見書」を提出し、さらに、専門家証人として

法廷に立って証言しました。この「聞き取り」「意見書」「証人尋問」を一書に編

んだのが本書です。福岡としては、長年、差別問題にかかわってきて、自分の考

えてきた「社会的差別」とは何かを整理する機会を与えていただきました。 

 やはり、みなさまに差し上げるだけの手持ちがありませんので、恐縮ですが、

著者割引にてお買い求めください。（本体価格 2,700 円+税 270 円）×0.8＝2,376

円にて、お願いします。福岡から聞いたと明記のうえ、「世織書房 門松貴子」

さん宛て（seori@nifty.com）メールを出してください。送料等は、出版社が負担

してくれます。 

 

鈴木陽子『「病者」になることとやめること――米軍統治下沖縄におけるハンセ

ン病療養所をめぐる人々』（ナカニシヤ出版、2020年） 

 鈴木陽子さんは、社会学者。この研究で立命館大学で博士の学位を取得したば

かりです。沖縄愛楽園交流会館で学芸員をしています。 

 この研究は、沖縄のハンセン病問題に新しい視点を開いてくれています。とい

って、手法はむしろ、きわめてオーソドックス。当事者からの聞き取りデータを

ベースに、広く公にされた文書資料だけでなく、愛楽園自治会所蔵のさまざまな

文書資料にあたって、地に足がついた考察を進めています。その点、そのような

沖縄の実情に疎いまま、法律の条文とか沖縄のハンセン病医療にかかわった人

たちの主張とかを〝鵜吞み〟にすることで、眉唾物の議論を展開してきた何人

もの研究者（森川恭剛先生のことは言っていませんよ――念のため）たちとは、

一線を画していると思います。ぜひ、一読を。 

 本体価格 3,500円+税 350円＝3,850円のところ、送料込みで一冊 3,100円でお

頒けできると、著者が言っていたと記憶しています。著者に直接メールして、注

文してください（kuro12go@yahoo.co.jp）。 

 

3．頒布価格での購入をお願いしたいもののリスト 
 

沖縄県ハンセン病証言集編集総務局『沖縄県ハンセン病証言集 沖縄愛楽園編』

（2007年） 

 沖縄愛楽園入所者のみなさんからの聞き取りの貴重な記録です。 

 ネットで「沖縄愛楽園自治会 書籍紹介」に行ってください。頒布価格 3,000

円。送料がいくらかも記載されています。 

 なお、同時期に、『沖縄県ハンセン病証言集 宮古南静園編』（2007 年）も刊

行されましたが、宮古南静園自治会にはもはや在庫なし、とのことです。 

 

沖縄県ハンセン病証言集編集総務局『沖縄県ハンセン病証言集 資料編』（2006

年） 

 沖縄のハンセン病問題を知ろうとするとき、この『資料編』は貴重な資料の宝

庫です。 

 上に同じく、ネットで「沖縄愛楽園自治会 書籍紹介」に行ってください。頒

布価格 10,000円。送料がいくらかも記載されています。 

 

兵庫在日外国人人権協会『閉じ込められた命――ハンセン病と朝鮮人差別』

（2020年） 
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 ハンセン病家族訴訟原告団副団長の黄光男さん（当事者市民部会委員）が綴っ

た長文の「長島への道」や、黄光男さんのアボジの故・黄鶴性さんからの聞き取

りなどを収録。 

 日本のハンセン病療養所にはきわめて多数の朝鮮人・韓国人が入所していま

した。また、ハンセン病家族訴訟の原告の方たちのなかにも、在日コリアンの方

が多数おられました（その多くは、現在は日本国籍になっていますが）。わたし

たちがハンセン病問題を語るとき、ハンセン病問題と在日問題の差別の交差性

（intersectionality）に迫る視点を欠かすことはできないと思います。ぜひ、ご一

読を。 

 一冊 1,200 円（送料込み）が頒布価格です。メール（jinkenkyo@hotmail.com）

にて注文をお願いします。 

 

 とりあえず、以上です。よろしくお願いします。 
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福岡意見（その 2） 

偏見差別とは何かの共通理解の必要性 
 

 「施策検討会」が検討するターゲットは「ハンセン病に係る偏見差別」である。 

 そこでの議論が着実に進みうるためには、わたしたちが問題にしている「ハン

セン病に係る偏見差別」がいかなるものであるかの、委員間での共通理解の達成

が欠かせないと思う。 

 人によって「偏見差別」と書くひともいれば、「偏見・差別」と書くひともい

れば、「偏見、差別」と書くひともいるように、「偏見差別」は、相互に深くから

みあいながらも、「偏見」の部分と「差別」の部分からなる。 

 わたしは、ハンセン病非入所者遺族の高橋正典さんがたった一人で国と鳥取

県を相手取って起こしたいわゆる「鳥取訴訟」の控訴審段階で、広島高裁松江支

部に「意見書」を提出し、その後、専門家証人として法廷で証言もした。 

 そこで論じたのが《社会的差別》論である。その中身は、「福岡意見（その 1）」

で文献としてあげた、福岡安則『「こんなことで終わっちゃあ、死んでも死にき

れん」――孤絶された生／ハンセン病家族鳥取訴訟』（世織書房、2018 年）の「2 

意見書――鳥取地裁判決批判」と「3 証人尋問――社会的差別としてのハンセ

ン病問題」である。恐縮ですが、お読みいただいたうえで、議論の叩き台として

いただければ幸いです。 

 そして、わたしの《社会的差別》論をさらに精緻化するかたちで、ハンセン病

家族たちの受けた被害のありようを分析したのが、黒坂愛衣がハンセン病家族

訴訟で弁護団の求めに応じて熊本地方裁判所に提出した「意見書」である。これ

は、その PDF 版を添付して提出する。 

 わたし自身は、熊本地裁でのハンセン病家族訴訟では出番はないものと思っ

ていたが、ひょんなことから、国の加害責任論を論ずる「意見書」を裁判所に提

出することになった。（いま、福岡安則・黒坂愛衣の共著で『ハンセン病家族訴

訟――裁きへの社会学的介入』（仮題、世織書房）の出版の準備をしていますが、

そこに収録予定で、縦書きにした原稿がありますので、それをメールで添付させ

ていただきます。） 

 そこで論述したのは、《集合的意識としての偏見》という概念です。骨子は、

偏見は、一般に誤解されているような、個々人の内面の問題ではないし、「正し

い知識」「正しい認識」の欠如の問題でもない。偏見は、個々人に外在して、社

会レベルに存在し、個々人を拘束する（個々人に影響を与える）ものとしてある。

また、偏見の核になっているのは、特定のマイノリティグループに対する「忌避

され排除されて当然」というイメージのようなものである、というものです。 

 詳しくは、わたしが熊本地裁に提出した「意見書」をご覧ください。 

 弁護団は、このわたしの考え方を採用してくれて、論陣を張りましたが、その

結果が、〝一種の社会構造（社会的システム）にまでなった偏見差別〟という判

決の認定でした。（まぁ、細かく言えば、裁判所は、わたしの考え方を正しくは

理解しなかったのですが。） 

 しかし、〝偏見は、対象にたいする間違った認識である〟という偏見について

の俗説のほうは、裁判所は手放そうとはしませんでした。〝国が作出した部分の

偏見〟は、2001 年におけるマスコミのハンセン病問題の大々的な報道によって

〝正しい知識〟が十分に国民ら（ちなみに、熊本地裁判決は、日本社会の住人は

日本国民だけではないことに配慮して「国民ら」という用語法を用いています）
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に伝わったので、国の責任は 2001年 12月 31日までである。2002 年 1月 1日以

降に、自分がハンセン病家族であることを初めて知った原告は、その後に結婚差

別等の被害をこうむっていても、それは国の責任ではない。古来の偏見と「醜状」

への〝自然な忌避感〟によるものだ、と認定して、その結果が原告 20名の訴え

の棄却となりました。 

 そのへんの事情も踏まえて、ハンセン病に係る「差別」とは何か、「偏見」と

は何かの共通理解を、みなさんと一緒につくっていけたらと思っています。 

 なお、わたしは、2021 年 5 月 3 日に少人数での Zoom ミーティングをおこな

い、「《集合的意識としての偏見》とは何か」を論じた。その記録を収めた拙稿「差

別とは何か、偏見とは何か（その 6）」の載った、一般社団法人千葉県人権セン

ターの『月刊スティグマ』2021 年 8 月号を、千葉県人権センターから寄贈して

いただく。この「書面意見」と一体をなすものとしてお読みいただければ、幸い

である。 

 そうそう、「偏見・差別」論の文献としては、ハンセン病家族訴訟弁護団の小

林洋二弁護士による次の 2つの論考も、参照願います。 

 

小林洋二、「ハンセン病家族訴訟判決（熊本地裁令和元年 6 月 28 日）の意義と

今後の課題」（『判例時報』No.2439、臨時増刊 2020.5.25号、317–321頁） 

 この論文については、恐縮ですが、事務局で『判例時報』No.2439 を入手し、

当該頁を PDF 化して委員のみなさまに配布してくださるようお願いします（も

し、それが無理でしたら、わたしの手許に、著者から送られてきたゲラ刷りの

PDF がありますので、それを提供します）。 

 

小林洋二、「熊本判決 20周年――ハンセン病家族訴訟判決の意義について」（『ら

い予防法違憲国賠訴訟熊本判決 20周年記念 報告書 ハンセン病問題の現在と

未来 II――判決後の動きと課題』（2021年、35–38頁） 

 この論文は、というか、報告書が、下記の URLからダウンロードできると国

宗直子弁護士から聞いていますので、各自、ご自分でダウンロードなさってくだ

さい。 

https://www.dropbox.com/s/u3i50u2kgbmdctr/20th_anniversary_report.pdf?dl=0 

 

 なお、今年度は、「有識者会議」が 6回、「当事者市民部会」が 4 回というスケ

ジュールを目にしまして、これでは、議論を深め、広げていくには、とても足り

ないと思いましたので、ハンセン病家族訴訟原告団副団長の黄光男さん（当事者

市民部会委員）とわたしが共同主宰するかたちで、ハンセン病問題の施策検討の

ための Zoom ミーティングによる「自主ゼミナール」を、できたら月に 2回のペ

ースで開きたいと考え、準備に入っています。その第 2回で、ハンセン病家族訴

訟弁護団の小林洋二弁護士に「ハンセン病家族訴訟と偏見・差別論」というテー

マで報告をお願いしていますので、委員のみなさまも、お時間が許せば、ぜひご

参加ください。 

 参考までに、すでに企画が立っている「自主ゼミナール」4件について、ご紹

介させていただきますので、どうぞご参加ください。 

 

第 1回「自主ゼミナール」、2021年 8月 28 日（土）午後 1時～4時 

テーマ「ボールを投げ返された市民として」 

報告者：浜崎眞実（当事者市民部会委員、神父、ハンセン病首都圏市民の会） 

https://www.dropbox.com/s/u3i50u2kgbmdctr/20th_anniversary_report.pdf?dl=0
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    太田明夫（当事者市民部会委員、ハンセン病問題を共に学び共に闘う全

国市民の会会長） 

 

第 2回「自主ゼミナール」、2021年 9月 5 日（日）午後 1時～4時 

テーマ「ハンセン病家族訴訟と偏見・差別論」 

報告者：小林洋二（ハンセン病家族訴訟弁護団） 

 

第 3回「自主ゼミナール」、2021年 9月 18 日（土）午後 1時～4時 

テーマ「誰が、どう、当事者の思いを伝えるのか」 

報告者：林 力（当事者市民部会委員、ハンセン病家族訴訟原告団団長、一般社

団法人 いのちのライツ ハンセン病差別をなくす会ふくおか 代表理事） 
 

（10月の 2回は、まだ企画が立っていません。） 

 

第 6回「自主ゼミナール」、2021年 11月 13 日（土）午後 1時～4 時 

テーマ「〈いま・ここ〉で、差別と闘う」 

報告者：江嶋修作（解放社会学研究所所長、日本解放社会学会初代会長） 
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福岡意見（その 3） 

達成目標であるゴールの明確化――「解消路線」vs.「対向路線」 
 

 わたしたちの「施策検討会」は、「偏見差別の解消」を謳っている。これの意

味するところ、というか、わたしたちの到達目標とするゴールのイメージを明確

化しておく必要があると思う。 

 この世の中からハンセン病に係る「偏見差別」を、文字通り「なくす」という

か、「なくせる」ものとして、さまざまな施策を考えていくのか、それとも、今

回の新型コロナ禍をみていても、感染した人に対する差別、さらには医療従事者

に対する差別などが、あっと言う間に広がってしまったことをみてもわかるよ

うに、偏見差別はそう簡単になくせるものではないと考えて、不心得者が〝偏見

差別〟を振りかざしてきても、それをみんなで押し返せるというか、差別した者

のほうが、地域社会にいたたまれなくなるような関係性を構築していくことを、

具体的なゴールとして想定するのか。総合戦略として、前者の「解消路線」をと

るか、後者の「対向路線」をとるかで、個々の具体的な施策の立て方は違ってく

るであろう。 

 極端な話、「解消路線」に立つならば、偏見差別そのものがなくなるはずなの

だから、たとえば「差別禁止法」は不要だということになる。禁止すべき差別は

存在しなくなるのだから。「対向路線」に立つならば、防止、抑止のために、悪

質な差別行為を犯した者は法的処罰の対象となることが、社会的に広く認めら

れることが不可欠となる。 

 あるいは、「解消路線」は、発想が、そもそも〝差別はあってはならない〟も

のだから、学校や行政のなかで、差別事象が生じたときでも、それにかかわる

人々は、〝差別がなかったこと〟にしようとする。差別の〝隠蔽工作〟に走る。

昨年の秋に兵庫県芦屋市で起きた市職員による差別発言事件は、担当課長が部

下の発言は〝差別にはあたらない〟と庇い続け、半年も経った時点で、急遽、市

長自らが〝あれは差別事象であった〟と認めるに至るという経緯をたどった。

そういう半年間の経験を経た課長や担当職員が、「人権啓発の推進を」という職

務をまっとうに担っていくことは、わたしの目からは、きわめて難しいものに映

る。 

 それに対して、「対向路線」は、差別はないにこしたことないが、現実には、

しばしば起こるものである、という認識に立つ。それゆえ、大事なことは、差別

が起きてしまったときに、見過ごすこと、かばい立てすること、隠蔽することで

はなく、差別事象の発生を早期に見つけること、差別をしてしまった者に注意を

すること、なぜそのような差別事象が生じてしまったかの原因を探ることが、大

事なこととされる。それを怠ったとき、その場に対して責任ある立場にある者の

責任が厳しく問われることになる。 

 わたしは、この後者の「対向路線」の方向で、諸施策を積み上げていくことが

大事なのではないかと考えている。 

 

 時間がなくて、思うように書けていません。すみません。 

 「福岡意見（その 1）」であげた拙稿「差別とは何か、偏見とは何か（その 6）」

の 29頁以降の「いじめや差別をめぐる文化を変えたい」の箇所を、以上の拙論

の拙さを補うものとしてお目通しください。 
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福岡意見（その 4） 

同和教育の総括は避けて通れないでしょう 
 

 わたしは、7月 31 日の第 1回「有識者会議」の自己紹介のおりに、「国が国の

責任において偏見差別をなくそうとした取り組みに『同和教育』がありました。

1969 年から 2002 年まで、じつに 33 年間、特別措置法に基づいて、国をあげて

取り組まれました。個々には素晴らしい実践もありましたが、全体としては、所

期の目標を達成して部落差別のない社会を構築することはできませんでした。

今回の『施策検討会』は、それを超えていかなければなりません。不可能への挑

戦に近いことを、私たちはいまから、やろうとしているのだと思います」と述べ

ました。 

 ここで口にした「不可能への挑戦」という表現は、単なる修辞ではありません。

本気でそう思っています。 

 「施策検討会運営要綱」第 5条 2項には、「当事者市民部会」の任務として「国

のこれまでの啓発活動の評価を行う」とありますが、ここでの「国のこれまでの

啓発活動」とは、ハンセン病問題に係る啓発活動（教育実践も含むのでしょうが）

を指していることは明らかだと思います。 

 しかし、わたしの見るところ、1996 年の「らい予防法」の廃止以降、とりわ

け 2001年の熊本地裁判決以降、それなりに国が取り組んできたとされる「ハン

セン病問題に係る啓発活動」なるものは、それに先立つ 33年間の、文字通り全

国的に展開された学校同和教育、各地の地方自治体によって、あるいは企業内研

修のかたちで実施された社会同和教育（社会啓発）によっても、部落差別の解消

には至り得なかったことの検証、総括抜きに実施されてきたことは明らかであ

るし、質的な面でも、量的な面でも、このかんの「ハンセン病問題に係る教育・

啓発活動」が、それに先立つ同和教育実践の足下にも及ばないことは明白である。 

 したがって、わたしたちがやるべきことは、このかんの「ハンセン病問題に係

る教育・啓発活動」には何が足りなかったのかの検証以前に、「同和教育」は何

故、部落問題に係る偏見差別の解消という所期の目的を達成できなかったのか

の検証・総括でなければならない。 

 あと、もう一つ、注目しておくべきは、「無癩県運動」であろう。国がハンセ

ン病に係る偏見差別を、わたしの言う《集合的意識としての偏見》として作出し

構築したというとき、国は単に〝誤った知識〟を流布しただけではない。「無癩

県運動」という一大国民運動を展開することによって、それを作出・構築したの

だ。構築物というのは、しばしば、作り上げるときよりも、解体処理するほうが

難しいものである。原発がそうである。そして、偏見差別も、そうである。今回

のハンセン病に係る偏見差別をぶち壊していく営みは、「無癩県運動」をはるか

に凌駕するような、ひとつの運動として展開されなければならないということ

を、わたしたちは弁えておく必要があろう。 

 「福岡意見（その 1）」であげた「山の奥の奥まで入所勧奨は追いかけてきた―

―ハンセン病療養所『星塚敬愛園』聞き取り」（『日本アジア研究』第 10号）は、

ハンセン病違憲国賠訴訟の第一次原告 13人の一人、山口トキさんの語りである

が、彼女はこう述べている。「〔その当時は『無癩県運動』っていうのが盛んで〕

もう、まったくしらみつぶしで。いろんなところへまで、山奥まで。それこそ草

の根を分けてでも探し回って、収容（あれ）しようとしてね。もう徹底しておった

ですね」。そして、法廷での原告本人尋問（2000.5.11）では「今度は国のほうが、
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偏見、差別を無くするために、草の根を分けてでも、私はその偏見、差別を津々

浦々、〔山奥の〕一軒家に到るまで無くしていただきたいちゅうのが、私の強い

思いでございます」と述べている。 

 故・山口トキさんの言葉は、やはり、単なる修辞ではない。わたしたちが重く

受け止めるべき言葉だ。 

（余談ですが、自分で自分の書いた山口トキさんの語りの原稿をネット上で探

していたら、熊谷和史という人のツイッター（2013.12.31）にこうあった。「CiNii

論文－山の奥の奥まで入所勧奨は追いかけてきた：ハンセン病療養所「星塚敬愛

園」聞き取り〜PDF あり なぜか bot から流れてきた。生の声をそのまま収録し

た労作。（私的に）紅白より全然面白い内容。」ありがたい評価です。） 

 

 「有識者会議」の委員のみなさまのなかで、どなたか、「同和教育」の総括の作

業をわたしと一緒にやりますと手を挙げてくださる方は、いませんでしょう

か？ 

 

 「同和教育」が所期の目的を達成できなかった要因はさまざまあるでしょうが、

その大きな要因の一つが、「同和問題に関する正しい知識」を与えるという「知

識偏重型」の教育に固執したというか、そういうものとしてしか全国展開できな

かったことがあると思います。 

 それが完全に破綻していた論拠として、わたしが 1999年に千葉県内で実施し

た『人権問題に関する住民意識調査報告書』（千葉県人権啓発センター、2000年）

があります（「人権問題」と謳ってはいますが中身は「部落問題」中心です）。 

 なお、千葉県人権啓発センターは「千葉県人権センター」の前身。この調査報

告書は、センターにはもはや残部なしですが、わたしが 10冊だけ確保してあり

ますので、委員のみなさまに提供します。徳田先生と金明秀さんにはすでに差し

上げてありますので、わたしを除く、残りの委員の先生方 9人と、事務局用 1冊

ということで、10冊まとめて事務局に送らせていただきます。 

 この報告書の 107 頁の「表 2-108 『身内の結婚問題への態度』に対する諸要

因の影響力の強さ」をご覧ください。同和地区出身者との結婚問題への態度に、

「同和問題の知識度」はまったく無関係との結果が出ています。顕著な影響がみ

られたのは、「同和地区に対する異質視」と「同和地区に対するマイナス視」で

した。 

 あと、興味深いのは、136 頁の「表 3-12 『プラスの印象』の形態別平均値」

（学校同和教育）と 159頁の「表 3-32 『プラスの印象』の形態別平均値」（社会

啓発）でしょうか。これらを見ると、効果がある教育・啓発は、被差別当事者で

ある「同和地区の人」自身が講師となったものであり、「学者・文化人」「学校の

先生」「企業の啓発担当者」「行政の人」の話となると、効果はガクッと落ちると

いう現実が窺えます。――ハンセン病問題での教育・啓発の場面でも、わたした

ち「有識者会議」に属する者が出しゃばらずに、「当事者市民部会」の方々のほ

うに前面に出ていただける態勢づくりが必要かと思います。 

 この報告書につきましては、「まとめと提言」（180–192頁）のところをザッと

お読みいただき、興味をひかれたところを本文に立ち戻ってお目通しください。 

 わたしのこの 1999 年の千葉県での住民意識調査では、長年にわたって取り組

まれた学校同和教育が部落問題にかかわっての偏見差別をなくす効果はたいし

てなかったことが実証されましたが、大阪府で 2000年に実施された『同和問題

の解決に向けた実態等調査報告書（府民意識調査）』でも、学校同和教育は、残



 

15 

 

念ながら、さしたる効果をあげられなかったことが実証されています。なお、こ

の調査票の設計には、社会学者の佐藤裕さん（富山大学）が参画しており、あの

時代、膨大に行われた無意味な調査（税金の無駄遣いとしか形容できないろくで

もない調査）のなかでは、珍しく、まともな意識調査でしたが、そこでも、学校

同和教育の効果は認められない結果となっています。（この大阪府の調査報告書、

および、佐藤裕さんの論文「部落問題に関する人権意識調査のあり方と『差別意

識論』の課題――大阪府 2000年調査の経験から」（前編、後編、『部落解放研究』

2002年）の PDF がわたしの手許にありますので、事務局にお送りします。委員

のなかでお読みになりたい方がいれば、事務局からお渡しください。） 

 

 海外での注目すべき人権教育もまた、知識注入型のそれではなく、態度変容型

の教育実践であることは留意しておくべきでしょう。 

 たとえば、1968 年にアメリカのジェーン・エリオット先生が小学校 3 年生の

児童たちを対象にやった「青い目、茶色い目」の教育実践は、あまりにも有名。

エリオット先生が子どもたちに宣言する。「青い目の子はいい子です。茶色い目

の子は悪い子です。青い目の子は茶色い目の子たちをイジメてよろしい」と。翌

日には、この関係をひっくり返す。こうして、子どもたちに〝差別されることの

痛み〟を徹底的に教え込んだ。このときの動画を、大人になったかつての子ども

たちが一緒に見る。かれらは、さわやかな笑顔で、子ども時代に受けた教育場面

を鑑賞していた。明らかに、持続する態度変容をなしとげた教育実践であったこ

とが伝わってくる。 

 もう一つは、2021.6.4 に NHK E テレの「ドキュランドへようこそ」で放映さ

れたロンドンの小学校で取り組まれた「人種差別をなくす実験授業」（元は、イ

ギリスで 2019年に放映された、The School That Tried to End Racismという番組）。

クラスの子どもたちを白人とそれ以外の子どもたちに分けるところから、この 3

週間の教育実践は始まる。「無意識の人種的偏見」に気づかせることで、その「無

意識の偏見」を減少させることが獲得目標となっている。番組をみていて、見事

な教育実践だと思った。 

 しかし、日本では、このような教育実践は、そのままのかたちでは導入できな

いだろうと、わたしは思った。日本では、目の色でクラスの子たちを 2つに分け

ることなどはできない（たとえば、「背の高い子・低い子」という分類でやった

場合、背の高い・低いにすでに社会的に価値評価がこびりついているので、等価

なかたちでひっくり返しができまい）。日本では、被差別マイノリティは、それ

ぞれの個別の問題でいえば、マジョリティ側に比べて圧倒的に少数派であり、か

つ〝目に見えない（invisible）〟ことが特徴的であって、ロンドンでの教育実践

は、馴染まない。ただ、「知識注入型」の教育に安住していてはならないことだ

けは、確かだと思う。 

 

 読み返していて、書き忘れたことを思い出しました。 

 わたしは、1981年度から 1992年 5月末までの千葉県立衛生短大助教授の時代

にも、1992年 6月から定年退職する 2012年度までの埼玉大学教授の時代も、社

会学の授業の最初のほうで、新入学生たちに「高校までに受けてきた同和教育に

対する印象」と「被差別部落に対する印象」をレポートに書いて提出してもらっ

た。その結果は、惨憺たるものであった。同和教育への印象は〝またか〟〝うん

ざり〟といった言説で埋まり、被差別部落に対する印象は〝かわいそう〟〝部

落に生まれないでよかった〟といったものであった。これが「知識偏重型」の同
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和教育の末路であったと言えよう。 

 かろうじて、定年近くなった時点で、熊本県から来た何人かの学生に〝学校の

先生に菊池恵楓園に連れていってもらって、入所者の方たちと交流しました〟

ということで、彼ら・彼女らの被差別当事者との関係の持ちようを安心して見て

いられる教育効果が見いだせたぐらいである。 

 

 「同和教育」の失敗のもう一つの原因は、全国展開するにあたり、〝同和教育

だけを、いわば特権的に優先するかたちでやりなさい〟と、たぶん文部省（当時）

が、実質的に指導したことであろう（その背後には、そのような要求を運動団体

側がしたことも考えられる）。しかし、わたしの耳には、ずいぶん、〝なんで同

和教育ばかりやらなければならないのだ〟という、現場教師による疑問、批判の

声が聞こえてきた。なかには、解放運動団体とイデオロギー的に対立していたあ

る政党関係の教員による〝ためにする非難〟や、そもそも〝人権教育などやり

たくもない〟という不心得な教員たちの我が儘発言もあったであろうが、無視

できないのは、自分の目の前に、同和問題とは別の、それはそれで切実な差別の

問題が見えているのに、なんで、わたしはその問題に教師として取り組むのが認

められないのだろうという真摯な声もみられたということである。 

 そういう過去の経験からして、今回、ハンセン病問題での教育を全国展開する

際には、ハンセン病問題での教育実践を中軸に置きながらも、他の、たとえば、

部落差別、在日差別、LGBTへの差別、アイヌ差別、障害者差別、性差別等々へ

の取り組みとも手を結び、人権教育の時間をわかちあいながらの教育実践の展

開をはかる必要があろう。 

 とりわけ最近では、差別の問題を考えていくときに大事な視点として、「差別

の交差性（intersectionality）」が強調されてきている。この視点を、わたしたちも

大事にしていきたいものである。 
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福岡意見（その 5） 

被害当事者の「語り」をどう確保していくか 
 

 徳田靖之先生が『菊池野』2021 年 8 月号の「『らい予防法』廃止から 25 年、

国賠訴訟判決から 20 年 その意味と意義を語る」のなかで、次のように述べて

おられます。 

 

人間をさらけ出す 

 〔国賠訴訟の闘いに勝てたのは何故かといえば〕私自身は、人間を描き出

した、或いは人間をさらけ出したということが最大の要因だったと思うので

す。原告の皆さんには生の素の自分をさらけ出してもらいました。退所者原

告の方で関西弁で本当に元気が良いというか、いろいろな経歴の人たちもい

るわけです。苦労して、まともな職になど就けないわけですから、手配師の

ような仕事をされた方もいっぱいいるわけです。そういう人たちと打合せを

していると、標準語で話そうとするのですが、聞いていても面白くもくそも

ないのです。だから法廷でもうそのままの関西弁で喋れ、普段着で喋れとア

ドバイスしたところ、その彼が「あんな、裁判長さん」とか、「あんな、国の

先生」と素で喋る。或いは非入所者の方、自分がハンセン病だと知られたら

大変だということで社会に出ないで連れ合いが働いて、自分は家事をすると

いう人生をずっと歩んだ方が法廷で「うちの母ちゃんは世界一です」と話し

ました。私は尋問していて泣いてしまったのですが、素をさらす、あらわに

することで被害を訴えられました。「私たち〔弁護士〕は長い間過ちを犯し

てしまった、そういう自分たちの償いとしてこの裁判をしています。裁判長、

国の代理人、あなたたちも同じ法律家として罪を犯してきましたよね。間違

いを犯してきた側の人間ですよね」ということを問いかける。それはもう法

律論ではなく、そういう問題としてやり抜いたことが勝訴につながったし、

控訴断念も結局、当時の小泉首相に面会した〔原告〕一人ひとりが自分とい

う人間をさらけ出すことで号泣させてしまい、〔国側としては〕控訴した後

和解するという既定路線だったものが、台本に全くなかった、控訴しないと

いうようにひっくり返してしまいました。それはもう法論理などではなく、

人間をさらけ出すことで国や裁判官の人間と対峙したということではない

かと私は思っています。（8頁） 

 

 徳田先生の言われる被差別当事者たちが「生の素の自分をさらけ出す」ことが、

裁判闘争に勝利し、控訴断念、首相謝罪を勝ち取った最大の要因だったというこ

とは、これからのハンセン病問題に係る偏見差別を打ち壊していく教育・啓発の

実践でも、そのまま妥当することだとわたしは考えています。 

 そうすると、これからのハンセン病問題に係る教育・啓発では、回復者のみな

さん、家族のみなさんが前面に出て、「生の、素の自分」をさらけ出していただ

くことが欠かせないでしょう。（「差別の問題は、差別される側の問題ではない、

差別する側の問題である」というのが、差別問題の公理であるにもかかわらず、

いざ、偏見差別を打ち壊していくとなると、被差別当事者のみなさんに前面に出

てもらう以外、うつ手はない、というのが、長年の差別問題へのかかわりをとお

してわたしが学んできたことです。） 

 家族のみなさんの現状はといえば、家族訴訟「勝訴」後も、人前に顔をだして

語れる人は、ごくごく少人数にとどまっています。でも、被差別当事者のエンパ
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ワーメントはいかにすれば可能なのかということをわたしたちも探究しつつ、

少しずつではあれ、人前で語れる家族の人たちが増えてくることを、わたしは期

待しています。 

 それ以上に困難になりつつあるのが、回復者のみなさんの語りです。ハンセン

病療養所に入所されているみなさんは、あまりに高齢となり、あいついで亡くな

られていって、教育・啓発の場で語れる人は極端に少なくなってきています。 

 退所者のみなさんが頑張っておられますが、やはり、高齢化は避けられません。

過重なご負担をかけるわけにもいきません。 

 

 ここでわたしが声を大にして言いたいことがあります。 

 回復者のみなさんの何百人単位の「語り」が、あるところに眠っています。そ

れを〝死蔵〟のままに捨ておく手はありません。 

 説明します。 

 2002年秋から 2005 年 3月まで設置されていた「ハンセン病問題に関する検証

会議」では、大掛かりな「被害実態聞き取り調査」が実施されました。当事者委

員として参加されていた故・神美知宏（こう・みちひろ）さん（当時、全療協事務局長）

が検証会議で「われわれ当事者の生の声を聞き取ってほしい」と提起されたこと

で始まった調査でした。わたしは、被差別当事者からの聞き取り調査の専門家と

して、その調査を手伝ってほしいと依頼され、他の委員のみなさんからは半年遅

れで、検証会議のいわば作業部会にあたる「検討会」の委員を委嘱されました。 

 まともな、かつ、大掛かりな社会学的調査は、1年や 2年で最終的な分析にま

で至らないのが通例です。検証会議の被害実態聞き取り調査に協力してくれた

当事者は 841 人にのぼりますが、聞き取りのテープおこしをするための予算は

ゼロ、テープおこしを担当すると名乗り出る委員はわたし以外には誰もいない

状況のなかで、わたしと埼玉大学の福岡ゼミの学生たちの無償労働によって、や

っと数十名分のテープおこしができた段階で、検証会議最終報告書の別冊『ハン

セン病問題に関する被害実態調査報告』の執筆にとりかからざるをえませんで

した。わたしは、調査班の会議で、検証会議が解散後も、この貴重な聞き取りデ

ータのテープおこしと記録作成の作業が継続できる条件を整備するように進言

しましたけれども、わたしの声は検証会議のトップにまでは、なぜか伝えられな

かったようです。 

 その結果、検証会議のときの録音テープは、検証会議の解散にあたり、当時の

「高松宮記念ハンセン病資料館」に預けられましたが、結局、リニューアルオー

プンした「国立ハンセン病資料館」の所蔵物となったまま、死蔵されています。

わたしは、神美知宏さんに付き添ってもらって、大谷藤郎館長（当時）に直訴し

たこともありましたが、取り合ってもらえませんでした。さらに、2008 年 5 月

に多磨全生園で開催された「ハンセン病市民学会第 4回総会・交流集会」の分科

会「リニューアル資料館を考える」で、壇上の成田稔・国立ハンセン病資料館館

長に対して、フロアからこの問題を提起しましたが、まったく返答なしでした。

ただ、のちに、栗生楽泉園入園者自治会から『栗生楽泉園入所者証言集（上中下）』

（2009 年）の編纂の仕事を頼まれたとき、その分科会に参加していた谺雄二さ

ん（当時、栗生楽泉園入園者自治会副会長）がわたしの発言を思い出して、厚労

省相手に交渉をして、栗生楽泉園の人たちの検証会議での聞き取りテープの一

部を取り戻すことにはつながりました（一部というのは、厚労省は、その録音テ

ープは〝個人情報〟であるから、本人が自分の個人情報の開示手続きをとれば

開示するという対応をしたからです。したがって、すでに故人となられていた
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方々の録音は開示されることはありませんでした。わたしは、このときの厚労省

の対応は間違っていたと断言します。もともと、検証会議の被害実態聞き取り調

査に当事者が応じたのは、自分たちが受けてきた被害を、広く世の中に伝えてほ

しいと思ったからこそ、自分の被差別体験を長時間にわたって語ったものです。

したがって、厚労省は、そのもともとの目的に沿った扱いをしなければならなか

ったはずであり、録音の開示を求めてきた栗生楽泉園自治会に対しては、その編

纂作業において語り手のプライバシーの保護を万全にするように注意を促すこ

とだけで十分だったと考えられます）。 

 さらに、わたしは、2014 年時点で、国立ハンセン病資料館の黒尾和久学芸部

長（当時）にもこの問題での相談をもちかけましたが、まともな応答は返ってき

ませんでした。検証会議のときの被害実態調査で 841 人の当事者が聞き取りに

応じてくれたのは、国の強制隔離政策によって被った自分たちの人生被害を、い

まこそ語り尽くしておきたい、そして、その声を広く社会の人たちに伝えて、偏

見差別をなくす一助にしてほしいという、ほんとうに切なる思いによるもので

す。その貴重なデータの大部分が死蔵のまま捨ておかれていていいはずがあり

ません。 

 幸い、この 7月からは、この「施策検討会」の座長に就任された内田博文先生

が、国立ハンセン病資料館の館長にも就任されました。 

 この「施策検討会」で、検証会議のときの「被害実態聞き取り調査」における

ハンセン病療養所入所者のみなさん、退所者のみなさんの切実な声の録音を、音

声おこしし、資料として編集し、今後のハンセン病問題の教育・啓発の生きた教

材として活用していくことの重要性を承認していただきたい。 

 承認が得られれば、それに必要な作業は、内田座長が館長をつとめられる「国

立ハンセン病資料館」のなかに、それに対応する委員会なりを組織し、しかるべ

き弁護士にも委員に加わってもらって、プライバシー保護等に万全を期する体

制を整備し、かつは、膨大な録音の音声おこし・編集には、それなりに多額の費

用がかかることから、厚労省に、別途、そのための予算を用意してもらって、速

やかに作業にうつれるようにしていただきたいと、せつに思います。 

 検証会議の被害実態聞き取り調査での、被害当事者の語りは、その一つひとつ

が、国の強制隔離政策と官民一体となった「無癩県運動」のために苦難の人生を

余儀なくされた人たちの《生きた証》にほかなるまい。よもやおろそかに扱うこ

とは許されない。わたしはそう思う。 

 よろしくお願いいたします。 
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福岡意見（その 6） 

制度的局面、文化的局面、運動的局面 
 

 ほんとうに、ハンセン病に係る偏見差別を打ち壊そうと望むならば、この問題

は国に責任があるのだから国に何かをやらせようという発想に拘っていてはな

らない。もっと、総合的な戦略で臨まなければならないと思う。 

 わたしがここで「総合的戦略」と述べたのは、「制度的局面」「文化的局面」「運

動的局面」の三相からなる。 

 「制度的局面」では、とくに国に頑張ってもらわなければならない。不心得者

による差別を厳しく取り締まる法整備が必要である。不幸にして差別の被害に

遭った当事者の制度的救済のための、実効性のある機関を整備しておかなけれ

ばならない。 

 ハンセン病家族訴訟が始まって、原告に加わった男性が、そのことで自分の母

親がハンセン病に罹ったことがあることを妻に知られ、妻は子どもたちを連れ

て実家に帰ってしまった。徳田先生からお聞きしたところでは、この男性の母親

が嫁の実家を訪ねて〝土下座〟までして謝ったが、相手の家族はいっさい聞く

耳をもたなかったという。どうして、差別された側が謝らなければならないのか。

人権を侵害した側がふんぞり返っているのが許されていいのか。法による処罰

は不可欠であろう。そのことによって、頭（こうべ）を垂れるのは、人権を侵害さ

れた側ではなく、侵害した側であるということへと、社会状況が転回されなけれ

ばならない。そこで、はじめて、偏見差別への抑止、防止が効くというものだ。 

 そして、かつての同和教育を凌駕するだけの、ハンセン病問題を中心にした

（しかし、ハンセン病問題だけに特化することのない）学校でのカリキュラム体

制を築くのは文科省の役割である。 

 かつて、あちこちの地方自治体で、きめ細やかな「同和問題講演会」（長野県

などでは「部落解放町民大会」などといった表示を掲げた講演会に、わたしは講

師として招かれたこともある）が開催されていた。現在、法務省が音頭をとって、

全国で年に数回だけやっている「ハンセン病問題に関するシンポジウム」は、

華々しいだけで、わたしから見ると、さほどの効果が期待できない代物である。

もっと、全国各地の地方自治体が、規模は小さくても、そこに住んでいる住民た

ちの身近なところで、数年で全住民の参加が見込める講演会・研修会が実施され

るように、国の責任で指導してもらわなければならない。 

 

 しかし、上記のような「制度的局面」を整備しただけでは、教育・啓発の現場

で、その受け手の人たちに《被害当事者の思い》が届くかたちにはならない。 

 黒坂愛衣（社会学者、当事者市民部会委員）は、『河北新報』2020.7.3 の「座

標 見えない他者 想像して」に、「原告番号 21番さん」（当事者市民部会委員）

と中学生のお孫さんのことを、次のように書いた。 

 

「このハンセン病って、ぴーちゃん（曾祖父）のことでしょう？ きょう学

校でパンフレットもらったよ」。宮城県在住の男性はある日、中学生の孫か

らこう言われた。男性の父親は、登米市にある国立ハンセン病療養所「東北

新生園」で暮らす回復者だった。この孫は、生まれるとすぐ父親に顔を見せ

に行き、その後も父親との時間を何十回となく共に過ごしてきた。数年前に

父親が亡くなったときは一緒に園で最期を看取っている。 

 男性が憤るのは、孫の学級でハンセン病問題の啓発パンフが配られたとき、
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教員の説明が一言もなかったことだ。〝配るだけじゃなく、先生自身の言葉

で生徒たちに語りかけてほしかった〟。そう願うのは男性自身、子どもの頃、

父親がハンセン病であったことで過酷ないじめを経験していたからだ。 

 この教員はおそらく、自分が受け持つ学級の生徒にハンセン病回復者の家

族がいるとは夢にも思わなかったに違いない。一般の地域社会や学校空間、

職場等には、ハンセン病回復者とその家族は〈いない〉ことになっている。

ハンセン病問題はどこか遠い世界の話、昔の話のように感じられ、他人事に

なっている。実際は、ただ存在が見えていないだけで、同じ社会空間を共に

生きているのだ。男性の憤りは、すぐ隣にいる見えない他者への想像力を育

む必要性をわたしたちに教えてくれる。（以下略） 

 

 お孫さんの言う「パンフレット」とは、厚労省作成の「中学生向けパンフレッ

ト『ハンセン病の向こう側』」のことだと思われる。厚労省が全国の中学校に配

布しても、倉庫に押し込まれるかツンドクだけというので、家族原告の人たちが

〝ちゃんと生徒に配ってほしい〟と要求したから、そうしなさいという通知が

厚労省（ならびに文科省）から全国の中学校長宛てに届いて、その結果として、

〝配られた〟のだろう。 

 でも、この配り方では、「原告番号 21番」が憤るのは当然だ。 

 じゃ、この教員が〝一言の説明の言葉〟を添えて、パンフレットを配れば、問

題は解決か？ 解決にはならないことは明らかだ。いちいち、〝自分の言葉を添

えて配るんだよ〟と言われなければそうしない教員が〝添える言葉〟が無味乾

燥なことは予測がついてしまう。 

 あるいは、熊本市の被差別部落に住む田中信幸さん（菊池事件で無実を叫びな

がら非情にも処刑されてしまった F さんの遠縁にあたる方でもある）が問題提

起をされていることだが、数年前、熊本市内の中学校で退所者の方が講演をし、

それを受けての事後学習として、教員が生徒に〝調べ学習〟をしなさいと〝指

導〟した。しかるに、その結果は、生徒たちは、ウェブから菊池事件の記事を、

撮み食い的にコピペしただけで、無残な内容だったという。 

 こういう宮城の教員、熊本の教員というのが、現在の教員たちの一般的な姿だ

と思う。そうすると、かりに、文科省から「ハンセン病問題の人権教育をやりな

さい」との通達が全国の中学校に伝えられたとしても、一体全体、どんな人権教

育がなされるものやら、寒けがしてくる。 

 この問題については、すでに、林力先生（ハンセン病家族訴訟原告団団長、当

事者市民部会委員）が、何度も提起されてきたことだ。 

 林力先生は、2019 年 6月 28日のハンセン病家族訴訟「勝訴」判決後の記者会

見で、次のように発言されていた。 

 

林力 わたくしは、二十歳（はたち）から 76 歳まで教壇に立っておりました。

ですから、ハンセン病について若い人に伝える条件というか場をもっている

ということで、いろいろ活動をさせていただいたと思います。ですが、わた

しのような経験をお持ちでない人が、社会教育、学校教育の先生〔をつとめ

る〕というのは、なかなか難しいのではないか。通り一遍のことになっても

差別の拡散になるし、そうかといって自分自身の経験はないし。いきおい、

誰かの話や誰かの書き物を利用せざるをえないわけですから、たいへん難し

いのではないかと。 

 やっぱり、痛みを伝えることが難しいと思います。恵楓園などに行きまし
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たら、たくさんの学校が見学ということで訪れていらっしゃるんで、それは

大変うれしいことなんですけども、子どもたちをあそこに連れて行って、ど

ういうことが出てくるか。つまり、事前の学習と事後の学習というものをず

っと繰り返していかなければならないし。まず教師自身が療養所に行って、

どなたかの療舎（うち）に何泊かして、そして、長い人生の痛みや悲しみを少

しでも自分のものにするということを、まず前提にしなければ、通り一遍の

ことをやったら差別の拡散になる可能性があるというような危惧をもって

おります。 

 これは、実際の差別の学習を展開していくときの、教育する側に立つ人間

が絶対に忘れてはならないことだと思います。なにかの書き物を見て、テレ

ビを見て、感動をしたと。それをそのまま社会教育や子どもの前に出せば、

逆に差別を拡散する可能性になりかねないこともございますので、そのへん

を重々踏まえたうえで、できれば、当事者の方々のとこへ何日か泊り込んで

でも、その生きてこられた〔体験〕、社会のあり方、国の施策、そういうも

のを少しでも身につけて、そして、子どもたちの前に展開をするというよう

なことが、いまの教育現場の実情としては、ひじょうに難しいことかもしれ

ませんけども、どうしても、そういうことをやらなければ、痛みが通じない、

悲しみが通じない。そういう学習になって、それが差別の材料になりかねな

いという側面ももっております。 

 たいへん欲張ったことを申しておりますけども、重々ご配慮をして、そし

て勇気をもって、取り組んでいただきたい。その取り組みをつうじて、自分

自身が何を学んだのか。子どもや社会〔人〕の前にどう出すかということの

前に、自分がこの現実から、歴史から、何を学んだかということを抜きにし

て、ひと様に、子どもに、それを伝えるということは、さきほども言いまし

たが、差別の拡散になりかねない、という思いをもっております。 

 たいへん難しいことですけども、差別の問題を取り上げるときには、やっ

ぱり、そこを通過しなければ……。自分の長い教師の経験からも、そんなこ

とを思っております。 

 

 これは、学校教育を担う教師だけの問題ではない。社会啓発の講師に呼ばれる

人たちの問題でもある。「ハンセン病問題に関する親と子のシンポジウム」を担

当してきた法務省の職員のみなさんも、林力先生の言葉を噛みしめていただき

たい。 

 こういった問題が、わたしのいう「文化的局面」の一例である。 

 あるいはまた、「福岡意見（その 3）」で言及した芦屋市問題にみられる、地方

自治体で啓発を担当する職員たちの資質のありようも、「文化的局面」の問題の

一例である。 

 

 さらに、「運動的局面」も、すごく大事だ。かつて官民一体となって展開され

た「無癩県運動」を超えるような運動をわたしたちが展開できないかぎり、ハン

セン病に係る偏見差別をぶち壊すことは、夢物語に終わるであろう。 

 といっても、一歩一歩進んでいくしかない。進むべき一歩の方向は、どちらで

あろうか。参考になるのは、わたしが『部落解放』2021 年 5 月号に書いた聞き

取り事例「もう一つの隔離 ハンセン病療養所附属保育所を生きて 連載第 7回 

理解があるのと家族になるのは違う」であろう（ぜひ、熟読していただきたい）。 

 教育や啓発で、100 人の「理解者」を育てても、現実の差別はなくならない。
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それよりも、2人でも 3人でもいい、目の前に差別が姿を現わすのに出くわした

とき、すぐに「それは、差別だ！ あなたは間違っている」ということを態度で

示すことができる人が育ってくるような教育・啓発の実践でなければならない。

〝わたしは差別するのが間違っていることはわかっています。わたしは差別を

するような人間ではありません〟というだけの人間がいくら増えても、わたし

の言う《集合的意識としての偏見》の構造は、ぴくりとも揺らぎはしないのだ。

《集合的意識としての偏見》が自分の背後に付いてくれていると思い込んで、率

先して差別を煽動する人に対して、「あんた、間違っているよ。誰も、あんたに

付き従ったりはしないよ。そんなことをするのは、あんただけだよ」と即座に迫

って、はじめて、《集合的意識としての偏見》にヒビが入るのだ。 

 そうだとすれば、華々しくなされる大規模な「シンポジウム」の類は、ほとん

ど役に立たない。こぢんまりとしていても、かまわない。講演会、研修会が、や

りっぱなしで終わってしまうのではなく、主催者がそこに参加した人たちに、

「よろしければ、このあと残って、今日お話をしてくださった○○さん（回復者

もしくは家族の方）と膝を突き合わせて、しばらくお話をしていきませんか」と

呼び掛け、できることなら、その地元に、支援のグループの芽を育てることが大

事である。だから、主催者や進行役は、単なる業務としてそれをこなす人ではな

く、すでに、どこぞの地域で支援の活動を担っている人たちがつとめるのが大事

なのだ。 

 そのようにして、ハンセン病問題の被害当事者たちと連帯する活動的市民の

グループのネットワークを全国津々浦々に張りめぐらすこと、そのとき、はじめ

て、《集合的意識としての偏見》は音を立てて崩れ落ちるであろう。――そこへ

の道行きを、わたしは夢想している。 

 

 「制度的局面」では、国は責任をもって、しかるべき体制づくりに邁進してい

ただきたい。 

 「文化的局面」では、国は、地方自治体等（等というのは、マスコミ、宗教団

体、企業の社内人権研修部門なども想定しておきたいということである）に対し

て、適切な指導をしていただきたい。ただし、適切な指導は「当事者・市民」と

の密接な連携によってはじめて可能になることを忘れないでいただきたい。 

 「運動的局面」では、国は、基本的に出る幕はない。全国的な広がりをもって、

ハンセン病に係る偏見差別を打ち壊していく運動が勢いよく展開されるべく、

国のなすべきことは、ただ一つ、運動展開のための潤沢な財政的援助を惜しまな

いでいただきたいということである。とはいえ、税金が現場で有意義に使われて

いるかどうかを自分たちの目で確かめる必要があるという口実のもと、厚労省・

法務省・文科省の若手職員の方々に、頻繁に現場に出てきていただいて、みずか

らハンセン病問題の理解を深める機会としていただきたいと思う。 

 

  



 

24 

 

福岡意見（その 7） 

失敗例の検討、成功例の検討もしくはモデル構築の必要性 
 

 黄光男さん（ハンセン病家族訴訟原告団副団長、当事者市民部会委員）は、2020

年 12月 22日に開催された、厚労省・法務省・文科省の三省相手の「ハンセン病

に係る偏見差別の解消のための協議」第 3 回の席上で、〝失敗事例〟から学ぶ

ことの大切さを訴え、芦屋市職員差別発言問題に言及した。 

 〝失敗事例〟は、福岡県の学校教員が、ハンセン病問題の人権教育と称して、

「ハンセン病はからだが溶ける病気だ」との授業をやってしまったこともその

一つだが、ほかにもまだまだある。 

 

 2017 年 6 月 24 日、FIWC 関西委員会主催で、大阪 YMCA 国際文化センター

で行われた「ハンセン病フォーラム それでも人生にイエス、か？」において、

女優の樹木希林が、「私だって黒川温泉の宿屋の番頭だったら拒否する。それは

ね、良い悪いではないのよ。その立場立場で言い分があるのよ。だからそれは、

あ、そうですかと。ね、私なんか女優になった時、『美形じゃなきゃ女優じゃな

い』っていう時代に女優になってるんですよ」と発言し、コーディネーター役の

徳永進が「希林さん、希林さん、時間の関係がありますんで次行きます。（中略）

希林さんの発言はあの、訂正とか撤回はありませんので、ここを出たらみんな忘

れて頂いて」とその場をいい加減なかたちで誤魔化す発言をして、会場から「笑

い」をとり、最後まで、この問題をその場で議論することなく終わってしまった

という問題がある。（参考資料は、『ハンセン病フォーラム「それでも人生にイエ

ス、か？――ハンセン病の終末を迎え、入所者の皆さんと共に考える」資料集』

2020年） 

 この事件については、黄光男さんが詳しい。フォーラム当日、樹木希林が登壇

する前の段階の発言者の一人として呼ばれ、問題の場面では主催者側の配慮の

なさで舞台裏の小部屋に閉じ込められていたのである。 

 いずれにせよ、ハンセン病問題の啓発、シンポジウムは、有名人を呼んで、大

勢の聴衆を集めさえすればいい、という発想から脱却しなければならないこと

だけは明らかであろう。 

 

 新良田教室の一部の元教員たちが〝自分たちの青春の思い出〟（新良田教室

の卒業生たちの青春の思い出、ではない）のために、「ハンセン病関西退所者原

告団いちょうの会」や多くの新良田教室卒業生たちの抗議を無視したまま、作成

に突っ走った映画「ベルの音が聞こえる」の問題がある。企画段階で地元紙は美

談として報道したし、たしか、行政も補助金をだしたのではなかったか。 

 ハンセン病問題で映画をつくることは、それ自体で〝いいこと〟だというわ

けにはいかない実例であろう。 

 この事件については、「いちょうの会」会長の宮良正吉さん（当事者市民部会

委員）が詳しい。 

 

 ほかにもまだまだあったような気がするが、俄かには思い出せない。 

 いずれにせよ、こうしたハンセン病問題での教育・啓発をめぐっての〝失敗事

例〟を「施策検討会」では検証しておく必要があろう。 

 

 ただ、〝失敗事例〟だけを検証していくだけでは、問題の前進は見込めない。
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わたしとしては、なんとか「成功事例」も取り上げていきたいと考えている。し

かし、「成功事例」がすでに、どこかにある、ということを期待するのは、甘い。 

 では、どうするか。もし、委員のみなさんの同意が得られれば、わたしたち自

身が、ある意味、現場に介入して、失敗事例を成功事例に転換していくプロセス

をつくりだしていきたい、そういうことができればすごいな、と思っている。 

 たとえば、わたしは、芦屋市問題を、そういうふうに転回できないかと、密か

に考えている。職員の差別発言事件で、芦屋市の啓発に臨む体制は、いま、ガタ

ガタになっている。だからこそ、行政職員が自分たちの独りよがりで、啓発はか

くあるべしと決めてかかるのではなく、当事者・市民たちと連携して、もっと筋

の通った、効果的な啓発のありようを、お互いの議論を深めあうなかから作り出

していくプロセスに、この機会だからこそ、転轍できないだろうかと思うのであ

る。 

 もし、この「施策検討会」で、そういう試みにまで踏み出そうということにな

って、わたしたち委員が、たとえば芦屋市に〝乗り込んでいく〟ときには、この

場合は、社会啓発の領域なので、法務省の職員がわたしたちに同道していただけ

ないものだろうか、と思う。わたしたちだけでは、なかなか、芦屋市の責任ある

立場の人がおいそれとは面談に応じてくれないとしても、法務省の職員も同行

してもらえれば、そういう場が設定されうるのではないかと夢想するのである。 

 それぐらいのことを積極的にやっていかないと、「不可能への挑戦」が実をあ

げることはないであろう。 

 

 以上、とにかく、ずっと走り書きに走って書いてきた。 

 あちこちで、筆が滑ってしまっているところがあるにちがいない。しかし、も

う、8月 10日の午後 10時半をまわった。 

 一回、読み直しはするだけで、メールで送ろうと思っている。わたしは、自分

の原稿は、通常、4 回も 5回も読み返す。今回は 1回だけの読み直し。誤字等が

残っていることを恐れる。 

 日付が変わって、8月 11日の午前 1時になってしまった。 

 至らぬところは、あらかじめ、お詫びしておきたい。 



1 

 

福
岡
安
則
「
意
見
書
」(

責
任
論) 

 

 
二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
四
日
に
第
一
回
口
頭
弁
論
が
始
ま
っ
た
ハ
ン
セ
ン
病
家
族
訴

訟
で
は
、
福
岡
は
毎
回
、
熊
本
地
方
裁
判
所
の
一
〇
一
号
法
廷
に
足
を
運
び
、
傍
聴
を

し
た
。
い
つ
も
は
、
た
だ
ひ
た
す
ら
黙
っ
て
聞
い
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一

八
年
六
月
一
五
日
の
第
一
一
回
期
日
だ
け
は
、
い
つ
も
と
違
っ
た
。
午
前
中
二
人
の
原

告
本
人
尋
問
が
済
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
遠
藤
浩
太
郎
裁
判
長
が
閉
廷
後
の
進
行
協
議
の
場

で
社
会
学
者
と
し
て
の
私
の
考
え
を
聞
き
た
い
と
言
っ
て
い
る
と
の
伝
言
を
国
宗
直
子

弁
護
士
か
ら
耳
打
ち
さ
れ
た
の
だ
。
突
然
の
出
題
は
、
原
告
弁
護
団
は
「
社
会
の
加
害

集
団
化
」
と
い
う
概
念
化
で
事
象
全
体
を
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な

考
え
方
は
社
会
学
的
に
み
て
如
何
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

閉
廷
後
の
午
後
四
時
す
ぎ
、
熊
本
地
裁
五
階
の
広
い
会
議
室
に
あ
が
っ
た
。
そ
こ
で

初
め
て
、
国
宗
弁
護
士
か
ら
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
「
原
告
ら
第
一
五
準
備
書
面
」
の
「
ま

と
め
」
の
一
節
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。 

 

 

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
国
は
、
無
ら
い
県
運
動
を
通
じ
て
、
絶
対
隔
離
・

絶
滅
政
策
の
一
環
と
し
て
、
患
者
及
び
そ
の
血
統
た
る
家
族
を
も
絶
滅
す
る
こ
と

を
企
図
し
て
、
癩
予
防
協
会
や
藤
楓
協
会
な
ど
を
通
じ
て
、
全
国
的
・
網
羅
的
に
、

ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
恐
怖
を
煽
り
、
患
者
及
び
そ
の
家
族
に
対
す
る
差
別
、
偏

見
を
作
出
、
助
長
し
、
さ
ら
に
は
、
皇
恩
、
救
癩
思
想
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
市
民
の
良
心
の
呵
責
を
除
く
な
ど
し
て
、
社
会
及
び
そ
の
構
成
員
た
る
市
民

を
加
害
集
団
に
仕
立
て
上
げ
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
家
族
に
も
偏
見
、
差
別
に
よ

る
深
刻
な
被
害
を
与
え
て
き
た
の
で
あ
る
。
（
強
調
点
は
引
用
者
） 

  

裁
判
長
は
福
岡
に
意
見
を
求
め
る
に
あ
た
り
、
社
会
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
判
決
を

書
く
立
場
と
し
て
は
「
加
害
集
団
」
と
い
う
言
葉
で
事
態
を
説
明
す
る
の
は
、
い
さ
さ

か
〝
稚
拙
〟
で
あ
っ
て
、
気
に
染
ま
な
い
旨
の
感
想
を
繰
り
返
し
口
に
し
た
。 

 

福
岡
は
二
〇
分
弱
、
私
見
を
述
べ
た
。「
加
害
集
団
」
に
替
え
て
提
示
し
た
の
は
《
集

合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
と
い
う
概
念
で
あ
っ
た
。
裁
判
長
は
原
告
弁
護
団
に
対
し

て
、
福
岡
の
見
解
を
踏
ま
え
た
「
主
張
の
整
理
」
を
求
め
、
弁
護
団
は
応
諾
し
た
。 

 

こ
う
い
う
流
れ
で
、
福
岡
は
、
そ
の
夏
、
黒
坂
と
一
緒
に
、
種
子
島
、
埼
玉
、
東
京
、

沖
縄
、
宮
崎
、
大
阪
と
、
家
族
原
告
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
を
重
ね
な
が
ら
も
、「
意
見

書
」
の
執
筆
に
集
中
し
、
九
月
は
じ
め
に
弁
護
団
に
送
付
し
た
。 

 

も
っ
と
も
、
六
月
の
進
行
協
議
の
場
で
の
や
り
と
り
で
、
裁
判
長
は
、
福
岡
の
口
頭

で
の
説
明
に
〝
納
得
〟
し
て
い
る
気
配
を
示
し
て
い
た
の
で
、
意
見
書
は
ご
く
簡
潔
な

も
の
で
済
む
予
定
で
あ
っ
た
が
、
あ
い
だ
に
、
七
月
二
四
日
の
、
広
島
高
裁
松
江
支
部

で
の
ハ
ン
セ
ン
病
非
入
所
者
家
族
鳥
取
訴
訟
の
控
訴
審
で
の
〝
不
当
判
決
〟
が
出
さ
れ

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
長
文
の
も
の
と
な
っ
た
。
あ
ろ
う
こ
と
か
、
栂
村
明
剛
（
つ
が
む
ら
あ

き
よ
し
）

裁
判
長
は
、
二
〇
〇
一
年
の
熊
本
地
裁
の
「
ら
い
予
防
法
」
違
憲
国
賠
訴
訟
の
判

決
で
示
さ
れ
た
判
断―

―

国
の
隔
離
政
策
等
に
よ
っ
て
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
に
対
す
る
古

来
の
も
の
と
は
別
様
の
偏
見
差
別
が
作
出
さ
れ
、
そ
の
後
も
助
長
さ
れ
続
け
た
と
い
う
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判
断―

―

を
覆
（
く
つ
が
え
）

し
、
国
が
新
た
な
偏
見
差
別
を
〝
創
出
〟
し
た
り
は
し
て
い

な
い
、
古
来
の
偏
見
差
別
を
〝
助
長
〟
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
、
こ
れ
以
上
な
い
恣

意
的
な
判
断
を
示
し
た
。
デ
タ
ラ
メ
な
判
断
に
せ
よ
、
上
級
審
の
判
断
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
、
完
全
に
論
破
し
て
お
く
必
要
を
感
じ
た
の
だ
。 

  
 
 
 
 
 
 
 

＊ 
 
 

＊ 
 
 

＊ 

  

わ
た
し
は
長
年
に
わ
た
っ
て
社
会
的
差
別
の
問
題
を
調
査
研
究
し
て
き
た
社
会
学
者
で
あ

る
が1

、
熊
本
地
方
裁
判
所
平
成
二
八
年
第
一
〇
九
号
外
損
害
賠
償
請
求
事
件
に
関
し
、
原
告

弁
護
団
よ
り
、
日
本
の
ハ
ン
セ
ン
病
隔
離
政
策
が
地
域
住
民
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
の
社

会
学
的
分
析
を
要
請
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
基
づ
き
、
下
記
の
と
お
り
意
見
を
述

べ
る
。 

 

文
体
の
問
題
、
も
し
く
は
一
つ
の
エ
ク
ス
キ
ュ
ー
ズ 

 

具
体
的
な
叙
述
に
入
る
前
に
、
言
わ
ず
も
が
な
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
意
見
書
を
綴

る
文
体
の
問
題
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
き
た
い
。
思
わ
ぬ
こ
と
か
ら
訴
訟
と
い
う
も
の
に
か

か
わ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
法
曹
人
の
書
い
た
書
面
を
目
に
す
る
機
会
が
増
え
た
が
、
裁
判
官
、

弁
護
士
、
訟
務
検
事
の
書
く
も
の
と
、
わ
た
し
た
ち
社
会
学
者
の
書
く
も
の
と
で
は
、
文
体
が

異
な
る
。
文
章
を
書
く
と
き
の
作
法
が
別
物
だ
と
言
っ
て
よ
い
よ
う
に
思
う
。 

 

門
外
漢
ゆ
え
誤
解
が
あ
れ
ば
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
が
、
概
し
て
法
曹
人
の
書
く
も
の
は
、

執
筆
に
入
る
時
点
で
は
、
結
論
が
明
確
に
で
き
て
お
り
、
そ
の
結
論
に
向
か
っ
て
、
証
拠
を
精

査
し
、
適
合
的
な
ロ
ジ
ッ
ク
（
法
理
や
判
例
）
を
援
用
し
て
い
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
で

あ
れ
ば
こ
そ
、
い
わ
ば
堅
固
な
と
も
評
し
う
る
目
次
構
成
が
冒
頭
に
呈
示
さ
れ
う
る
の
で
あ

ろ
う
。 

 

わ
た
し
た
ち
社
会
学
者
の
執
筆
ス
タ
イ
ル
は
、
法
律
文
書
や
行
政
文
書
と
は
、
そ
の
ス
タ
イ

ル
を
異
に
す
る
。
わ
た
し
た
ち
社
会
学
者
の
目
の
前
に
あ
る
の
は
（
そ
の
社
会
学
者
が
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
カ
ー
で
あ
れ
ば
）、
自
ら
が
収
集
し
て
き
た
膨
大
な
デ
ー
タ
で
あ
る
。
そ
の
デ
ー
タ

と
の
対
話
が
、
こ
れ
か
ら
社
会
学
者
が
書
い
て
い
く
こ
と
を
決
め
て
い
く
。
そ
の
意
味
で
は
、

書
き
始
め
の
時
点
で
結
論
が
見
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
、
デ
ー
タ
の
指
し
示
す

と
こ
ろ
に
、
社
会
学
者
は
誘
（
い
ざ
な
）

わ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
揺
る
ぎ
の
な

い
目
次
構
成
を
も
っ
て
、
文
章
を
書
い
て
い
く
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
は
な
ら
な
い
。 

 

そ
の
よ
う
に
し
て
書
か
れ
た
文
章
は
、
法
律
家
の
み
な
さ
ん
に
は
読
み
づ
ら
い
も
の
に
映

る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
ス
タ
イ
ル
で
な
い
と
、
社
会
学
者
と
し
て
の
わ
た
し
の
思
考
の
歩
み
は

は
な
は
だ
覚
束
な
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
意
見
書
も
、
わ
た
し
の
流
儀
で
書
か
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
お
許
し
願
い
た
い
。 

 

た
だ
、
せ
め
て
、
一
段
落
書
き
終
え
た
ら
、
そ
の
都
度
、
小
見
出
し
ぐ
ら
い
は
付
け
た
い
。

わ
た
し
は
、
い
ま
、
こ
の
段
落
に
「
文
体
の
問
題
、
も
し
く
は
一
つ
の
エ
ク
ス
キ
ュ
ー
ズ
」
と

の
小
見
出
し
を
付
け
る
こ
と
を
決
め
た
。
そ
う
い
う
書
き
方
で
、
結
論
ま
で
到
り
着
き
た
い
。 

 

「
加
害
集
団
」
と
い
う
用
語
法
の
妥
当
性 

 

依
頼
を
受
け
た
際
、
弁
護
団
よ
り
「
原
告
ら
第
一
五
準
備
書
面
」
を
資
料
と
し
て
提
供
さ
れ

た
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
検
討
か
ら
本
意
見
書
を
書
き
出
す
こ
と
と
し
た
い
。 
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同
準
備
書
面
は
「
第
３ 

ま
と
め
」
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

 
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
国
は
、
無
ら
い
県
運
動
を
通
じ
て
、
絶
対
隔
離
・
絶
滅
政

策
の
一
環
と
し
て
、
患
者
及
び
そ
の
血
統
た
る
家
族
を
も
絶
滅
す
る
こ
と
を
企
図
し
て
、

癩
予
防
協
会
や
藤
楓
協
会
な
ど
を
通
じ
て
、
全
国
的
・
網
羅
的
に
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す

る
恐
怖
を
煽
り
、
患
者
及
び
そ
の
家
族
に
対
す
る
差
別
、
偏
見
を
作
出
、
助
長
し
、
さ
ら

に
は
、
皇
恩
、
救
癩
思
想
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
民
の
良
心
の
呵
責
を
除
く
な

ど
し
て
、
社
会
及
び
そ
の
構
成
員
た
る
市
民
を
加
害
集
団
に
仕
立
て
上
げ
、
そ
の
結
果
と

し
て
、
家
族
に
も
偏
見
、
差
別
に
よ
る
深
刻
な
被
害
を
与
え
て
き
た
の
で
あ
る
。
（
二
四

頁
） 

  

わ
た
し
は
、
わ
が
国
の
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
め
ぐ
っ
て
の
こ
の
よ
う
な
偏
見
・
差
別
の
捉
え

方
に
、
大
筋
に
お
い
て
異
論
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、「
社
会
及
び
そ
の
構
成
員
た

る
市
民
を
加
害
集
団
に
仕
立
て
上
げ
」（
強
調
点
は
引
用
者
）
と
い
う
規
定
の
仕
方
に
は
、
社

会
学
的
に
み
て
、
い
さ
さ
か
違
和
感
を
お
ぼ
え
る
。 

 

社
会
的
差
別
・
迫
害
を
め
ぐ
っ
て
「
加
害
集
団
」
と
い
う
言
葉
遣
い
が
ぴ
っ
た
り
と
当
て
は

ま
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の 

K
u
 K

lu
x
 K

lan
 

で
あ
ろ
う
。
黒
人
を
殺
戮
（
さ
つ
り
く
）

し
て
か
ま
わ

な
い
と
す
る
こ
の
組
織
は
、
ま
さ
に
「
加
害
集
団
」
で
あ
り
、
か
つ
「
誓
約
集
団
」
で
あ
る
と

言
う
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
の
差
別
・
迫
害
の
問
題
で
「
加
害
集
団
」
と
い
う
用
語
法
が
妥
当

す
る
の
は
、
た
と
え
ば
、
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
の
関
東
大
震
災
の
と
き
の
「
自
警
団
」

で
あ
ろ
う
。
朝
鮮
人
に
対
す
る
流
言
蜚
語
に
煽
動
さ
れ
て
、
朝
鮮
人
と
見
れ
ば
虐
殺
し
て
い
っ

た
の
で
あ
る
か
ら
、
あ
の
場
合
も
確
か
に
「
加
害
集
団
」
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

部
落
差
別
問
題
で
は
、
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
に
群
馬
県
で
起
き
た
世
良
田
村
事
件
の
場

合
が
、
そ
の
一
例
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
に
全
国
水
平
社
が
創
立

さ
れ
、
各
地
で
被
差
別
部
落
の
人
び
と
が
解
放
を
め
ざ
す
運
動
に
立
ち
上
が
っ
た
。
そ
れ
に
対

す
る
反
動
と
し
て
、
世
良
田
村
の
被
差
別
部
落
が
近
隣
住
民
に
よ
っ
て
焼
き
討
ち
に
遭
っ
た

事
件
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
組
織
化
さ
れ
た
「
加
害
集
団
」
で
あ
っ
た
。 

 

わ
が
国
の
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
で
「
加
害
集
団
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
の
が
相
応
し
い
出
来

事
と
言
え
ば
、
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
か
ら
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
に
か
け
て
熊
本

で
起
き
た
黒
髪
校
事
件
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
菊
池
恵
楓
園
の
附
属

保
育
所
「
龍
田
寮
」
の
子
ど
も
た
ち
（
ま
さ
に
本
訴
訟
の
原
告
の
立
場
に
あ
た
る
人
た
ち
）
の

教
育
を
受
け
る
場
を
、
龍
田
寮
内
の
分
校
で
は
な
く
、
地
域
の
本
校
へ
の
通
学
に
よ
っ
て
保
障

さ
れ
る
べ
き
だ
と
求
め
た
と
き
に
、
地
域
の
有
力
者
た
ち
に
よ
っ
て
「
黒
髪
会
」
が
組
織
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
の
通
学
の
拒
絶
の
み
な
ら
ず
、
龍
田
寮
そ
の
も
の
の
解
散
に
ま
で
帰
結
す
る
に

至
っ
た
差
別
事
件
で
あ
っ
た
。
明
ら
か
に
、
こ
こ
で
は
ハ
ン
セ
ン
病
罹
患
者
の
子
ど
も
た
ち
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
の
、
積
極
的
な
排
除
、
差
別
的
加
害
行
為
を
行
う
と
い
う
意
味
で
の
「
加

害
集
団
」
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る2

。 

 

し
か
し
、
わ
が
国
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
考
察
し
て
い
く
と
き
に
、
社
会
全
体
が
、

あ
る
い
は
国
民
全
員
が
「
加
害
集
団
」
に
仕
立
て
上
げ
ら
れ
た
と
言
い
切
っ
て
し
ま
う
の
は
、

わ
た
し
の
こ
れ
ま
で
の
調
査
研
究
で
収
集
し
た
デ
ー
タ
と
は
そ
ぐ
わ
な
い
面
が
あ
る
。 

 

と
い
う
の
は
、
わ
た
し
た
ち
社
会
学
者
は
「
集
団
」
と
い
う
用
語
を
使
う
と
き
に
は
、
た
だ
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ち
に
、
誰
が
そ
の
メ
ン
バ
ー
で
、
誰
が
そ
の
メ
ン
バ
ー
で
な
い
か
と
い
う
区
分
け
が
念
頭
に
思

い
浮
か
ん
で
し
ま
う
の
で
あ
る
。
さ
す
が
に
、
国
民
全
体
が
〝
一
つ
の
集
団
〟
を
形
成
す
る
と

い
っ
た
事
態
は
想
定
し
が
た
い
。
あ
る
い
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
罹
っ
た
人
、
お
よ
び
そ
の
家
族

に
対
す
る
「
差
別
意
識
」
と
い
う
も
の
を
想
定
し
た
と
き
に
は
、
人
に
よ
っ
て
そ
の
濃
淡
が
あ

る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
容
易
に
推
察
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

た
だ
し
、
誤
解
の
な
い
よ
う
に
明
言
し
て
お
き
た
い
が
、
わ
た
し
が
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、

「
加
害
集
団
」
と
い
っ
た
と
き
の
〝
加
害
〟
の
部
分
で
は
な
く
、
〝
集
団
〟
の
部
分
の
ほ
う
に

ほ
か
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
今
回
の
「
ハ
ン
セ
ン
病
家
族
集
団
訴
訟
」
が
始
ま
る

以
前
に
、
わ
た
し
が
共
同
研
究
者
の
黒
坂
愛
衣
（
現
、
東
北
学
院
大
学
准
教
授
）
と
と
も
に
聞

き
取
り
を
し
て
き
た
家
族
の
人
た
ち
の
語
り
、
そ
し
て
、
家
族
訴
訟
が
始
ま
っ
て
以
降
、
精
力

的
に
聞
き
取
り
調
査
を
し
て
い
る
家
族
原
告
の
人
た
ち
の
語
り
、
あ
る
い
は
、
法
廷
で
の
原
告

本
人
尋
問
で
の
証
言
を
聞
く
か
ぎ
り
、
厳
し
い
《
被
害
》
が
あ
っ
た
の
は
明
ら
か
で
あ
っ
て
、

必
然
的
に
、
そ
れ
に
対
応
す
る
《
加
害
》
の
事
実
は
疑
う
余
地
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

 

《
集
合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
の
形
成 

 

で
は
、「
加
害
集
団
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
こ
と
な
く
、
わ
が
く
に
社
会
全
体
を
覆
う
か

た
ち
で
展
開
し
て
き
た
、
ハ
ン
セ
ン
病
罹
患
者
の
家
族
た
ち
を
も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
「
全
国

的
・
網
羅
的
」
な
《
加
害
性
》
の
現
実
を
説
明
す
る
の
に
相
応
し
い
用
語
は
、
何
か
。
わ
た
し

は
、
社
会
学
的
に
み
て
、《
集
合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
の
形
成
と
い
う
概
念
が
妥
当
な
も

の
だ
と
考
え
る
。 

 

わ
た
し
が
、
こ
こ
で
言
う
《
集
合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
と
は
、
い
か
な
る
も
の
か
を
説

明
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
前
に
《
差
別
》
の
概
念
も
社
会
学
的
に
規
定
し
て
お
こ
う
。
そ
の

点
、
つ
い
最
近
出
版
さ
れ
た
関
西
学
院
大
学
教
授
・
金
明
秀
（
キ
ム
ミ
ョ
ン
ス
）

の
『
レ
イ
シ
ャ
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
Ｑ
＆
Ａ
』（
解
放
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
）
が
大
変
参
考
に
な
る
。
金
明
秀
は
、

「
差
別
は
社
会
全
体
の
非
対
称
性
を
捉
え
る
た
め
の
概
念
」
と
い
う
見
出
し
の
も
と
、
差
別
を

次
の
よ
う
に
定
義
づ
け
て
い
る
。 

 

 

差
別
と
い
う
の
は
も
と
も
と
マ
ク
ロ
な
（
つ
ま
り
社
会
全
体
を
理
解
す
る
た
め
の
）
概

念
で
す
。
つ
ま
り
、
あ
る
属
性
を
も
つ
人
々
が
そ
の
属
性
を
も
つ
と
い
う
だ
け
で
不
当
な

扱
い
を
受
け
る
社
会
構
造
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
指
し
て
「
差
別
」
と
呼
ぶ
わ
け
で
す
。 

 

世
界
人
権
宣
言
（
一
九
四
八
年
）
の
第
二
条
に
「
す
べ
て
人
は
、
人
種
、
皮
膚
の
色
、

性
、
言
語
、
宗
教
、
政
治
上
そ
の
他
の
意
見
、
国
民
的
も
し
く
は
社
会
的
出
身
、
財
産
、

門
地
そ
の
他
の
地
位
ま
た
は
こ
れ
に
類
す
る
い
か
な
る
事
由
に
よ
る
差
別
を
も
受
け
る

こ
と
な
く
、
こ
の
宣
言
に
掲
げ
る
す
べ
て
の
権
利
と
自
由
と
を
享
有
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
あ
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
属
性
に
つ
い
て
は
不
当
な
扱
い
を
受
け
る
社
会
構
造
が
歴

史
的
に
成
立
し
て
い
る
と
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。（
中
略
） 

 

そ
う
い
う
社
会
構
造
の
結
果
と
し
て
具
体
的
な
個
人
が
権
利
を
侵
害
さ
れ
る
こ
と
を

差
別
と
よ
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
い
く
ら
個
人
が
権
利
を
侵
害
さ
れ
て
も
そ
の
背
景

に
上
述
の
よ
う
な
社
会
構
造
が
な
け
れ
ば
差
別
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
一
〇
五
～
一
〇
六
頁
、
強
調
点
は
原
著
者
） 

 

 

こ
こ
で
金
明
秀
が
提
示
し
て
い
る
の
は
《
社
会
構
造
と
し
て
の
差
別
》
の
存
立
と
い
う
概
念
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で
あ
っ
て
、
社
会
学
的
に
み
て
き
わ
め
て
妥
当
な
概
念
化
で
あ
る
と
言
え
る
。 

 
わ
た
し
は
、
そ
れ
と
ま
っ
た
く
同
じ
位
相
に
お
い
て
、
偏
見
と
い
う
も
の
は
社
会
レ
ベ
ル
に

こ
そ
存
在
す
る
も
の
と
し
て
、《
集
合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
と
い
う
概
念
を
提
示
し
て
い

る
の
で
あ
る
。 

 

「
偏
見
」
と
い
う
も
の
は
個
々
人
の
内
面
に
巣
く
う
も
の
に
決
ま
っ
て
い
る
と
勘
違
い
し
て

い
る
研
究
者
も
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
偏
見
は
、
ま
ず
も
っ
て
、
個
々
人
に
外
在
し
て
い

る3

。 

 

社
会
学
に
は
エ
ス
ノ
メ
ソ
ド
ロ
ジ
ー
（eth

n
o
m

eth
o
d
o
lo

g
y

）4

と
い
う
社
会
現
象
へ
の
接
近

方
法
が
あ
る
が
、
そ
の
エ
ス
ノ
メ
ソ
ド
ロ
ジ
ー
的
に
考
え
て
も
、
〝
偏
見
は
個
人
に
外
在
し
て

い
る
〟
と
考
え
た
ほ
う
が
、
現
実
に
合
致
す
る
。
ご
く
普
通
に
結
婚
生
活
を
お
く
っ
て
い
た
人

が
、
自
分
の
肉
親
が
ハ
ン
セ
ン
病
罹
患
者
だ
っ
た
こ
と
を
、
何
気
な
く
口
に
し
て
し
ま
っ
た
り
、

思
い
も
寄
ら
な
い
こ
と
で
配
偶
者
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
、「
お
ま
え
は
お
れ
を
騙
し
て
結

婚
し
た
の
か
ぁ
！
」
と
罵
ら
れ
た
あ
げ
く
、
離
婚
に
追
い
込
ま
れ
た
体
験
を
語
る
と
き
、
語
り

の
締
め
く
く
り
は
、
〝
ま
さ
か
、
あ
の
人
が
あ
ん
な
に
偏
見
の
き
つ
い
人
だ
と
は
思
っ
て
も
み

ま
せ
ん
で
し
た
〟
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
し
ば
し
ば
、
〝
い
ま
だ
に
根
深
い
こ
の

社
会
の
偏
見
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
〟
と
い
う
も
の
な
の
だ
。
被
害
当
事
者
た
ち
は
、
社
会

学
者
に
先
ん
じ
て
、
偏
見
は
社
会
レ
ベ
ル
に
こ
そ
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。 

 

《
集
合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
の
実
在
》
を
措
定
し
た
と
き
、
い
ろ
ん
な
現
象
が
説
明
つ
く
。

た
と
え
ば
、
黒
坂
愛
衣
著
『
ハ
ン
セ
ン
病
家
族
た
ち
の
物
語
』
の
第
５
話
の
語
り
手
は
、
父
と

兄
が
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
に
収
容
さ
れ
、
姉
と
母
も
病
死
し
て
、
孤
立
無
援
、
四
面
楚
歌
の
状

態
で
地
域
社
会
に
取
り
残
さ
れ
た
二
人
の
姉
妹
で
あ
っ
た
（
こ
の
姉
妹
の
姉
の
ほ
う
が
、
第
八

回
期
日
に
原
告
本
人
尋
問
で
証
言
台
に
立
っ
た
「
原
告
番
号
三
番
」
で
あ
る
）。
食
べ
る
に
事

欠
く
状
況
下
で
、
近
所
の
製
麺
屋
の
お
ば
さ
ん
だ
け
が
、
こ
の
二
人
の
た
め
に
素
麺
の
切
れ
端

を
と
っ
て
お
い
て
、
こ
っ
そ
り
渡
し
て
く
れ
た
。
こ
の
製
麺
屋
の
お
ば
さ
ん
が
、
社
会
的
差
別

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
さ
れ
た
姉
妹
に
さ
さ
や
か
な
手
助
け
を
す
る
の
に
、
人
目
を
憚
っ
て
、
自
分

の
夫
に
も
絶
対
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
い
う
事
態
は
、
個
々
人
に
外

在
す
る
社
会
レ
ベ
ル
で
の
《
集
合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
の
存
在
を
前
提
と
し
て
こ
そ
説
明

可
能
に
な
る
。
こ
の
心
や
さ
し
き
お
ば
さ
ん
は
、
姉
妹
へ
の
親
切
が
周
囲
の
人
び
と
に
露
見
す

れ
ば
、
自
分
が
謗
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
、
重
々
承
知
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
、
こ
そ
こ

そ
と
し
た
振
る
舞
い
な
の
だ
。
（
後
述
の
「
原
告
番
号
七
五
番
」
の
女
性
の
夫
と
な
る
人
が
、

彼
女
の
母
と
兄
が
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
で
あ
る
こ
と
を
打
ち
明
け
ら
れ
た
と
き
に
逡
巡
し
、

そ
の
父
親
が
し
ば
ら
く
黙
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
事
態
も
、
同
じ
よ
う
に
し
て
理
解
で

き
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。） 

 

偏
見
の
内
面
化 

 

わ
た
し
は
、《
集
合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
は
社
会
レ
ベ
ル
の
構
築
物
で
あ
っ
て
、
個
々

人
か
ら
は
外
在
す
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
た
。
し
か
し
、
偏
見
が
外
在
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、

物
体
と
同
じ
よ
う
な
意
味
で
、
個
々
人
に
外
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。 

 

内
面
化
の
機
制
（
メ
カ
ニ
ズ
ム
）
に
よ
っ
て
、
濃
淡
や
強
度
の
点
で
個
人
差
を
と
も
な
い
つ

つ
、
個
々
人
の
内
面
に
取
り
込
ま
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
偏
見
の
内
面
化
の
問
題
は
、
た
と
え
ば
、
ひ
と
が
日
本
社
会
で
生
ま
れ
育
て
ば
、
自
然
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過
程
と
し
て
、
日
本
文
化
を
取
り
込
み
な
が
ら
成
長
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
と
、
同
一
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
よ
い
。
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
点
で
出
自
を
異

に
す
る
在
日
コ
リ
ア
ン
た
ち
で
あ
っ
て
も
、
三
世
以
降
と
な
る
と
、
ほ
ぼ
す
っ
か
り
、
日
本
文

化
を
内
面
化
し
て
育
ち
、
自
分
が
何
人
で
あ
る
か
の
自
己
意
識
も
大
き
く
「
日
本
人
」
の
ほ
う

に
傾
く
。（
だ
か
ら
こ
そ
、
在
日
コ
リ
ア
ン
と
し
て
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

大
事
に
し
て
生
き
て
い
き
た
い
と
考
え
る
当
事
者
た
ち
は
、
民
族
教
育
と
い
う
営
為
に
自
覚

的
に
思
い
を
込
め
て
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
。） 

 

偏
見
と
は
何
で
あ
っ
て
、
何
で
な
い
の
か 

 

で
は
、
偏
見
と
は
何
か
。
い
ち
ば
ん
肝
心
な
こ
の
こ
と
を
、
ま
だ
説
明
し
て
い
な
か
っ
た
。 

 

「
偏
見
」
を
論
ず
る
と
き
、
欠
か
せ
ぬ
必
読
の
文
献
が
、
ア
メ
リ
カ
の
著
名
な
社
会
心
理
学

者
、
Ｇ
・
Ｗ
・
オ
ル
ポ
ー
ト
の
『
偏
見
の
心
理
』（
培
風
館
、
一
九
六
一
年
）
で
あ
る
。
原
著

の
タ
イ
ト
ル
は 

T
h

e N
a
tu

re o
f P

reju
d
ice

（
一
九
五
四
）。
日
本
語
訳
を
し
た
訳
者
た
ち
が
心

理
学
者
で
あ
っ
た
た
め
、
わ
か
り
の
よ
い
『
偏
見
の
心
理
』
と
い
う
書
名
に
な
っ
た
が
、
直
訳

す
れ
ば
『
偏
見
の
本
性
』
で
あ
る
。
オ
ル
ポ
ー
ト
は
、
偏
見
を
単
な
る
心
理
現
象
と
し
て
論
述

し
た
の
で
は
な
く
、
偏
見
と
は
そ
も
そ
も
如
何
な
る
も
の
か
を
熱
く
論
じ
た
の
で
あ
っ
た
。 

 

オ
ル
ポ
ー
ト
は
、
偏
見
と
は
ど
ん
な
も
の
か
を
説
明
す
る
に
あ
た
っ
て
、
あ
る
社
会
学
的
実

験
を
紹
介
し
て
い
る
。
わ
か
り
や
す
い
例
な
の
で
、
少
し
長
く
な
る
が
、
労
を
厭
わ
ず
引
用
し

て
お
こ
う
。 

 

 

初
夏
の
こ
ろ
、
二
つ
の
ト
ロ
ン
ト
の
新
聞
に
は
、
お
よ
そ
百
に
及
ぶ
い
ろ
い
ろ
な
保

養
地
か
ら
の
休
日
広
告
が
載
せ
ら
れ
て
い
た
。
カ
ナ
ダ
の
社
会
学
者
Ｓ
・
Ｌ
・
ワ
ッ
ク

ス
は
興
味
深
い
実
験
を
し
た
。
こ
れ
ら
の
ホ
テ
ル
や
保
養
地
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
、
彼

は
二
通
の
手
紙
を
書
き
、
同
時
に
投
か
ん
し
て
、
ま
っ
た
く
同
日
付
け
の
部
屋
の
予
約

を
求
め
た
。
彼
は
一
方
の
手
紙
に
は
「
ミ
ス
タ
ー
・
グ
リ
ー
ン
バ
ー
グ
」［
訳
注
、
ユ
ダ
ヤ

人
名
の
一
典
型
］
と
署
名
し
、
も
う
一
方
に
は
「
ミ
ス
タ
ー
・
ロ
ッ
ク
ウ
ッ
ド
」
と
署
名

し
た
。
そ
の
結
果
は
こ
う
で
あ
る
。 

 

「
ミ
ス
タ
ー
・
グ
リ
ー
ン
バ
ー
グ
」
へ 

 
 

保
養
地
か
ら
の
返
信…

…
…
…

五
二
パ
ー
セ
ン
ト 

 
 

宿
泊
を
受
諾
し
て
き
た
も
の…

三
六
パ
ー
セ
ン
ト 

 

「
ミ
ス
タ
ー
・
ロ
ッ
ク
ウ
ッ
ド
」
へ 

 
 

保
養
地
か
ら
の
返
信…
…
…
…

九
五
パ
ー
セ
ン
ト 

 
 

宿
泊
を
受
諾
し
て
き
た
も
の…

九
三
パ
ー
セ
ン
ト 

こ
の
よ
う
に
当
の
保
養
地
の
ほ
と
ん
ど
全
部
が
ミ
ス
タ
ー
・
ロ
ッ
ク
ウ
ッ
ド
を
ば
返
信

の
相
手
と
し
て
も
、
ま
た
お
客
と
し
て
も
歓
迎
し
た
が
、
ミ
ス
タ
ー
・
グ
リ
ー
ン
バ
ー

グ
に
は
、
約
半
数
近
く
の
保
養
地
が
返
信
の
礼
も
つ
く
し
て
い
な
い
し
、
三
分
の
一
ち

ょ
っ
と
の
も
の
だ
け
が
お
客
と
し
て
迎
え
る
と
い
っ
て
き
た
だ
け
だ
っ
た
。 

 

ど
の
ホ
テ
ル
だ
っ
て
「
ミ
ス
タ
ー
・
ロ
ッ
ク
ウ
ッ
ド
」
と
か
「
ミ
ス
タ
ー
・
グ
リ
ー

ン
バ
ー
グ
」
と
か
を
知
り
は
し
な
か
っ
た
。
あ
る
い
は
「
ミ
ス
タ
ー
・
グ
リ
ー
ン
バ
ー

グ
」
は
落
ち
着
き
の
あ
る
礼
儀
正
し
い
紳
士
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
し
、
ま
た
「
ミ

ス
タ
ー
・
ロ
ッ
ク
ウ
ッ
ド
」
は
乱
暴
で
飲
ん
だ
く
れ
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ

は
明
ら
か
に
個
人
の
実
績
で
決
め
ら
れ
た
の
で
は
な
く
て
、「
ミ
ス
タ
ー
・
グ
リ
ー
ン
バ
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ー
グ
」
が
あ
る
集
団
の
一
員
で
あ
る
と
い
う
想
定
に
基
づ
い
て
決
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

（
中
略
）
こ
の
で
き
ご
と
に
は
民
族
的
偏
見
の
二
つ
の
本
質
的
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
。

（
一
）、
そ
こ
に
は
明
ら
か
な
敵
意
と
拒
否
が
あ
る
。
大
半
の
ホ
テ
ル
は
「
ミ
ス
タ
ー
・

グ
リ
ー
ン
バ
ー
グ
」
と
は
な
ん
ら
の
交
渉
を
も
も
ち
た
い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。（
二
）、

こ
れ
ら
の
拒
否
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
る
拒
否
に
基
づ
い
て
い
た
。「
ミ
ス
タ
ー
・
グ
リ
ー

ン
バ
ー
グ
」
は
一
個
人
と
し
て
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
想
像
上
の
集
団
の
メ
ン

バ
ー
シ
ッ
プ
に
基
づ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
非
礼
的
取
り
扱
い
を
受
け
た
。（
四
頁
、
強
調

点
は
引
用
者
） 

  

オ
ル
ポ
ー
ト
の
こ
の
記
述
に
関
し
て
、
少
し
だ
け
補
足
的
な
説
明
を
書
き
足
し
て
お
こ
う
。

典
型
的
な
ユ
ダ
ヤ
人
名
で
の
宿
泊
申
込
み
に
対
し
て
、
予
約
が
満
杯
で
も
な
い
の
に
申
込
み

に
返
事
さ
え
出
さ
な
い
か
断
り
の
返
事
を
出
し
た
宿
泊
施
設
の
支
配
人
が
過
半
数
を
越
え
て

い
た
わ
け
だ
が
、
か
れ
ら
の
す
べ
て
が
「
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
敵
意
と
拒
否
」
か
ら
な
る
偏
見

を
内
面
化
し
て
い
た
と
決
め
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
な
か
に
は
、
自
分
と
し
て
は
ユ

ダ
ヤ
人
で
も
受
け
入
れ
る
に
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
の
だ
が
、
ホ
テ
ル
の
客
に
ユ
ダ
ヤ
人
が
い

る
と
他
の
客
た
ち
が
嫌
が
る
に
ち
が
い
な
い
と
考
え
て
、
受
け
入
れ
な
か
っ
た
人
も
い
た
と

考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
二
〇
〇
三
年
に
熊
本
県
の
黒
川
温
泉
で
起
き
た
、
ハ
ン
セ
ン
病
療

養
所
菊
池
恵
楓
園
の
入
所
者
た
ち
に
対
す
る
宿
泊
拒
否
事
件
で
も
、
宿
泊
拒
否
と
い
う
差
別

行
為
を
お
こ
な
っ
た
支
配
人
は
、
本
心
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ま
で
は
計
り
知
れ
な

い
が
、
そ
の
行
為
の
理
由
と
し
て
〝
恵
楓
園
の
入
所
者
で
あ
る
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
を
泊
め

る
と
他
の
客
が
嫌
が
る
〟
こ
と
を
あ
げ
て
い
た
。 

 

そ
し
て
、
オ
ル
ポ
ー
ト
は
、
偏
見
を
定
義
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

 

 

偏
見
と
は
、
あ
る
集
団
に
所
属
し
て
い
る
あ
る
人
が
、
た
ん
に
そ
の
集
団
に
所
属
し

て
い
る
か
ら
と
か
、
そ
れ
ゆ
え
に
ま
た
、
そ
の
集
団
の
も
っ
て
い
る
嫌
な
特
質
を
も
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
と
か
い
う
理
由
だ
け
で
、
そ
の
人
に
対
し
て
向
け
ら
れ
る
け
ん
お

の
態
度
、
な
い
し
は
敵
意
あ
る
態
度
で
あ
る
。
（
七
頁
） 

  

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
オ
ル
ポ
ー
ト
は
、
け
っ
し
て
、
〝
偏
見
と
は
対
象
に
対
す
る
間
違
っ

た
認
識
〟
の
こ
と
で
あ
る
、
と
は
言
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
オ
ル
ポ
ー
ト
は
直
截
に
「
嫌

悪
・
敵
意
」
と
表
現
し
て
い
る
。
偏
見
と
は
、
特
定
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
人
た
ち
に
対
す

る
「
嫌
悪
・
敵
意
」
な
の
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
、《
忌
避
・
排
除
さ
れ
て
当
然
な
人
た
ち
》
と

い
う
社
会
的
イ
メ
ー
ジ
の
構
築
な
の
で
あ
る
。 

 

な
お
、
わ
た
し
た
ち
（
福
岡
と
黒
坂
）
は
、
福
岡
が
「
広
島
高
等
裁
判
所
松
江
支
部
平
成
二

七
年
（
ネ
）
第
七
七
号
事
件
」
に
お
い
て
「
意
見
書
」
を
提
出
し
、
専
門
家
証
人
と
し
て
「
証

言
」
し
、
黒
坂
も
本
件
訴
訟
に
お
い
て
「
意
見
書
」
を
提
出
し
、
専
門
家
証
人
と
し
て
「
証
言
」

し
て
い
る
。
そ
の
際
、
わ
た
し
た
ち
は
、《
社
会
的
差
別
》
と
し
て
の
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
説

明
す
る
の
に
《
社
会
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
》
の
形
成
と
い
う
概
念
を
呈
示

し
た
。
そ
れ
と
、
こ
の
意
見
書
で
わ
た
し
が
呈
示
し
て
い
る
《
集
合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》

の
概
念
と
の
関
係
は
如
何
と
い
う
こ
と
が
気
に
な
る
方
も
お
ら
れ
よ
う
。
ど
ち
ら
を
説
明
す

る
の
に
も
、
わ
た
し
が
Ｇ
・
Ｗ
・
オ
ル
ポ
ー
ト
の
著
作
か
ら
同
一
箇
所
を
引
用
も
し
く
は
参
照

し
て
議
論
を
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、
端
的
に
言
っ
て
、
同
じ
社
会
事
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象
を
別
の
視
点
か
ら
見
て
表
現
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。《
社
会
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し

て
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
》
の
形
成
と
《
集
合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
の
形
成
は
、
同
時
成
立
な
の

で
あ
る
。
念
の
た
め
に
、
こ
の
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。 

 

《
差
別
的
加
害
行
為
》
と
《
集
合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
の
相
乗
作
用 

 

さ
て
、
上
記
の
ご
と
く
定
義
さ
れ
る
《
集
合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
と
《
差
別
的
加
害
行

為
》
と
の
関
係
に
つ
い
て
重
要
な
こ
と
は
、
あ
か
ら
さ
ま
な
《
差
別
的
加
害
行
為
》
が
大
規
模

に
、
か
つ
執
拗
に
、
繰
り
返
し
発
動
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、《
集
合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》

が
作
り
だ
さ
れ
、
強
化
さ
れ
る
と
同
時
に
、《
集
合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
の
存
在
が
《
差

別
的
加
害
行
為
》
の
発
動
を
容
易
な
ら
し
め
、
歯
止
め
の
効
か
な
い
も
の
と
す
る
と
い
う
相
互

関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

さ
し
あ
た
り
、
上
記
の
こ
と
を
押
さ
え
た
う
え
で
、《
差
別
的
加
害
行
為
》
の
発
動
の
諸
形

態
に
つ
い
て
、
簡
潔
に
整
理
し
て
お
こ
う
。《
差
別
的
加
害
行
為
》
の
発
動
形
態
の
多
様
な
る

こ
と
を
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

公
権
力
に
よ
る
《
差
別
的
加
害
行
為
》
の
発
動 

 

ま
ず
は
、
公
権
力
に
よ
る
《
差
別
的
加
害
行
為
》
の
発
動
か
ら
。 

 

熊
本
の
本
妙
寺
の
近
辺
に
は
「
本
妙
寺
部
落
」
と
呼
ば
れ
る
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
と
そ
の
家
族

が
暮
ら
す
集
落
が
あ
っ
た
。
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
ご
ろ
で
、
約
一
五
〇
世
帯
、
五
〇
〇

人
ほ
ど
が
暮
ら
し
て
い
た
。
主
た
る
生
業
（
な
り
わ
い
）

は
、
本
妙
寺
参
道
に
並
ん
で
座
り
、
参
詣

者
か
ら
喜
捨
を
恵
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
が
、
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）

年
七
月
九
日
、
官
憲
に
よ
り
急
襲
さ
れ
、
い
っ
た
ん
「
九
州
癩
療
養
所
」（
現
在
の
菊
池
恵
楓

園
）
に
収
容
さ
れ
、
そ
の
後
全
国
各
地
の
療
養
所
に
分
散
収
容
さ
れ
た
。
生
活
の
場
そ
の
も
の

を
根
こ
そ
ぎ
奪
う
暴
挙
は
、「
強
制
隔
離
政
策
」
を
御
旗
と
し
た
公
権
力
の
あ
か
ら
さ
ま
な
発

動
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
、
当
然
、
ハ
ン
セ
ン
病
で
は
な
い
配
偶
者
や
子
ど
も
も
暮
ら
し
て
い

た
の
で
あ
り
、
わ
が
国
政
府
の
「
強
制
隔
離
政
策
」
が
患
者
の
み
な
ら
ず
、
家
族
に
も
直
接
的

加
害
を
及
ぼ
し
た
一
事
件
で
あ
っ
た5

。 

 

ま
た
、
群
馬
県
草
津
町
に
「
湯
之
沢
部
落
」
と
い
う
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
が
湯
治
や
点
灸
で
治

療
し
な
が
ら
家
族
と
と
も
に
暮
ら
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
一
九
三
〇
（
昭
和

五
）
年
時
点
で
、
二
二
一
世
帯
、
八
〇
三
人
の
住
民
を
擁
す
る
自
治
区
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、

一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
に
は
、
最
終
的
に
解
散
に
追
い
込
ま
れ
、
住
民
た
ち
の
多
く
は
国

立
の
「
癩
療
養
所
栗
生
楽
泉
園
」
に
収
容
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
の
一
部
の
人
た
ち
は
楽
泉
園
内

の
「
自
由
地
区
」
に
新
た
に
居
を
構
え
た
。
あ
る
い
は
、
各
地
に
散
っ
て
い
っ
た
人
た
ち
も
い

る
。
納
税
義
務
も
果
た
す
多
く
の
住
民
か
ら
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
解
体
し
た
の
は
、
国
の
意

向
を
受
け
た
県
当
局
に
よ
る
折
衝
の
力
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

解
体
が
、
当
事
者
に
よ
る
実
力
行
使
の
抵
抗
と
か
近
隣
住
民
か
ら
〝
一
つ
の
ム
ラ
を
壊
し
て

し
ま
う
な
ん
て
お
か
し
い
〟
と
い
う
声
が
あ
が
る
こ
と
な
く
、
い
わ
ば
粛
々
と
遂
行
さ
れ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
ん
な
無
理
無
体
が
通
っ
て
し
ま
う
の
も
、
こ
の
時
点
ま
で
に
、
ハ
ン
セ

ン
病
罹
患
者
な
ら
び
に
そ
の
家
族
に
対
す
る
《
集
合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
が
出
来
上
が
っ

て
お
り
、
当
事
者
た
ち
と
し
て
は
、
自
分
た
ち
が
孤
立
無
縁
状
態
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
こ
と

を
認
識
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う6

。 
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地
域
社
会
に
偏
見
を
煽
っ
た
「
入
所
勧
奨
」「
強
制
収
容
」「
消
毒
行
為
」 

 
つ
ぎ
に
言
及
す
べ
き
は
、
地
域
住
民
に
偏
見
を
煽
る
の
に
大
い
に
与
か
っ
て
力
が
あ
っ
た

「
入
所
勧
奨
」「
強
制
収
容
」
「
消
毒
行
為
」
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
「
入
所
勧
奨
」
や
「
強
制
収
容
」「
消
毒
行
為
」
を
き
っ
か
け
に
、
住
み
慣
れ
た
地
域

社
会
で
の
安
寧
な
暮
ら
し
を
奪
わ
れ
た
と
の
体
験
を
語
る
家
族
原
告
の
事
例
は
枚
挙
に
暇
が

な
い7

。 

 

「
ら
い
予
防
法
」
で
は
、
第
二
十
六
条
に
お
い
て
、
医
療
職
に
あ
る
者
や
そ
の
他
の
者
が
業

務
上
、
あ
る
人
が
「
患
者
若
し
く
は
そ
の
親
族
で
あ
る
こ
と
」
を
知
り
え
た
場
合
、
そ
の
秘
密

を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
と
の
守
秘
義
務
を
規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
ら
い
予
防
法
」
に

規
定
さ
れ
た
「
入
所
勧
奨
」
や
「
強
制
収
容
」「
消
毒
行
為
」
自
体
が
、
こ
の
家
は
〝
ら
い
病

患
者
を
出
し
た
家
〟
だ
と
、
こ
れ
見
よ
が
し
に
、
地
域
住
民
に
喧
伝
し
て
い
た
の
だ
か
ら
、
話

に
な
ら
な
い
。
法
そ
の
も
の
が
〝
法
律
違
反
〟
を
内
包
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
法

に
従
っ
て
、
法
に
規
定
さ
れ
た
こ
と
を
遂
行
す
る
こ
と
自
体
が
、
患
者
と
そ
の
家
族
を
地
域
社

会
か
ら
追
い
出
す
と
同
時
に
、《
集
合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
を
よ
り
強
固
な
も
の
へ
と
作

り
上
げ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

隣
保
ぐ
る
み
の
「
決
議
文
」 

 

い
っ
た
ん
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
《
集
合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
が
強
固
な
も
の
と
し

て
構
築
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
隣
保
ぐ
る
み
で
、
ハ
ン
セ
ン
病
罹
患
者
お
よ
び
そ
の
家
族
た
ち
を

地
域
社
会
か
ら
排
除
し
、
徹
底
し
て
居
場
所
を
奪
う
と
い
う
《
差
別
的
加
害
行
為
》
が
横
行
す

る
こ
と
に
な
る
。 

 

歴
史
学
者
の
藤
野
豊
が
「
ハ
ン
セ
ン
病
非
入
所
者
遺
族
鳥
取
訴
訟
」
の
控
訴
審
で
広
島
高
裁

松
江
支
部
に
提
出
し
た
意
見
書
で
取
り
上
げ
た
「
事
例
一
〇
」
の
「
決
議
文
」
の
ケ
ー
ス
が
、

そ
の
好
例
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
「
決
議
文
」
は
、
こ
れ
を
含
む
大
阪
府
の
「
情
報
綴
」
の
一
部
が
藤
野
豊
編
『
近
現
代

日
本
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
資
料
集
成 

補
巻
一
四
』（
不
二
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）
に
収
録
さ
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
収
録
に
際
し
て
は
、
個
人
情
報
の
保
護
の
観
点
か
ら
で
あ
ろ
う
、

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
墨
塗
り
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
わ
た
し
が
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
し
て
き
た
知

見
を
駆
使
し
て
、
こ
の
「
決
議
文
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
読
み
解
い
て
い
こ
う
。 

 

ま
ず
は
、「
決
議
文
」
を
再
掲
す
る
。 

 

決 

議 

文 

一
、
今
般
■
■
■
■
［
数
文
字
墨
塗
り
、
世
帯
主
の
氏
名
が
記
載
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
］

氏

■
■
■
■
■
［
数
文
字
墨
塗
り
、
最
初
の
文
字
は
「
妻
」
も
し
く
は
「
内
儀
」
等
、
配
偶
者
で
あ
る
こ
と

を
示
す
言
葉
が
書
か
れ
、
そ
の
後
に
世
帯
主
の
配
偶
者
の
氏
名
が
記
載
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
］

儀
、
療
養
所
変
更
に
付
き
一
時
帰
宅
の
件
は
隣
保
一
同
反
対
し
ま
す 

理 
 

由 

一
、
使
用
水
は
共
同
水
道
の
事 

一
、
家
屋
が
非
常
に
接
近
し
す
ぎ
る
事 

一
、
幼
児
の
非
常
に
多
き
事 

一
、
遺
伝
性
及
び
伝
染
病
な
る
事 

右
重
大
な
る
理
由
に
依
り
絶
対
反
対
と
決
議
し
ま
す 
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敢
て
強
行
帰
宅
を
許
可
す
る
が
如
き
行
為
の
あ
る
場
合
隣
保
を
あ
げ
て

■
■
［
二
文
字
分
墨
塗
り
、
大
阪
府
下
の
市
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
］

保
健
省
［
省
は
所
の
誤
記
］

並
に
府
庁
衛
生
課
迄
で
座
り
込
み
も
厭
わ
ず
と
決

り
ま
し
た
の
で
御
聞
き
届
け
御
願
い
申
上
げ
ま
す 

■
■
衛
生
保
健
所
長
殿 

 

［
別
紙
に
］ 

但
し
■
■
■
■
［
数
文
字
墨
塗
り
、
世
帯
主
の
氏
名
が
記
載
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
］

氏

家
財
整
理
の
為
め
の
［
傍
点
部
分
は
挿
入
の
か
た
ち
で
の
書
き
込
み
］

帰
宅
の
場
合
は
此
の

か
ぎ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
誤
解
な
き
様
御
願
い
志
ま
す 

■
■
■
■
［
数
文
字
墨
塗
り
］

隣
保 

 

［「
＊
こ
の
部
分
に
、
一
同
一
四
名
の
連
署
・
捺
印
あ
り
」
と
の
編
纂
者
の
註
記
あ
り
］ 

 

■
■
衛
生
保
健
所 

所
長
殿 

 

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
［
こ
の
墨
塗
り
部
分
に
は
所
番
地
が
記
載
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
］ 

隣
保
一
同 

  

ま
ず
、
藤
野
は
こ
の
「
決
議
文
」
の
作
成
は
「
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
頃
」
と
推
定
し

て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
こ
の
「
決
議
文
」
に
は
日
付
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

大
阪
府
の
「
情
報
綴
」
の
昭
和
二
五
年
頃
の
と
こ
ろ
に
一
緒
に
綴
じ
ら
れ
て
い
た
か
ら
と
い
っ

て
、
一
概
に
そ
う
と
決
め
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
戦
後
の
あ
る
時
期
に
作
成
さ
れ
た
文
書

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
作
成
年
月
日
不
詳
と
し
て
お
く
の
が
妥
当
で
あ
る
。 

 

文
書
そ
の
も
の
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
わ
か
る
。
大
阪
府
の
「
情
報
綴
」
に
綴
じ
ら
れ

て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
大
阪
府
下
の
あ
る
市
の
保
健
所
長
に
宛
て
た
文
書
で

あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
家
屋
が
非
常
に
接
近
し
、
共
同
水
道
を
使
用
し
て
い
る

こ
と
か
ら
し
て
、
こ
の
隣
保
が
一
戸
建
ち
の
隣
保
で
は
な
く
、
長
屋
住
ま
い
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
し
か
も
、「
一
時
帰
宅
」
を
反
対
さ
れ
て
い
る
一
家
を
別
に
し
て
隣
保
一
同
が
一
四
戸

か
ら
な
る
こ
と
が
編
纂
者
の
手
に
よ
っ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
隣
保
の
居
住
形
態

は
一
五
戸
か
ら
な
る
長
屋
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。 

 

そ
し
て
、
冒
頭
に
、
こ
の
家
の
妻
が
「
一
時
帰
宅
」
を
望
ん
で
い
る
理
由
が
「
療
養
所
変
更
」

の
た
め
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
大
阪
府
下
で
ハ
ン
セ
ン
病
を
発
症
し
た
こ
と
か

ら
し
て
、
こ
の
女
性
は
岡
山
県
の
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
島
、
長
島
の
「
長
島
愛
生
園
」
か
「
邑

久
光
明
園
」
に
収
容
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
な
ん
ら
か
の
事
情
に
よ
り
、
他
園
へ
転

園
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
そ
の
つ
い
で
に
「
一
時
帰
宅
」
を
し
、
ど
う
や
ら
「
家
財
整
理
」
を

し
た
い
と
、
在
園
し
て
い
る
園
当
局
に
願
い
出
た
も
よ
う
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
そ
の

願
い
出
が
園
当
局
か
ら
大
阪
府
の
担
当
部
局
に
通
知
さ
れ
、
さ
ら
に
は
、
こ
の
一
家
が
居
住
し

て
い
た
所
轄
の
保
健
所
に
連
絡
が
行
き
、
そ
れ
を
保
健
所
職
員
が
こ
の
隣
保
の
班
長
な
り
に

漏
ら
し
た
結
果
、「
隣
保
一
同
絶
対
反
対
」
の
決
議
に
立
ち
至
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。 

 

そ
の
理
由
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
は
「
遺
伝
性
及
び
伝
染
病
な
る
」
が
ゆ
え
に
、「
家
屋
が
非
常
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に
接
近
し
」「
飲
用
水
は
共
同
水
道
」
で
あ
っ
て
「
幼
児
の
非
常
に
多
い
」
こ
の
長
屋
に
、
一

時
と
は
い
え
帰
っ
て
き
て
も
ら
っ
て
は
困
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
班
長
が
、

断
乎
拒
絶
し
よ
う
と
隣
保
一
同
に
声
を
か
け
た
と
こ
ろ
、
衆
議
一
決
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。 

 

し
か
る
に
、
妻
が
療
養
所
に
収
容
さ
れ
た
一
家
と
親
し
く
交
わ
っ
て
い
た
人
た
ち
が
、
一
四

戸
の
な
か
に
何
戸
か
い
て
、
〝
そ
れ
は
あ
ま
り
に
か
わ
い
そ
う
で
は
な
い
か
。
家
財
整
理
の
た

め
の
一
時
帰
宅
ぐ
ら
い
認
め
て
や
っ
て
も
い
い
で
は
な
い
か
〟
と
、
お
そ
ら
く
は
控
え
目
に

意
見
を
述
べ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
の
反
映
が
、「
〇
〇
〇
〇
氏
家
財
整
理
の
為
め
の
帰

宅
の
場
合
は
此
の
か
ぎ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
の
但
し
書
き
と
な
っ
た
と
考
え
て
間
違
い

な
い
。 

 

わ
た
し
の
二
〇
〇
三
年
以
来
の
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
で
の
当
事
者
、
関
係
者
か
ら
の
聞
き
取

り
は
四
五
〇
人
を
超
え
る
。
そ
の
こ
と
を
と
お
し
て
蓄
積
さ
れ
た
知
見
に
も
と
づ
い
て
、
以
下

の
推
論
を
述
べ
る
。 

 

わ
が
国
の
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
は
全
国
各
地
に
一
三
園
を
数
え
る
が
、
一
般
的
に
は

入
所
者
の
「
転
園
」
は
容
易
に
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
と
り
わ
け
、
戦
後
、
日
本
国
憲
法
が

公
布
さ
れ
、
各
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
に
「
入
所
者
自
治
会
」
が
組
織
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

入
所
者
の
他
園
へ
の
転
園
に
は
、
送
出
し
側
の
入
所
者
自
治
会
、
な
ら
び
に
、
受
入
れ
側
の
入

所
者
自
治
会
の
承
認
が
必
要
で
あ
っ
た
。
と
き
に
認
め
ら
れ
る
転
園
の
多
く
は
、
い
わ
ゆ
る
〝

男
女
関
係
で
の
ト
ラ
ブ
ル
〟
が
原
因
と
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
ト
ラ
ブ
ル
の
、
い
わ
ば

加
害
者
と
な
っ
た
者
が
そ
の
ま
ま
そ
の
療
養
所
に
居
続
け
る
の
が
恥
ず
か
し
く
て
耐
え
ら
れ

な
い
場
合
と
か
、
被
害
者
と
な
っ
た
者
を
保
護
す
る
こ
と
が
理
由
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
多

い
。
こ
の
「
決
議
文
」
に
登
場
す
る
女
性
も
、
そ
う
し
た
理
由
で
の
転
園
で
あ
る
公
算
が
高
い
。

そ
し
て
、
本
来
、
こ
の
長
屋
に
居
住
し
て
い
て
当
然
の
世
帯
主
男
性
も
不
在
で
あ
る
と
い
う
こ

と
は
、
そ
の
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
て
、
隣
保
一
同
か
ら
は
〝
病
気
で
な
い
ご
主
人
な
ら
家

財
整
理
の
た
め
の
一
時
帰
宅
を
認
め
て
も
よ
い
〟
と
言
わ
れ
な
が
ら
、
じ
つ
は
帰
宅
で
き
な

い
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。―

―

以
上
の
推
論
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
的
を
外
し

て
い
る
こ
と
は
な
い
と
の
自
信
が
わ
た
し
に
は
あ
る
。 

 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
「
決
議
文
」
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
と
し
て
大
事
な
こ
と
は
、
誰
か

が
ハ
ン
セ
ン
病
を
理
由
に
〝
排
除
す
べ
き
だ
〟
と
呼
び
掛
け
の
音
頭
を
と
っ
た
と
き
に
は
、

周
り
の
大
勢
は
そ
れ
に
逆
ら
え
な
く
な
る
と
い
う
構
造
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
ま
さ
に
、
背
後
に
《
社
会
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
が
出
来
上
が
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
こ
と
の
な
せ
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
保
健
所
か
ら
〝
一
時
帰
宅
の
願
い
が
出
て
い
る
が
、
許
可
し
て
よ
ろ
し
い
か
〟
と
こ

の
隣
保
に
連
絡
を
取
っ
た
の
に
対
し
て
、
〝
と
ん
で
も
な
い
、
許
可
し
た
ら
、
保
健
所
だ
け
で

な
く
、
大
阪
府
庁
ま
で
押
し
掛
け
て
、
座
り
込
み
を
す
る
ぞ
〟
と
、
い
わ
ば
行
政
を
恫
喝
ま
で

し
て
い
る
。
ハ
ン
セ
ン
病
へ
の
偏
見
を
煽
っ
た
結
果
、
も
は
や
、
行
政
は
住
民
に
対
し
て
押
さ

え
が
効
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
事
態
に
立
ち
至
っ
て
い

る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。 

 

こ
の
大
阪
府
下
の
「
決
議
文
」
は
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
わ
た
し
た
ち
に
教
え
て
く
れ
る
貴

重
な
資
料
で
あ
る
が
、
か
か
る
隣
保
を
単
位
と
し
た
「
加
害
集
団
化
」
は
、
先
に
述
べ
た
「
原

告
番
号
三
番
」
に
と
っ
て
、
こ
っ
そ
り
と
親
切
に
し
て
く
れ
た
製
麺
屋
の
お
ば
さ
ん
の
事
例
と
、
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表
裏
を
な
し
て
い
る
。《
集
合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
が
構
築
さ
れ
て
い
る
と
き
、
そ
れ
に

乗
っ
か
っ
て
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
当
事
者
を
排
除
・
抑
圧
し
よ
う
と
音
頭
を
と
る
声
は
、
お
の
ず

と
四
囲
を
圧
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
逆
に
、
そ
の
よ
う
な
差
別
・
抑
圧
を
押
し
止
め
よ
う
と
す

る
声
は
、
か
き
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。 

 

終
わ
る
こ
と
な
き
結
婚
差
別 

 

わ
た
し
が
、
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
の
子
が
い
ま
だ
に
結
婚
差
別
に
遭
っ
て
い
る
こ
と
、
ハ
ン

セ
ン
病
問
題
を
め
ぐ
る
結
婚
差
別
は
〝
現
在
進
行
形
〟
の
差
別
事
象
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た

の
は
、
そ
う
最
近
の
こ
と
で
は
な
い
。
二
〇
〇
六
年
の
秋
、「
熊
本
県
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」（
県

内
の
市
町
村
長
、
教
育
長
、
市
町
村
議
会
の
議
長
を
対
象
と
し
た
人
権
問
題
講
演
会
）
の
講
師

に
招
か
れ
た
お
り
に
、
菊
池
恵
楓
園
の
退
所
者
か
ら
聞
き
取
り
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
と

き
、
一
九
七
八
年
生
ま
れ
の
彼
の
息
子
（
当
時
二
八
歳
）8

が
、
父
親
が
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者

で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
結
婚
差
別
を
受
け
た
ば
か
り
だ
と
の
話
を
聞
い
た
。
そ
の
と
き
は
〝

い
ま
だ
に
結
婚
差
別
が
起
き
て
い
る
〟
事
実
に
衝
撃
を
受
け
は
し
た
も
の
の
、
さ
す
が
に
例

外
的
な
ケ
ー
ス
で
あ
ろ
う
と
、
心
の
ど
こ
か
で
甘
く
考
え
て
い
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
と

し
て
の
感
性
が
鈍
っ
て
い
た
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
ま
こ
と
に
迂
闊
（
う
か
つ
）
で
あ
っ
た
。 

 

し
か
し
、
今
回
の
「
ハ
ン
セ
ン
病
家
族
集
団
訴
訟
」
が
起
き
て
、
ハ
ン
セ
ン
病
罹
患
者
の
若

い
年
代
の
家
族
の
人
た
ち
と
も
数
多
く
会
え
る
状
況
の
な
か
で
、
ハ
ン
セ
ン
病
家
族
を
理
由

と
し
た
結
婚
差
別
が
頻
発
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。 

 

た
と
え
ば
、
一
九
八
四
年
生
ま
れ
と
一
九
八
六
年
生
ま
れ
の
姉
妹
に
お
会
い
し
た
（
姉
が

「
原
告
番
号
三
八
四
番
」、
妹
が
「
原
告
番
号
三
八
五
番
」
で
あ
る
）。
ふ
た
り
と
も
、
父
親
が

ハ
ン
セ
ン
病
の
回
復
者
で
、
あ
る
療
養
所
か
ら
の
退
所
者
で
あ
る
こ
と
は
知
ら
ず
に
成
育
し

た
。
二
〇
〇
一
年
の
熊
本
地
裁
判
決
の
後
、
母
親
か
ら
〝
父
親
は
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
で
あ
っ

て
、
か
つ
て
は
厳
し
い
差
別
が
あ
っ
た
が
、
い
ま
は
そ
う
で
は
な
い
〟
と
教
え
ら
れ
る
。
結
婚

し
た
姉
は
夕
食
後
の
寛
ぎ
の
時
間
に
、
何
気
な
く
、
父
親
の
病
気
の
こ
と
を
話
し
て
し
ま
う
。

姉
の
夫
は
そ
の
時
点
で
は
気
に
す
る
様
子
も
な
か
っ
た
が
、
一
週
間
後
に
は
態
度
を
急
変
さ

せ
、
離
婚
と
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
お
よ
そ
一
〇
年
後
、
姉
の
離
婚
の
経
緯
を
知
ら
な
か
っ
た
妹

も
、
夫
か
ら
「
自
分
の
父
親
が
Ｃ
型
肝
炎
で
、
自
分
に
も
う
つ
っ
て
い
な
い
か
心
配
だ
」
と
言

わ
れ
、「
私
の
お
父
さ
ん
も
ハ
ン
セ
ン
病
だ
っ
た
け
ど
、
心
配
な
い
よ
」
と
夫
を
慰
め
る
つ
も

り
で
言
っ
た
一
言
で
、
離
婚
と
な
っ
た
。 

 

彼
女
た
ち
は
ま
だ
三
〇
代
前
半
だ
。
そ
の
夫
た
ち
も
若
か
っ
た
。
姉
の
夫
は
、
当
初
、
ハ
ン

セ
ン
病
の
何
た
る
か
を
知
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
で
も
、
ほ
ど
な
く
態
度
を
急
変
さ
せ
る
。
彼

の
祖
母
か
ら
あ
れ
こ
れ
吹
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
通
し
て
、
ハ
ン
セ
ン
病
罹
患
者
と
そ
の
家
族

は
こ
の
社
会
で
は
〝
忌
避
さ
れ
排
除
さ
れ
て
当
然
の
存
在
〟
と
見
ら
れ
て
い
る
と
い
う
《
集

合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
が
存
在
す
る
こ
と
を
察
知
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
そ
れ
だ
け
で
、

彼
は
簡
単
に
〝
差
別
的
加
害
者
〟
に
変
身
し
て
し
ま
っ
た
。
知
ら
な
け
れ
ば
差
別
し
な
い
、
な

ど
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
無
知
は
差
別
し
な
い
こ
と
を
保
証
し
な
い
。
そ
し
て
、
妹
の
夫
は
、

妻
の
父
親
が
ハ
ン
セ
ン
病
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
瞬
間
に
顔
色
を
変
え
た
。
〝
差
別

さ
れ
る
ハ
ン
セ
ン
病
〟
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
、
す
で
に
ど
こ
か
で
内
面
化
し
て
し
ま
っ
て
い

た
と
い
う
こ
と
だ
。 

 

こ
の
姉
妹
の
う
ち
の
妹
の
ケ
ー
ス
か
ら
わ
た
し
た
ち
が
読
み
取
っ
て
お
く
べ
き
大
事
な
こ
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と
は
、
〝
ま
さ
し
く
ウ
ツ
ル
病
気
で
あ
る
肝
炎
は
離
婚
の
理
由
に
は
な
ら
な
い
が
、
ま
ず
感
染

す
る
こ
と
は
な
い
ハ
ン
セ
ン
病
は
離
婚
の
理
由
に
な
っ
て
し
ま
う
〟
と
い
う
こ
と
の
意
味
で

あ
る
。
じ
つ
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
と
そ
の
家
族
が
偏
見
・
差
別
の
標
的
と
さ
れ
て
い
る
の

は
、「
ウ
ツ
ル
、
ウ
ツ
ラ
ナ
イ
」
が
問
題
で
は
な
く
、「
排
除
、
忌
避
さ
れ
て
当
然
」
と
見
ら
れ

て
い
る
か
い
な
い
か
が
問
題
な
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。 

 

も
う
一
例
、
わ
た
し
た
ち
が
お
会
い
し
た
人
の
事
例
に
言
及
し
て
お
こ
う
。「
原
告
番
号
二

八
八
番
」
の
女
性
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
彼
女
は
一
九
七
〇
年
生
ま
れ
。
一
九
九
八
年
に
結
婚
し
、

姑
、
小
姑
と
の
同
居
。
夫
婦
仲
よ
く
幸
せ
な
生
活
を
送
り
は
じ
め
た
。
と
こ
ろ
が
、
結
婚
し
て

半
年
後
、
夫
の
態
度
が
一
変
。
情
報
処
理
会
社
に
勤
め
る
夫
が
携
わ
っ
た
業
務
が
、
あ
る
国
立

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
が
保
存
す
る
カ
ル
テ
の
電
算
化
で
あ
っ
た
の
だ
。
夫
は
、
そ
こ
に
妻
の
父

親
の
名
前
を
見
つ
け
て
し
ま
っ
た
。
夫
は
〝
お
ま
え
の
父
親
が
ら
い
病
患
者
だ
っ
た
こ
と
を
、

な
ん
で
隠
し
て
い
た
！
〟
と
彼
女
を
責
め
た
。
彼
女
自
身
は
、
父
親
が
ハ
ン
セ
ン
病
の
回
復
者

で
あ
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
。
彼
女
の
父
親
は
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の
退
所
者

で
あ
る
が
、
そ
の
病
歴
を
妻
に
も
子
ど
も
た
ち
に
も
徹
底
し
て
秘
匿
す
る
こ
と
で
、
家
族
を
守

っ
て
き
て
い
た
の
だ
っ
た
。
こ
の
と
き
を
境
に
、
姑
、
小
姑
の
態
度
も
露
骨
に
変
わ
り
、
彼
女

を
〝
キ
タ
ナ
イ
も
の
〟
と
し
て
扱
い
始
め
た
と
い
う
。
風
呂
は
最
後
、
そ
れ
ま
で
共
用
し
て
い

た
タ
オ
ル
や
食
器
も
別
々
に
さ
れ
た
。
彼
女
は
、
し
ば
ら
く
は
、
自
分
が
健
気
（
け
な
げ
）

に
ふ

る
ま
う
こ
と
で
、
事
態
を
好
転
さ
せ
よ
う
と
必
死
の
努
力
を
す
る
が
、
結
局
は
、
そ
れ
も
虚
し

く
離
婚
と
な
っ
た
。―

―

厚
生
省
（
当
時
）
は
、
個
人
情
報
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
カ
ル
テ
の

管
理
に
つ
い
て
、
国
立
療
養
所
に
ど
ん
な
指
導
を
し
て
い
た
の
か
。
ハ
ン
セ
ン
病
の
患
者
・
元

患
者
お
よ
び
そ
の
家
族
が
、
こ
の
日
本
社
会
で
《
偏
見
・
差
別
を
受
け
る
地
位
》
に
置
か
れ
て

い
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
は
ず
は
な
い
。
厚
労
省
は
、
こ
の
「
原
告
番
号
二
八
八
番
」
の
女

性
に
対
し
て
、
ど
う
詫
び
る
つ
も
り
な
の
か
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
罹
っ
た
人
の
家
族
が
、
い
ま
だ
に
結
婚
差
別
に
遭
っ
て
泣
い

て
い
る
の
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
《
集
合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
が
い
ま
な
お
解
消
し

て
い
な
い
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

 

そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
わ
た
し
た
ち
は
、
こ
の
か
ん
、
差
別
を
恐
れ
て
結
婚
す
る
こ
と
を

断
念
し
て
生
き
て
き
た
家
族
原
告
に
も
会
っ
た
し
（
た
と
え
ば
「
原
告
番
号
一
四
一
番
」
の
女

性
）、「
あ
な
た
と
結
婚
で
き
な
い
な
ら
死
ん
で
し
ま
う
」
と
ま
で
言
っ
て
求
婚
さ
れ
、
結
婚
し

た
配
偶
者
に
対
し
て
、
彼
が
死
ぬ
ま
で
、
自
分
の
き
ょ
う
だ
い
た
ち
が
ハ
ン
セ
ン
病
に
罹
り
、

療
養
所
に
入
所
し
て
い
た
こ
と
を
ひ
た
隠
し
に
し
て
き
て
、
そ
う
い
う
自
分
を
〝
薄
氷
を
踏

む
思
い
〟
で
生
き
て
き
た
と
語
っ
た
女
性
に
も
お
会
い
し
た
（
原
告
番
号
一
三
五
番
）。
そ
し

て
、
前
述
の
「
三
八
四
番
」「
三
八
五
番
」「
二
八
八
番
」
の
女
性
た
ち
の
人
生
を
譬
え
る
な
ら

ば
、
自
分
が
置
か
れ
た
立
場
を
ま
っ
た
く
認
識
で
き
て
い
な
か
っ
た
が
ゆ
え
に
、
ま
さ
し
く
、

足
下
に
地
雷
が
埋
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
知
ら
な
い
ま
ま
〝
地
雷
原
〟
を
歩
い
て
き
た
の
と
同

一
だ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
一
触
即
発
、
〝
地
雷
〟
を
踏
ん
で
し
ま
っ
た
の
だ
。
し

か
し
、
彼
女
た
ち
に
は
な
ん
の
咎
（
と
が
）

も
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
み
な
が
み
な
、
自
分
の
家
族
に
ハ
ン
セ
ン
病
罹
患
者
が
い
る
こ
と
を
知
ら
れ
た

ら
、
結
婚
差
別
に
帰
着
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、「
原
告
番
号
七
五
番
」
の
女
性
は
、

一
九
四
九
年
生
ま
れ
で
、
二
二
歳
の
と
き
に
結
婚
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
彼
女
は
意
を
決
し
て
、

自
分
の
母
と
兄
が
ハ
ン
セ
ン
病
を
患
っ
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
、
夫
に
な
る
人
に
告
げ
た
上
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で
、
結
婚
し
て
い
る
。
わ
た
し
が
あ
ら
た
め
て
、
そ
の
と
き
の
こ
と
を
尋
ね
た
ら
、
彼
女
は
こ

う
答
え
た
。 

 

 
今
度
の
裁
判
が
始
ま
っ
て
、
弁
護
士
さ
ん
は
、
正
確
な
陳
述
書
を
書
く
た
め
に
、
い

ろ
い
ろ
と
聞
い
て
く
だ
さ
る
の
ね
。
わ
た
し
が
結
婚
す
る
と
き
、
夫
は
ど
う
思
っ
た
か

と
聞
か
れ
て
、
夫
に
聞
い
た
こ
と
が
な
い
か
ら
わ
か
り
ま
せ
ん
と
答
え
た
ら
、
弁
護
士

さ
ん
か
ら
「
じ
ゃ
、
一
度
聞
い
て
み
た
ら
ど
う
で
す
か
」
と
。
夫
に
聞
い
た
ら
、「
じ
つ

は
、
大
変
な
女
性
と
自
分
は
結
婚
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
っ
た
が
、
そ
れ
を
お
く
び
に

も
出
さ
な
か
っ
た
」
と
。
夫
が
親
に
「
じ
つ
は
」
と
打
ち
明
け
た
と
き
も
、
親
御
さ
ん

は
「
ウ
ー
ン
」
と
言
っ
て
、
そ
し
て
長
い
沈
黙
が
続
い
た
と
。「
で
も
、
お
ま
え
が
選
ん

だ
ひ
と
な
ら
、
反
対
し
な
い
」
と
言
っ
て
く
れ
た
、
と
。
い
や
あ
、
夫
を
見
直
し
ま
し

た
ね
。（
二
〇
一
八
年
六
月
一
四
日
付
け
の
わ
た
し
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
か
ら
） 

  

彼
女
の
事
例
を
、
単
純
に
〝
メ
デ
タ
シ
メ
デ
タ
シ
〟
と
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
夫
の

親
が
「『
ウ
ー
ン
』
と
言
っ
て
、
そ
し
て
長
い
沈
黙
が
続
い
た
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
は
、
夫
の

親
も
こ
の
社
会
に
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
《
集
合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
が
存
在
す
る
こ
と

を
知
っ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
こ
の
結
婚
を
認
め
る
こ
と
で
自
分
の
息
子
が
今
後
出
逢
う
で
あ

ろ
う
苦
難
の
予
想
と
、
こ
の
結
婚
を
認
め
な
い
場
合
に
息
子
が
ど
れ
だ
け
落
胆
す
る
か
と
の

不
憫
さ
と
の
あ
い
だ
で
、
葛
藤
状
況
が
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。「
原
告
番
号
七

五
番
」
の
場
合
に
は
、
結
果
的
に
は
直
接
的
な
差
別
を
受
け
ず
に
済
ん
だ
が
、
こ
こ
に
は
、
自

分
の
運
命
を
自
分
で
選
び
と
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
他
者
の
手
に
委
ね
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
と
い
う
矛
盾
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。 

 

国
家
機
関
ま
で
が
就
職
差
別 

 

結
婚
差
別
の
問
題
で
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
と
い
う
国
家
機
関
が
〝
差
別
の
引
き
金
〟

と
な
る
事
態
を
惹
起
し
た
こ
と
を
見
て
き
た
ば
か
り
だ
が
、
わ
た
し
た
ち
が
聞
き
取
り
を
進

め
て
い
る
と
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
で
の
就
職
差
別
を
、
ま
さ
に
国
家
機
関
自
体
が
や
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
事
例
に
出
逢
う
。 

 

「
原
告
番
号
五
四
番
」
の
男
性
か
ら
の
聞
き
取
り
。
彼
は
一
九
四
七
年
生
ま
れ
。
父
親
が
ハ

ン
セ
ン
病
療
養
所
に
収
容
さ
れ
た
。
中
学
を
終
え
た
後
し
ば
ら
く
は
不
安
定
な
職
を
転
々
と

し
、
二
〇
歳
前
後
の
と
き
〝
安
定
し
た
職
〟
を
求
め
て
、
刑
務
官
の
採
用
試
験
を
受
け
た
。
面

接
官
に
問
わ
れ
る
ま
ま
に
、
父
親
が
「
ら
い
」
で
、
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
に
い
る
こ
と
を
喋
っ

て
し
ま
う
。
結
局
、
不
採
用
に
な
る
の
だ
が
、
面
接
官
の
な
か
に
も
ち
ょ
っ
と
良
心
の
咎
め
を

感
じ
た
人
が
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
そ
も
そ
も
応
募
者
が
少
な
く
、
面
接
試
験
に
臨
ん
だ
の
は
二

名
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
面
接
官
は
彼
に
「
も
う
一
人
の
短
大
卒
の
人
よ
り
も
、
君
の
ほ
う

が
筆
記
試
験
の
成
績
は
よ
か
っ
た
の
だ
け
ど
ね…

…

」
と
口
を
滑
ら
せ
た
と
い
う
の
だ
。 

 

ま
た
、「
原
告
番
号
二
三
番
」
の
男
性
か
ら
の
聞
き
取
り
。
や
は
り
、
一
九
四
七
年
生
ま
れ
。

両
親
と
も
が
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
に
入
所
し
て
い
て
、
園
内
で
結
婚
。
彼
を
妊
娠
中
に
園
か
ら

逃
走
し
て
、
彼
が
生
ま
れ
て
い
る
。
彼
は
高
校
卒
業
時
に
海
上
保
安
庁
を
受
験
し
た
。「
当
時

は
、
李
承
晩
ラ
イ
ン
で
日
本
の
漁
船
の
拿
捕
（
だ
ほ
）

の
事
件
が
多
か
っ
た
。
あ
れ
に
カ
チ
ン
と

き
て
ね
。
義
憤
か
ら
海
上
保
安
官
を
め
ざ
し
た
の
」。
お
そ
ら
く
警
察
予
備
隊
に
出
て
い
た
こ

と
の
あ
る
叔
父
の
影
響
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
試
験
に
通
っ
て
、
合
格
の
は
ず
だ
っ
た
。「
学
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校
の
先
生
も
そ
う
思
う
と
っ
た
。
卒
業
生
の
進
路
〔
の
私
の
欄
〕
に
は
『
海
上
保
安
庁
』
と
書

き
込
ま
れ
て
い
た
」。
だ
が
、
最
後
の
身
元
調
査
で
ひ
っ
か
か
っ
て
、
不
採
用
。
高
校
の
先
生

た
ち
も
不
思
議
が
っ
た
。
こ
の
真
相
を
彼
が
知
っ
た
の
は
、
つ
い
二
、
三
年
前
の
こ
と
だ
。
叔

父
が
話
し
て
く
れ
た
。「〔
海
上
保
安
庁
か
ら
〕
身
元
調
査
が
来
た
と
き
、
地
元
の
あ
る
分
限
者

が
『
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
子
だ
』
と
し
ゃ
べ
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
」
と
。「
狭
い
部
落
の
こ
と

で
す
か
ら
ね
、
叔
父
た
ち
、
部
落
の
人
た
ち
が
〔
そ
の
人
に
対
し
て
〕
だ
い
ぶ
怒
っ
た
そ
う
で

す
」9

（〔 

〕
は
聞
き
手
に
よ
る
補
足
、
以
下
同
様
）
。 

 

な
ん
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
国
の
機
関
が
、
ハ
ン
セ
ン
病
罹
患
者
の
家
族
に
対
す
る
就
職
差

別
を
し
て
き
た
の
だ
。
こ
れ
も
そ
れ
も
、
社
会
レ
ベ
ル
に
構
築
さ
れ
た
《
集
合
的
意
識
と
し
て

の
偏
見
》
を
除
去
し
な
い
ま
ま
放
置
し
て
き
た
こ
と
に
よ
ろ
う
。
公
務
員
た
ち
も
ま
た
、
こ
の

偏
見
の
枠
組
み
か
ら
自
由
で
は
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る1

0

。 

 

優
生
政
策
＝
生
ま
れ
る
権
利
そ
の
も
の
の
剥
奪 

 

つ
い
う
っ
か
り
書
き
忘
れ
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、「
強
制
隔
離
政
策
」
の
一
環
と
し
て
実
行

さ
れ
た
「
優
生
政
策
」
そ
の
も
の
が
、
強
烈
か
つ
壮
大
な
《
差
別
的
加
害
行
為
》
の
一
大
展
開

に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。《
強
制
隔
離
政
策
》
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
と
い
う
病
に
罹
っ
た
だ
け
で
、

一
般
社
会
で
暮
ら
す
権
利
を
奪
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
同
時
に
、
そ
の
家
族
た
ち
の
社
会

で
の
安
寧
な
暮
ら
し
を
土
台
か
ら
揺
る
が
す
も
の
で
あ
っ
た
。《
優
生
政
策
》
は
、
ハ
ン
セ
ン

病
罹
患
者
に
と
っ
て
は
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
権
利
を
奪
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
生
ま
れ
て

く
る
は
ず
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
生
ま
れ
る
権
利
、
生
き
る
権
利
を
、
生
ま
れ
る
以
前

の
と
こ
ろ
で
摘
み
取
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た1

1

。 

 

わ
た
し
と
共
同
研
究
者
の
黒
坂
愛
衣
は
、
岩
波
書
店
の
総
合
月
刊
誌
『
世
界
』
で
、
二
〇
一

八
年
九
月
号
か
ら
「
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
の
語
り
・
家
族
の
語
り
」
と
題
す
る
連
載
を
始
め
た
。

そ
の
第
一
回
は
「
奇
跡
の
い
の
ち
」
と
題
し
た
。「
原
告
番
号
一
八
八
番
」
の
女
性
（
六
〇
歳
）

と
、
退
所
者
で
あ
る
父
親
（
八
〇
代
）、
そ
し
て
女
性
の
娘
（
三
〇
代
）
の
三
人
の
語
り
か
ら

な
る
。
こ
の
女
性
を
身
籠
も
っ
て
い
る
と
き
に
、
母
親
が
宮
古
南
静
園
内
で
〝
堕
胎
さ
せ
る
た

め
の
注
射
〟
を
打
た
れ
な
が
ら
、
そ
の
注
射
が
失
敗
し
た
お
か
げ
で
、
こ
の
世
に
生
ま
れ
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
の
出
来
事
を
め
ぐ
っ
て
、
父
親
が
語
る
。 

 

 

生
ま
れ
た
子
ど
も
を
ど
う
育
て
る
か
も
大
事
（
お
お
ご
と
）

で
あ
っ
た
。
療
養
所
入
園
者

の
身
で
は
、
育
児
の
た
め
の
金
が
な
い
。「
ほ
ん
と
う
言
う
と
、
母
乳
〔
で
育
て
た
の
〕

は
ミ
ル
ク
を
買
う
金
が
な
か
っ
た
か
ら
。
お
し
め
を
つ
く
る
布
を
買
う
金
も
な
か
っ
た
。

誰
が
そ
う
い
う
物
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
か
と
い
う
と
、
看
護
婦
さ
ん
た
ち
で
す
。「
こ

れ
も
要
る
だ
ろ
う
、
こ
れ
も
要
る
だ
ろ
う
」
っ
て
持
っ
て
き
て
く
れ
た
。（『
世
界
』
二

〇
一
八
年
九
月
号
、
二
三
六
頁
） 

  

こ
の
語
り
に
わ
た
し
は
以
下
の
コ
メ
ン
ト
を
付
し
た
。 

 

 

隔
離
政
策
・
優
生
政
策
が
医
療
従
事
者
を
し
て
、
命
の
芽
を
摘
み
取
る
と
い
う
残
酷

な
こ
と
を
〝
当
然
の
こ
と
〟
と
し
て
行
わ
し
め
る
一
方
、
生
ま
れ
て
き
て
し
ま
え
ば
、

そ
の
子
の
た
め
に
お
む
つ
等
を
用
意
す
る
と
い
う
〝
人
間
的
な
心
〟
を
保
持
し
た
看
護

婦
た
ち
が
い
た
と
い
う
語
り
は
、
印
象
的
だ
。
堕
胎
の
処
置
を
し
た
者
と
お
む
つ
を
用
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意
し
た
者
は
〝
同
一
人
物
〟
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
と
い

う
施
設
の
な
か
の
〝
同
一
人
格
〟
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
な
こ
と
だ
。
〝
同
一
人
格
〟

に
お
い
て
、
殺
す
も
生
か
す
も
で
き
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
は
、
実
は
〝
殺
す
こ
と
〟

（
ひ
と
を
死
ぬ
ま
で
隔
離
収
容
す
る
こ
と
、
い
の
ち
を
摘
み
取
る
こ
と
）
自
体
が
〝
患

者
の
た
め
〟
と
信
じ
込
ま
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
証
で
あ
ろ
う
。（『
世
界
』
二
〇
一
八
年

九
月
号
、
二
三
六
～
二
三
七
頁
） 

  

命
の
芽
を
摘
み
取
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
以
前
に
妊
娠
自
体
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
処

置
し
て
お
く
こ
と
、
こ
の
よ
う
な
、
現
時
点
で
考
え
て
み
れ
ば
明
ら
か
に
残
酷
な
こ
と
を
、
ハ

ン
セ
ン
病
療
養
所
に
働
く
看
護
婦
た
ち
は
、
当
時
、
〝
よ
い
こ
と
〟
と
思
い
込
ん
で
、
し
て
い

た
の
だ
。
栗
生
楽
泉
園
で
長
年
、
准
看
護
婦
と
し
て
働
い
た
赤
尾
拓
子
は
、
わ
た
し
た
ち
の
聞

き
取
り
に
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。 

 

 

〔
わ
た
し
自
身
、
断
種
は
〕
当
た
り
前
に
思
っ
て
た
。
子
ど
も
が
育
て
ら
ン
な
い
な
ら
、

産
め
な
い
よ
う
に
し
と
い
た
ほ
う
が
、
堕
胎
す
る
よ
り
は
、
か
ら
だ
の
た
め
に
い
い
か

な
ぁ
、
な
ん
て
思
い
ま
し
た
よ
。
だ
か
ら
、
そ
れ
を
不
思
議
に
思
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
、

わ
た
し
、
い
ま
、
深
く
反
省
し
て
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
、
飼
い
慣
ら
さ
れ
た
っ
て
い
う
か
、

そ
う
い
う
な
か
に
い
る
と
、
わ
か
ら
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
っ
て
い
う
か
ね
。 

 

わ
た
し
で
さ
え
、
子
ど
も
を
育
て
ら
れ
な
い
の
に
産
む
の
は
無
責
任
じ
ゃ
な
い
か
、

で
き
た
子
を
堕
ろ
す
と
、
女
の
人
の
か
ら
だ
に
負
担
か
か
っ
て
よ
く
な
い
か
ら
、〔
断
種

は
〕
や
っ
て
あ
げ
る
べ
き
な
ん
か
な
、
っ
て
い
う
範
囲
で
終
わ
っ
て
る
ん
で
す
ね
。
そ

れ
以
上
の
こ
と
を
考
え
る
っ
て
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。（
『
栗
生
楽
泉
園
入
所
者
証

言
集 

下
』
三
〇
五
頁
） 

  

こ
の
宮
古
南
静
園
の
事
例
に
し
て
も
、
栗
生
楽
泉
園
の
事
例
に
し
て
も
、
命
を
摘
む
と
い
う

〝
加
害
行
為
〟
を
、
療
養
所
に
働
く
職
員
た
ち
は
〝
よ
か
れ
〟
と
思
っ
て
実
践
し
て
し
ま
っ

て
い
る
と
い
う
、
当
時
の
実
情
を
如
実
に
示
し
て
い
よ
う
。「
加
害
」
で
あ
り
な
が
ら
、
実
行

者
に
そ
の
「
加
害
性
」
が
見
え
な
い
と
き
、
自
己
反
省
に
は
つ
な
が
り
に
く
い
。
自
己
反
省
を

契
機
と
し
て
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
《
集
合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
を
打
ち
壊
し
て
い
く

よ
う
な
実
践
主
体
に
、
か
れ
ら
が
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
は
困
難
と
な
る
。 

 

小
括 

 

「
加
害
集
団
」
と
い
う
用
語
に
代
え
て
、
わ
た
し
は
社
会
学
的
に
み
て
《
集
合
的
意
識
と
し

て
の
偏
見
》
と
い
う
概
念
化
を
し
た
ほ
う
が
、
わ
が
国
の
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
全
体
的
に
理
解

す
る
の
に
は
適
合
的
だ
と
の
意
見
を
述
べ
て
き
た
。 

 

《
集
合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
と
い
う
概
念
で
も
っ
て
現
象
全
体
を
見
て
い
く
こ
と
の
有

用
性
は
、
ひ
と
つ
に
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
め
ぐ
る
《
差
別
的
加
害
の
多
様
性
》
を
う
ま
く

拾
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

上
述
の
と
こ
ろ
で
、
公
権
力
の
発
動
（
本
妙
寺
事
件
、
湯
之
沢
部
落
の
解
体
）
か
ら
始
ま
っ

て
、
地
域
社
会
全
体
を
巻
き
込
ん
で
の
「
加
害
集
団
」
化
（
黒
髪
校
事
件
）
や
、
組
織
体
を
バ

ッ
ク
に
し
た
排
除
行
為
（
刑
務
官
採
用
、
海
上
保
安
官
採
用
に
あ
た
っ
て
の
就
職
差
別
）、
さ

ら
に
は
、
結
婚
を
め
ぐ
っ
て
の
家
族
ど
う
し
の
交
渉
場
面
で
の
差
別
と
い
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
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場
面
で
の
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
忌
避
、
排
除
現
象
を
取
り
上
げ
て
、
そ
こ
で
い
か
に
《
集
合

的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
が
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
か
を
解
析
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。 

 

も
う
ひ
と
つ
は
、
一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
の
「
ら
い
予
防
法
」
廃
止
か
ら
す
で
に
二
二
年

経
っ
て
い
る
の
に
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
元
患
者
も
し
く
は
そ
の
家
族
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し

た
差
別
、
と
り
わ
け
結
婚
差
別
が
跡
を
絶
た
な
い
事
態
を
説
明
す
る
の
に
は
、
一
時
的
な
性
格

の
強
い
「
加
害
集
団
」
で
は
無
理
が
あ
っ
て
、《
集
合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
と
い
う
も
の

の
持
続
性
を
持
っ
て
き
た
ほ
う
が
適
合
的
だ
と
思
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。 

 

つ
ま
り
、「
強
制
隔
離
政
策
」
と
か
「
無
癩
県
運
動
」
と
か
、
そ
う
い
っ
た
も
の
の
根
拠
と

な
っ
て
い
た
「
ら
い
予
防
法
」
を
廃
止
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
廃
止
し
た
こ
と
自
体
で
《
集
合

的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
が
な
く
な
っ
て
い
く
わ
け
で
は
な
い
こ
と
。「
強
制
隔
離
政
策
」「
無

癩
県
運
動
」
が
作
り
出
し
て
し
ま
っ
た
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
、
近
現
代
的
形
態
と
し
て
の

《
集
合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
そ
れ
自
体
を
な
く
す
徹
底
し
た
取
り
組
み
な
し
に
は
、
こ
の

《
集
合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
は
溶
解
も
し
く
は
解
消
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。 

 

問
い
の
追
加 

 

わ
た
し
は
、
以
上
の
と
こ
ろ
で
、
弁
護
団
か
ら
の
依
頼
に
は
お
お
よ
そ
答
え
た
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
と
考
え
も
し
た
が
、
こ
こ
ま
で
書
い
た
の
な
ら
ば
、
社
会
学
者
と
し
て
、
ど
う
す
れ
ば

《
集
合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
を
除
去
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
も
、
一
言
し
て

お
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
に
至
っ
た
。 

 

そ
れ
に
は
、
も
う
ひ
と
つ
、
そ
の
前
に
述
べ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ

れ
は
、
わ
た
し
た
ち
が
い
ま
目
の
前
に
し
て
い
る
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
《
集
合
的
意
識
と
し

て
の
偏
見
》
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
存
在
す
る
に
至
っ
て
い
る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ

る
。―

―

こ
の
作
業
は
、
一
昔
前
に
は
ハ
ン
セ
ン
病
は
人
び
と
に
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
観

念
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
と
の
比
較
作
業
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る
こ
と
だ
。 

 

「
伝
染
」
も
「
遺
伝
」
も
近
代
医
学
の
用
語 

 

ひ
と
は
、
古
（
い
に
し
え
）

の
時
代
か
ら
、
病
気
と
い
う
も
の
は
「
感
染
に
よ
る
も
の
」
と
「
遺

伝
に
よ
る
も
の
」
と
「
そ
れ
以
外
の
も
の
」
の
三
つ
に
分
類
で
き
る
、
と
考
え
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
現
代
の
医
学
知
識
か
ら
す
れ
ば
、
大
昔
か
ら
「
感
染
症
」
と
「
遺
伝
病
」
と
「
そ

れ
以
外
の
病
気
」
が
あ
っ
た
と
言
え
る
に
し
て
も
、
そ
の
時
代
の
人
び
と
が
、
そ
れ
ら
を
い
か

な
る
も
の
と
観
念
し
て
い
た
か
は
、
別
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

『
子
供
の
誕
生
』
と
い
う
有
名
な
本
が
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
学
者
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ア
リ

エ
ス
の
著
し
た
『
〈
子
供
〉
の
誕
生―

―

ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
期
の
子
供
と
家
族
生
活
』

（
杉
山
光
信
・
杉
山
恵
美
子
訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
〇
年
）
で
あ
る
。
ア
リ
エ
ス
に
よ
れ

ば
、
近
代
以
前
に
は
「
学
校
教
育
制
度
」
も
確
立
し
て
お
ら
ず
、
成
人
に
達
す
る
ま
で
は
保
護

す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
の
「
子
供
時
代
」
も
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
外
見
的
に
は
現

代
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち
と
同
じ
に
見
え
よ
う
と
も
、
そ
こ
に
い
た
の
は
〝
小
さ
な
大
人
〟

に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
だ
、
と
。―

―

こ
の
書
の
出
現
以
降
、
社
会
学
の
世
界
で
は
「
〇
〇
の
誕

生
」
と
題
し
た
研
究
が
大
流
行
り
と
な
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
わ
た
し
た
ち
社
会
学
者

に
と
っ
て
は
、
現
代
人
の
目
で
外
側
か
ら
観
察
す
れ
ば
、
い
ま
あ
る
も
の
と
同
じ
も
の
に
見
え
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る
も
の
が
過
去
の
あ
る
時
代
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
単
純
に
同
一
視
し
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
の
は
、
い
わ
ば
常
識
に
属
す
る
。 

 

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
前
近
代
の
人
た
ち
が
病
を
い
か
に
見
て
い
た
か
に
つ
い
て
、

わ
た
し
な
り
の
叙
述
を
手
が
け
よ
う
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
た
ま
た
ま
で
あ
る
が
、『
朝
日

新
聞
』
二
〇
一
八
年
八
月
六
日
の
「
文
化
の
扉
／
病
の
正
体 

描
く
探
る
」
と
題
す
る
記
事
に

出
く
わ
し
た
。
そ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
病
と
は
、
古
墳
時
代
以
前
は
「
疫
病
は
神
の
怒
り
に
よ

っ
て
起
き
る
」
と
観
念
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
仏
教
伝
来
に
よ
り
「
病
気
は
前
世
の
悪
行
へ
の

報
い
」
と
な
り
、
奈
良
時
代
に
は
「
恨
み
を
抱
い
て
死
ん
だ
人
の
怨
霊
が
疫
病
を
起
こ
す
」
と

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
平
安
時
代
末
に
は
「
医
薬
で
治
ら
な
い
病
気
は
神
仏
に
平
癒
を
祈

る
」
し
か
な
い
と
思
念
さ
れ
、
そ
し
て
、
戦
国
時
代
に
は
「
病
気
は
体
内
の
虫
（
腹
の
虫
）
が

引
き
起
こ
す
」
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
の
だ
。
前
近
代
の
最
後
の
時
代
、
江
戸
期
の

病
の
捉
え
方
に
つ
い
て
の
記
述
が
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
過
去
の
時
代
の
病
を
論

ず
る
と
き
、
現
代
的
医
学
知
識
を
も
っ
て
し
て
裁
断
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
十
分

に
理
解
で
き
よ
う
。 

 

わ
た
し
が
こ
こ
で
言
い
た
い
の
は
、「
遺
伝
」
に
せ
よ
「
伝
染
」
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
は
近
代

医
学
の
概
念
で
あ
っ
て
、
前
近
代
の
用
語
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
び
と
は
、

現
代
人
の
わ
れ
わ
れ
が
考
え
る
よ
う
な
意
味
で
の
、「
遺
伝
」
と
か
「
伝
染
（
感
染
）」
と
い
う

病
気
の
理
解
は
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

前
近
代
で
は
「
遺
伝
」
で
は
な
く
「
家
筋
」
と
観
念
さ
れ
て
い
た 

 

さ
て
、
わ
た
し
た
ち
社
会
学
者
が
、
な
ん
ら
か
の
社
会
問
題
の
当
事
者
か
ら
、
そ
の
ラ
イ
フ

ス
ト
ー
リ
ー
を
聞
き
取
っ
て
い
く
と
き
、
語
り
手
は
し
ば
し
ば
自
分
に
先
行
す
る
世
代
の
人

か
ら
聞
い
た
話
を
再
話
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
通
し
て
、
わ
た
し
た
ち
は
、

と
き
に
、
歴
史
的
に
先
行
す
る
時
代
の
世
相
の
一
端
に
触
れ
る
機
会
を
得
る
。 

 

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
で
の
聞
き
取
り
で
も
、
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、「
強
制
隔
離
政
策
」
と
「
無
癩
県
運
動
」
が
吹
き
荒
れ
る
以
前
の
わ
が
国
に
お
い
て
、

庶
民
レ
ベ
ル
で
ハ
ン
セ
ン
病
が
ど
の
よ
う
に
表
象
さ
れ
て
い
た
の
か
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で

き
る
。 

 

黒
坂
愛
衣
は
、
二
〇
一
一
年
四
月
に
実
施
し
た
星
塚
敬
愛
園
の
あ
る
入
所
者
の
聞
き
取
り

を
素
材
に
、
論
文
「
黙
し
て
語
ら
ぬ
ひ
と
が
語
り
始
め
る
と
き―

―

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
聞
き
取

り
か
ら
」（
日
本
解
放
社
会
学
会
誌
『
解
放
社
会
学
研
究
』
第
二
六
号
、
二
〇
一
三
年
）
を
書

い
た
。
こ
れ
は
、
二
〇
一
一
年
度
の
日
本
解
放
社
会
学
会
「
優
秀
報
告
賞
」
を
受
賞
し
た
好
論

文
で
あ
る
が
、
語
り
手
の
Ａ
（
二
〇
一
一
年
四
月
の
聞
き
取
り
時
点
で
七
〇
代
の
男
性
）
は
、

次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。 

 

 

ぼ
く
が
い
ち
ば
ん
が
っ
か
り
、
い
ま
で
も
が
っ
か
り
し
て
る
の
は
、
ば
あ
さ
ん
〔
の

こ
と
〕
で
す
。
俺
、
小
さ
い
〔
こ
ろ
〕、
ず
っ
と
懐
の
中
に
抱
か
れ
て
寝
て
い
ま
し
た
よ
。

そ
の
ば
あ
さ
ん
が
、
ぼ
く
が
学
校
か
ら
「〔
ハ
ン
セ
ン
病
の
〕
病
気
だ
」
と
言
わ
れ
て
う

ち
に
帰
さ
れ
た
と
き
に
、
そ
の
時
点
か
ら
「
自
分
た
ち
は
世
間
に
合
わ
す
顔
が
な
い
」

と
、
ま
っ
た
く
野
良
仕
事
も
し
な
く
な
っ
た
。
あ
れ
は
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
で
す
。
そ
れ

ま
で
は
、〔
母
親
の
ハ
ン
セ
ン
病
の
〕
噂
が
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
ば
あ
さ
ん
は
「
自

分
た
ち
の
家
系
に
は
、
そ
う
い
う
皮
膚
病
は
絶
対
う
つ
ら
な
い
」
と
言
い
切
っ
て
い
ま
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し
た
。〔
と
こ
ろ
が
、
ぼ
く
が
〕
病
気
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
ま
っ
た
く
外
出
し
な

く
な
っ
た
。（
一
六
頁
） 

  

少
し
説
明
し
よ
う
。
沖
縄
の
あ
る
離
島
で
生
ま
れ
育
っ
た
Ａ
は
、
父
親
は
召
集
さ
れ
戦
死
。

母
は
ハ
ン
セ
ン
病
を
発
症
し
、
国
頭
（
く
に
が
み
）

愛
楽
園
（
沖
縄
愛
楽
園
の
前
身
）
に
収
容
さ
れ

た
。
そ
れ
で
も
、
父
方
祖
母
は
、
他
家
か
ら
嫁
い
で
き
た
、
所
詮
は
〝
よ
そ
者
〟
の
嫁
が
ハ
ン

セ
ン
病
を
発
症
し
て
も
、
〝
う
ち
の
家
系
〟
は
大
丈
夫
だ
か
ら
、
孫
で
あ
る
Ａ
に
ハ
ン
セ
ン
病

が
出
る
は
ず
が
な
い
と
、
気
丈
に
一
家
の
暮
ら
し
を
支
え
て
き
て
い
た
と
こ
ろ
、
病
気
が
出
る

は
ず
が
な
い
Ａ
が
発
病
し
た
こ
と
で
、
ガ
ッ
ク
リ
き
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
だ
。―

―

こ
こ
に

見
ら
れ
る
観
念
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
を
「
遺
伝
」
と
捉
え
て
い
る
の
と
は
ま
っ
た
く
違
う
も
の
で

あ
る
。
ま
さ
に
「
家
系
」「
家
筋
」
の
病
と
い
う
ふ
う
に
、
Ａ
の
祖
母
は
表
象
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。 

 

あ
る
い
は
、
先
日
、
沖
縄
を
訪
れ
て
聞
き
取
り
を
し
た
ば
か
り
の
、「
原
告
番
号
一
三
五
番
」

と
「
原
告
番
号
一
三
六
番
」
の
姉
妹
（
き
ょ
う
だ
い
）

で
あ
る
、
沖
縄
愛
楽
園
か
ら
の
退
所
者
の
女

性
（
一
九
四
七
年
生
）
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
語
っ
た
。
こ
の
女
性
は
小
学
校
五
年
で
発
症
、

六
年
の
と
き
に
沖
縄
愛
楽
園
に
入
所
。
そ
の
後
、
八
人
き
ょ
う
だ
い
の
う
ち
の
他
の
三
人
も
発

症
。
そ
の
過
程
で
、
か
つ
て
は
や
さ
し
か
っ
た
父
親
の
人
格
が
「
砕
け
た
」（
彼
女
は
「
壊
れ

た
」
で
は
な
く
「
砕
け
た
」
と
語
っ
た
）。
泥
酔
し
て
は
、
家
族
に
対
し
て
乱
暴
狼
藉
を
は
た

ら
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
わ
た
し
は
、
こ
の
父
親
の
人
格
解
体
と
も
言
う
べ
き
変
容
の

背
後
に
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
《
集
合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
を
見
て
と
る
も
の
で
あ
る

が
、
最
後
に
、
父
親
は
自
分
の
妻
に
対
し
て
、
絶
対
に
言
っ
て
は
な
ら
な
い
言
葉
を
吐
い
て
し

ま
う
。「
ヤ
ー
の
ワ
タ
が
ワ
ッ
サ
ン
だ
か
ら
」
と
い
う
科
白
で
あ
っ
た
と
い
う
。「
ヤ
ー
」
は
「
お

ま
え
」。「
ワ
ッ
サ
ン
」
は
「
悪
い
」。「
ワ
タ
」
は
、
腸
（
は
ら
わ
た
）

の
ワ
タ
で
あ
り
、
こ
こ
で
は

「
子
宮
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
〝
お
れ
の
家
系
に
は
ハ
ン
セ
ン
病
は
な
い
。
お
ま

え
の
家
系
が
悪
か
っ
た
の
だ
〟
と
い
う
こ
と
を
、
沖
縄
の
地
元
の
言
い
回
し
で
表
現
し
た
も

の
と
理
解
で
き
る
。
や
は
り
、
「
遺
伝
」
と
は
違
う
。 

 

「
ハ
ン
セ
ン
病
非
入
所
者
遺
族
単
独
訴
訟
」（
鳥
取
訴
訟
）
の
原
告
の
Ｔ
Ｍ
（
一
九
四
五
年
生
）

も
、
鳥
取
地
方
で
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
が
出
た
家
を
指
し
て
、「
ハ
ン
セ
ン
病
の
蔓
（
つ
る
）

だ

け
」
と
い
う
言
い
方
で
噂
が
流
布
し
て
い
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
（
福
岡
安
則
『「
こ
ん
な
こ

と
で
終
わ
っ
ち
ゃ
あ
、
死
ん
で
も
死
に
き
れ
ん
」―

―

孤
絶
さ
れ
た
生
／
ハ
ン
セ
ン
病
家
族
鳥

取
訴
訟
』
世
織
書
房
、
二
〇
一
八
年
、
一
四
頁
）。
こ
れ
も
ま
た
、「
遺
伝
」
で
は
な
く
、「
家

筋
」
で
あ
る
。 

 

わ
が
国
の
前
近
代
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
の
表
象
は
、
基
本
的
に
「
家
筋
」
と
し
て
捉
え
ら

れ
て
い
た
と
考
え
て
、
大
過
あ
る
ま
い
。
こ
れ
は
、
現
代
の
用
語
で
言
う
と
こ
ろ
の
「
感
染
」

の
恐
れ
を
、
ま
っ
た
く
欠
く
も
の
で
あ
っ
た
言
え
る
。 

 

「
強
制
隔
離
政
策
」「
無
癩
県
運
動
」
以
前
の
偏
見
の
あ
り
よ
う 

 

で
は
、「
家
筋
の
病
」
と
観
念
さ
れ
て
い
た
ハ
ン
セ
ン
病
を
発
症
し
た
者
に
対
し
て
、
か
つ

て
、
人
び
と
は
ど
ん
な
ふ
う
に
対
応
し
、
処
遇
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

黒
坂
愛
衣
の
前
掲
論
文
で
、
語
り
手
の
Ａ
は
、
自
分
の
母
親
が
沖
縄
愛
楽
園
に
収
容
さ
れ
る

ま
で
は
、
長
年
、
家
の
奥
の
ほ
う
の
「
ク
チ
ャ
」
と
呼
ば
れ
る
人
目
に
つ
か
な
い
部
屋
で
暮
ら

し
て
い
た
と
語
っ
て
い
る
（
一
五
頁
）。
あ
る
い
は
、「
浜
に
下
ろ
さ
れ
た
」
人
た
ち
も
い
た
と
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語
る
。 

 

 
Ａ
さ
ん
は
、
三
ヵ
月
間
ほ
ど
自
宅
に
閉
じ
篭
も
る
生
活
を
続
け
た
。
親
戚
が
や
っ
て

来
て
「
箸
や
食
器
を
別
々
に
し
ろ
」
と
厳
し
く
言
っ
た
が
、
オ
バ
は
「
こ
の
病
気
は
う

つ
ら
な
い
」
と
主
張
。
じ
つ
は
、「
浜
に
下
ろ
さ
れ
た
」
男
女
の
あ
い
だ
で
生
ま
れ
た
子

ど
も
が
、
そ
の
祖
父
母
に
引
き
取
ら
れ
、
島
の
集
落
の
中
で
健
康
に
育
っ
て
い
た
。
オ

バ
は
、
Ａ
さ
ん
よ
り
も
六
歳
ほ
ど
年
上
の
こ
の
子
ど
も
の
例
を
挙
げ
、「
こ
の
病
気
は
う

つ
ら
な
い
」
と
言
っ
て
Ａ
さ
ん
を
か
ば
っ
て
く
れ
た
の
だ
。「
あ
れ
は
、
だ
い
ぶ
救
い
に

な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
差
別
は
ま
っ
た
く
な
く
て
、
お
ん
な
じ
食
事
、
お
ん
な

じ
食
器
で
や
っ
て
き
ま
し
た
」。（
一
六
頁
） 

  

わ
た
し
た
ち
が
千
葉
県
内
の
あ
る
被
差
別
部
落
で
の
聞
き
取
り
を
し
て
い
た
際
、
一
九
三

一
年
生
ま
れ
の
女
性
か
ら
、
子
ど
も
の
こ
ろ
に
は
ハ
ン
セ
ン
病
を
患
っ
た
人
た
ち
が
よ
く
〝

物
乞
い
〟
に
来
て
い
た
と
い
う
話
を
う
か
が
っ
た
（
聞
き
取
り
日
時
は
二
〇
〇
三
年
一
一
月

二
二
日
）。 

 

彼
女
が
七
つ
、
八
つ
く
ら
い
の
と
き
だ
と
い
う
か
ら
、
一
九
三
〇
年
代
の
後
半
だ
。
た
い
て

い
の
人
が
、
二
匹
の
犬
に
曳
か
せ
た
台
車
に
乗
っ
て
や
っ
て
き
た
。
包
帯
が
な
い
の
だ
ろ
う
、

汚
い
手
拭
い
で
目
の
あ
た
り
を
覆
い
、
手
〔
の
先
〕
が
な
く
て
、
じ
く
じ
く
し
て…

…

。「〔
自

分
に
は
〕
汚
い
〔
と
い
う
気
持
ち
が
〕
正
直
〔
言
っ
て
〕
あ
っ
た
」。
だ
け
ど
、「
お
ふ
く
ろ
に

言
わ
れ
た
よ
。
好
き
で
、
あ
あ
い
う
ふ
う
に
な
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か
ら
、
嫌
な
顔
を
す
る

ん
じ
ゃ
な
い
、
と
」。
母
親
は
日
傭
取
り
で
日
中
は
留
守
に
す
る
。「
い
ざ
り
〔
＝
犬
に
台
車
を

曳
か
せ
た
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
た
ち
の
こ
と
〕
が
貰
い
に
来
た
ら
、
自
分
で
食
わ
な
く
と
も
、〔
食

べ
物
を
〕
や
れ
よ
」
と
、
幼
い
彼
女
に
言
い
置
い
て
働
き
に
出
た
の
だ
と
い
う
。
彼
女
は
、
お

鉢
に
残
っ
た
冷
た
く
な
っ
た
ご
飯
を
む
す
び
に
握
っ
て
、
も
っ
て
い
っ
て
や
っ
た
と
い
う

（『
千
葉
県
Ａ
市
・
Ｂ
町
に
お
け
る
同
和
教
育
実
態
調
査
報
告
書
』
二
〇
〇
六
年
、
一
五
八
～

一
六
二
頁
）1

2

。 

 

し
か
し
、
あ
る
日
を
境
に
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
た
ち
は
、
こ
の
部
落
に
姿
を
現
さ
な
く
な
っ

た
。
こ
の
部
落
は
、
成
田
街
道
沿
い
に
位
置
す
る
。
こ
の
部
落
に
物
乞
い
に
来
て
い
た
ハ
ン
セ

ン
病
患
者
た
ち
は
、
成
田
山
新
勝
寺
の
周
辺
に
住
み
着
い
て
い
た
の
だ
が
、
多
磨
全
生
園
に
収

容
さ
れ
る
こ
と
で
、
地
域
社
会
か
ら
そ
の
姿
を
消
し
た
の
で
あ
っ
た
。 

 

ま
た
、「
原
告
番
号
三
番
」
の
女
性
（
一
九
三
四
年
生
）
は
、
わ
た
し
た
ち
の
聞
き
取
り
に
、

こ
う
語
っ
て
い
る
。「
昔
、
わ
た
し
の
お
ば
さ
ん
が
〔
言
っ
て
た
こ
と
や
け
ど
〕
ね
。
み
ん
な

が
療
養
所
（
し
ゅ
う
よ
う
じ
ょ
）

へ
入
ら
ん
前
は
、
彼
岸
に
な
っ
た
ら
、〔
大
阪
の
〕
天
王
寺
さ
ん
に

ず
う
っ
と
並
ん
で
座
っ
て
た
っ
て
。
物
貰
い
に
。
ほ
ン
で
、〔
そ
の
人
た
ち
を
〕
見
た
ら
、
み

ん
な
、『
ら
い
病
や
』
っ
て
言
う
て
や
。―

―

こ
の
へ
ん
は
〔
『
ら
い
病
』
の
こ
と
を
〕『
コ
ジ

キ
』
っ
て
言
っ
た
ん
で
す
よ
」
（
『
ハ
ン
セ
ン
病
家
族
た
ち
の
物
語
』
一
七
七
～
一
七
八
頁
）
。 

 

あ
る
い
は
、
奄
美
大
島
で
暮
ら
し
た
作
家
の
島
尾
敏
雄
が
、
次
の
よ
う
な
文
章
を
残
し
て
い

る
。 

 

 

少
く
と
も
昭
和
の
七
、
八
年
の
頃
ま
で
は
、
ら
い
者
だ
け
が
集
団
を
な
し
、
部
落
か

ら
遠
く
は
な
れ
村
人
が
誰
も
こ
な
い
よ
う
な
一
般
に
ヒ
ジ
ャ
と
い
わ
れ
る
海
辺
の
場
所

で
、
ユ
ナ
ギ
の
下
に
あ
ば
ら
や
を
つ
く
り
、
一
種
の
共
同
生
活
を
し
て
い
た
事
実
が
あ
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る
。
そ
の
構
成
員
は
老
若
男
女
を
ふ
く
み
、
月
の
う
ち
旧
の
一
日
と
一
五
日
に
は
必
ず
、

何
人
か
が
組
を
つ
く
っ
て
イ
タ
ツ
ケ
舟
に
の
り
、
自
由
の
き
か
な
い
腕
に
ユ
ホ
（
か
い
）
を

ひ
も
で
結
び
つ
け
て
部
落
に
お
し
か
け
、
家
々
を
一
軒
の
こ
ら
ず
廻
り
歩
い
て
、
米
、

塩
、
み
そ
、
野
菜
か
ら
金
銭
や
薬
に
い
た
る
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
指
定
し
て
要
求
を
し
、
も

ら
い
集
め
た
。
部
落
で
は
そ
の
日
は
彼
ら
の
イ
タ
ツ
ケ
舟
が
次
々
に
や
っ
て
く
る
の
を

応
待
す
る
の
に
早
朝
か
ら
夕
方
に
お
よ
ん
だ
と
い
う
。（
ム
レ
と
い
う
の
は
乞
食
の
意
味

の
島
の
こ
と
ば
だ
。
別
に
ら
い
の
病
の
こ
と
を
ヤ
シ
ャ
ン
・
ビ
ョ
ク
と
も
い
う
。
そ
れ

は
賤
し
い
病
気
と
い
う
こ
と
だ
。
島
に
は
ら
い
者
が
そ
の
よ
う
に
し
て
乞
食
す
る
ほ
か

に
、
乞
食
は
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。）
侮
蔑
す
れ
ば
か
れ
ら
か
ら
タ
ハ
ベ
ら
れ
る
恐
怖
も

村
人
の
方
に
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。「
タ
ハ
ベ
ユ
ン
」
つ
ま
り
タ
ハ
ベ
る
と
は
、
ら
い

者
が
テ
ル
（
せ
な
か
に
背
負
う
大
か
ご
）
を
ワ
ゲ
ヘ
（
か
ご
の
緒
を
ひ
た
い
に
か
け
る

の
が
、
普
通
の
す
が
た
で
カ
ッ
ゲ
ユ
ン
と
い
う
、
そ
う
し
な
い
で
肩
に
な
な
め
に
か
け

る
の
を
ワ
ゲ
ヘ
ユ
ン
と
い
う
）
着
物
を
き
た
ま
ま
で
海
水
の
な
か
に
は
い
っ
て
行
き
、

深
く
胸
の
あ
た
り
ま
で
浸
り
な
が
ら
四
方
に
海
水
を
は
ね
と
ば
し
、
何
年
の
ち
に
は
今

じ
ぶ
ん
を
侮
蔑
し
て
い
る
そ
の
人
を
じ
ぶ
ん
よ
り
も
っ
と
み
に
く
い
顔
か
た
ち
に
し
て

く
れ
と
の
ろ
い
の
祈
り
を
す
る
こ
と
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
は
今
で
は
も
う
、
見
た

く
て
も
見
ら
れ
な
い
過
ぎ
去
っ
た
日
の
こ
と
だ
。
昭
和
一
〇
年
に
現
在
の
鹿
屋
市
に
星

塚
敬
愛
園
が
で
き
た
と
き
に
、
群
島
の
患
者
た
ち
も
い
っ
た
ん
な
か
ば
強
制
的
に
入
院

さ
せ
ら
れ
た
。
多
分
そ
の
時
期
を
さ
か
い
に
し
て
、
月
二
回
の
ム
レ
ッ
グ
ワ
の
集
団
乞

食
の
恒
例
行
事
も
な
く
な
っ
た
よ
う
だ
。
（
『
名
瀬
だ
よ
り
』
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
一

九
七
七
年
、
九
七
～
九
九
頁
） 

  

島
尾
敏
雄
の
妻
、
島
尾
ミ
ホ
も
、
次
の
よ
う
な
エ
ッ
セ
イ
を
書
き
残
し
て
い
る
。 

 

 

癩
病
患
者
は
人
里
離
れ
た
海
岸
や
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
散
在
す
る
離
れ
小
島
の
磯
に

ひ
と
か
た
ま
り
ず
つ
寄
り
合
っ
て
暮
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
私
は
舟
に
乗

っ
て
よ
そ
島
へ
行
く
時
に
、
と
き
ど
き
遠
目
に
見
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
一

度
だ
け
、
海
端
の
ユ
ナ
木
の
下
蔭
に
住
ん
で
い
る
ら
し
い
ひ
と
群
れ
を
す
ぐ
間
近
に
見

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
長
く
続
く
き
れ
い
な
砂
浜
の
渚
に
生
え
た
ユ
ナ
木
の
枝
に
は

洗
濯
物
が
干
し
て
あ
り
、
浜
辺
で
は
炊
事
の
煙
が
ゆ
っ
く
り
立
ち
の
ぼ
っ
て
い
て
、
煮

炊
き
を
し
て
い
る
ら
し
い
女
の
人
の
横
で
、
子
供
た
ち
が
賑
や
か
な
声
を
ふ
り
ま
き
な

が
ら
駆
け
廻
っ
て
遊
ん
で
お
り
ま
し
た
。
ま
た
若
い
女
の
人
が
赤
ん
坊
を
背
負
っ
て
白

い
砂
浜
で
貝
を
掘
っ
て
い
る
ら
し
い
姿
な
ど
も
見
え
て
い
て
、
そ
れ
は
よ
そ
見
に
は
ま

こ
と
に
の
ど
か
な
場
景
に
見
え
ま
し
た
。（
『
海
辺
の
生
と
死
』
創
樹
社
、
一
九
七
四
年
、

一
五
～
一
六
頁
） 

  

ま
た
、
宮
古
南
静
園
か
ら
の
退
所
者
の
知
念
正
勝
（
八
〇
代
）
は
、
わ
た
し
た
ち
の
聞
き
取

り
で
、
彼
が
生
ま
れ
育
っ
た
宮
古
諸
島
で
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
は
「
ミ
ツ
ヌ
ム
ヌ
（
道
の
者
）」

と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
か
れ
ら
は
畑
の
片
隅
や
山
の
中
に
小
屋
掛
け
し
、
物
乞
い

等
を
し
て
生
活
し
て
い
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
（「
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
の
語
り
・
家
族
の
語

り 

連
載
第
一
回―

―

奇
跡
の
い
の
ち
」『
世
界
』
二
〇
一
八
年
九
月
号
、
二
三
六
頁
）。
小
屋

掛
け
す
る
場
所
は
ア
ダ
ン
の
木
陰
で
あ
り
、
そ
こ
に
雨
露
を
凌
げ
る
小
屋
を
作
れ
ば
、
自
然
の
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恵
み
と
物
乞
い
で
生
き
て
い
け
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

 
ま
た
、
奄
美
大
島
出
身
で
星
塚
敬
愛
園
に
入
所
し
て
い
た
あ
る
女
性
（
一
九
一
五
年
生
）
は
、

わ
た
し
た
ち
の
聞
き
取
り
で
、
彼
女
が
収
容
に
遭
っ
た
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
時
点
で
は
、

奄
美
大
島
に
は
自
分
自
身
が
ハ
ン
セ
ン
病
の
医
者
が
い
て
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
た
ち
を
治
療

し
て
い
た
と
い
う
興
味
深
い
事
実
を
語
っ
た
。―

―

奄
美
大
島
に
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
を
診
る
民

間
の
医
者
が
一
人
い
て
、
自
身
が
混
合
ら
い
の
患
者
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
行
け
ば
、
当
時
、
唯

一
の
ハ
ン
セ
ン
病
の
薬
と
さ
れ
て
い
た
大
風
子
の
薬
を
処
方
し
て
も
ら
え
た
。
そ
れ
は
、
こ
の

病
気
で
入
院
し
て
い
る
患
者
た
ち
自
ら
が
大
風
子
の
種
を
臼
で
挽
（
ひ
）
い
て
、
細
か
く
砕
く
作

業
を
担
当
し
て
い
た
と
い
う
。
高
価
な
薬
代
の
負
担
が
大
変
な
た
め
、
自
分
た
ち
が
製
薬
の
作

業
を
担
う
こ
と
で
、
出
費
を
押
さ
え
よ
う
と
し
て
い
た
の
だ
。「
臭
い
の
よ
、
そ
ン
薬
が
」
と

彼
女
は
語
る
（
福
岡
安
則
・
黒
坂
愛
衣
・
下
西
名
央
「
逃
走
し
て
産
ん
だ
子
を
五
歳
で
亡
く
し

て―
―

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
『
星
塚
敬
愛
園
』
聞
き
取
り
」、
埼
玉
大
学
大
学
院
紀
要
『
日
本

ア
ジ
ア
研
究
』
第
八
号
、
二
〇
一
一
年
）。 

 

そ
う
言
え
ば
、
光
田
健
輔
ら
「
強
制
隔
離
政
策
」
を
推
進
す
る
主
流
派
に
対
抗
し
て
、
ハ
ン

セ
ン
病
は
治
る
こ
と
、
隔
離
の
必
要
は
な
い
こ
と
を
主
張
し
続
け
た
京
都
大
学
医
学
部
皮
膚

科
特
別
研
究
室
助
教
授
、
小
笠
原
登
の
生
家
、
愛
知
県
海
部
郡
（
あ
ま
ぐ
ん
）

甚
目
寺
村
の
真
宗
大

谷
派
圓
周
寺
（
え
ん
し
ゅ
う
じ
）

で
は
、
登
の
祖
父
が
漢
方
医
で
も
あ
り
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
治

療
に
も
当
た
っ
て
い
た
（
藤
野
豊
『
孤
高
の
ハ
ン
セ
ン
病
医
師―

―

小
笠
原
登
「
日
記
を
読

む
」』
六
花
出
版
、
二
〇
一
六
年
）。 

 

以
上
に
見
て
き
た
デ
ー
タ
か
ら
言
い
う
る
こ
と
は
、
次
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

 

わ
が
国
政
府
に
よ
る
「
強
制
隔
離
政
策
」
と
「
無
癩
県
運
動
」
が
社
会
全
体
を
覆
い
つ
く
す

以
前
の
段
階
で
は
、
家
族
に
ハ
ン
セ
ン
病
を
発
症
す
る
者
が
出
た
場
合
、
ま
だ
症
状
が
目
立
た

な
い
う
ち
は
、
ふ
つ
う
に
農
林
漁
業
な
ど
の
家
業
に
勤
し
ん
で
い
た
が
、
ひ
と
の
噂
が
立
ち
始

め
る
こ
ろ
に
は
、
患
者
は
人
目
に
つ
か
な
い
家
の
奥
の
ほ
う
の
部
屋
で
身
を
隠
す
よ
う
に
し

て
暮
ら
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
病
気
が
も
た
ら
す
外
貌
の
変
形
へ
の
人
び
と
の
〝
素
朴
な
恐

怖
感
に
基
づ
く
忌
避
感
情
〟
ゆ
え
の
、
哀
れ
み
の
ま
な
ざ
し
を
回
避
す
る
た
め
で
あ
っ
た
ろ

う
。
家
に
経
済
的
な
ゆ
と
り
が
あ
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
漢
方
を
試
し
た
り
、
大
阪
の
堺
の
岡
村

平
兵
衛
商
店
か
ら
大
風
子
か
ら
製
造
し
た
薬
を
取
り
寄
せ
る
な
ど
し
て
、
自
力
で
療
養
に
つ

と
め
た
。―

―

こ
れ
が
基
本
的
な
対
処
方
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
ち
な
み
に
、
沖
縄
地
方

で
は
、
家
の
奥
に
隠
れ
住
む
こ
と
を
「
ク
チ
ャ
暮
ら
し
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
て
い
た
。 

 

し
か
し
、
十
分
な
働
き
手
と
な
り
え
な
い
被
扶
養
者
を
一
人
で
も
抱
え
込
む
こ
と
は
、
一
部

の
富
裕
層
を
別
に
し
て
、
あ
ま
り
に
も
負
担
が
大
き
い
。
こ
う
し
て
、
家
人
の
説
得
を
受
け
て
、

あ
る
い
は
、
自
ら
家
族
の
暮
ら
し
に
配
慮
し
て
、
患
者
は
生
家
を
離
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の

多
く
は
、
神
社
仏
閣
の
近
辺
に
掘
っ
建
て
小
屋
を
建
て
て
住
み
着
く
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に
は

先
輩
の
患
者
た
ち
が
い
て
、
け
っ
し
て
、
孤
立
し
た
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

主
た
る
生
業
（
な
り
わ
い
）

は
、
物
貰
い
、
乞
食
で
あ
っ
た
。
世
の
人
の
誰
も
〝
恐
ろ
し
い
伝
染
病

〟
な
ど
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
時
代
に
は
、
乞
食
業
は
、
病
者
た
ち
の
糊
口
を
凌
ぐ
に
は
、

事
足
り
る
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る1

3

。 

 

あ
る
い
は
、
四
国
で
は
、
生
家
を
後
に
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
患
者
た
ち
は
、「
四
国
八
十

八
ヶ
所
参
り
」
の
旅
に
出
た
。
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
お
遍
路
を
泊
め
て
く
れ
る
宿
（
や
ど
）

が
ち

ゃ
ん
と
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
、
〝
移
動
す
る
乞
食
〟
と
考
え
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
。 
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一
方
、
奄
美
や
沖
縄
な
ど
の
気
候
温
暖
な
地
で
は
、
「
浜
へ
下
り
る
」
と
い
う
か
た
ち
で
、

浜
辺
近
く
の
ア
ダ
ン
や
ユ
ウ
ナ
の
木
陰
に
藁
葺
き
の
小
屋
掛
け
を
し
て
、
雨
露
を
凌
ぐ
と
と

も
に
、
自
然
の
恵
み
に
助
け
ら
れ
て
、
露
命
を
つ
な
い
だ
。
と
き
に
、
患
者
た
ち
が
グ
ル
ー
プ

を
成
し
て
、
小
さ
な
共
同
体
を
形
成
し
て
い
た
場
合
も
あ
り
、
そ
こ
で
は
新
た
な
命
の
再
生
産

も
営
ま
れ
て
い
た
。 

 

わ
た
し
の
理
解
で
は
、
「
強
制
隔
離
政
策
」
と
「
無
癩
県
運
動
」
の
前
と
後
と
の
違
い
は
、

以
前
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
罹
っ
た
者
た
ち
は
、
社
会
の
片
隅
で
は
あ
れ
、
居
場
所
を
見
出
す
こ

と
が
可
能
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
以
後
は
、
社
会
の
中
に
は
ま
っ
た
く
自
分
た
ち
の
居
場
所

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
く
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。 

 

「
ク
チ
ャ
暮
ら
し
」
の
よ
う
な
、
人
目
を
憚
っ
て
自
ら
隠
れ
住
む
の
と
、
見
つ
か
れ
ば
〝
密

告
〟
さ
れ
て
〝
収
容
〟
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
の
恐
怖
に
怯
え
な
が
ら
隠
れ
住
む
の
と
で
は
、

同
じ
く
「
隠
れ
住
む
」
と
い
っ
て
も
、
当
事
者
が
感
じ
る
ス
ト
レ
ス
に
は
雲
泥
の
違
い
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

ま
た
、「
強
制
隔
離
政
策
」
と
「
無
癩
県
運
動
」
の
前
は
、
日
本
の
各
地
に
、
草
の
根
レ
ベ

ル
の
民
間
で
の
ハ
ン
セ
ン
病
治
療
の
場
が
あ
っ
た
。
わ
が
国
政
府
の
と
っ
た
「
強
制
隔
離
政
策
」

は
、
大
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
宣
教
師
、
コ
ン
ウ
ォ
ー
ル
・
リ
ー
が
群
馬
県
草
津
の
湯
之
沢
部
落
に

開
設
し
た
バ
ル
ナ
バ
病
院
と
い
っ
た
医
療
施
設
か
ら
、
中
は
、
小
笠
原
登
医
師
の
生
家
の
圓
周

寺
で
施
さ
れ
て
い
た
治
療
の
場
、
小
は
、
奄
美
大
島
の
片
隅
の
民
間
病
院
ま
で
、
日
本
各
地
の

民
間
に
お
け
る
真
摯
な
取
り
組
み
を
根
こ
そ
ぎ
、
無
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。 

 

欧
米
で
は
ハ
ン
セ
ン
病
へ
の
偏
見
は
消
失 

 

で
は
、
最
後
の
大
き
な
問
題
、
ハ
ン
セ
ン
病
へ
の
偏
見
は
な
く
せ
る
か
、
と
い
う
問
い
に
つ

い
て
考
察
を
進
め
よ
う
。 

 

偏
見
を
な
く
せ
る
と
言
え
る
大
き
な
根
拠
の
一
つ
は
、
す
で
に
偏
見
が
な
く
な
っ
て
い
る

地
域
が
こ
の
地
球
上
に
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
、
す
で
に
、
欧
米

で
は
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
偏
見
は
解
消
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
デ
ー
タ
を
、
わ
た
し
た
ち

は
持
っ
て
い
る
。 

 

栗
生
楽
泉
園
に
入
所
し
て
い
た
加
藤
三
郎
（
故
人
）
は
、
二
〇
〇
三
年
七
月
と
九
月
に
「
ハ

ン
セ
ン
病
問
題
に
関
す
る
検
証
会
議
」
の
聞
き
取
り
調
査
に
応
じ
て
、
自
ら
の
人
生
を
語
っ
た
。

わ
た
し
た
ち
自
身
が
彼
に
会
っ
て
補
充
の
聞
き
取
り
を
し
た
の
が
二
〇
〇
九
年
三
月
、
九
九

歳
の
と
き
で
あ
っ
た
。
加
藤
三
郎
は
、
一
九
一
〇
年
生
ま
れ
。
ハ
ン
セ
ン
病
を
発
症
し
た
彼
は

一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
に
、
草
津
の
湯
之
沢
へ
行
き
、
湯
治
と
点
灸
を
し
な
が
ら
、「
共
救

会
」
に
加
わ
っ
て
働
く
。
栗
生
楽
泉
園
の
造
成
工
事
に
も
従
事
し
た
経
験
を
も
つ
。
い
っ
た
ん

郷
里
に
戻
っ
た
あ
と
、
ふ
た
た
び
、
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
春
、
妻
子
と
と
も
に
湯
之
沢

に
家
を
買
っ
て
住
み
着
こ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
湯
之
沢
解
散
に
ぶ
つ
か
る
。
徴
用
さ
れ
軍
属
と

し
て
赴
い
た
外
地
で
「
ら
い
病
」
と
診
断
さ
れ
、
非
人
間
的
な
扱
い
を
受
け
る
。
そ
の
彼
が
自

分
の
体
験
を
、
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
戦
後
の
引
揚
げ
の
場
面
で
の
体
験
で
あ
る
。 

 

 

〔
ゴ
ム
林
の
な
か
の
隔
離
病
室
に
い
た
と
き
に
〕
む
こ
う
の
、
イ
ギ
リ
ス
の
女
の
軍
医

と
、
そ
れ
か
ら
、
日
本
の
偉
い
先
生
と
、
通
訳
と
、
三
人
、
お
れ
の
と
こ
へ
来
て
、
そ

し
て
、
そ
の
英
国
の
女
の
軍
医
が
、
お
れ
に
は
わ
か
ん
ね
ぇ
け
れ
ど
、
一
生
懸
命
、
お

れ
に
む
か
っ
て
し
ゃ
べ
っ
て
る
ン
だ
い
ね
。
た
ま
に
「
レ
プ
ラ
」
ち
ゅ
う
言
葉
は
わ
か
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っ
た
け
れ
ど
も
。
あ
と
は
何
を
言
っ
て
ン
だ
か
、
わ
か
っ
た
こ
と
ひ
と
つ
も
ね
ぇ
。
で
、

頭
を
下
げ
て
、
「
ど
う
も
」
。
そ
し
た
ら
、
む
こ
う
も
頭
を
下
げ
て
丁
寧
に
話
し
て
く
れ

る
か
ら
、
お
れ
も
丁
寧
に
、「
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
ち
ゅ
っ
て
、
礼
を

言
っ
た
。
そ
し
た
ら
、
通
訳
の
ひ
と
だ
け
残
っ
て
、「
あ
の
ひ
と
は
、
英
国
の
軍
医
の
ひ

と
で
、
レ
プ
ラ
は
治
る
病
気
で
、
伝
染
は
そ
ん
な
に
し
な
い
。
だ
か
ら
、
英
国
の
ほ
う

で
は
も
う
、
隔
離
な
ん
ち
ゅ
う
の
は
止
め
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
家
庭
で
親
子

一
緒
に
住
め
る
よ
う
に
な
る
か
ら
、
あ
ん
た
も
か
ら
だ
を
大
事
に
し
て
、
元
気
に
帰
っ

て
く
だ
さ
い
っ
て
言
っ
て
い
た
」
っ
ち
ゅ
う
こ
と
ね
、
お
れ
に
そ
う
言
わ
れ
た
ん
で
す

よ
。 

 

お
れ
が
ほ
ん
と
に
感
謝
し
て
る
の
は
、
そ
の
と
き
と
、
あ
と
、〔
引
揚
げ
の
〕
大
き
な

病
院
船
に
乗
る
と
き
。「
結
核
の
ひ
と
、
こ
っ
ち
〔
に
並
べ
〕」「
皮
膚
病
の
ひ
と
、
こ
っ

ち
〔
に
並
べ
〕」。
お
れ
一
人
、
残
っ
ち
ま
っ
た
ン
だ
い
な
。
そ
う
し
た
ら
、「
お
ま
え
は
、

な
ん
だ
？
」
ち
ゅ
う
か
ら
、「
な
ん
だ
か
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
」。
レ
プ
ラ
だ
ち
ゅ
う
こ

と
は
、
自
分
で
承
知
し
て
お
っ
た
け
れ
ど
も
、
む
こ
う
で
言
わ
ね
ぇ
ン
だ
か
ら
さ
。
そ

し
た
ら
、
む
こ
う
か
ら
偉
い
ひ
と
が
走
っ
て
き
て
、「
こ
れ
は
レ
プ
ラ
で
す
よ
」。「
レ
プ

ラ
、
こ
れ
一
人
で
、
ど
う
す
る
ン
だ
い
？ 
困
っ
た
な
」「
こ
れ
は
降
ろ
し
ち
ま
え
。
陸

軍
の
ほ
う
に
、
一
人
、
レ
プ
ラ
が
い
る
か
ら
、
そ
の
ひ
と
と
一
緒
に
乗
せ
て
い
け
ば
い

い
ん
だ
」
と
。
だ
け
れ
ど
も
、
ア
メ
リ
カ
の
通
訳
の
ひ
と
が
来
て
、「
い
や
、
レ
プ
ラ
は
、

一
緒
で
も
、
大
丈
夫
だ
。
伝
染
だ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
う
つ
ら
な
い
。
ち
ゃ
ん
と
お
れ
が

保
証
す
る
か
ら
、
み
ん
な
と
一
緒
に
乗
せ
て
い
っ
て
や
れ
」
ち
ゅ
っ
た
。
そ
し
て
、
船

員
が
寝
る
よ
う
な
立
派
な
部
屋
に…

…

。「
ベ
ッ
ド
の
部
屋
が
、
ひ
と
つ
空
い
て
る
。
そ

こ
さ
、
入
れ
て
あ
げ
ろ
」
。
煙
草
か
ら
ビ
ス
ケ
ッ
ト
か
ら
ぜ
ん
ぶ
入
っ
て
い
る
弁
当
を
、

一
日
に
二
食
ず
つ
、〔
日
本
に
〕
帰
る
ま
で
の
弁
当
だ
っ
ち
ゅ
う
ン
で
、
く
れ
た
。
そ
の
、

え
え
部
屋
で
一
晩
過
ご
し
た
だ
け
で
、
船
か
ら
〔
ア
メ
リ
カ
の
ひ
と
が
〕
降
り
ち
ゃ
っ

た
ら
、
お
れ
は
、
機
関
場
の
す
ぐ
横
の
、
ギ
タ
ギ
タ
し
た
油
だ
ら
け
〔
の
倉
庫
に
、
移

さ
れ
た
〕。
そ
の
上
に
、
板
を
敷
い
て
、
そ
し
て
、
な
ん
か
、
シ
ー
ツ
み
て
ぇ
な
も
の
を

敷
い
て
、
そ
こ
さ
寝
て
。（『
栗
生
楽
泉
園
入
所
者
証
言
集 

上
』
五
七
～
五
九
頁
） 

  

こ
の
加
藤
三
郎
の
語
り
か
ら
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
直
後
の
時
点
で
、
す
で
に
欧
米
で
は

ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
偏
見
が
消
失
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。 

 

も
う
一
例
を
示
そ
う
。
数
日
前
に
わ
た
し
た
ち
は
沖
縄
を
訪
ね
、
「
原
告
番
号
一
三
五
番
」

と
「
原
告
番
号
一
三
六
番
」
の
姉
妹
（
き
ょ
う
だ
い
）

で
あ
る
、
沖
縄
愛
楽
園
か
ら
の
退
所
者
の
女

性
（
一
九
四
七
年
生
）
か
ら
聞
き
取
り
を
し
た
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
。
そ
の
お
り
、
わ
た
し

た
ち
は
そ
の
女
性
の
長
女
（
原
告
番
号
一
六
四
番
）
か
ら
も
話
を
聞
い
た
。
彼
女
は
一
九
七
八

（
昭
和
五
三
）
年
生
ま
れ
。 

 

彼
女
は
子
ど
も
の
と
き
か
ら
、
沖
縄
愛
楽
園
に
入
所
し
て
い
て
週
末
し
か
帰
っ
て
こ
な
い

母
親
に
代
わ
っ
て
、
長
女
と
し
て
家
事
の
き
り
も
り
を
し
て
き
た
。
高
校
卒
業
後
、
英
語
に
興

味
を
も
つ
彼
女
は
ア
メ
リ
カ
ン
大
学
に
進
学
。
大
学
一
年
の
と
き
、
級
友
の
車
に
乗
せ
て
も
ら

っ
て
、
浜
辺
に
行
っ
て
、
お
弁
当
を
食
べ
て
い
た
と
き
、
た
ま
た
ま
彼
と
出
会
う
。
同
年
代
の

ア
メ
リ
カ
軍
人
で
あ
っ
た
。
や
さ
し
い
感
じ
の
人
だ
っ
た
。
付
き
合
い
始
め
る
。
彼
が
ア
メ
リ

カ
本
国
に
配
置
替
え
と
な
り
、「
一
緒
に
来
な
い
か
」
と
言
わ
れ
る
。
長
女
と
し
て
弟
妹
の
世
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話
か
ら
家
の
こ
と
を
あ
れ
こ
れ
や
ら
さ
れ
て
き
た
我
慢
の
人
生
か
ら
脱
出
し
た
い
と
思
い
、

決
断
す
る
。
求
婚
さ
れ
、
結
婚
。
四
人
の
娘
が
い
て
、
長
女
は
す
で
に
大
学
生
だ
。 

 

夫
が
再
び
沖
縄
の
基
地
に
配
属
に
な
っ
た
と
き
、
自
分
が
小
さ
い
頃
か
ら
母
に
連
れ
ら
れ

て
行
っ
て
い
た
沖
縄
愛
楽
園
で
親
し
く
な
っ
た
お
じ
い
、
お
ば
あ
た
ち
に
、
子
ど
も
た
ち
も
会

わ
せ
た
い
と
思
い
、
離
婚
覚
悟
で
、
自
分
の
母
が
ハ
ン
セ
ン
病
の
回
復
者
で
あ
る
こ
と
を
夫
に

打
ち
明
け
た
。
反
応
は
ア
ッ
サ
リ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。「
ハ
ン
セ
ン
病
は
普
通
の
病
気
で
し

ょ
」。 

 

わ
た
し
た
ち
は
、
同
様
の
体
験
を
、「
原
告
番
号
六
九
番
」
や
「
原
告
番
号
五
五
九
番
」
の

女
性
か
ら
も
聞
い
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
社
会
で
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
《
集
合
的
意
識
と

し
て
の
偏
見
》
が
存
在
し
て
い
な
い
の
だ
。 

 

こ
れ
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
が
古
来
、
人
び
と
に
嫌
わ
れ
た
病
気
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、
一
般
的
に
は
、
近
代
医
学
の
進
歩
に
よ
っ
て
簡
単
に
治
る
病
気
に
な
っ
て
し
ま
え
ば
、

お
の
ず
か
ら
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
偏
見
も
解
消
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
単
純
に
し
て

自
明
な
事
実
を
指
し
示
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
日
本
で
は
、
そ
う
は
な
っ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、「
強
制
隔
離
政
策
」
と
「
無
癩
県
運
動
」
と
い
う
、
余
計
な
人
為

に
よ
る
作
為
の
影
響
の
せ
い
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
、
い
ま
だ
に
ハ
ン

セ
ン
病
に
対
す
る
《
集
合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
が
厳
存
し
、
欧
米
で
は
そ
れ
が
存
在
し
て

い
な
い
こ
と
の
対
比
は
、
日
本
が
長
期
に
わ
た
る
「
強
制
隔
離
政
策
」
と
「
無
癩
県
運
動
」
と

い
う
〝
余
計
な
こ
と
〟
を
や
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
要
因
を
も
っ
て
し
か
説
明
で
き
な
い
。 

 

い
や
、
世
界
の
各
地
で
は
い
ま
だ
に
ハ
ン
セ
ン
病
へ
の
偏
見
差
別
が
残
っ
て
い
る
国
や
地

域
が
多
く
あ
る
で
は
な
い
か
と
の
反
論
も
あ
り
え
よ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
国
や
地
域
は
、

い
ま
だ
に
ハ
ン
セ
ン
病
の
新
規
患
者
が
出
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
偏
見
は
、
こ
の
疾
病

の
症
状
へ
の
人
び
と
の
〝
素
朴
な
恐
怖
感
に
基
づ
く
忌
避
感
情
〟
と
し
て
理
解
し
て
お
く
の

が
妥
当
な
は
ず
だ
。
比
較
す
る
の
な
ら
、
す
で
に
新
規
患
者
の
発
生
が
な
く
な
っ
て
い
る
国
・

地
域
を
取
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

わ
た
し
た
ち
は
、
二
〇
一
二
年
か
ら
二
〇
一
七
年
ま
で
毎
年
、
韓
国
調
査
に
出
か
け
、
国
立

ソ
ロ
ク
ト
病
院
に
は
二
回
訪
問
、
宗
教
的
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
も
っ
た
い
く
つ
か
の
民
間

の
施
設
、
そ
し
て
、
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
と
そ
の
家
族
が
暮
ら
す
「
定
着
村
」
を
十
数
ヵ
所
ま

わ
っ
て
、
聞
き
取
り
を
し
て
き
て
い
る
。
台
湾
の
楽
生
療
養
院
も
、
二
〇
一
四
年
、
二
〇
一
五

年
と
二
回
、
調
査
に
訪
れ
た
。
韓
国
で
も
台
湾
で
も
、
日
本
と
同
様
の
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す

る
《
集
合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
が
厳
存
し
て
お
り
、
回
復
者
の
子
ど
も
た
ち
も
い
ま
な
お
、

日
本
の
家
族
と
同
様
の
偏
見
・
差
別
に
苦
し
ん
で
い
る
現
実
が
見
ら
れ
た
。
韓
国
も
台
湾
も
、

日
本
の
植
民
地
支
配
下
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
総
督
府
が
療
養
所
と
い
う
名
前
の
収
容
所

を
作
り
、
患
者
た
ち
を
強
制
隔
離
収
容
し
た
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
と
て
も
、
偶
然
の
一
致
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。 

 

「
強
制
隔
離
政
策
」
に
よ
っ
て
、
ハ
ン
セ
ン
病
罹
患
者
と
そ
の
家
族
は
《
忌
避
・
排
除
さ
れ

て
当
然
な
人
た
ち
》
と
い
う
社
会
的
イ
メ
ー
ジ
の
構
築
を
し
て
い
な
け
れ
ば
、
生
活
環
境
の
改

善
と
医
学
の
発
達
に
よ
っ
て
、
ハ
ン
セ
ン
病
も
簡
単
に
〝
治
せ
る
病
気
〟
で
あ
り
、
日
本
の
よ

う
な
生
活
水
準
の
国
で
は
、
も
は
や
新
規
の
発
症
者
は
出
て
こ
な
い
と
い
う
事
態
に
な
れ
ば
、

単
な
る
〝
素
朴
な
恐
怖
感
に
基
づ
く
忌
避
感
情
〟
な
ど
は
、
と
っ
く
の
昔
に
消
失
し
て
い
た

に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。 
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「
肺
病
」
へ
の
偏
見
も
「
狐
憑
き
」「
犬
神
憑
き
」
へ
の
偏
見
も
消
失 

 

わ
た
し
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
は
、
わ
が
国
の
前
近
代
に
お
い
て
は
「
家
筋
の
病
」
と
し
て
表
象

さ
れ
て
い
た
と
述
べ
た
。「
家
筋
の
病
」
と
い
う
表
現
は
、「
家
筋
」
と
「
病
」
の
二
つ
の
項
か

ら
な
る
。
わ
が
国
で
「
家
筋
」
と
い
う
こ
と
で
、
人
び
と
に
あ
る
種
の
忌
避
感
を
抱
か
れ
た
も

の
に
「
狐
憑
き
」
や
「
犬
神
憑
き
」
が
あ
る
。
ま
た
、「
病
」
と
い
う
こ
と
で
は
、
ハ
ン
セ
ン

病
と
並
ん
で
人
び
と
に
嫌
が
ら
れ
た
の
が
「
肺
病
」
こ
と
結
核
で
あ
っ
た
。 

 

肺
病
は
、
そ
の
家
の
前
を
通
る
と
き
、
鼻
を
つ
ま
み
、
息
を
し
な
い
で
、
駆
け
抜
け
た
、
と

言
わ
れ
る
。
疎
ま
し
く
思
わ
れ
て
い
た
病
で
あ
っ
た
。
い
ま
は
、「
親
が
肺
病
だ
っ
た
」
か
ら

と
い
っ
て
、
結
婚
す
る
と
き
に
、「
じ
つ
は
」
と
打
ち
明
け
よ
う
か
打
ち
明
け
ま
い
か
と
悩
む

こ
と
は
な
い
。
そ
の
こ
と
を
打
ち
明
け
た
と
し
て
も
、「
で
も
、
も
う
治
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
」

で
、
話
は
お
し
ま
い
と
な
り
、
後
を
ひ
く
こ
と
は
な
い
。
結
核
を
病
ん
だ
ひ
と
た
ち
は
、
転
地

療
養
の
必
要
性
も
あ
っ
て
、「
結
核
療
養
所
」
で
、
一
定
の
期
間
、
療
養
生
活
を
お
く
る
こ
と

は
あ
っ
た
が
、
強
制
的
に
「
隔
離
収
容
」
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
医
学
の
発
達
で
簡
単
に
治

る
病
気
の
ひ
と
つ
に
な
っ
た
ら
、
疎
ん
じ
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
な
っ
た
。 

 

か
つ
て
、「
家
筋
」
の
問
題
と
し
て
、「
狐
憑
き
」
や
「
犬
神
憑
き
」
が
あ
っ
た
。
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
国
が
か
れ
ら
に
対
し
て
、「
無
○
○
憑
き
県
運
動
」
を
組
織
化
し
て
、
居
場
所
を
奪

い
、
地
域
社
会
か
ら
追
い
出
す
よ
う
な
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
社
会
の
近
代
化
が
進
展
し
、
い

わ
ゆ
る
「
脱
魔
術
化
」
し
た
現
代
社
会
に
あ
っ
て
は
、
問
題
そ
の
も
の
が
す
っ
か
り
消
え
去
っ

た
。
せ
い
ぜ
い
、
こ
の
問
題
に
関
心
を
抱
く
民
俗
学
者
が
、
ど
こ
ぞ
に
い
ま
で
も
そ
の
痕
跡
ぐ

ら
い
残
っ
て
い
は
し
ま
い
か
と
、
踏
査
の
足
を
あ
ち
こ
ち
に
向
け
る
ぐ
ら
い
だ
け
だ
。 

 

ハ
ン
セ
ン
病
も
、「
強
制
隔
離
政
策
」
と
「
無
癩
県
運
動
」
と
い
う
〝
余
計
な
作
為
〟
の
影

響
が
加
え
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
と
っ
く
に
偏
見
の
対
象
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ

る
。 

 

そ
し
て
、「
強
制
隔
離
政
策
」
と
「
無
癩
県
運
動
」
後
の
《
集
合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》

（
以
下
、
「
以
後
の
偏
見
」
と
略
記
、
ま
た
「
以
前
の
偏
見
」
と
の
略
記
も
使
用
す
る
）
は
、

「
以
前
の
偏
見
」
と
は
、
そ
の
内
実
に
お
い
て
も
、
そ
れ
が
及
ぼ
す
影
響
力
の
点
で
も
、
ま
っ

た
く
別
の
も
の
と
言
い
う
る
の
で
あ
っ
て
、
た
し
か
に
、
無
か
ら
有
を
創
り
出
し
た
わ
け
で
は

な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
も
っ
て
「
以
後
の
偏
見
」
が
作
出
さ
れ
た
と
捉
え
る
こ
と
は
、
社
会

学
的
に
み
て
、
十
分
納
得
の
い
く
修
辞
法
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

た
と
え
ば
、「
原
告
番
号
三
番
」
の
語
り
に
出
て
く
る
製
麺
屋
の
お
ば
さ
ん
の
、
施
し
を
す

る
と
い
う
善
な
る
行
為
を
、
人
目
を
忍
ん
で
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
と
い
う
こ

と
は
、「
以
前
の
偏
見
」
の
影
響
下
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。「
以
前
の
偏
見
」
の
も
と

で
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
罹
患
者
に
対
し
て
施
し
を
す
る
こ
と
は
、
誰
し
も
が
そ
う
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
観
念
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
事
態
は
、「
強
制
隔
離
政
策
」
と
「
無

癩
県
運
動
」
は
単
に
「
以
前
の
偏
見
」
を
助
長
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
捉
え
方
で
は
、
説
明

が
で
き
な
い
。 

 

あ
る
い
は
、
結
婚
の
問
題
で
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
。「
以
前
の
偏
見
」
の
も
と
で

は
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
患
者
が
で
た
家
は
「
家
筋
の
病
」
に
と
り
憑
か
れ
て
い
る
と
表
象
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
表
象
を
共
有
し
て
い
る
人
に
と
っ
て
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
が
で

た
家
と
婚
姻
関
係
を
結
ぶ
と
い
う
選
択
肢
は
最
初
か
ら
存
在
し
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
迷
い
、
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躊
躇
い
、
葛
藤
す
る
と
い
う
心
的
現
象
が
そ
こ
に
生
ず
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
言
っ
て
も

よ
い
。
い
っ
ぽ
う
、
そ
う
い
っ
た
表
象
を
迷
信
と
し
て
信
じ
な
い
人
に
と
っ
て
は
、
迷
い
、
躊

躇
い
、
葛
藤
を
抱
え
込
む
こ
と
自
体
が
な
く
、
婚
姻
を
取
り
結
ぶ
こ
と
に
障
害
は
な
い
。 

 

「
強
制
隔
離
政
策
」
と
「
無
癩
県
運
動
」
が
作
り
出
し
た
の
は
、「
以
前
の
偏
見
」
と
は
別
物

の
《
集
合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
で
あ
っ
た
と
確
言
し
う
る
。 

 

な
お
、
か
か
る
新
し
い
「
以
後
の
偏
見
」
が
、
い
っ
た
ん
構
築
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
そ
の
偏

見
の
本
性
た
る
「
対
象
に
対
す
る
嫌
悪
と
敵
意
」
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
す
る
べ
く
、
そ
の
よ

う
に
機
能
す
る
も
の
な
ら
、
な
ん
で
も
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
い
っ
た
ん

「
偏
見
の
枠
組
み
」
が
で
き
あ
が
る
と
、
な
ん
で
も
あ
り
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
さ

え
す
れ
ば
、
そ
の
「
偏
見
の
枠
組
み
」
を
作
り
出
す
際
に
は
否
定
し
た
は
ず
の
も
の
さ
え
動
員

す
る
。「
強
烈
な
伝
染
病
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
っ
た
は
ず
が
、「
家
筋
」
観
念
が
近
代
的
な
用
語

に
衣
替
え
し
た
「
遺
伝
病
」
も
が
取
り
込
ま
れ
つ
つ
、「
偏
見
の
枠
組
み
」
は
、
い
っ
そ
う
肥

大
化
し
、
強
固
な
も
の
へ
と
凝
結
し
て
い
く
。
例
の
「
決
議
文
」
に
は
、「
遺
伝
性
」
と
「
伝

染
病
」
が
並
列
的
に
書
き
込
ま
れ
て
い
た
。
ち
ょ
っ
と
考
え
れ
ば
、
そ
の
お
か
し
さ
、
矛
盾
に

誰
で
も
気
付
い
て
不
思
議
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
が
、
肥
大
化
し
て
し
ま
っ
た
「
偏
見
」
は
、

そ
う
い
っ
た
矛
盾
に
は
い
っ
さ
い
お
か
ま
い
な
し
に
な
ん
で
も
呑
み
込
ん
で
い
く
。
部
落
差

別
の
問
題
で
も
、「
部
落
の
人
た
ち
は
人
種
が
違
う
」
と
の
言
説
が
平
然
と
罷
り
通
っ
て
い
た

の
と
、
同
じ
こ
と
で
あ
る
。 

 

〝
浮
浪
癩
〟
の
ラ
ベ
リ
ン
グ 

 

わ
た
し
は
歴
史
学
者
で
は
な
い
の
で
、
あ
る
歴
史
的
事
象
が
い
か
に
生
成
さ
れ
て
き
た
か

を
具
体
的
に
跡
づ
け
る
作
業
に
は
深
入
り
す
る
意
図
は
も
た
な
い
が
、
二
点
だ
け
、
社
会
学
的

観
点
か
ら
の
説
明
が
有
用
と
思
わ
れ
る
問
題
点
が
見
ら
れ
る
の
で
、
言
及
し
て
お
き
た
い
。 

 

ひ
と
つ
は
、
わ
が
国
の
「
強
制
隔
離
政
策
」
は
い
つ
の
時
点
か
ら
始
ま
っ
た
か
と
い
う
問
題

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
の
法
律
第
十
一
号
「
癩
予
防
ニ
関
ス
ル
件
」

の
、
い
わ
ゆ
る
〝
浮
浪
癩
〟
の
収
容
か
ら
強
制
隔
離
が
始
ま
っ
た
の
か
、
い
や
、
あ
れ
は
ほ
ん

と
う
に
困
っ
て
い
る
患
者
た
ち
だ
け
を
「
救
済
」
し
た
の
で
あ
っ
て
、
全
て
の
患
者
を
隔
離
収

容
の
対
象
と
し
た
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
の
「
癩
予
防
法
」
の
制
定
か
ら
が
強
制
隔
離
な
の

か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。 

 

社
会
学
者
と
し
て
の
わ
た
し
の
観
点
か
ら
は
、
明
治
四
〇
年
の
法
律
第
十
一
号
「
癩
予
防
ニ

関
ス
ル
件
」
が
成
し
遂
げ
た
の
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
罹
っ
た
人
た
ち
を
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

分
割
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ひ
と
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
「
救
護
者
」
が
あ
っ
て
「
療
養
ノ
途
ヲ

有
」
す
る
者
た
ち
。
残
り
の
人
た
ち
に
は
、
法
律
に
は
直
接
そ
の
言
葉
は
書
き
込
ま
れ
は
し
な

か
っ
た
が
、
事
実
上
、「
浮
浪
癩
」
と
い
う
名
辞
を
与
え
た
。
こ
れ
は
、
社
会
学
的
に
は
「
ラ

ベ
リ
ン
グ
」（
レ
ッ
テ
ル
貼
り
）
と
言
わ
れ
る
行
為
で
あ
る
。 

 

な
ぜ
そ
う
言
え
る
の
か
、
少
し
く
説
明
し
よ
う
。
一
つ
の
社
会
現
象
に
対
し
て
「
浮
浪
」
の

文
字
が
、
い
わ
ば
素
直
に
用
い
ら
れ
た
ケ
ー
ス
は
、
戦
後
、
上
野
界
隈
な
ど
に
屯
（
た
む
ろ
）

し

て
い
た
「
戦
争
孤
児
」
た
ち
が
「
浮
浪
児
」
と
呼
ば
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
東
京
大
空
襲
な
ど

で
家
を
焼
か
れ
、
親
を
は
じ
め
頼
る
べ
き
親
戚
縁
者
を
失
っ
た
年
端
も
い
か
な
い
子
ど
も
た

ち
が
、
今
風
に
言
え
ば
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
の
状
態
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
か
れ
ら
は
、

靴
磨
き
等
を
し
て
働
き
も
し
た
が
、
到
底
そ
れ
だ
け
で
は
糊
口
を
凌
げ
ず
、
カ
ッ
パ
ラ
イ
な
ど
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も
し
、
あ
る
い
は
ま
だ
幼
い
身
で
あ
り
な
が
ら
、
い
わ
ゆ
る
春
を
ひ
さ
ぐ
こ
と
で
、
必
死
に
生

き
な
が
ら
え
よ
う
と
し
た
。
こ
う
い
っ
た
「
浮
浪
児
」
を
施
設
に
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
発
想
は
、
し
ご
く
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
し
、
施
設
に
保
護
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
自
身

が
、
救
わ
れ
た
と
の
思
い
を
抱
い
た
。 

 

し
か
し
、「
癩
予
防
ニ
関
ス
ル
件
」
で
、
強
制
的
に
収
容
さ
れ
た
人
た
ち
の
な
か
に
は
、
療

養
所
か
ら
逃
げ
出
し
た
人
た
ち
が
多
い
。
最
も
有
名
な
の
が
、
昭
和
一
八
年
五
月
一
一
日
に
草

津
の
「
重
監
房
」
で
獄
死
し
た
満
（
み
つ
る
）

八
十
山
（
や
そ
や
ま
）

で
あ
ろ
う
。
た
し
か
彼
は
四
国

で
乞
食
を
生
業
（
な
り
わ
い
）

と
し
て
暮
ら
す
ハ
ン
セ
ン
病
罹
患
者
た
ち
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た

が
、
強
制
収
容
に
遭
っ
て
は
逃
走
を
繰
り
返
し
、
当
局
か
ら
は
悪
質
で
あ
る
と
し
て
、
自
転
車

泥
棒
の
嫌
疑
を
掛
け
ら
れ
て
（
裁
判
手
続
き
な
し
に
）
夫
婦
と
も
ど
も
「
重
監
房
」
送
り
に
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
（
沢
田
五
郎
『
と
が
な
く
て
し
す―

―

草
津
重
監
房
の
記
録
』
皓
星
社
、
二

〇
〇
二
年
、
五
九
～
六
二
頁
）。 

 

明
ら
か
に
「
戦
争
孤
児
」
と
は
置
か
れ
た
境
遇
が
違
う
。
満
八
十
山
た
ち
は
、
社
会
の
片
隅

に
で
は
あ
れ
、
居
場
所
と
生
業
を
も
っ
て
生
き
て
い
た
の
だ
。
こ
の
時
点
で
欠
け
て
い
た
も
の

が
あ
る
と
す
れ
ば
、
治
療
を
受
け
ら
れ
る
通
院
施
設
が
、
皆
無
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

あ
ま
り
に
不
足
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
の
ほ
う
で
あ
っ
た
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
救
癩

思
想
」
は
、
か
れ
ら
が
望
み
も
し
て
い
な
か
っ
た
「
癩
療
養
所
へ
の
収
容
」
を
、
よ
き
こ
と
と

し
て
、
無
理
や
り
推
し
進
め
た
の
で
あ
る
。 

 

か
か
る
意
味
に
お
い
て
、
わ
が
国
の
「
強
制
隔
離
政
策
」
は
明
治
四
〇
年
の
法
律
第
十
一
号

「
癩
予
防
ニ
関
ス
ル
件
」
の
時
点
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
社
会

学
で
言
う
「
ラ
ベ
リ
ン
グ
」
と
は
、
そ
の
実
態
が
な
い
の
に
、
一
定
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
る
こ
と

で
、
社
会
的
に
そ
の
貼
ら
れ
た
レ
ッ
テ
ル
の
ほ
う
に
合
わ
せ
て
処
遇
し
て
し
ま
う
こ
と
の
正

当
化
の
手
続
き
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

〝
慈
悲
深
き
皇
室
〟
シ
ン
ボ
ル
の
利
用 

 

も
う
一
点
は
、
わ
た
し
が
「
広
島
高
等
裁
判
所
松
江
支
部
平
成
二
七
年
（
ネ
）
第
七
七
号
事

件
」
に
お
い
て
提
出
し
た
「
意
見
書
」
の
註
で
論
じ
た
、
〝
ら
い
は
恐
い
ぞ
、
恐
い
ぞ
〟
と
喧

伝
す
る
「
顕
教
」
の
論
理
と
〝
ら
い
は
そ
う
簡
単
に
は
う
つ
り
は
し
な
い
も
の
だ
〟
と
い
う

「
密
教
」
の
論
理
の
使
い
分
け
（
拙
著
『「
こ
ん
な
こ
と
で
終
わ
っ
ち
ゃ
あ
、
死
ん
で
も
死
に

き
れ
ん
」―

―

孤
絶
さ
れ
た
生
／
ハ
ン
セ
ン
病
家
族
鳥
取
訴
訟
』
世
織
書
房
、
二
〇
一
八
年
、

八
九
～
九
三
頁
）
を
め
ぐ
っ
て
、
資
料
的
に
補
充
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。 

 

わ
が
国
政
府
が
執
拗
に
「
強
制
隔
離
政
策
」
と
「
無
癩
県
運
動
」
を
推
進
し
て
い
く
に
あ
た

っ
て
は
、
〝
慈
悲
深
き
皇
室
〟
シ
ン
ボ
ル
の
利
用
を
も
お
こ
な
っ
た
。
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
の
、

興
味
深
い
聞
き
取
り
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
紹
介
し
て
お
き
た
い
。 

 

語
り
手
は
、「
多
磨
全
生
園
医
療
過
誤
訴
訟
」
の
原
告
と
な
っ
た
山
下
ミ
サ
子
（
裁
判
上
の

仮
名
）。
彼
女
は
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
生
ま
れ
。
星
塚
敬
愛
園
に
入
所
し
て
い
る
一
九

歳
の
と
き
の
体
験
だ
と
い
う
か
ら
、
一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
頃
の
こ
と
だ
。 

 

 

〔
わ
た
し
が
〕
敬
愛
園
に
い
た
と
き
に
、
ち
ょ
う
ど
高
松
宮
殿
下
〔
御
夫
妻
〕
が
み
え

て
。〔
藤
楓
協
会
の
〕
濱
野
〔
規
矩
雄
〕
理
事
長
が
連
れ
て
き
て
。
そ
れ
で
わ
た
し
ら
が

並
ん
で
た
ら
、〔
看
護
〕
婦
長
さ
ん
が
洗
面
器
に
消
毒
液
を
持
っ
て
、
妃
殿
下
の
後
ろ
を

歩
い
て
る
の
ね
。
そ
し
た
ら
、
高
松
宮
様
が
「
患
者
さ
ん
の
前
で
、
こ
う
い
う
こ
と
し
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な
い
で
ほ
し
い
。
捨
て
て
く
だ
さ
い
」
っ
て
捨
て
さ
し
た
の
。
そ
れ
で
、
わ
た
し
ら
の

と
こ
回
っ
て
こ
ら
れ
て
。
わ
た
し
が
、
こ
う
し
て
下
う
つ
む
い
て
た
ら
、「
い
ま
何
歳
な

の
？
」
っ
て
。「
一
九
歳
で
す
。
う
ち
へ
帰
り
た
い
」
っ
て
泣
い
ち
ゃ
っ
た
の
。
そ
し
た

ら
、
妃
殿
下
が
ね
、「
帰
れ
る
よ
、
帰
れ
る
よ
」
っ
て
、
一
生
懸
命
な
で
て
く
れ
て
。1

4 

  

こ
の
あ
と
彼
女
は
、
高
松
宮
夫
妻
、
三
笠
宮
夫
妻
、
麻
生
和
子
な
ど
の
知
遇
を
得
る
こ
と
に

な
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
語
り
が
示
し
て
い
る
の
は
、
予
防
着
を
着
用
も
せ
ず
、

〝
消
毒
液
の
入
っ
た
洗
面
器
〟
を
捨
て
さ
せ
、
患
者
で
あ
る
彼
女
の
身
体
に
触
れ
る
と
い
う

高
松
宮
夫
妻
の
行
動
を
、
そ
の
場
に
い
た
藤
楓
協
会
の
濱
野
理
事
長
や
敬
愛
園
の
園
長
は
じ

め
医
者
た
ち
が
、
誰
も
〝
そ
の
よ
う
な
ふ
る
ま
い
は
ハ
ン
セ
ン
病
が
ウ
ツ
ル
危
険
な
行
為
だ

か
ら
、
お
や
め
く
だ
さ
い
〟
と
止
め
て
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。 

 

す
で
に
、
隔
離
政
策
を
推
進
す
る
側
の
人
間
た
ち
が
、
こ
の
時
点
で
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
は
容

易
に
ウ
ツ
ル
病
気
で
は
な
い
こ
と
を
熟
知
し
て
い
な
が
ら
、
対
国
民
一
般
に
は
、
な
お
〝
強
制

隔
離
の
必
要
性
〟
を
説
き
続
け
て
い
た
こ
と
の
欺
瞞
性
が
明
ら
か
で
あ
る
。 

 

こ
れ
で
は
、
わ
が
国
の
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
《
集
合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
は
、
消
失

に
向
か
う
ど
こ
ろ
か
、
な
お
い
っ
そ
う
強
化
さ
れ
続
け
て
い
た
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。 

 

日
本
の
啓
発
活
動
は
的
を
外
し
て
き
た 

 

さ
て
、
そ
れ
で
も
、
二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
）
年
の
熊
本
地
裁
判
決
、
そ
し
て
政
府
の
控
訴

断
念
以
降
、
ハ
ン
セ
ン
病
へ
の
偏
見
を
解
消
す
べ
く
一
定
の
啓
発
活
動
が
実
施
さ
れ
て
は
き

た
。 

 

し
か
し
、
わ
た
し
の
こ
れ
ま
で
の
調
査
研
究
活
動
に
よ
る
知
見
か
ら
す
れ
ば
、
政
府
や
地
方

自
治
体
等
が
実
施
し
て
き
た
啓
発
活
動
は
、
的
を
外
し
た
、
効
果
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
し

か
評
価
で
き
な
い
。 

 

そ
れ
は
、
な
に
よ
り
も
、
啓
発
の
推
進
者
た
ち
が
「
偏
見
の
本
性
」
を
理
解
せ
ず
、
〝
「
正

し
い
知
識
」
を
教
え
れ
ば
偏
見
は
除
去
さ
れ
る
は
ず
だ
〟
と
の
思
い
込
み
の
ま
ま
、
言
う
な
れ

ば
闇
雲
に
取
り
組
ん
で
き
た
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

 

オ
ル
ポ
ー
ト
は
、
分
厚
い
著
書
『
偏
見
の
心
理
』
の
最
後
の
部
分
で
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。 

 

 

集
団
の
歴
史
や
特
徴
、
ま
た
偏
見
の
本
質
、
な
ど
に
つ
い
て
科
学
的
に
確
実
な
知
識

を
教
え
た
り
公
刊
し
た
り
す
る
の
は
た
し
か
に
無
害
で
あ
る
。
で
も
そ
れ
は
教
育
者
の

多
く
が
信
じ
た
が
る
ほ
ど
の
万
能
薬
で
は
な
い
。（
四
〇
二
頁
、
強
調
点
は
引
用
者
） 

  

い
わ
ゆ
る
〝
正
し
い
知
識
〟
を
教
え
る
こ
と
は
、
せ
い
ぜ
い
「
無
害
」
だ
と
は
言
え
て
も
、

偏
見
を
な
く
す
「
万
能
薬
で
は
な
い
」
と
、
オ
ル
ポ
ー
ト
は
喝
破
し
て
い
る
の
だ
。
こ
の
点
を
、

わ
が
国
の
啓
発
推
進
者
た
ち
は
ま
っ
た
く
理
解
し
て
い
な
い
。 

 

「
正
し
い
知
識
」
の
修
得
と
「
差
別
的
態
度
」
は
無
関
係―

―

同
和
問
題
意
識
調
査
結
果 

 

こ
こ
に
一
つ
の
デ
ー
タ
が
あ
る
。『
人
権
問
題
に
関
す
る
住
民
意
識
調
査
報
告
書 

一
九
九

九
年
度
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
社
団
法
人
千
葉
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
」
が
千
葉
県
内
の
君

津
市
、
関
宿
町
、
佐
倉
市
の
三
市
町
か
ら
委
託
さ
れ
た
調
査
を
、
わ
た
し
が
主
任
研
究
者
と
し

て
、
調
査
票
の
設
計
か
ら
調
査
の
実
査
、
回
答
票
の
分
析
ま
で
を
お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
る1

5

。
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こ
こ
で
「
人
権
問
題
」
と
し
て
焦
点
を
当
て
て
解
析
し
た
の
は
、「
同
和
問
題
」
で
の
結
婚
差

別
の
問
題
で
あ
る
。 

 

こ
の
統
計
的
意
識
調
査
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
重
要
な
知
見
は
、
次
の
と
お
り
。 

 

ま
ず
、「『
身
内
の
結
婚
問
題
へ
の
態
度
』
に
対
す
る
諸
要
因
の
影
響
力
の
強
さ
」
に
つ
い
て

の
分
析
結
果
（
一
〇
七
頁
）
を
示
す
表
を
次
頁
に
再
掲
し
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
説
明
文

を
引
用
し
て
お
く
。 

 

                                

 

 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
因
以
外
で
導
入
し
た
説
明
要
因
の
な
か
で
、
ベ
ー
タ
係
数
が
き
わ

だ
っ
て
大
き
な
絶
対
値
を
示
し
た
の
は
、「
同
和
地
区
に
対
す
る
異
質
視
」
の
変
数
（β

＝-.2
6
2

）
と
「
同
和
地
区
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ス
視
」
の
変
数
（β

＝-.2
1
1

）
の
二
つ
で

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
同
和
地
区
出
身
者
と
の
「
身
内
の
結
婚
問
題
」
で
人
び
と
が
拒

絶
的
な
態
度
を
と
る
か
ど
う
か
に
最
も
大
き
な
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
い
る
要
因
は
、「
同

 

表１ 「身内の結婚問題への態度」に対する諸要因の影響力の強さ 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

要因          相関係数  ベータ係数 

────────────────────────── 

性別           .054*    .071** 

年齢           .208**   .220** 

学歴          －.081**   .015 

階層意識         .019    .008 

「同和問題の知識度」   .024   －.004 

「ホンネ意識」     －.258**  －.066** 

「タテマエ意識」     .030    .052* 

「共感視」        .115**   .088** 

「マイナス視」     －.249**  －.211** 

「異質視」       －.325**  －.262** 

「部落差別解消論」    .134**   .075** 

「寝た子を起こすな論」 －.139**  －.016 

「問題関与的態度」    .081**   .049* 

「逆差別論」      －.170**  －.049** 

「啓発や運動を支持」   .032   －.030 

しきたり大切      －.205**  －.084** 

まわりを気にする    －.204**  －.108** 

考えを曲げない      .123**   .045 

────────────────────────── 

*は p<.05、**は p<.01 で有意    N=1685    R2=.284 
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和
地
区
に
対
す
る
異
質
視
」「
同
和
地
区
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ス
視
」
と
い
う
偏
見
に
み
ち

た
イ
メ
ー
ジ
を
ど
れ
だ
け
内
面
化
し
て
い
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

よ
り
具
体
的
に
述
べ
れ
ば
、「
同
和
地
区
の
人
た
ち
は
、
身
分
が
低
い
」「
同
和
地
区
の

人
た
ち
は
、
生
ま
れ
が
違
う
」
と
い
っ
た
偏
見
に
囚
わ
れ
て
、
〝
同
和
地
区
の
人
は
、

同
和
地
区
外
の
人
と
は
な
に
か
し
ら
違
う
人
た
ち
だ
〟
と
思
い
込
ん
で
い
る
人
（「
同
和

地
区
に
対
す
る
異
質
視
」
の
内
面
化
）
や
、「
同
和
地
区
に
生
ま
れ
な
い
で
よ
か
っ
た
」

「
同
和
地
区
と
い
う
と
、
暗
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
」「
同
和
地
区
の
人
は
、
か
わ
い
そ
う

だ
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い
る
人
（「
同
和
地
区
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ス
視
」
の

内
面
化
）
が
、「
身
内
の
結
婚
問
題
」
に
際
し
て
き
わ
め
て
差
別
的
な
態
度
を
と
り
や
す

い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（
中
略
） 

 

な
お
、「
同
和
問
題
の
知
識
」
が
多
い
か
少
な
い
か
は
、
身
内
の
結
婚
問
題
に
際
し
て

ど
ん
な
態
度
を
と
る
か
と
い
う
こ
と
と
は
、
ま
っ
た
く
関
係
が
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、

同
和
問
題
の
知
識
を
い
っ
ぱ
い
持
っ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
差
別
的
な
態
度
を
と
ら

な
い
と
い
う
保
証
は
ま
っ
た
く
な
い
の
で
あ
る
。（
一
〇
七
～
一
〇
八
頁
、
強
調
点
は
引

用
者
） 

  

な
お
、
右
の
表
で
「
同
和
問
題
知
識
度
」
と
し
た
の
は
、「
部
落
地
名
総
鑑
事
件
」「
明
治
四

年
の
『
解
放
令
』」「
同
和
対
策
審
議
会
答
申
」「
水
平
社
宣
言
」「『
橋
の
な
い
川
』」「
狭
山
事

件
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
１ 

詳
し
く
知
っ
て
い
る
」「
２ 
少
し
は
知
っ
て
い
る
」「
３ 

言
葉
だ
け
は
知
っ
て
い
る
」「
４ 

ま
っ
た
く
知
ら
な
い
」
の
四
点
尺
度
で
回
答
し
て
も
ら
い
、

そ
の
回
答
結
果
を
単
純
加
算
し
た
も
の
で
あ
る
（
二
六
頁
）。
こ
れ
ら
は
、
一
般
に
、
学
校
同

和
教
育
や
社
会
啓
発
の
場
面
で
「
同
和
問
題
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
」
と
し
て
生
徒
や
参
加

者
に
教
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
、「
身
内
の
結
婚
問
題
へ
の
態
度
」
は
、「
仮
に
、
あ
な
た
の
ご
く
身
近
な
肉
親
の
方
（
た

と
え
ば
、
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
、
兄
弟
姉
妹
な
ど
）
が
結
婚
し
よ
う
と
し
て
い
る
相
手
の
人

が
同
和
地
区
の
出
身
だ
と
わ
か
っ
た
と
し
ま
す
。
そ
の
場
合
、
あ
な
た
な
ら
ど
ん
な
態
度
を
と

る
と
思
い
ま
す
か
」
と
尋
ね
、「
１ 

相
手
の
出
身
な
ど
、
ま
っ
た
く
問
題
に
し
な
い
」「
２ 
迷

い
な
が
ら
も
、
結
局
は
本
人
の
意
志
を
尊
重
す
る
だ
ろ
う
」「
３ 

迷
っ
た
末
、
結
局
は
考
え

直
す
よ
う
に
言
う
だ
ろ
う
」「
４ 

考
え
直
す
よ
う
に
説
得
す
る
」
の
四
つ
の
回
答
選
択
肢
か

ら
一
つ
を
選
ん
で
も
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
（
六
七
～
六
八
頁
）。 

 

つ
と
に
オ
ル
ポ
ー
ト
が
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、
人
が
一
定
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
人

た
ち
に
対
し
て
差
別
的
態
度
を
と
る
か
ど
う
か
は
、
い
わ
ゆ
る
〝
正
し
い
知
識
〟
を
ど
れ
だ

け
修
得
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
は
、
ま
っ
た
く
関
係
が
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
偏
見

を
取
り
除
く
た
め
に
、
〝
正
し
い
知
識
〟
を
教
え
込
む
こ
と
は
、
意
味
が
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。 

 

オ
ル
ポ
ー
ト
が
、
〝
正
し
い
知
識
〟
を
教
え
る
こ
と
は
、
偏
見
を
な
く
す
「
万
能
薬
で
は
な

い
」
と
、
六
四
年
も
前
に
言
い
切
っ
た
こ
と
が
、
今
日
的
な
統
計
的
調
査
で
も
裏
付
け
ら
れ
た

わ
け
で
あ
る
。 

 

し
た
が
っ
て
、
科
学
的
に
〝
正
し
い
知
識
〟
を
教
え
る
こ
と
で
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
抱
く
偏

見
を
除
去
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
的
外
れ
の
営
為
で
あ
る
と
断
言
で
き
る
。 

 

な
お
、
わ
た
し
が
や
っ
た
こ
の
意
識
調
査
は
「
同
和
問
題
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、「
ハ

ン
セ
ン
病
問
題
」
で
は
そ
う
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
出
て
く
る
こ
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と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。「
同
和
問
題
」
で
の
偏
見
の
あ
り
よ
う
と
、「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
」

で
の
偏
見
の
あ
り
よ
う
と
は
、
本
質
的
に
ま
っ
た
く
違
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
偏
見
に
お
け
る

〝
正
し
い
知
識
〟
の
占
め
る
位
置
は
異
な
る
と
主
張
す
る
た
め
に
は
、
「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
」

を
め
ぐ
っ
て
、
わ
た
し
が
や
っ
た
よ
う
な
意
識
調
査
を
や
っ
た
う
え
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
単

な
る
憶
測
に
す
ぎ
な
い
。
現
時
点
で
、
わ
た
し
は
「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
」
に
関
す
る
社
会
学
的

な
意
識
調
査
が
実
施
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。 

 

そ
う
で
あ
れ
ば
、
偏
見
は
〝
対
象
に
対
す
る
誤
っ
た
認
識
〟
で
は
な
く
、
〝
対
象
に
対
す
る

嫌
悪
・
敵
意
〟
か
ら
な
る
と
い
う
「
偏
見
の
本
性
」
か
ら
し
て
、「
同
和
問
題
」
で
の
意
識
調

査
の
結
果
は
、「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
」
で
も
当
然
、
妥
当
性
を
も
つ
と
考
え
る
の
が
至
当
で
あ

る
。 

 

社
会
啓
発
で
は
当
事
者
の
体
験
談
が
最
も
効
果
的 

 

同
じ
調
査
報
告
書
か
ら
、
も
う
一
つ
、
興
味
深
い
調
査
結
果
を
示
し
て
お
こ
う
。
ど
の
よ
う

な
形
態
の
社
会
啓
発
に
参
加
し
た
か
と
い
う
こ
と
と
、
社
会
啓
発
に
参
加
し
て
の
印
象
と
の

あ
い
だ
に
は
、
ど
の
よ
う
な
関
連
が
あ
る
か
を
調
べ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

や
は
り
ま
ず
、
表
「
『
プ
ラ
ス
の
印
象
』
の
形
態
別
平
均
値
」（
一
五
九
頁
）
を
再
掲
し
よ
う
。

な
お
、
表
に
お
い
て
、
平
均
値
が
マ
イ
ナ
ス
で
絶
対
値
が
大
き
い
も
の
ほ
ど
、「
プ
ラ
ス
の
印

象
」
が
強
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。 



33 

 

                             

 

こ
こ
で
「
社
会
啓
発
に
参
加
し
て
の
プ
ラ
ス
の
印
象
」
と
は
、「
人
権
の
大
切
さ
が
よ
く
わ

か
っ
た
」「
内
容
が
興
味
深
か
っ
た
」「
差
別
を
な
く
そ
う
と
い
う
気
持
ち
が
強
ま
っ
た
」「
わ

か
り
や
す
か
っ
た
」「
主
催
者
や
講
師
の
熱
意
を
感
じ
た
」
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
（
一
五
八

頁
）。 

 

そ
し
て
、
上
記
の
表
に
お
い
て
、
回
答
数
が
一
定
数
以
上
で
、「
社
会
啓
発
に
参
加
し
て
の

プ
ラ
ス
の
印
象
」
が
強
か
っ
た
形
態
と
し
て
は
、「
同
和
地
区
の
人
や
解
放
運
動
団
体
の
人
の

話
」
が
群
を
抜
い
て
い
る
。
有
識
者
や
学
校
の
先
生
、
企
業
の
啓
発
担
当
者
、
行
政
の
人
の
講

和
は
、
要
す
る
に
、
効
果
が
薄
い
、
と
き
に
は
逆
効
果
の
場
合
さ
え
懸
念
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。―

―

被
差
別
当
事
者
に
よ
る
自
分
の
体
験
の
語
り
が
最
も
啓
発
効
果
が
あ
る
と
い

う
点
に
つ
い
て
は
、
ま
た
の
ち
ほ
ど
触
れ
る
こ
と
に
し
よ
う
。 

 

啓
発
効
果
を
測
定
し
な
い
国
や
行
政
の
啓
発
事
業 

 

わ
た
し
は
、
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
～
二
〇
〇
四
年
三
月
ま
で
千
葉
県
知
事
の
委
嘱
を
受
け

て
「
千
葉
県
人
権
問
題
懇
話
会
」
の
座
長
を
つ
と
め
、「
千
葉
県
人
権
施
策
推
進
指
針
」（
二
〇

〇
四
年
）
作
成
の
と
り
ま
と
め
を
お
こ
な
い
、
続
い
て
、
二
〇
〇
四
年
六
月
～
二
〇
一
一
年
三

月
ま
で
の
七
年
間
、「
千
葉
県
人
権
施
策
推
進
委
員
会
委
員
長
」
を
つ
と
め
た
。
こ
の
委
員
の

 
表２ 「プラスの印象」の形態別平均値 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

    形態        回答数  平均値 

──────────────────── 

 「現地視察など」       4  －.899 

 「同和地区の人の話」    52    －.710 

 「映画、ビデオの上映」   125    －.292 

 「学者、文化人の話」    26    －.166 

 「グループ討議や体験発表」  8    －.121 

 「学校の先生の話」     24    －.111 

 「企業の啓発担当者の話」  19      .156 

 「行政の人の話」      26      .286 
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選
定
に
も
わ
た
し
自
身
が
関
与
し
、
わ
た
し
の
よ
う
な
研
究
者
、
そ
し
て
弁
護
士
だ
け
で
な
く
、

被
差
別
部
落
出
身
者
、
在
日
韓
国
人
、
知
的
障
害
を
も
つ
子
の
親
な
ど
の
社
会
的
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
当
事
者
、
あ
る
い
は
、
ホ
ー
ム
レ
ス
問
題
に
か
か
わ
る
牧
師
、
子
ど
も
の
人
権
問
題
に
か
か

わ
る
人
等
に
委
員
に
な
っ
て
も
ら
い
、
ほ
ぼ
毎
月
開
催
さ
れ
る
委
員
会
に
は
、
県
内
に
住
む
ア

イ
ヌ
の
人
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
当
事
者
、
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
等
々
に
お
い

で
願
っ
て
、
体
験
と
思
い
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
あ
る
い
は
、
二
〇
〇
六
年
度
に
「
社
会
福

祉
施
設
に
お
け
る
入
所
者
の
処
遇
に
関
す
る
人
権
擁
護
基
準
」
を
策
定
し
た
と
き
に
は
、
県
内

の
児
童
養
護
施
設
、
障
害
児
施
設
等
を
訪
ね
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
し
た
り
し
て
、
わ
た
し

に
と
っ
て
も
毎
回
が
興
味
深
く
勉
強
に
な
る
委
員
会
で
あ
っ
た
が
、
毎
年
、
年
度
末
の
委
員
会

は
退
屈
き
わ
ま
り
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
そ
の
年
度
の
〝
事
業
報
告
〟
（
そ
れ
ら
の
事
業
の
ほ

と
ん
ど
が
国
か
ら
の
委
託
の
か
た
ち
で
な
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
）
が
委
員
会
に
対
し
て

な
さ
れ
、
承
認
を
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
何
枚
作
成
し
た
、
ポ
ス
タ
ー

を
何
枚
作
成
し
た
、
人
権
講
演
会
を
何
回
開
催
し
、
延
べ
参
加
人
数
は
何
人
に
な
っ
た
、
そ
れ

に
費
や
し
た
予
算
は
い
く
ら
で
あ
っ
た
、
と
い
っ
た
数
字
の
羅
列
で
あ
っ
た
。
委
員
長
と
し
て

わ
た
し
は
「
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
提
出
さ
れ
た
書
類
を
見
れ
ば
わ
か
る
こ
と
な
の
で
、
そ
う
で

は
な
く
、
こ
う
い
う
事
業
を
や
っ
た
と
こ
ろ
、
か
く
か
く
し
か
じ
か
の
効
果
を
達
成
で
き
た
と

思
う
と
い
う
、
肝
心
な
こ
と
を
報
告
し
て
ほ
し
い
」
と
注
文
を
付
け
る
と
、
と
た
ん
に
、
報
告

担
当
の
県
職
員
は
黙
り
こ
く
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
っ
た
。 

 

効
果
分
析
の
な
い
事
業
は
、
無
意
味
で
あ
ろ
う
。 

 

以
上
、
わ
た
し
の
み
る
と
こ
ろ
、「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
」
に
お
け
る
人
権
教
育
、
社
会
啓
発

の
多
く
は
、
的
は
ず
れ
で
、
か
つ
、
効
果
分
析
を
伴
わ
な
い
か
た
ち
で
の
営
み
で
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。 

 

「
対
等
地
位
の
接
触
」
も
し
く
は
「
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、
語
ら
い
」 

 

で
は
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
な
ら
、
偏
見
を
解
消
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。 

 

オ
ル
ポ
ー
ト
が
答
え
を
出
し
て
い
る
。「
対
等
地
位
の
接
触
」
を
進
め
、
深
め
て
い
く
こ
と

で
あ
る
。
あ
る
い
は
、「
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、
語
ら
い
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
て
も
よ
い

だ
ろ
う
。 

 

こ
の
「
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、
語
ら
い
」
と
い
う
言
葉
は
、
埼
玉
大
学
の
大
学
院
修
士
課
程

の
と
き
か
ら
、
一
年
一
〇
ヵ
月
に
わ
た
っ
て
、
栃
木
県
内
の
被
差
別
部
落
に
住
み
込
ん
で
の
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
し
た
黒
坂
愛
衣
が
書
い
た
全
三
冊
か
ら
な
る
『
と
ち
ぎ
発
〈
部
落
と
人

権
〉
の
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
』（
創
土
社
、
二
〇
〇
三
／
二
〇
〇
四
年
）
の
二
冊
目
「P

art 2

」
に

付
し
た
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
読
ん
だ
、
部
落
解
放
同
盟
の
機
関
紙
『
解
放
新
聞
』

の
編
集
長
だ
っ
た
笠
松
明
宏
（
故
人
）
は
、
わ
た
し
に
「
い
い
本
が
で
ま
し
た
。
こ
れ
を
読
ん

で
も
ら
え
ば
、
部
落
に
た
い
す
る
偏
見
は
な
く
な
る
で
し
ょ
う
に
」
と
書
き
送
っ
て
き
て
、
わ

た
し
は
彼
女
の
三
冊
目
の
本
の
裏
表
紙
に
、
こ
の
言
葉
を
使
わ
せ
て
も
ら
っ
た
。
た
だ
、
悲
し

い
の
は
、
「
こ
れ
を
読
ん
で
も
ら
え
ば
、
部
落
に
た
い
す
る
偏
見
は
な
く
な
る
で
し
ょ
う
に
」

と
、
末
尾
に
「
に
」
が
付
い
て
い
た
こ
と
だ
。
こ
の
よ
う
な
地
道
な
本
が
、
爆
発
的
な
売
れ
行

き
を
示
す
こ
と
は
期
待
し
て
も
無
理
、
と
い
う
諦
念
が
笠
松
編
集
長
に
は
あ
っ
た
の
だ
と
思

う
。 

 

わ
た
し
は
、
一
九
九
二
年
に
埼
玉
大
学
教
養
学
部
に
教
授
と
し
て
着
任
し
て
以
来
、
二
〇
一
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三
年
三
月
に
定
年
退
職
す
る
ま
で
、
毎
年
、
調
査
実
習
で
一
五
人
ほ
ど
の
学
生
を
連
れ
て
、
栃

木
県
内
の
被
差
別
部
落
を
訪
ね
、
一
泊
二
日
で
、
地
域
の
視
察
、
部
落
の
人
た
ち
か
ら
の
聞
き

取
り
、
飲
食
を
共
に
す
る
と
い
っ
た
教
育
実
践
を
し
て
き
た
。
お
よ
そ
二
〇
年
間
で
、
た
か
だ

か
三
〇
〇
人
程
度
に
し
か
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、
そ
う
い
う
か
た
ち
で
部
落
の
人
た
ち
と

の
「
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、
語
ら
い
」
を
体
験
し
た
学
生
た
ち
の
大
多
数
は
、
偏
見
に
囚
わ
れ

な
い
自
己
を
獲
得
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。 

 

「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関
す
る
検
証
会
議
」
の
「
検
討
会
」
委
員
を
委
嘱
さ
れ
た
二
〇
〇
三

年
四
月
～
二
〇
〇
五
年
三
月
に
は
、
ゼ
ミ
の
学
生
を
総
動
員
し
て
、
何
度
も
何
度
も
繰
り
返
し

栗
生
楽
泉
園
を
訪
ね
、
入
所
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
の
補
助
を
し
て
も
ら
っ

た
。
そ
の
後
も
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関
心
を
も
っ
た
ゼ
ミ
生
は
、
北
は
松
丘
保
養
園
か
ら
南

は
宮
古
南
静
園
ま
で
、
泊
ま
り
掛
け
の
調
査
に
連
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
い
う
体
験
を
し
た
学
生

た
ち
は
、
や
は
り
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
偏
見
か
ら
自
由
に
な
り
え
て
い
る
と
信
ず
る
。 

 

な
ぜ
、
そ
う
い
う
こ
と
が
言
え
る
の
か
と
い
え
ば
、
〝
正
し
い
知
識
〟
を
与
え
ら
れ
た
か
ら

で
も
な
く
、
〝
差
別
は
い
け
ま
せ
ん
〟
と
い
う
規
範
を
押
し
つ
け
ら
れ
た
か
ら
で
も
な
く
、
当

事
者
と
の
「
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、
語
ら
い
」
を
通
し
て
、
〝
な
ん
で
、
目
の
前
の
こ
の
人
が

差
別
さ
れ
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
の
。
そ
ん
な
の
お
か
し
い
〟
と
い
う
身
体
感
覚
が
養
わ
れ
る

か
ら
だ
と
思
う
。
な
に
か
、
身
の
回
り
で
差
別
事
象
が
生
じ
か
け
た
と
き
、
パ
ッ
と
具
体
的
に

〈
ひ
と
の
顔
〉
が
思
い
浮
か
ぶ
。
こ
の
こ
と
ほ
ど
、
偏
見
へ
の
同
調
圧
力
に
抗
す
る
力
に
な
る

も
の
は
な
い
の
だ
。 

 

わ
た
し
は
す
で
に
リ
タ
イ
ア
し
た
身
で
あ
る
が
、
い
ま
は
、
東
北
学
院
大
学
に
職
を
得
た
黒

坂
愛
衣
が
、
そ
の
跡
を
継
い
で
、
学
生
た
ち
を
、
被
差
別
部
落
に
、
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
に
、

連
れ
て
い
っ
て
い
る
。 

 

じ
つ
は
、
こ
の
よ
う
な
「
対
等
地
位
の
接
触
」
も
し
く
は
「
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、
語
ら
い
」

の
取
り
組
み
は
、
各
地
に
見
ら
れ
る
。 

 

「
ハ
ン
セ
ン
病
市
民
学
会
」
に
「
神
美
知
宏
・
谺
雄
二
記
念
人
権
賞
」
が
設
け
ら
れ
、
二
〇

一
七
年
五
月
の
第
一
三
回
ハ
ン
セ
ン
病
市
民
学
会
総
会
に
お
い
て
、
第
一
回
の
人
権
賞
を
、
研

究
部
門
で
は
『
ハ
ン
セ
ン
病
家
族
た
ち
の
物
語
』
を
書
い
た
黒
坂
愛
衣
が
受
賞
し
、
活
動
部
門

で
は
「
盈
進
（
え
い
し
ん
）

中
学
高
等
学
校
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
部
」
が
受
賞
し
た
。
盈
進
中
学
高

等
学
校
は
、
広
島
県
福
山
市
に
あ
る
中
高
一
貫
の
学
校
で
あ
る
が
、「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
部
」

は
そ
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
長
年
、
延
（
の
ぶ
）

和
聰
（
か
ず
と
し
）

先
生
の
助
言
の
も
と
、
長
島

愛
生
園
の
入
所
者
た
ち
と
の
交
流
を
積
み
重
ね
て
き
て
い
る
。 

 

他
に
も
、
思
い
つ
く
ま
ま
に
挙
げ
て
い
け
ば
、
高
松
沖
の
大
島
に
あ
る
高
松
市
立
庵
治
（
あ

じ
）

第
二
小
学
校
は
、
大
島
青
松
園
の
官
舎
に
住
む
職
員
の
子
ど
も
た
ち
の
学
舎
（
ま
な
び
や
）

で

あ
る
。
近
年
、
該
当
す
る
年
齢
の
児
童
が
い
な
い
と
休
校
、
子
ど
も
が
い
れ
ば
学
校
再
開
を
繰

り
返
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
学
ん
だ
子
ど
も
た
ち
は
、
大
島
青
松
園
の
入
所
者
の
み
な
さ
ん
と

の
濃
密
な
交
流
を
と
お
し
て
、
偏
見
の
欠
片
（
か
け
ら
）

も
も
た
な
い
澄
み
き
っ
た
瞳
を
し
て
い

る
。 

 

栗
生
楽
泉
園
の
副
園
長
だ
っ
た
並
里
ま
さ
子
医
師
が
埼
玉
県
所
沢
市
に
開
院
し
た
「
お
う

え
ん
ポ
リ
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
か
ら
の
退
所
者
の
み
な
さ
ん
が
気
楽
に
通

え
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
し
て
の
実
績
を
積
み
重
ね
て
き
て
い
る
。 

 

福
岡
県
豊
前
市
の
「
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
セ
ン
タ
ー
柿
の
木
」
は
、
毎
年
暮
れ
に
、
餅
搗
き
大
会
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を
開
き
、
そ
こ
に
星
塚
敬
愛
園
の
入
所
者
の
み
な
さ
ん
を
招
い
て
、
地
元
の
中
高
校
生
や
市
民

た
ち
と
の
交
流
を
深
め
て
き
た
。 

 

「
群
馬
・
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
真
の
解
決
を
め
ざ
し
、
と
も
に
生
き
る
会
」、「
ハ
ン
セ
ン
病

首
都
圏
市
民
の
会
」、
星
塚
敬
愛
園
が
あ
る
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
の
「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
全
面

解
決
を
目
指
し
て
共
に
歩
む
会
」
と
い
っ
た
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
解
決
を
め
ざ
し
て
、
ハ
ン

セ
ン
病
回
復
者
と
と
も
に
地
道
な
活
動
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
も
、
「
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、

語
ら
い
」
の
実
践
を
継
続
し
て
い
る
団
体
で
あ
る
。
大
阪
の
「
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
支
援
セ
ン

タ
ー
」
と
「
ハ
ン
セ
ン
病
関
西
退
所
者
原
告
団
い
ち
ょ
う
の
会
」
と
の
つ
な
が
り
も
、
長
い
年

月
と
豊
か
な
実
績
を
も
つ
。 

 

わ
た
し
の
視
野
に
入
っ
て
い
な
い
だ
け
で
、
ほ
か
に
も
い
っ
ぱ
い
、
草
の
根
レ
ベ
ル
で
こ
の

よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
に
違
い
な
い
。 

 

た
だ
、
こ
う
い
っ
た
「
対
等
地
位
の
接
触
」
も
し
く
は
「
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、
語
ら
い
」

の
実
践
は
、
人
び
と
が
偏
見
か
ら
自
由
に
な
る
着
実
な
道
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
す
べ
て
手
弁

当
で
や
っ
て
き
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
実
践
の
効
果
が
、
社
会
全
体
レ
ベ
ル
で
目
に
見
え
る
よ
う

に
な
る
ま
で
は
、
ま
だ
ま
だ
果
て
し
な
い
時
間
が
必
要
と
さ
れ
る
気
配
で
あ
る
。 

 

な
お
、
先
に
、
有
識
者
等
が
講
演
す
る
よ
り
も
、
当
事
者
が
自
分
の
体
験
し
て
き
た
こ
と
を

語
る
の
を
目
の
前
で
聞
く
ほ
う
が
啓
発
の
効
果
が
あ
る
こ
と
が
、
統
計
的
意
識
調
査
の
結
果

と
し
て
確
認
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
が
、
そ
れ
も
、
こ
こ
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
「
出
会
い
、

ふ
れ
あ
い
、
語
り
合
い
」
の
一
面
を
含
む
か
ら
だ
と
解
釈
で
き
よ
う
。 

 

偏
見
解
消
の
た
め
の
実
効
性
の
あ
る
プ
ラ
ン 

 

も
う
一
度
、
い
ま
考
察
し
て
い
る
こ
と
の
問
い
に
立
ち
返
ろ
う
。 

 

ハ
ン
セ
ン
病
へ
の
偏
見
は
な
く
せ
る
か
？ 

な
く
せ
る
と
し
た
ら
、
そ
の
た
め
の
プ
ラ
ン

は
い
か
な
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
か
？ 

 

も
し
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
め
ぐ
っ
て
の
偏
見
除
去
の
た
め
の
教
育
や
啓
発
の
推
進
方
に

つ
い
て
、
国
の
責
任
あ
る
部
署
の
担
当
者
が
、
わ
た
し
の
も
と
に
助
言
を
求
め
て
く
れ
ば―

―

こ
れ
ま
で
に
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
一
切
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が―

―

、
わ
た
し
は
次
の
よ
う

な
プ
ラ
ン
を
示
す
で
あ
ろ
う
。 

 

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
め
ぐ
っ
て
の
《
偏
見
除
去
の
実
践
プ
ラ
ン
》
は
、
四
つ
の
柱
か
ら
な
る
。 

  

第
一
に
、《
国
自
身
の
加
害
性
に
基
づ
く
自
己
反
省
・
謝
罪
》 

 

第
二
に
、《
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
当
事
者
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
》 

 

第
三
に
、《
対
等
地
位
の
接
触
》《
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、
語
ら
い
》
の
地
道
な
実
践 

 

第
四
に
、《
加
害
性
の
自
己
反
省
に
立
っ
た
元
加
害
者
に
よ
る
呼
び
掛
け
》 

  

順
次
、
説
明
し
て
い
こ
う
。 

 

第
一
の
《
国
自
身
の
加
害
性
に
基
づ
く
自
己
反
省
・
謝
罪
》
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
縷
々
述

べ
て
き
た
よ
う
に
、
い
ま
だ
に
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
《
集
合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
が
わ

が
国
社
会
に
根
深
く
厳
存
し
て
い
る
こ
と
の
責
任
は
、
ひ
と
え
に
日
本
政
府
に
あ
る
の
で
あ

っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
ハ
ン
セ
ン
病
罹
患
者
の
家
族
た
ち
ま
で
も
が
、
い
ま
な
お
偏
見
・
差
別

に
怯
え
な
が
ら
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
国
自
身
が

侵
し
た
加
害
性
へ
の
真
摯
な
反
省
に
立
っ
て
、
衷
心
か
ら
の
謝
罪
の
意
思
を
、
ハ
ン
セ
ン
病
罹
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患
者
の
家
族
た
ち
に
表
明
す
べ
き
で
あ
る
。 

 
そ
し
て
、
か
か
る
国
の
謝
罪
、
反
省
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
家
族
た

ち
に
ま
で
及
ん
で
い
る
偏
見
差
別
の
除
去
に
と
っ
て
、
必
要
不
可
欠
な
条
件
で
も
あ
る
。
国
は
、

家
族
を
も
対
象
と
し
た
《
集
合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
の
除
去
が
「
国
民
的
課
題
」
で
あ
る

こ
と
の
表
明
を
し
て
、
偏
見
除
去
の
た
め
の
環
境
作
り
を
す
る
責
任
が
あ
る
の
で
あ
る
。 

 

第
二
の
《
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
当
事
者
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
》
の
取
り
組
み
は
、
二
つ
の
部
分

か
ら
成
る
。
ひ
と
つ
は
、
当
事
者
た
ち
（
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
と
そ
の
家
族
）
に
よ
る
体
験
の

共
有
、
語
り
合
い
、
語
り
継
ぎ
、
こ
れ
が
大
切
で
あ
る
。
自
分
た
ち
が
、
こ
れ
ま
で
「
癩
／
ら

い
予
防
法
」
の
も
と
で
い
か
な
る
被
害
を
受
け
つ
つ
、
い
か
に
こ
れ
ま
で
生
き
抜
い
て
き
た
か

を
語
り
合
う
と
き
、
家
族
の
な
か
の
あ
る
人
が
ハ
ン
セ
ン
病
を
発
症
し
た
こ
と
が
悪
か
っ
た

の
で
は
な
く
、
そ
れ
に
対
す
る
政
府
の
政
策
が
間
違
っ
て
い
た
の
だ
と
確
信
す
る
こ
と
が
で

き
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
「
自
尊
感
情
」
の
自
己
回
復
が
達
成
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

い
ま
ひ
と
つ
は
、「
歪
め
ら
れ
た
知
識
、
情
報
」
の
是
正
で
あ
る
。
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
や

そ
の
家
族
た
ち
に
と
っ
て
こ
そ
、
病
と
し
て
の
ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
、
現
時
点
で
の
「
正
し

い
医
学
的
知
識
」
の
共
有
が
価
値
を
も
つ
。
〝
ウ
ツ
ル
、
ウ
ツ
ル
。
恐
い
病
気
だ
〟
と
信
じ
込

ま
さ
れ
た
デ
マ
ゴ
ギ
ー
を
、
い
ま
で
も
抱
え
込
ま
さ
れ
て
い
る
の
は
、
当
事
者
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
そ
れ
ゆ
え
、
わ
が
子
へ
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
が
で
き
な
か
っ
た
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
は
多
い
。

い
つ
自
分
も
ハ
ン
セ
ン
病
を
発
症
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
、
見
え
な
い
恐
怖
に
お
の
の
い
て

き
た
家
族
は
多
い
。
正
し
い
知
識
に
接
触
し
て
、
解
放
さ
れ
る
の
は
、
当
事
者
サ
イ
ド
な
の
だ
。 

 

こ
う
し
て
「
自
尊
感
情
」
を
取
り
戻
し
、
安
定
し
た
セ
ル
フ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
再
構

築
で
き
た
当
事
者
た
ち
が
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
側
を
対
象
と
し
た
啓
発
の
場
面
に
積
極
的
に
関

与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、《
集
合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
を
解
体
さ
せ
て
い
く
見
通
し

も
生
ま
れ
て
く
る
。 

 

た
だ
、
現
状
を
み
る
か
ぎ
り
、
多
く
の
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
た
ち
、
そ
し
て
、
圧
倒
的
多
数

の
家
族
た
ち
が
、
自
分
た
ち
の
体
験
と
思
い
を
世
の
人
び
と
に
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
と
、
人

前
に
素
顔
を
さ
ら
し
た
と
き
、
自
分
に
連
な
る
人
た
ち
が
、
ふ
た
た
び
偏
見
差
別
の
標
的
と
さ

れ
は
し
な
い
か
と
の
怯
え
る
気
持
ち
の
双
方
を
も
ち
、
後
者
の
怯
え
る
気
持
ち
の
ほ
う
が
勝

っ
て
い
る
の
が
現
実
だ
。
あ
わ
て
ず
、
当
事
者
が
自
分
の
体
験
と
思
い
を
語
れ
る
環
境
を
つ
く

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
三
の
《
対
等
地
位
の
接
触
》
も
し
く
は
《
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、
語
ら
い
》
の
地
道
な
努

力
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
を
述
べ
た
よ
う
に
思
う
の
で
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。
た

だ
、
い
わ
ゆ
る
〝
正
し
い
知
識
〟
で
は
な
く
、
《
対
等
地
位
の
接
触
》
も
し
く
は
《
出
会
い
、

ふ
れ
あ
い
、
語
ら
い
》
を
と
お
し
て
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
側
に
属
す
る
人
た
ち
の
抱
く
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
当
事
者
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
も
の
で
な
く
な
っ
て
い
く
こ
と
の
、
実

践
的
な
価
値
は
計
り
知
れ
な
い
こ
と
は
、
再
度
強
調
し
て
お
き
た
い
。 

 

第
四
の
《
加
害
性
の
自
己
反
省
に
立
っ
た
元
加
害
者
に
よ
る
呼
び
掛
け
》
で
あ
る
が
、
こ
の

点
に
つ
い
て
は
少
々
説
明
を
要
し
よ
う
。「
差
別
は
い
け
ま
せ
ん
。
偏
見
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
」

と
い
っ
た
抽
象
的
一
般
的
な
教
え
諭
し
で
は
、
ま
っ
た
く
効
果
が
な
い
こ
と
は
周
知
の
こ
と

で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
そ
の
よ
う
な
規
範
を
頭
か
ら
押
し
付
け
よ
う
と
す
る
の
で
は
、
か
え
っ

て
反
発
を
招
く
だ
け
に
終
わ
り
か
ね
な
い
。 

 

そ
う
で
は
な
く
て
、
大
事
な
の
は
、
自
身
な
り
、
あ
る
い
は
自
分
の
身
近
な
者
が
「
強
制
隔
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離
政
策
」「
無
癩
県
運
動
」
の
な
か
で
、
具
体
的
に
隣
人
の
追
い
出
し
に
関
与
し
て
し
ま
っ
た

と
か
、
差
別
的
加
害
行
為
と
し
て
の
イ
ジ
メ
を
率
先
し
て
や
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
の
自
己
反

省
を
踏
ま
え
て
、
啓
発
活
動
の
先
頭
に
立
つ
こ
と
で
あ
る
。 

 

わ
た
し
に
は
、
そ
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。「
原
告
番
号
二
一
番
」
の
男
性
（
一
九

六
三
年
生
ま
れ
）
に
会
っ
て
聞
き
取
り
を
し
た
の
は
、
最
高
裁
が
「
特
別
法
廷
」
問
題
で
の
検

証
結
果
を
公
表
し
た
前
日
、
二
〇
一
六
年
四
月
二
四
日
で
あ
っ
た
。
彼
は
子
ど
も
の
と
き
、
あ

る
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の
近
く
で
生
活
し
て
い
た
。
父
親
が
そ
の
療
養
所
の
入
所
者
で
、
週
末

に
家
に
帰
っ
て
く
る
よ
う
な
暮
ら
し
だ
っ
た
。
小
学
校
二
年
生
以
降
、
強
烈
な
イ
ジ
メ
が
始
ま

る
。
療
養
所
の
職
員
の
子
ど
も
が
同
じ
ク
ラ
ス
に
い
て
、
彼
に
た
い
し
て
「
ド
ス
の
子
」
と
い

う
、
強
烈
な
差
別
言
辞
を
投
げ
つ
け
て
、
ク
ラ
ス
じ
ゅ
う
に
広
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
体
格

が
よ
か
っ
た
彼
も
、「
ド
ス
の
子
」
と
い
う
差
別
語
を
投
げ
つ
け
ら
れ
る
と
、
身
が
竦
（
す
く
）

ん

で
し
ま
っ
た
と
い
う
。
冬
の
凍
っ
た
池
に
突
き
落
と
さ
れ
も
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
彼
は
、
聞
き
取
り
で
「
中
学
校
に
な
る
と
、
担
任
の
女
の
先
生
が
き
ち
ん
と
対
応

し
て
く
れ
て
、
イ
ジ
メ
は
お
さ
ま
っ
た
」
と
語
っ
た
。
わ
た
し
た
ち
は
彼
の
こ
の
言
葉
が
気
に

な
っ
て
、
電
話
を
入
れ
て
、
詳
し
い
状
況
を
聞
い
て
み
た
。
先
生
が
同
級
生
た
ち
を
説
得
し
て

く
れ
た
場
面
に
は
、
彼
は
同
席
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
彼
が
当
時
の
同
級
生
に

聞
い
て
く
れ
た
こ
と
で
、
事
情
が
わ
か
っ
て
き
た
。
そ
の
同
級
生
が
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

「
記
憶
は
定
か
で
は
な
い
が
、
自
分
の
心
に
残
っ
て
い
る
の
は
、『
き
み
た
ち
、
自
分
の
親
が

そ
う
だ
っ
た
ら
、
ど
う
よ
？
』
と
い
う
言
葉
だ
っ
た
」
と
の
こ
と
。
な
ん
と
、
そ
の
同
級
生
、

小
学
校
時
代
に
、
彼
に
対
し
て
「
ド
ス
の
子
」
と
言
っ
て
、
徹
底
的
に
い
じ
め
抜
き
、
周
り
の

人
に
言
い
ふ
ら
し
て
、
彼
を
孤
立
さ
せ
た
張
本
人
だ
っ
た
の
だ
。
し
か
し
、
担
任
の
先
生
の
、

そ
の
決
定
的
な
一
言
で
、
こ
の
同
級
生
は
態
度
を
あ
ら
た
め
、
そ
れ
か
ら
は
「
原
告
番
号
二
一

番
」
の
男
性
と
親
友
に
な
っ
て
、
い
ま
も
そ
の
関
係
が
続
い
て
い
る
の
だ
と
い
う
。 

 

こ
の
同
級
生
、
言
っ
て
み
れ
ば
、
療
養
所
に
働
く
自
分
の
親
を
と
お
し
て
「
原
告
番
号
二
一

番
」
の
父
親
が
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の
入
所
者
で
あ
り
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
と
そ
の
家
族
は
、

忌
避
・
排
除
し
て
当
然
と
の
《
集
合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
と
い
う
、
一
種
の
〝
魔
法
〟
に

か
か
っ
て
い
た
の
が
、
先
生
の
一
言
で
そ
の
〝
魔
法
が
解
け
た
〟
の
だ
。 

 

わ
た
し
に
は
、「
原
告
番
号
二
一
番
」
の
男
性
、
改
心
し
た
同
級
生
、
そ
し
て
担
任
の
先
生

の
三
人
が
チ
ー
ム
を
つ
く
っ
て
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
講
演
・
研
修
の
講
師
役
を
つ
と
め
れ
ば
、

こ
の
三
人
組
の
語
り
の
効
果
が
抜
群
な
も
の
と
な
る
こ
と
は
疑
い
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ

る
。「
加
害
者
」
の
自
己
の
加
害
性
を
深
く
自
覚
し
た
上
で
の
呼
び
掛
け
の
言
葉
に
は
、
大
き

な
力
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
話
を
聞
く
聴
衆
の
心
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
姿
が
、
目
の

前
に
浮
か
ん
で
く
る
よ
う
だ
。 

 

あ
る
い
は
、
先
に
取
り
上
げ
た
一
四
戸
の
隣
保
一
同
か
ら
な
る
「
決
議
文
」
に
か
か
わ
っ
た

「
加
害
者
」
側
の
人
た
ち
と
、
一
時
帰
宅
を
さ
え
拒
ま
れ
た
「
被
害
者
」
と
が―

―

と
言
っ
て

も
、
あ
の
と
き
か
ら
ず
い
ぶ
ん
時
間
が
経
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、「
加
害
者
」
と
な

っ
た
人
の
子
ど
も
と
「
被
害
者
」
に
さ
れ
た
人
の
子
ど
も
が
、
あ
ら
た
め
て
対
面
し
、
あ
の
よ

う
な
「
決
議
文
」
に
よ
る
地
域
社
会
か
ら
の
排
除
が
、
そ
の
後
ど
ん
な
受
苦
の
人
生
を
「
被
害

者
」
側
に
も
た
ら
し
た
の
か
を
、
お
互
い
の
顔
を
み
つ
め
あ
い
な
が
ら
語
り
合
う
こ
と
を
と
お

し
て
、「
加
害
者
」
側
の
子
ど
も
（
と
い
っ
て
も
、
す
で
に
六
〇
代
に
は
な
っ
て
い
よ
う
）
が
、

自
分
の
親
た
ち
が
加
担
し
て
し
ま
っ
た
「
無
癩
県
運
動
」
の
お
ぞ
ま
し
さ
に
気
付
く
と
き
、
そ
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こ
か
ら
新
た
な
啓
発
活
動
が
始
ま
り
う
る
と
思
う
の
だ
。 

 
こ
こ
で
も
、
や
は
り
、
わ
た
し
の
想
定
す
る
の
は
、「
被
害
者
」
の
子
ど
も
だ
っ
た
人
と
「
加

害
者
」
の
子
ど
も
だ
っ
た
人
が
、
ふ
た
り
一
組
と
な
っ
て
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
で
の
啓
発
活
動

の
先
頭
に
立
つ
姿
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
素
晴
ら
し
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
っ
た
実
践
と
な
る
こ
と

は
、
疑
い
を
容
れ
な
い
。 

 

あ
る
い
は
、「
黒
髪
校
事
件
」
で
「
黒
髪
会
」
に
加
わ
っ
て
し
ま
っ
た
一
家
の
、
当
時
黒
髪

小
学
校
の
児
童
だ
っ
た
人
で
も
よ
い
、
そ
の
人
が
、
同
時
「
龍
田
寮
」
に
い
て
、
事
件
の
せ
い

で
居
場
所
を
奪
わ
れ
、
そ
の
後
の
苦
難
の
人
生
を
歩
ん
だ
人
（
た
と
え
ば
「
原
告
番
号
九
番
」

の
女
性
）
と
出
会
い
直
し
を
し
て
、
啓
発
活
動
の
先
頭
に
立
つ
と
き
、
そ
の
効
果
は
抜
群
と
な

ろ
う
。 

 

国
や
地
方
自
治
体
の
役
割 

 

上
に
呈
示
し
た
わ
た
し
の
啓
発
プ
ラ
ン
に
は
、
謝
罪
と
反
省
を
除
い
て
国
や
地
方
自
治
体

の
出
る
幕
は
な
に
も
な
い
よ
う
に
見
え
る
、
か
も
し
れ
な
い
。 

 

た
し
か
に
、
〝
お
上
〟
と
呼
び
習
わ
さ
れ
て
き
た
行
政
が
仕
切
る
「
対
等
地
位
の
接
触
」
は
、

語
義
矛
盾
で
あ
る
。 

 

し
た
が
っ
て
、
わ
た
し
の
提
案
は
、
国
お
よ
び
地
方
自
治
体
に
は
、
縁
の
下
の
力
持
ち
に
徹

す
る
こ
と
、
サ
ポ
ー
ト
役
に
徹
す
る
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
い
わ
ゆ

る
〝
金
は
出
す
け
ど
、
口
は
出
さ
な
い
〟
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
。 

 

わ
た
し
は
、「
千
葉
県
人
権
問
題
懇
話
会
」
の
座
長
と
し
て
「
千
葉
県
人
権
施
策
基
本
指
針
」

を
と
り
ま
と
め
た
と
き
、
そ
の
基
本
理
念
の
一
つ
と
し
て
、《
共
同
参
画
の
保
証
》
を
掲
げ
た
。

「
男
女
共
同
参
画
」
か
ら
「
男
女
」
と
い
う
限
定
を
外
し
て
、
ど
ん
な
人
権
問
題
で
も
、
必
ず

当
事
者
の
声
を
聞
く
こ
と
な
し
に
は
、
物
事
を
決
め
な
い
と
い
う
こ
と
を
原
則
と
し
た
の
で

あ
る
。
国
や
地
方
自
治
体
が
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
め
ぐ
っ
て
偏
見
除
去
の
効
果
的
な
取
り
組

み
を
進
め
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
そ
の
基
本
方
針
を
決
め
る
と
こ
ろ
か
ら
、
当
事
者
の
意
見
が

尊
重
さ
れ
る
か
た
ち
で
意
思
決
定
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

つ
ま
り
、
そ
の
基
本
方
針
を
検
討
す
る
委
員
会
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
た
ち
、
そ
の
家
族

た
ち
、
こ
れ
ま
で
「
対
等
地
位
の
接
触
」
の
実
践
を
地
道
に
や
っ
て
き
た
人
た
ち
が
中
心
と
な

り
、
そ
れ
を
補
佐
す
る
か
た
ち
で
、
研
究
者
や
弁
護
士
、
医
師
な
ど
が
加
わ
り
、
裏
方
と
な
る

事
務
局
を
行
政
職
員
が
担
当
す
る
の
が
望
ま
し
い
。 

 

そ
し
て
、
た
と
え
ば
、
こ
こ
で
わ
た
し
自
身
が
提
案
し
て
い
る
プ
ラ
ン
自
体
、
そ
の
よ
う
な

当
事
者
中
心
の
委
員
会
に
提
出
さ
れ
る
べ
き
一
つ
の
案
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
位
置
づ
け
に
な

ろ
う
。
も
し
、
そ
の
委
員
会
で
こ
の
わ
た
し
の
提
案
が
採
択
さ
れ
る
な
ら
ば
、
委
員
会
の
決
定

に
基
づ
い
て
、
①
《
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
当
事
者
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
》
に
関
し
て
は
、
当
事
者

た
ち
が
集
ま
っ
て
自
ら
の
体
験
を
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
る
場
の
設
定
な
ど
の
作
業
を
行
政

が
担
う
こ
と
に
な
ろ
う
し
、
〝
誤
っ
た
情
報
〟
の
是
正
の
た
め
に
は
、
医
師
や
弁
護
士
、
研
究

者
な
ど
の
専
門
的
知
識
を
も
っ
た
者
を
そ
こ
に
派
遣
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
ろ
う
。
②
《
対
等

地
位
の
接
触
》
の
地
道
な
取
り
組
み
に
対
し
て
は
、
十
分
な
活
動
が
可
能
と
な
る
だ
け
の
資
金

援
助
が
必
要
に
な
ろ
う
。 

 

③
《
加
害
性
の
自
己
反
省
に
立
っ
た
元
加
害
者
に
よ
る
呼
び
掛
け
》
に
関
し
て
は
、
そ
れ
が

実
現
で
き
る
か
否
か
は
、
地
方
自
治
体
の
担
当
者
の
関
与
が
大
き
く
左
右
す
る
こ
と
に
な
ろ
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う
。
な
ぜ
な
ら
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
め
ぐ
っ
て
地
域
社
会
等
を
舞
台
と
し
て
、
加
害
と
被
害

の
関
係
性
が
ク
リ
ア
な
か
た
ち
で
突
出
し
た
事
件
の
、
加
害
と
被
害
の
関
係
者
を
探
し
出
す

の
は
、
行
政
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
だ
。 

 

地
方
自
治
体
で
こ
の
問
題
を
担
当
す
る
職
員
は
、
わ
た
し
の
上
記
の
提
案
を
目
に
し
た
と

き
、
〝
そ
ん
な
無
茶
な
こ
と
を
〟
と
言
う
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
考
え
て
み
て
ほ
し
い
。

「
強
制
隔
離
政
策
」
と
「
無
癩
県
運
動
」
が
遮
二
無
二
押
し
進
め
ら
れ
て
い
た
と
き
、
〝
無
茶

な
こ
と
〟
が
あ
ち
ら
で
も
こ
ち
ら
で
も
行
わ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。 

 

先
の
ハ
ン
セ
ン
病
国
賠
訴
訟
の
と
き
の
第
一
次
原
告
一
三
人
の
一
人
、
星
塚
敬
愛
園
入
所

者
の
山
口
ト
キ
（
一
九
二
二
年
生
ま
れ
）
は
、
わ
た
し
た
ち
の
聞
き
取
り
で
こ
う
語
っ
た
。 

 

 

〔
わ
た
し
が
こ
の
病
気
に
〕
自
分
自
身
で
気
づ
い
た
ち
ゅ
う
の
は
、
一
九
歳
の
末
ご
ろ

で
し
た
か
な
ぁ
。
眉
と
眉
の
あ
い
だ
の
、
小
鼻
っ
て
い
い
ま
す
が
、
こ
こ
に
薄
赤
ぁ
い

の
が
、
ち
ょ
っ
と
で
き
て
ね
。
（
中
略
） 

 

〔
そ
の
当
時
は
「
無
癩
県
運
動
」
っ
て
い
う
の
が
盛
ん
で
〕
も
う
、
ま
っ
た
く
し
ら
み

つ
ぶ
し
で
。
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
へ
ま
で
、
山
奥
ま
で
。
そ
れ
こ
そ
草
の
根
を
分
け
て
で

も
探
し
回
っ
て
、
収
容
（
あ
れ
）

し
よ
う
と
し
て
ね
。
も
う
徹
底
し
て
お
っ
た
で
す
ね
。 

 

や
っ
ぱ
り
、「
人
の
口
に
は
戸
を
立
て
ら
れ
な
い
」
ち
ゅ
う
よ
う
な
調
子
で
、
誰
か
彼

か
が
、
ど
こ
か
で
か
、
し
ゃ
べ
っ
た
り
な
ん
か
し
て
、
人
か
ら
人
に
伝
わ
っ
て
。
そ
ん

な
の
が
、
自
然
自
然
に
、
保
健
所
あ
た
り
に
も
伝
わ
っ
て
、
そ
し
て
〔
う
ち
に
訪
ね
て
〕

来
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
ね
。
ほ
ン
だ
か
ら
も
う
、
わ
た
し
も
、

な
ぁ
ん
で
こ
ん
な
、
い
ろ
い
ろ
来
て
、
あ
た
し
に
、
あ
あ
だ
こ
う
だ
っ
ち
言
わ
な
き
ゃ

い
け
な
い
か
な
ぁ
と
思
っ
て
、
不
思
議
に
思
っ
て
た
ん
で
す
よ
。
最
初
は
、
な
ん
に
も

わ
か
ら
な
い
も
ん
で
。 

 

最
初
は
ね
、
二
人
ぐ
ら
い
来
て
、
女
の
人
が
ね
、
何
気
な
し
、
二
言
三
言
、
お
天
気

の
話
や
ら
な
ん
や
ら
し
て
。
療
養
所
に
行
け
と
か
な
ん
と
か
そ
ん
な
こ
と
も
言
わ
ず
に
、

た
だ
、「
あ
な
た
、
か
ら
だ
が
具
合
が
悪
い
で
す
な
ぁ
」
ち
ゅ
う
よ
う
な
調
子
で
、
や
わ

ら
か
ぁ
く
話
が
出
て
き
て
ね
。
な
ん
だ
ろ
な
ぁ
、
あ
ん
な
こ
と
言
い
に
来
て
、
な
ん
か

あ
た
し
に
お
カ
ネ
で
も
く
れ
る
ん
か
な
ぁ
と
思
っ
ち
ょ
っ
た
。
真
っ
白
な
予
防
着
を
着

て
来
た
も
ん
で
、
な
ん
の
た
め
来
た
か
な
ぁ
と
思
っ
て
。
庭
に
立
っ
て
て
、
家
の
中
に

入
っ
て
こ
な
い
で
、
ち
ょ
っ
と
話
し
て
。
そ
し
て
「
ま
た
来
ま
す
わ
ぁ
」
ち
ゅ
う
て
帰

っ
て
行
か
れ
て
。 

 

そ
れ
か
ら
ま
た
、
二
、
三
ヵ
月
し
て
か
ら
で
し
た
か
な
ぁ
。
こ
ん
ど
は
、
ま
た
二
人

ぐ
ら
い
ね
、
人
が
替
わ
っ
て
来
た
で
す
よ
。
そ
の
人
た
ち
も
、
そ
れ
と
な
く
遠
ま
わ
し

み
た
い
な
話
で
ね
。「
ど
っ
か
具
合
が
悪
か
っ
た
ら
、
治
療
の
で
き
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
言
う
て
く
だ
さ
い
」
っ
て
、
こ
ん
な
よ
う
な
調
子
で
言
っ
て
、
そ
れ
で
帰
っ

て
行
か
れ
た
ん
で
す
が
。
だ
ん
だ
ん
、
半
年
と
か
一
年
と
か
ち
、
あ
い
だ
が
遠
ぉ
く
な

っ
て
、
ま
た
替
わ
っ
た
人
が
来
る
。
そ
ン
で
、
何
回
も
来
ら
れ
る
う
ち
に
ね
、「
あ
ん
た

は
、
家
族
な
ん
か
と
一
緒
に
お
れ
な
い
病
気
だ
か
ら
、
い
い
治
療
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る

か
ら
行
か
な
い
か
」
言
う
て
ね
。「
行
っ
て
、
治
療
し
な
さ
い
。
そ
し
た
ら
、
二
、
三
年

し
た
ら
帰
っ
て
こ
れ
ま
す
よ
ぉ
」
と
か
な
ん
と
か
言
う
て
、
説
得
（
あ
れ
）
さ
れ
た
ン
で
す

が
。
だ
ん
だ
ん
何
回
か
来
る
う
ち
に
ね
、「
あ
ん
た
の
病
気
は
人
に
う
つ
る
病
気
だ
か
ら
、



41 

 

家
族
と
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
も
で
き
な
い
。
他
人
（
ひ
と
）
に
う
つ
し
た
ら
罪
に
な
る
。
家

族
に
う
つ
し
て
も
罪
に
な
る
」
と
か
ち
、
人
が
替
わ
っ
て
来
る
た
ん
び
、
そ
う
い
う
ふ

う
に
高
圧
的
な
話
に
な
っ
て
き
て
。
そ
れ
か
ら
、
ど
う
も
お
か
し
い
な
ぁ
と
思
っ
て
。 

 
で
、「
家
族
と
一
緒
に
い
る
と
家
族
に
う
つ
る
」
「
家
族
と
一
緒
に
は
暮
ら
せ
な
い
病

気
だ
」
っ
て
、
あ
ん
ま
り
言
わ
れ
る
も
ン
だ
か
ら
、「
お
父
さ
ん
、
そ
れ
だ
っ
た
ら
、
わ

た
し
は
山
の
中
へ
で
も
行
っ
て
住
む
か
ら
、
山
に
小
屋
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
」
ち
ゅ
っ

て
ね
ぇ
、
お
父
さ
ん
に
言
っ
た
。
た
ら
、「
お
ま
え
じ
ゃ
、
一
人
で
山
の
中
で
暮
ら
せ
る

も
ん
か
」
ち
ゅ
っ
て
。「
わ
が
家
で
家
族
と
一
緒
に
お
れ
な
い
ん
だ
っ
た
ら
、
そ
う
す
る

し
か
な
い
か
ら
」
ち
ゅ
う
て
。
い
や
ぁ
、
ま
ぁ
、
昼
晩
泣
い
て
父
に
せ
が
ん
で
。
そ
し

て
、
山
に
小
さ
な
小
屋
を
作
っ
て
も
ら
っ
て
。
で
、〔
隠
れ
て
〕
生
活
（
あ
れ
）

し
て
お
っ

た
。 

 

あ
る
と
き
、
巡
査
さ
ん
が
来
て
ね
。
そ
し
て
、
庭
に
立
っ
て
て
、
小
屋
の
中
に
入
っ

て
来
な
い
で
、「
お
ま
え
は
、
あ
こ
の
療
養
所
（
び
ょ
う
い
ん
）

に
行
か
ん
、
行
か
ん
っ
ち
ゅ

う
て
、
粘
っ
て
ば
っ
か
り
お
る
と
、
手
錠
か
け
て
で
も
引
っ
張
っ
て
行
く
ぞ
」
っ
ち
、

そ
の
人
が
言
う
て
ね
ぇ
。
ま
ぁ
た
、
そ
れ
に
わ
た
し
は
驚
い
て
。
こ
り
ゃ
あ
警
察
ま
で

が
来
て
、
な
ん
て
い
う
こ
と
か
ね
ぇ
。
あ
た
し
は
悪
い
こ
と
も
し
た
覚
え
も
な
い
の
に
、

え
ら
い
変
な
あ
れ
だ
な
ぁ
と
思
っ
て
、
も
う
不
思
議
で
た
ま
ら
ん
で
ね
ぇ
。
自
分
が
ハ

ン
セ
ン
病
で
法
律
上
と
か
な
ん
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
が
ま
っ
た
く
田
舎
者
で
わ
か
ら

ん
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
、
変
な
こ
と
ば
っ
か
り
来
て
言
う
と
思
っ
て
。
そ
れ
か
ら
、
ま

た
お
父
さ
ん
に
、「
も
う
、
こ
こ
は
い
か
ん
。
も
っ
と
奥
に
、
作
っ
て
く
れ
」
言
う
て
、

ま
た
小
屋
を
奥
の
ほ
う
に
ね
、
作
っ
て
も
ら
っ
て
。 

 

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
、〔
最
初
に
山
小
屋
に
住
ん
で
か
ら
〕
三
年
経
ち
ま
し
た
よ
。
三

年
し
た
ら
、
ま
た
や
っ
て
き
て
ね
。
誰
が
教
え
た
も
ン
か
、
そ
の
山
奥
ま
で
。
六
人
か

七
人
だ
っ
た
で
す
よ
。
そ
し
て
、「
あ
ん
た
が
い
く
ら
逃
げ
て
も
、
こ
ン
山
奥
に
逃
げ
て

も
、
全
国
ぅ
、
そ
ん
な
病
気
を
し
て
る
人
、
ど
こ
ま
で
逃
げ
て
も
逃
げ
の
ぶ
こ
と
は
で

き
な
い
」
と
。「
よ
そ
の
山
に
逃
げ
て
も
、
山
探
し
す
る
か
ら
、
逃
げ
の
ぶ
こ
と
は
で
き

な
い
か
ら
、
も
う
療
養
所
に
行
け
！
」
ち
ゅ
う
て
ね
、
も
う
ど
う
に
も
こ
う
に
も
、
な

ん
か
、
袋
の
中
の
ね
ず
み
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
追
い
込
ま
れ
て
し
ま
っ
て
、
精
神
的
に
。

も
う
、
ど
う
も
逃
げ
場
が
な
い
な
ぁ
と
思
っ
て
。
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
泣
き
な
が
ら
強

制
収
容
さ
れ
た
ん
で
す
よ
、
こ
こ
に
。
昭
和
二
八
年
三
月
一
三
日
、
こ
こ
へ
来
ま
し
た
。

三
一
〔
歳
〕
で
来
た
ん
で
す
。（
福
岡
安
則
・
黒
坂
愛
衣
「
山
の
奥
の
奥
ま
で
入
所
勧
奨

は
追
い
か
け
て
き
た―

―

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
『
星
塚
敬
愛
園
』
聞
き
取
り
」『
日
本
ア

ジ
ア
研
究
』
第
一
〇
号
、
二
〇
一
三
年
、
一
九
二
～
一
九
四
頁
） 

  

ま
た
、
山
口
ト
キ
は
、
二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
）
年
五
月
一
一
日
の
熊
本
地
裁
で
の
原
告
本

人
尋
問
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る 

 

 

私
は
平
成
八
年
に
予
防
法
が
廃
止
だ
と
い
う
こ
と
を
テ
レ
ビ
や
新
聞
や
ラ
ジ
オ
な
ん

か
で
聞
い
て
、「
伝
染
力
は
そ
ん
な
に
強
い
病
気
じ
ゃ
な
い
。
治
る
病
気
で
し
た
。
間
違

っ
て
い
ま
し
た
。
家
族
や
国
民
の
み
な
さ
ん
に
お
詫
び
し
ま
す
」
と
、
時
の
厚
生
大
臣

の
菅
直
人
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
を
、
目
で
は
見
え
ま
せ
ん
が
、
テ
レ
ビ
で
言
う
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の
を
私
は
耳
で
聞
き
ま
し
た
。
そ
れ
な
ら
ば
、
な
ぜ
、
あ
れ
ほ
ど
深
刻
に
私
は
苦
し
ん

で
、
親
も
子
も
あ
れ
ほ
ど
の
苦
労
や
心
配
や
、
本
当
に
言
葉
で
は
言
い
尽
く
せ
な
い
ほ

ど
家
族
が
苦
し
ん
で
、
悲
し
ん
で
し
た
も
の
を
、
な
ぜ
、
も
っ
と
早
く
、
こ
の
こ
と
を

説
い
て
も
ら
え
な
か
っ
た
か
と
、
そ
れ
と
、
国
は
私
を
あ
あ
い
う
山
奥
ま
で
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
ふ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
し
た
も
の
を
、
蛇
が
蛙
を
狙
っ
た
み
た

い
に
し
て
連
れ
て
来
ら
れ
た
ん
で
す
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
怖
く
な
い
病
気
で
あ
っ
た
ら
、

今
度
は
国
の
ほ
う
が
、
偏
見
、
差
別
を
無
く
す
る
た
め
に
、
草
の
根
を
分
け
て
で
も
、

私
は
そ
の
偏
見
、
差
別
を
津
々
浦
々
、〔
山
奥
の
〕
一
軒
家
に
到
る
ま
で
無
く
し
て
い
た

だ
き
た
い
ち
ゅ
う
の
が
、
私
の
強
い
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。（『
ハ
ン
セ
ン
病
違
憲
国
賠

裁
判
全
史 

第
六
巻 
被
害
実
態
編 

西
日
本
訴
訟
（
Ⅰ
）』
皓
星
社
、
二
〇
〇
六
年
、

強
調
点
は
引
用
者
） 

  

長
文
の
引
用
と
な
っ
た
。「
強
制
隔
離
政
策
」「
無
癩
県
運
動
」
の
と
き
の
、
ま
さ
に
〝
執
拗

な
〟
入
所
勧
奨
の
す
さ
ま
じ
さ
を
感
じ
取
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
長
い
引
用
を
辞
さ
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。 

 

い
ま
、
こ
れ
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
熱
意
を
も
っ
て
偏
見
除
去
に
取
り
組
ん
で
い
る
公
務
員

に
、
わ
た
し
は
出
会
っ
た
こ
と
が
な
い
。
わ
た
し
の
理
解
で
は
、
偏
見
は
作
出
す
る
と
き
よ
り

も
、
除
去
す
る
と
き
の
ほ
う
が
、
そ
こ
に
投
入
す
べ
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
は
る
か
に
大
き
い
は
ず

な
の
だ
。 

 

政
府
は
、「
強
制
隔
離
政
策
」「
無
癩
県
運
動
」
に
よ
っ
て
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
《
集
合

的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
を
作
出
・
助
長
し
た
こ
と
を
反
省
し
、
そ
の
当
時
に
投
入
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
倍
加
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
投
入
し
て
、
そ
の
《
偏
見
》
を
除
去
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

さ
ら
な
る
問
い
の
追
加 

 

や
っ
と
書
き
終
え
た
と
思
っ
て
ホ
ッ
と
し
た
と
こ
ろ
、
ま
だ
議
論
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
問
題
が
も
う
一
つ
あ
る
こ
と
に
思
い
至
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

そ
れ
は
、
家
族
は
被
害
者
だ
と
言
う
け
れ
ど
も
、
加
害
者
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
言
説
の
流
布
に
対
し
て
、
社
会
学
者
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
で
あ
る
か
と
い

う
問
題
で
あ
る
。 

 

わ
た
し
自
身
の
家
族
と
の
か
か
わ
り 

 

わ
た
し
が
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
う
ち
で
も
、
家
族
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
も
手
が
け
る
よ

う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
二
〇
〇
四
年
夏
、「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関
す
る
検
証
会
議
」
も

設
置
期
間
が
残
り
少
な
く
な
っ
た
時
点
で
、
検
証
会
議
委
員
の
鮎
京
眞
知
子
弁
護
士
が
「
家
族

の
聞
き
取
り
も
や
る
必
要
が
あ
る
。
ど
な
た
か
や
っ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
？
」
と
発
言
し
、

出
席
委
員
の
顔
を
ぐ
る
り
と
見
回
し
た
が
、
誰
も
手
を
挙
げ
る
委
員
は
い
な
か
っ
た
。「
ど
な

た
も
お
や
り
に
な
ら
な
い
の
な
ら
、
私
が
や
り
ま
す
」
と
の
言
葉
を
発
す
る
鮎
京
委
員
の
目
と

わ
た
し
の
目
が
、
そ
の
と
き
合
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。「
で
は
、
わ
た
し
が
や
り
ま
し
ょ

う
」
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。 

 

わ
た
し
は
、
二
〇
〇
四
年
五
月
一
九
日
に
検
証
会
議
が
奄
美
和
光
園
で
開
催
さ
れ
た
と
き
、

家
族
の
立
場
で
証
言
し
た
女
性
を
一
人
知
っ
て
い
た
の
で
、
や
ろ
う
と
思
え
ば
家
族
調
査
も

な
ん
と
か
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
腹
は
あ
っ
た
。
奄
美
の
検
証
会
議
が
終
わ
っ
た
後
の
レ
セ
プ
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シ
ョ
ン
で
テ
ー
ブ
ル
を
同
じ
く
し
た
人
は
、「
原
告
番
号
九
番
」
の
女
性
で
あ
っ
た
。
彼
女
を

と
お
し
て
、「
れ
ん
げ
草
の
会
（
ハ
ン
セ
ン
病
遺
族
・
家
族
の
会
）」
の
会
員
を
紹
介
し
て
も
ら

い
、
わ
た
し
と
黒
坂
愛
衣
は
、
二
〇
〇
四
年
九
月
、
菊
池
恵
楓
園
の
面
会
人
宿
泊
所
「
渓
楓
荘
」

に
、
五
人
の
家
族
の
方
に
来
て
も
ら
い
、
聞
き
取
り
を
し
た
。 

 

そ
の
五
人
と
は
、『
ハ
ン
セ
ン
病
家
族
た
ち
の
物
語
』
の
「
第
２
話 

園
を
脱
走
し
て
わ
た

し
を
産
ん
で
く
れ
た
」
の
語
り
手
（
原
告
番
号
五
番
）、「
第
３
話 

父
を
嫌
っ
た
自
分
が
辛
か

っ
た
」
の
語
り
手
（
原
告
番
号
四
番
）、「
第
４
話 

父
親
に
も
っ
と
や
さ
し
く
し
て
あ
げ
た
か

っ
た
」
の
語
り
手
（
原
告
番
号
六
番
）
と
、「
第
９
話 

患
者
家
族
ゆ
え
に
高
校
退
学
を
迫
ら

れ
て
」
の
語
り
手
、「
第1

2
話 

学
業
中
断
と
結
婚
差
別
の
悲
し
み
」
の
語
り
手
で
あ
る
。 

 

か
れ
ら
の
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
を
聞
い
て
、
そ
の
時
点
ま
で
に
わ
た
し
が
抱
い
て
い
た
〝

家
族
イ
メ
ー
ジ
〟
は
、
大
き
く
変
容
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
わ
た
し
が
〝
家
族
〟
に
つ
い
て
の

話
を
聞
く
の
は
、
入
所
者
や
退
所
者
と
い
う
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
の
方
々
の
口
を
通
し
て
で

あ
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、
自
分
は
身
内
に
さ
え
き
つ
く
当
た
ら
れ
た
、
一
時
帰
省
で
帰
っ
て
も

喜
ば
れ
な
か
っ
た
、
親
が
死
ん
で
も
連
絡
さ
え
く
れ
な
か
っ
た
、
と
い
っ
た
話
が
多
く
聞
か
れ

た
。
な
か
に
は
、
〝
自
分
は
身
内
の
者
に
、
猫
い
ら
ず
を
呑
ん
で
死
ん
で
し
ま
え
、
と
言
わ
れ

た
の
だ
ぞ
〟
と
語
る
人
に
も
会
っ
た
。―

―

み
な
さ
ん
、
ハ
ン
セ
ン
病
を
患
っ
て
以
降
に
体
験

し
た
苦
難
の
凄
ま
じ
さ
を
伝
え
る
た
め
に
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
語
っ
て
く
れ
た
わ
け
だ
。
そ

れ
が
わ
た
し
の
耳
に
残
っ
て
い
た
。 

 

し
か
し
、
菊
池
恵
楓
園
で
の
家
族
五
人
の
聞
き
取
り
を
し
た
う
え
で
、
あ
ら
た
め
て
、
そ
れ

ま
で
の
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
聞
き
取
り
を
思
い
起
こ
し
て
み
る
と
、
自

分
が
こ
の
病
気
に
な
っ
た
ば
か
り
に
、
故
郷
に
残
っ
た
家
族
が
苦
労
を
し
た
と
い
う
話
も
聞

い
て
い
た
こ
と
に
気
付
い
た
。
な
か
に
は
、
じ
つ
は
、
自
分
の
妹
は
結
婚
差
別
を
受
け
て
自
死

し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
悲
し
い
話
を
語
っ
て
く
れ
た
人
も
い
た
。 

 

ど
う
し
て
も
、
家
族
に
も
辛
い
目
に
あ
っ
た
と
い
う
語
り
は
、
他
者
を
責
め
る
語
り
で
あ
る

だ
け
に
、
声
が
大
き
い
。
家
族
も
辛
い
目
に
あ
っ
た
と
い
う
語
り
は
、
も
の
悲
し
げ
に
、
し
か

も
、
そ
の
不
幸
に
自
分
が
か
か
わ
っ
て
い
る
だ
け
に
、
忸
怩
（
じ
く
じ
）

た
る
思
い
も
あ
る
の
で

あ
ろ
う
か
、
語
調
は
控
え
目
と
な
る
。
で
も
、
両
方
の
語
り
が
併
存
し
て
い
る
の
だ
な
と
い
う

こ
と
を
肝
に
銘
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
え
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。 

 

「
家
族
を
語
る
」
か
ら
「
家
族
が
語
る
」
へ 

 

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
で
「
家
族
の
問
題
」
に
関
心
を
寄
せ
る
人
は
少
な
い
ま
ま
だ
っ
た
。
ハ
ン

セ
ン
病
問
題
の
解
決
に
寄
与
す
べ
く
、
検
証
会
議
解
散
後
に
作
ら
れ
た
「
ハ
ン
セ
ン
病
市
民
学

会
」
で
も
、
最
初
の
一
〇
年
間
は
「
分
科
会
」
の
テ
ー
マ
に
家
族
が
選
ば
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
当
初
か
ら
家
族
の
問
題
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
国
宗
直
子
弁
護
士
と
わ
た
し
と
で
、
二
〇

〇
五
年
五
月
、
第
一
回
の
ハ
ン
セ
ン
病
市
民
学
会
が
菊
池
恵
楓
園
で
開
催
さ
れ
た
と
き
、
せ
め

て
こ
の
市
民
学
会
に
参
加
す
る
家
族
た
ち
が
集
ま
れ
る
場
だ
け
は
確
保
し
て
お
こ
う
と
の
思

い
か
ら
「
家
族
部
会
」
を
立
ち
上
げ
、
以
降
、「
家
族
部
会
」
で
手
作
り
の
企
画
は
や
っ
て
き

た
に
す
ぎ
な
い
。 

 

二
〇
一
四
年
五
月
、
群
馬
県
草
津
で
開
か
れ
た
第
一
〇
回
ハ
ン
セ
ン
病
市
民
学
会
の
お
り

に
、
当
事
者
運
動
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
神
（
こ
う
）

美
知
宏
（
み
ち
ひ
ろ
）

全
療
協
会
長
と

谺
（
こ
だ
ま
）

雄
二
全
原
協
会
長
が
相
次
い
で
亡
く
な
っ
た
あ
と
、
神
全
療
協
会
長
が
来
年
度
は
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ぜ
ひ
東
京
で
市
民
学
会
を
開
い
て
ほ
し
い
と
切
望
し
な
が
ら
亡
く
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
耳

に
し
、
誰
も
引
受
け
手
が
な
か
っ
た
「
実
行
委
員
会
事
務
局
長
」
の
役
割
を
、
誰
に
頼
ま
れ
た

わ
け
で
も
な
い
が
、
わ
た
し
が
買
っ
て
出
た
。
そ
し
て
、
は
じ
め
て
「
家
族
」
の
問
題
を
分
科

会
の
テ
ー
マ
と
す
べ
く
動
い
た
。 

 

そ
の
と
き
掲
げ
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
《「
家
族
を
語
る
」
か
ら
「
家
族
が
語
る
」
へ
》

で
あ
っ
た
。
家
族
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
そ
の
ベ
ー
ス
と
な
る
の
は
、
家
族
自
身
が
主
体
と

な
っ
て
み
ず
か
ら
の
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
を
語
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う

の
が
、
社
会
学
者
と
し
て
の
わ
た
し
の
経
験
の
教
え
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
黒
坂
愛
衣
も
、
以

前
か
ら
「
れ
ん
げ
草
の
会
」
の
み
な
さ
ん
に
、
ま
だ
か
、
ま
だ
か
と
慫
慂
（
し
ょ
う
よ
う
）

さ
れ
て

い
た
『
ハ
ン
セ
ン
病
家
族
た
ち
の
物
語
』（
世
織
書
房
、
二
〇
一
五
年
）
を
、
第
一
一
回
ハ
ン

セ
ン
病
市
民
学
会
開
催
に
間
に
合
う
よ
う
に
上
梓
し
た
。
「
い
ま
初
め
て
語
る
家
族
の
思
い
」

と
銘
打
っ
た
分
科
会
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
国
宗
直
子
弁
護
士
、
パ
ネ
リ
ス
ト
を
黒
坂
愛

衣
が
つ
と
め
た
が
、
報
告
者
は
全
員
、
家
族
自
身
で
あ
っ
た
。 

 

こ
こ
で
、
家
族
を
捉
え
る
捉
え
方
が
大
き
く
転
回
し
た
、
と
わ
た
し
は
思
う
。 

 

外
側
か
ら
「
加
害
」
と
見
え
る
振
る
舞
い
も
被
害
ゆ
え 

 

黒
坂
愛
衣
は
『
ハ
ン
セ
ン
病
家
族
た
ち
の
物
語
』
の
末
尾
に
、「
関
係
性
の
剥
奪
と
回
復
の

兆
し―

―

語
り
を
読
み
解
く
」
と
題
し
た
論
文
を
付
し
た
。
黒
坂
が
焦
点
を
当
て
た
問
題
局
面

の
一
つ
が
、
家
族
た
ち
が
ハ
ン
セ
ン
病
に
罹
っ
た
肉
親
に
憤
り
の
感
情
を
ぶ
つ
け
て
し
ま
う

と
い
う
、
一
見
す
る
と
〝
加
害
的
〟
に
見
え
る
事
態
で
あ
っ
た
。
黒
坂
は
、
以
下
の
よ
う
に
書

く
。 

 

「
肉
親
を
奪
わ
れ
る
」
体
験
⑤―

―

被
差
別
の
く
や
し
さ
・
悲
し
み
・
怒
り
を
ぶ
つ
け
る 

 

最
後
に
、〈
隠
す
〉
し
ん
ど
さ
を
生
き
、
と
き
に
は
社
会
的
な
排
除
や
忌
避
に
さ
ら
さ

れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
《
家
族
》
た
ち
が
、
そ
う
し
た
体
験
に
つ
い
て
安
心
し
て
話
せ
る

場
す
ら
み
つ
け
ら
れ
な
い
孤
立
的
状
況
の
な
か
、
そ
の
く
や
し
さ
や
悲
し
み
や
怒
り
を
、

ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か
っ
た
肉
親
本
人
に
ぶ
つ
け
る
、
と
い
っ
た
場
合
が
あ
っ
た
。
あ
る

い
は
ま
た
、
そ
う
し
た
憤
り
の
感
情
を
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か
っ
た
肉
親
に
〝
よ
り
近

い
〟
関
係
に
あ
る
《
家
族
》
に
ぶ
つ
け
る
、
と
い
っ
た
場
合
が
あ
っ
た
。
本
書
の
人
生

物
語
の
語
り
手
た
ち
は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か
っ
た
本
人
と
《
家

族
》
と
の
あ
い
だ
で
起
き
た―

―

あ
る
い
は
《
家
族
》
ど
う
し
の
あ
い
だ
で
起
き
た―

―

、
や
り
場
の
な
い
被
差
別
の
憤
り
の
感
情
を
ぶ
つ
け
関
係
性
を
悪
化
さ
せ
て
し
ま
う

よ
う
な
事
態
の
、
主
体
で
あ
っ
た
り
、
対
象
で
あ
っ
た
り
、
目
撃
者
で
あ
っ
た
り
し
た
。

（
四
一
二
頁
、
強
調
点
は
原
著
者
） 

  

わ
か
り
や
す
い
言
葉
に
置
き
換
え
れ
ば
、
黒
坂
が
家
族
た
ち
の
聞
き
取
り
デ
ー
タ
を
読
み

解
い
た
分
析
結
果
は
、
家
族
た
ち
が
、
と
き
に
、
病
気
に
な
っ
た
親
を
憎
み
、
恨
み
、
疎
ん
じ

さ
え
し
た
と
い
う
の
は
、
幼
少
の
と
き
か
ら
、
訳
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
周
囲
の
人
た
ち
か
ら

ひ
ど
い
扱
い
を
受
け
、
イ
ジ
メ
ら
れ
る
人
生
を
歩
ま
せ
ら
れ
た
こ
と
が
、
病
気
の
親
を
見
た
と

き
に
、
自
分
が
辛
酸
を
舐
め
た
の
は
、
こ
の
親
の
せ
い
だ
っ
た
の
だ
と
思
っ
て
し
ま
っ
て
、
そ

の
憤
り
を
ぶ
つ
け
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
自
分
の
苦
難

の
人
生
の
原
因
は
、
親
が
病
気
に
な
っ
た
こ
と
自
体
で
は
な
く
、
国
の
「
強
制
隔
離
政
策
」
と
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「
無
癩
県
運
動
」
の
せ
い
だ
っ
た
の
だ
と
学
ん
で
い
く
な
か
で
、
今
度
は
、
病
気
だ
っ
た
親
に

辛
く
当
た
っ
て
し
ま
っ
た
自
分
を
、
悔
や
ん
で
も
悔
や
み
き
れ
な
い
と
こ
ろ
に
追
い
込
ま
れ

て
い
る
、
そ
う
い
う
姿
を
わ
た
し
た
ち
は
こ
れ
ま
で
何
人
も
見
て
き
た
の
で
あ
る
。 

 

誰
が
好
き
好
ん
で
、
自
分
の
親
を
嫌
い
、
疎
ま
し
く
思
う
ひ
と
が
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
自
分

の
親
を
嫌
い
、
疎
ま
し
く
思
わ
せ
ら
れ
た
こ
と
自
体
が
、
家
族
の
受
け
た
被
害
の
最
た
る
も
の

で
あ
っ
た
の
だ
。 

 

わ
た
し
は
わ
た
し
で
、「
広
島
高
等
裁
判
所
松
江
支
部
平
成
二
七
年
（
ネ
）
第
七
七
号
事
件
」

で
専
門
家
証
人
と
し
て
「
証
言
」
し
た
際
に
、「
究
極
の
二
者
択
一
」
と
い
う
概
念
を
用
い
て
、

家
族
が
一
見
す
る
と
〝
加
害
的
な
ふ
る
ま
い
〟
へ
と
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
く
場
面
を
、
以
下

の
よ
う
に
説
明
し
た
。 

 

神
谷
弁
護
士 

こ
こ
ま
で
は
、
家
族
も
〔
患
者
〕
本
人
同
様
の
被
害
を
被
っ
て
き
た
と
い

う
立
場
で
お
話
を
い
た
だ
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
人
に
よ
っ
て
は
、
あ
る
い
は
国
な
ど

は
、
逆
に
、
〝
家
族
は
ハ
ン
セ
ン
病
の
患
者
さ
ん
あ
る
い
は
元
患
者
さ
ん
に
対
す
る
加
害

者
で
あ
っ
た
ん
だ
〟
と
い
う
よ
う
な
言
い
方
を
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
こ
の
点
に

つ
い
て
は
証
人
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
か
？ 

福
岡 

強
制
隔
離
政
策
と
か
「
無
癩
県
運
動
」
と
い
う
世
の
中
の
大
き
な
仕
組
み
と
い
う

の
は
、
な
か
な
か
、
普
通
の
人
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
家
族
の
人
た
ち
は
し
ば
し
ば
、

肉
親
が
ハ
ン
セ
ン
病
に
な
っ
た
せ
い
で
自
分
た
ち
は
ひ
ど
い
目
に
遭
っ
た
と
い
う
ふ
う

に
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
病
気
に
な
っ
た
肉
親
を
恨
ん
だ
り
、
疎
ま
し

く
思
っ
た
り
、
実
際
に
〝
家
に
い
な
い
で
く
れ
、
療
養
所
へ
行
っ
て
く
れ
〟
と
い
う
ふ
う

に
追
い
出
し
た
り
、
療
養
所
に
入
っ
た
人
に
対
し
て
、
親
が
亡
く
な
っ
た
と
き
の
お
葬
式

に
も
来
て
も
ら
っ
ち
ゃ
困
る
か
ら
知
ら
せ
な
い
と
か
、
す
ご
く
排
除
的
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
や
っ
ぱ
り
、
〝
家
族
の
人
は
患
者
さ
ん
に
対
し
て
加
害
者
に
な
っ
た
ん
じ
ゃ

な
い
か
〟
と
い
う
意
見
を
、
わ
た
し
も
聞
い
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
ず
う
っ
と
、
家
族
の

人
自
身
の
聞
き
取
り
を
重
ね
て
き
ま
し
て
、
〔
そ
れ
は
〕
ち
ょ
っ
と
違
う
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
〔
わ
た
し
は
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
〕
。
わ
た
し
の
言
葉
で
言
い
ま
す
と
、
ハ
ン

セ
ン
病
に
か
か
っ
た
人
の
家
族
の
人
た
ち
は
、
や
っ
ぱ
り
、
い
わ
ば
究
極
の
二
者
択
一
の

状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
家
族
、
そ
こ
に
は
病
気
に
な
っ

た
肉
親
も
含
ま
れ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
を
守
ろ
う
と
す
る
か
、
そ
れ
と
も
、
こ
れ
か
ら

の
自
分
の
人
生
、
そ
れ
は
新
し
く
自
分
が
築
く
家
庭
に
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
も
含
ま
れ

る
わ
け
で
す
が
、
そ
ち
ら
を
守
ろ
う
か
、
と
い
う
ふ
う
に
二
者
択
一
を
迫
ら
れ
て
い
く
わ

け
で
す
。
両
方
守
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
一
番
い
い
に
決
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
実
際
に
は

そ
れ
は
無
理
で
す
。
や
っ
ぱ
り
新
し
い
家
庭
を
守
ろ
う
と
す
る
行
為
を
と
る
人
た
ち
が
い

ま
す
が
、
そ
れ
が
、
患
者
さ
ん
と
か
患
者
さ
ん
と
寄
り
添
っ
た
家
族
に
は
、
い
わ
ば
加
害

的
な
行
為
と
い
う
ふ
う
に
映
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
が
、
わ
た
し
は
そ
う
い
う
二

者
択
一
の
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
こ
と
自
体
が
、
徹
底
し
た
被
害
者
性
ゆ
え
だ
と
い
う
ふ

う
に
理
解
し
て
お
り
ま
す
。
（『
「
こ
ん
な
こ
と
で
終
わ
っ
ち
ゃ
あ
、
死
ん
で
も
死
に
き
れ

ん
」―
―

孤
絶
さ
れ
た
生
／
ハ
ン
セ
ン
病
家
族
鳥
取
訴
訟
』
世
織
書
房
、
二
〇
一
八
年
、

二
七
六
～
二
七
七
頁
） 
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「
究
極
の
二
者
択
一
」
と
い
う
の
は
、
〝
病
気
に
な
っ
た
親
を
取
る
か
、
そ
れ
と
も
、
自
分

を
取
る
か
〟
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
〝
病
気
に
な
っ
た
親
を
含
む
生
ま
れ
育
っ
た
家
族
を
取

る
か
、
そ
れ
と
も
、
あ
ら
た
に
自
分
が
結
婚
し
て
つ
く
っ
た
新
し
い
家
族
を
取
る
か
〟
に
追
い

込
ま
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
う
さ
せ
ら
れ
る
要
因
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が

考
え
ら
れ
る
。
わ
た
し
が
右
に
引
用
し
た
「
証
言
」
を
し
た
と
き
、
い
ち
ば
ん
念
頭
に
あ
っ
た

の
は
、「
広
島
高
等
裁
判
所
松
江
支
部
平
成
二
七
年
（
ネ
）
第
七
七
号
事
件
」
の
原
告
Ｔ
Ｍ
の
長

兄
で
あ
っ
た
。
母
親
が
い
ま
に
も
〝
島
（
＝
長
島
愛
生
園
）
に
送
ら
れ
そ
う
な
場
面
〟
で
、
幼

い
先
妻
の
子
と
後
妻
と
の
あ
い
だ
に
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
子
を
抱
え
て
い
た
長
兄
は
、
け
っ

き
ょ
く
家
を
捨
て
て
、
妻
子
と
と
も
に
出
て
い
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
と
き
彼
を
追
い
詰
め
て
い

た
要
因
は
、
こ
の
ま
ま
こ
の
家
に
住
ん
で
い
た
ら
、
こ
の
子
ど
も
た
ち
が
差
別
を
受
け
る
こ
と

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
心
配
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
し
、「
強
制
隔
離
政
策
」
下
で

刷
り
込
ま
れ
た
、
ハ
ン
セ
ン
病
は
〝
こ
わ
い
病
気
、
う
つ
る
病
気
〟
と
い
う
観
念
に
戦
（
お
の
の
）

い
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。―

―

わ
た
し
た
ち
の
他
の
聞
き
取
り
で
も
、
〝
感
染
へ
の
恐
怖

の
刷
り
込
み
〟
は
多
々
聞
か
れ
た
。「
園
に
い
る
父
親
が
自
宅
に
来
た
と
き
、
茶
碗
を
別
扱
い

に
し
た
」
こ
と
を
い
ま
も
悔
い
て
い
る
（
原
告
番
号
二
五
番
）
と
か
、「
病
気
の
親
が
使
っ
た

箸
で
も
触
っ
た
ら
う
つ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」（
原
告
番
号
四
番
）
と
い
っ
た
か
た
ち
で
の
、
病

気
の
肉
親
の
遠
ざ
け
の
事
例
が
あ
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。 

 

要
す
る
に
、
家
族
の
立
場
の
人
た
ち
か
ら
の
聞
き
取
り
を
積
み
重
ね
れ
ば
積
み
重
ね
る
ほ

ど
、
〝
家
族
も
加
害
者
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
〟
と
の
憶
測
は
雲
散
霧
消
し
、
家
族
は
徹
頭

徹
尾
、
被
害
者
で
あ
っ
た
の
だ
、
と
の
社
会
学
的
確
信
が
揺
ら
ぎ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
く
の

で
あ
る1

6

。 

 

【
付
記
】 

 

わ
た
し
は
、
本
意
見
書
に
先
立
っ
て
、「
広
島
高
等
裁
判
所
松
江
支
部
平
成
二
七
年
（
ネ
）
第

七
七
号
事
件
」
に
お
い
て
も
「
意
見
書
」
を
提
出
し
、
専
門
家
証
人
と
し
て
「
証
言
」
し
、
共

同
研
究
者
の
黒
坂
愛
衣
も
、
本
件
訴
訟
に
お
い
て
「
意
見
書
」
を
提
出
し
、
専
門
家
証
人
と
し

て
「
証
言
」
を
し
て
い
る
。
わ
た
し
は
本
意
見
書
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
れ
ら
の
「
意
見
書
」

「
証
言
」
で
す
で
に
述
べ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
重
複
を
避
け
る
意
味
で
も
、
と
く
に
言
及
す

る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
か
か
る
意
味
に
お
い
て
、
本
意
見
書
は
、
そ
れ
ら
の
「
意
見
書
」
な

ら
び
に
「
証
言
」
と
一
体
を
な
す
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
た
い
。 

 

 
1 

わ
た
し
が
こ
れ
ま
で
主
に
手
が
け
て
き
た
の
は
、
日
本
の
部
落
差
別
問
題
、
在
日
コ
リ
ア

ン
問
題
、
そ
し
て
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
社
会
学
的
調
査
で
あ
る
。 

 2 

ち
な
み
に
、
本
訴
訟
原
告
の
一
人
、
黒
坂
愛
衣
著
『
ハ
ン
セ
ン
病
家
族
た
ち
の
物
語
』
第

１
話
の
語
り
手
（
第
九
回
期
日
で
原
告
本
人
尋
問
に
応
じ
た
「
原
告
番
号
九
番
」）
は
、
こ

の
事
件
に
よ
る
龍
田
寮
閉
鎖
の
あ
お
り
を
承
け
て
、
龍
田
寮
と
い
う
居
場
所
を
失
い
、
両
親

の
故
郷
、
奄
美
大
島
の
母
方
叔
母
に
預
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
叔
母
自
身
、
母

親
と
姉
が
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
に
収
容
さ
れ
た
こ
と
を
も
っ
て
嫁
ぎ
先
を
離
縁
さ
れ
る
憂
き

目
に
遭
い
、
女
手
一
つ
で
幼
子
を
育
て
て
い
る
境
遇
に
あ
り
、
苦
し
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
彼
女
は
悲
惨
な
少
女
期
を
過
ご
す
こ
と
と
な
っ
た
。 
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ま
た
、
第
一
〇
回
期
日
で
原
告
本
人
尋
問
に
応
じ
た
「
原
告
番
号
七
五
番
」
の
女
性
も
、

母
親
が
菊
池
恵
楓
園
に
収
容
さ
れ
て
い
な
が
ら
遠
く
星
塚
敬
愛
園
の
保
育
所
に
預
け
ら
れ
た

の
は
、
時
期
的
に
み
て
、
こ
の
黒
髪
校
事
件
と
関
係
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
と
言
え
よ
う
。

彼
女
自
身
が
星
塚
敬
愛
園
を
訪
ね
て
後
藤
正
道
園
長
に
自
分
の
附
属
保
育
所
在
所
期
間
を
伺

っ
た
と
こ
ろ
「
昭
和
二
九
年
か
ら
三
〇
年
に
か
け
て
の
約
一
年
間
ほ
ど
で
あ
ろ
う
」
と
の
回

答
を
得
て
い
る
。
彼
女
自
身
が
所
持
す
る
同
保
育
所
時
代
の
数
葉
の
写
真
の
裏
書
き
に
も
、

「
昭
和
三
〇
年
五
月
一
六
日
」
と
あ
る
も
の
が
二
枚
あ
る
。
龍
田
寮
廃
止
の
状
況
の
な
か

で
、
彼
女
の
母
親
が
菊
池
恵
楓
園
に
収
容
さ
れ
、
父
と
兄
は
天
草
の
実
家
に
残
り
、
幼
い
彼

女
一
人
が
遠
い
鹿
屋
の
地
に
預
け
ら
れ
た
。
肉
親
と
切
り
離
さ
れ
た
ま
ま
暫
し
の
時
間
を
過

ご
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
彼
女
は
〝
記
憶
が
消
失
し
た
空
白
の
幼
少
期
〟
を
抱
え
こ
む
こ
と

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

な
お
、
本
意
見
書
で
原
告
等
の
聞
き
取
り
に
言
及
す
る
と
き
に
は
、
す
べ
て
、
わ
た
し
自

身
が
直
接
本
人
か
ら
聞
き
取
り
を
し
た
事
例
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。 

 
3 

こ
の
よ
う
に
、「
社
会
的
な
も
の
」
を
諸
個
人
か
ら
外
在
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
考
え

方
は
、
社
会
学
に
お
い
て
は
、
社
会
学
の
創
始
者
の
一
人
、
フ
ラ
ン
ス
の
エ
ミ
ー
ル
・
デ

ュ
ル
ケ
ム
以
来
の
伝
統
的
な
発
想
法
で
あ
る
。 

 4 
eth

n
o

は
、
ご
く
普
通
の
あ
り
ふ
れ
た
人
び
と
の
、
と
い
う
意
味
。m

eth
o
d
o
lo

g
y

は
、
方

法
論
。
し
た
が
っ
て
、
あ
り
ふ
れ
た
人
び
と
が
、
日
常
的
に
、
自
分
で
は
そ
れ
と
気
づ
か
ず

に
、
実
践
的
に
は
遂
行
し
て
し
ま
っ
て
い
る
推
論
の
方
法
を
解
き
明
か
す
学
問
、
と
い
う
の

が
、eth

n
o
m

eth
o
d
o
lo

g
y

の
意
味
で
あ
る
。 

 5 

ち
な
み
に
、
第
一
〇
回
期
日
で
原
告
本
人
尋
問
に
応
じ
た
「
原
告
番
号
四
二
八
番
」
の
男

性
の
母
親
は
、
そ
の
両
親
（
男
性
に
と
っ
て
は
祖
父
母
）
が
星
塚
敬
愛
園
か
ら
逃
走
し
て
き

て
、
こ
の
本
妙
寺
部
落
で
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
に
生
ま
れ
て
い
る
。
療
養
所
内
で

「
断
種
・
堕
胎
」
が
罷
り
通
っ
て
い
た
時
代
、
そ
こ
か
ら
逃
げ
出
し
て
、
子
ど
も
を
産
み
育

て
る
場
と
し
て
も
、
本
妙
寺
部
落
は
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
公
権
力
が
力
づ

く
で
跡
形
な
く
さ
せ
た
の
で
あ
る
。 

 6 

ち
な
み
に
、
先
日
わ
た
し
た
ち
（
福
岡
と
黒
坂
）
が
聞
き
取
り
を
し
た
「
原
告
番
号
四
三

五
番
」
の
女
性
は
、
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
に
父
親
が
栗
生
楽
泉
園
に
収
容
、
母
親
と

二
人
の
子
ど
も
（
二
歳
だ
っ
た
女
子
が
原
告
で
あ
る
）
は
、
し
ば
ら
く
草
津
で
長
屋
暮
ら
し

を
す
る
が
、
生
活
が
成
り
立
た
な
い
状
況
の
な
か
で
、
母
親
が
子
ど
も
二
人
を
置
き
去
り
に

し
て
姿
を
消
し
た
こ
と
で
、
二
人
の
子
は
楽
泉
園
の
附
属
保
育
所
に
措
置
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
が
、
も
し
、
公
権
力
に
よ
っ
て
「
湯
之
沢
部
落
」
が
解
体
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
ハ
ン
セ
ン
病
罹
患
者
と
そ
の
家
族
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
存
続
し
て
い
れ
ば
、

原
告
は
家
族
に
包
ま
れ
た
環
境
で
成
育
で
き
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
原
告
女
性

の
父
親
は
き
わ
め
て
壮
健
で
、
療
養
所
暮
ら
し
を
し
て
い
な
が
ら
、
人
夫
出
し
の
親
方
と
し

て
所
外
労
働
に
励
ん
で
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、「
湯
之
沢
」
が
あ
れ
ば
、
療
養
に
努
め
な
が

ら
、
家
族
と
し
て
の
生
活
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
に
、
さ
ほ
ど
の
困
難
が
あ
っ
た
と
は
考
え

ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。 
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 7 

『
ハ
ン
セ
ン
病
家
族
た
ち
の
物
語
』
か
ら
、
少
し
だ
け
、
こ
れ
に
か
か
わ
る
語
り
を
引
用
し

て
お
こ
う
。 

 

ま
ず
、「
原
告
番
号
一
番
」
の
語
り
か
ら
。 

 

 

一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
八
月
、
父
親
は
、
つ
い
に
鹿
児
島
の
星
塚
敬
愛
園
へ
む

け
て
出
立
す
る
。
尋
常
小
学
校
六
年
だ
っ
た
力
さ
ん
に
は
な
に
も
説
明
は
さ
れ
な
か
っ

た
も
の
の
、「
な
ん
と
な
く
、
よ
う
す
は
わ
か
っ
た
」
と
い
う
。「
な
ん
か
、
と
う
ち
ゃ

ん
、
遠
く
へ
行
っ
て
し
ま
う
の
か
、
と
」。
（
中
略
） 

 

そ
れ
か
ら
一
週
間
も
た
た
な
い
う
ち
に
、
母
子
の
住
ま
い
は
〝
消
毒
〟
さ
れ
て
し
ま
う
。 

 

ち
ょ
う
ど
夏
休
み
。（
中
略
）
子
ど
も
た
ち
は
そ
の
へ
ん
に
群
が
っ
て
遊
ん
で
い

た
の
。
わ
た
し
も
そ
の
な
か
に
一
緒
に
遊
ん
で
い
た
。
そ
の
と
き
ス
ー
ッ
と
白
い

車
が
入
っ
て
き
た
。
保
健
所
の
自
動
車
で
し
た
。
そ
し
て
、
い
っ
さ
い
無
言
で
、

母
親
の
了
解
も
受
け
る
こ
と
な
く
、
天
井
を
剥
が
し
、
畳
を
あ
げ
、
井
戸
の
中
ま

で
白
い
粉
を
ふ
り
撒
い
て
。―

―

そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
〔
今
年
、
宮
崎
県
で
大
問
題

に
な
っ
た
牛
の
〕
口
蹄
疫
（
こ
う
て
い
え
き
）

の
〔
消
毒
の
〕
よ
う
す
〔
と
お
な
じ
〕
で

す
よ
。
白
装
束
、
長
靴
。 

 

〔
わ
た
し
は
〕
家
の
前
に
白
い
車
が
停
ま
っ
た
の
で
び
っ
く
り
し
て
、
そ
の
集
団

か
ら
抜
け
て
〔
う
ち
の
〕
中
に
入
っ
た
ら
、
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
。
四
、
五
人

の
男
た
ち
は
作
業
を
終
わ
る
と
無
言
で
出
て
い
っ
た
。
わ
た
し
も
外
に
出
て
み
た

ら
、
縄
が
張
っ
て
あ
っ
て
。「
こ
の
家
、
入
る
べ
か
ら
ず
」。
立
入
禁
止
の
札
が
ぶ

ら
下
が
っ
て
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
お
お
っ
ぴ
ら
な
〝
消
毒
〟
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
力
さ
ん
と
母
親
は
、
地

域
社
会
で
の
居
場
所
を
う
し
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
（
二
三
五
～
二
三
七
頁
） 

 

 

つ
い
で
、「
原
告
番
号
六
番
」
の
語
り
か
ら
。 

 

 

信
子
さ
ん
が
も
の
心
つ
い
た
と
き
、
父
親
は
す
で
に
目
を
悪
く
し
、
家
の
中
で
「
寝

た
り
起
き
た
り
」
の
状
態
だ
っ
た
。（
中
略
） 

 

信
子
さ
ん
は
ひ
と
り
娘
。
一
家
の
生
活
は
、
母
親
が
近
所
の
工
場
へ
働
き
に
行
き
、
支

え
て
い
た
。
一
九
五
一
年
一
二
月
、
信
子
さ
ん
が
八
歳
の
と
き
、
父
親
が
強
制
収
容
に
あ

う
。  

保
健
所
の
人
が
ド
ド
ド
ド
ッ
と
何
人
か
で
来
て
、
父
親
を
連
れ
て
〔
行
っ
た
〕。

そ
の
あ
と
は
消
毒
。
部
屋
の
中
、
真
っ
白
に
な
る
ほ
ど
消
毒
さ
れ
ま
し
た
。
父
親
の

着
て
い
る
も
の
と
か
寝
て
る
布
団
と
か
、
み
ん
な
山
の
ほ
う
へ
持
っ
て
い
っ
て
燃
し

ち
ゃ
っ
た
。（
中
略
） 

 

こ
の
あ
と
、
近
隣
の
人
び
と
か
ら
は
厳
し
い
ま
な
ざ
し
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

そ
れ
ま
で
は
、
ま
わ
り
の
人
は
あ
ん
ま
り
偏
見
の
目
で
は
見
て
な
か
っ
た
ん
で

す
よ
。
け
っ
こ
う
近
所
付
き
合
い
も
あ
っ
た
し
、
友
達
と
も
遊
べ
た
し
。「
遊
ぶ

な
」
と
も
誰
も
言
わ
な
か
っ
た
で
す
よ
。
そ
れ
が
〔
保
健
所
の
人
が
〕
来
て
か
ら

は
も
う
駄
目
で
し
た
。
近
所
の
人
も
来
な
く
な
り
、
学
校
行
っ
て
も
や
っ
ぱ
り
、

い
じ
め
ら
れ
る
ほ
う
が
多
か
っ
た
。
あ
の
消
毒
だ
け
は
一
生
忘
れ
な
い
ね
。
真
っ
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白
に
な
り
ま
し
た
も
ん
。 

 

父
親
が
連
れ
て
行
か
れ
て
か
ら
は
も
う
、
ム
ラ
に
い
る
の
が
嫌
、
学
校
へ
行
く

の
も
嫌
、
っ
て
い
う
日
々
が
常
に
続
い
て
ま
し
た
。
母
親
が
仕
事
が
ク
ビ
に
な

る
。
生
活
が
苦
し
く
な
る
。
そ
の
つ
ど
母
親
は
「
死
の
う
、
死
の
う
、
死
の
う
」

っ
て
。
母
親
も
、
小
さ
い
わ
た
し
を
抱
え
て
こ
れ
か
ら
先
ど
う
し
た
ら
い
い
か
っ

て
い
う
こ
と
が
ア
タ
マ
に
あ
る
か
ら
ね
。「
死
の
う
、
死
の
う
」
っ
て
、
ど
れ
だ
け

言
わ
れ
た
か
わ
か
ら
な
い
。（
一
四
七
～
一
四
九
頁
） 

 

 

そ
し
て
、「
原
告
番
号
三
番
」
の
語
り
か
ら
。 

 

 

家
族
構
成
は
、
父
親
と
母
親
、
秀
子
さ
ん
よ
り
七
歳
上
の
長
姉
、
二
歳
上
の
兄
、
秀

子
さ
ん
、
三
歳
下
の
直
子
さ
ん
の
、
六
人
家
族
。
妹
の
直
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
こ
ろ
に

は
父
親
は
ハ
ン
セ
ン
病
を
発
症
し
て
い
た
。
一
九
三
九
年
、
父
親
は
瀬
戸
内
海
に
浮
か

ぶ
長
島
に
あ
る
光
明
園
へ
収
容
さ
れ
た
。
さ
ら
に
兄
も
ハ
ン
セ
ン
病
を
発
症
、
三
年
後

に
光
明
園
へ
収
容
さ
れ
て
い
る
。 

 

は
っ
き
り
と
覚
え
て
な
い
け
ど
ね
、
警
察
の
人
が
来
た
の
は
覚
え
て
る
ん
で

す
。
夏
や
っ
て
ね
、
白
い
、
海
軍
み
た
い
な
〔
制
服
〕、
そ
う
い
う
の
ン
着
て
ま
し

た
よ
。
サ
ー
ベ
ル
っ
て
い
う
ん
か
、
刀
を
吊
っ
て
ね
、
二
人
来
ま
し
た
。〔
そ
の
と

き
〕
兄
は
七
歳
や
っ
た
と
思
い
ま
す
わ
。 

 

ほ
ん
で
、
兄
が
一
〇
歳
の
と
き
〔
光
明
園
へ
〕
行
っ
た
ん
か
な
。
夜
汽
車
に
乗

っ
て
連
れ
て
行
か
れ
た
と
い
う
の
聞
い
た
け
ど
。 

 

秀
子
さ
ん
は
、
父
親
が
収
容
さ
れ
る
以
前
の
暮
ら
し
を
覚
え
て
い
る
。（
中
略
） 

 

ち
っ
さ
い
時
分
は
豊
か
な
家
に
育
っ
て
、
い
っ
ぺ
ん
に
谷
底
落
と
さ
れ
た
よ
う
な

か
ん
じ
や
か
ら
。
お
父
さ
ん
が
お
ら
へ
ん
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
れ
（
＝
マ
チ
針
作
り

の
家
内
製
造
業
）
す
る
人
が
な
く
な
っ
た
か
ら
。
そ
れ
も
ね
、
た
だ
の
病
気
や
っ
た

ら
、
仕
事
に
来
て
る
人
が
し
て
く
れ
る
。「
ら
い
病
」
っ
ち
ゅ
う
病
気
で
、
も
う
誰

も
近
寄
り
ま
せ
ん
も
ん
ね
。（
一
七
二
～
一
七
三
頁
） 

 8 

こ
の
青
年
も
原
告
に
加
わ
っ
て
い
る
。「
原
告
番
号
四
七
番
」
で
あ
る
。 

 9 

わ
た
し
と
黒
坂
愛
衣
の
共
著
で
、
岩
波
書
店
の
総
合
月
刊
誌
『
世
界
』
の
二
〇
一
八
年
九

月
号
か
ら
、「
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
の
語
り
・
家
族
の
語
り
」
と
題
す
る
連
載
を
書
き
始
め

た
。
そ
の
二
回
目
に
、
こ
の
「
原
告
番
号
二
三
番
」
の
男
性
か
ら
の
聞
き
取
り
事
例
が
掲
載

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。 

 1
0 

そ
れ
に
し
て
も
、
国
の
機
関
が
社
会
的
差
別
の
加
担
者
で
あ
り
続
け
る
事
態
に
は
、
わ
た

し
は
言
葉
を
失
う
。
わ
た
し
が
現
役
の
助
教
授
、
教
授
だ
っ
た
と
き
に
は
、
よ
く
人
権
問
題

の
講
演
会
や
研
修
会
の
講
師
に
呼
ば
れ
た
。
企
業
関
係
者
相
手
の
研
修
の
場
で
、
部
落
問

題
・
在
日
コ
リ
ア
ン
問
題
に
か
か
わ
っ
て
〝
就
職
差
別
を
し
な
い
よ
う
に
〟
訴
え
て
も
、
最

後
の
質
疑
応
答
の
場
面
で
、
〝
国
や
行
政
は
、
わ
た
し
ど
も
民
間
に
は
、
雇
用
で
差
別
を
す

る
な
と
言
う
。
し
か
し
、
国
、
行
政
自
身
が
、
国
籍
条
項
と
や
ら
を
設
け
て
在
日
朝
鮮
人
・

韓
国
人
を
排
除
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。
国
、
行
政
が
差
別
を
な
く
す
よ
う
に
率
先
し
て
取
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り
組
ん
で
い
て
、
わ
た
し
ど
も
民
間
に
も
同
じ
こ
と
を
要
請
し
て
く
る
な
ら
と
も
か
く
、
自

ら
は
採
用
に
あ
た
っ
て
排
除
し
て
お
き
な
が
ら
、
わ
た
し
ど
も
だ
け
に
雇
用
差
別
を
す
る
な

と
お
っ
し
ゃ
る
の
は
腑
に
落
ち
な
い
。
講
師
の
先
生
の
ご
意
見
を
賜
り
た
い
〟
と
い
っ
た
鋭

い
疑
義
に
遭
っ
た
こ
と
が
何
度
も
あ
っ
た
。
社
会
的
差
別
を
な
く
し
て
い
く
た
め
に
は
、
国

に
は
範
を
示
し
て
い
た
だ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。 

 1
1 

ち
な
み
に
、
わ
た
し
が
直
接
聞
き
取
り
を
し
た
人
た
ち
だ
け
で
も
、「
原
告
番
号
五
番
」

の
女
性
、「
原
告
番
号
一
〇
番
」
の
男
性
、「
原
告
番
号
二
三
番
」
の
男
性
、
そ
し
て
「
原
告

番
号
一
八
八
番
」
の
女
性
の
顔
が
、
パ
ッ
と
思
い
浮
か
ぶ
。
こ
れ
は
、
か
れ
ら
に
留
ま
る
衝

撃
で
は
な
い
。
か
れ
ら
の
子
、
孫…

…

と
衝
撃
の
連
鎖
は
留
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。
自

分
の
親
が
、
祖
父
母
が
、
生
ま
れ
る
以
前
の
と
こ
ろ
で
、
国
家
の
政
策
に
よ
っ
て
命
の
芽
を

摘
み
取
ら
れ
よ
う
と
し
た
な
ど
と
、
ど
の
よ
う
な
顔
を
し
て
語
り
継
ぐ
こ
と
が
で
き
よ
う

か
。
語
り
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
〝
政
府
が
自
ら
の
過
ち
を
率
直
に
認
め
、
謝
罪

し
、
反
省
し
、
心
を
入
れ
換
え
て
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
二
度
と
起
き
る
お
そ
れ
が
微
塵
も

な
い
社
会
に
、
こ
の
社
会
は
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
だ
よ
〟
と
、
親
が
子
に
、
祖
父
母
が
孫
に

語
れ
る
社
会
が
実
現
し
た
と
き
で
あ
ろ
う
。 

 1
2 

こ
の
『
千
葉
県
Ａ
市
・
Ｂ
町
に
お
け
る
同
和
教
育
実
態
調
査
報
告
書
』
は
、
平
成
一
七
年

度
文
部
科
学
省
人
権
教
育
推
進
の
た
め
の
調
査
研
究
事
業
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
た

も
の
で
、
わ
た
し
と
黒
坂
愛
衣
が
中
心
に
な
っ
て
お
こ
な
っ
た
調
査
で
あ
る
。 

 1
3 

韓
国
で
も
、
か
つ
て
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
た
ち
は
〝
物
乞
い
〟
を
生
業
（
な
り
わ
い
）

と
し
て

生
き
て
い
た
。
一
九
二
七
年
に
韓
国
の
慶
尚
北
道
に
生
ま
れ
た
韓
（
ハ
ン
）

億
洙
（
オ
ク
ス
）

は
、

一
九
三
五
年
に
日
本
に
渡
っ
て
来
た
。
二
〇
〇
三
年
九
月
、
栗
生
楽
泉
園
で
お
話
を
伺
っ
た

が
、
彼
は
朝
鮮
半
島
で
の
子
ど
も
時
代
に
見
聞
き
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
た
。 

  

わ
た
し
が
生
ま
れ
た
〔
韓
国
の
〕
村
で
は
、〔
む
か
し
、
こ
の
病
気
を
〕
門
童
病
（
ム
ン

ド
ン
ビ
ョ
ン
）

ち
ゅ
う
ん
で
す
よ
。
よ
く
も
こ
ん
な
言
葉
が
あ
る
な
ぁ
と
思
っ
て
感
心
し
た

こ
と
は
ね
、
よ
う
す
る
に
日
本
で
ね
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
こ
と
を
、
昔
は
、
遺
伝
病
だ
っ

て
言
っ
た
。
遺
伝
病
っ
て
い
う
の
は
、
そ
の
家
の
家
門
の
ね
、
引
き
継
い
で
き
た
病
気

だ
と
。
門
童
（
ム
ン
ド
ン
）

っ
て
い
う
こ
と
の
意
味
の
な
か
に
も
、
そ
う
い
う
あ
れ
が
含
ま

れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
門
（
ム
ン
）

ち
ゅ
う
の
は
、
家
門
で
す
。
よ
う
す
る
に
、
そ
の
家
系

の
ね
、
そ
の
血
筋
の
病
気
（
あ
れ
）

を
意
味
す
る
。（
中
略
） 

 

〔
韓
国
で
も
「
ら
い
病
」
は
〕
嫌
い
ま
す
。
あ
る
意
味
で
は
、
日
本
以
上
に
、
そ
う
い

う
も
の
に
対
す
る
差
別
意
識
は
強
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
ね
、
伝
染
を
す
る
、
う

つ
る
と
か
な
ん
と
か
っ
て
い
う
、
そ
う
い
う
忌
み
嫌
い
方
は
し
ま
せ
ん
ね
。
ど
ち
ら
か

ち
ゅ
う
と
、
も
う
少
し
人
間
的
に
あ
た
た
か
い
感
じ
の
差
別
、
っ
て
言
う
ん
で
し
ょ
う

か
。
さ
っ
き
言
っ
た
よ
う
な
、
門
童
（
ム
ン
ド
ン
）

の
意
味
あ
い
に
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
け

ど
ね
。
そ
う
い
う
感
じ
の
あ
り
方
が
あ
る
。 

 

わ
た
し
、
子
ど
も
の
頃
の
こ
と
を
思
い
起
こ
し
ま
す
と
ね
、
韓
国
に
は
、
こ
の
ハ
ン
セ

ン
病
が
多
い
ん
で
す
よ
。
わ
た
し
は
ね
、
八
つ
の
と
き
に
日
本
に
来
ま
し
た
け
ど
ね
、
そ

の
前
の
、
自
分
の
育
っ
た
と
き
の
記
憶
を
た
ど
っ
て
み
ま
す
と
ね
、
た
と
え
ば
、
夏
の
朝
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な
ん
か
ね
、
む
こ
う
は
マ
ダ
ン
っ
て
ね
、
庭
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
そ
の
庭
に
、
筵
（
む
し

ろ
）

を
敷
（
ひ
）

い
て
、
家
族
が
五
人
な
ら
五
人
、
座
れ
る
場
所
を
作
っ
て
、
お
膳
の
大
き

い
の
に
、
い
ろ
ん
な
食
い
物
を
載
っ
け
て
で
す
ね
、
食
事
を
す
る
ん
で
す
け
ど…

…

。
西

瓜
に
ち
ょ
っ
と
似
た
〔
植
物
で
〕
夕
顔
っ
て
、
あ
り
ま
す
ね
。
実
が
な
る
ん
で
す
よ
。
あ

れ
の
熟
し
た
や
つ
を
割
っ
て
、
中
を
掻
き
だ
し
て
、
乾
か
す
と
ね
、
こ
う
い
う
容
器
（
も

の
）

が
で
き
る
わ
け
な
ん
で
す
。
ひ
じ
ょ
う
に
丈
夫
な
ね
、
叩
く
と
カ
ン
カ
ン
と
音
の
す

る
。―

―

朝
、
食
事
時
に
な
る
と
、〔
ハ
ン
セ
ン
病
の
〕
患
者
が
で
す
ね
、
そ
う
い
う
も

の
を
み
ん
な
下
げ
て
ね
、「
パ
プ
チ
ョ
ム
ヂ
ュ
ソ
ォ
ー
」
な
ん
ち
ゅ
っ
て
、
ま
わ
っ
て
来

る
ん
で
す
よ
。「
ご
飯
少
し
く
だ
さ
い
」
ち
ゅ
う
意
味
で
ね
。
パ
プ
ち
ゅ
う
の
は
ご
飯
で

す
か
ら
。
そ
う
す
る
と
ね
、
家
の
人
た
ち
は
ね
、
自
分
の
ど
ん
ぶ
り
か
ら
、
お
か
ず
や
ご

飯
を
ね
、
真
鍮
の
シ
ャ
モ
ジ
で
も
っ
て
、
も
ら
い
に
来
た
人
た
ち
の
食
器
に
で
す
ね
、
や

る
ん
で
す
。
ひ
じ
ょ
う
に
、
あ
た
た
か
み
が
あ
り
ま
す
よ
。
け
っ
し
て
ね
、
汚
い
と
か
病

気
が
う
つ
る
と
か
な
ん
て
い
う
感
じ
じ
ゃ
な
く
っ
て
、
か
わ
い
そ
う
だ
な
っ
て
い
う
。

（『
栗
生
楽
泉
園
入
所
者
証
言
集 

下
』
五
八
～
五
九
頁
） 

  

こ
の
韓
億
洙
の
語
り
の
な
か
の
「
遺
伝
病
」
う
ん
ぬ
ん
は
、
い
わ
ば
後
か
ら
上
書
き
さ
れ

た
情
報
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
取
り
払
っ
て
、
彼
の
言
わ
ん
と
し
て
い
る
の
は
、
ハ
ン
セ
ン

病
は
〝
家
門
の
病
気
〟
だ
と
い
う
こ
と
だ
と
読
み
取
る
必
要
が
あ
る
。
韓
国
で
も
、
や
は

り
、
ハ
ン
セ
ン
病
は
〝
家
系
〟
〝
血
筋
〟
〝
家
筋
〟
の
病
と
し
て
人
び
と
に
表
象
さ
れ
て
い

た
わ
け
で
あ
る
。―

―

い
ま
思
い
出
し
た
が
、
長
年
、
松
丘
保
養
園
の
園
長
を
務
め
ら
れ
た

福
西
征
子
（
ゆ
き
こ
）

の
『
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
に
生
き
た
女
た
ち
』（
昭
和
堂
、
二
〇
一
六

年
）
で
も
、
彼
女
は
東
北
地
方
で
は
い
ま
だ
に
「
ド
ス
の
マ
ケ
」
と
い
う
観
念
が
根
強
く
残

っ
て
い
る
こ
と
を
嘆
い
て
お
ら
れ
た
。「
ド
ス
」
は
東
北
・
北
陸
地
方
で
の
ハ
ン
セ
ン
病
に

対
す
る
差
別
語
で
あ
り
、「
マ
ケ
」
は
イ
ッ
ケ
、
つ
ま
り
は
家
門
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、

こ
の
文
献
自
体
を
書
架
か
ら
探
し
出
す
時
間
的
余
裕
が
な
い
の
で
、
こ
の
こ
と
は
読
書
し
た

記
憶
に
基
づ
い
て
書
い
て
い
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。 

 

話
を
韓
国
に
戻
す
。
わ
た
し
た
ち
は
、
二
〇
一
二
年
～
二
〇
一
七
年
の
六
年
間
、
毎
年
、

韓
国
に
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
調
査
の
旅
に
出
か
け
た
。
国
立
ソ
ロ
ク
ト
病
院
に
は
二
回
訪
問
、

宗
教
的
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
も
っ
た
い
く
つ
か
の
民
間
の
施
設
、
そ
し
て
、
ハ
ン
セ
ン
病

回
復
者
（
韓
国
で
は
「
ハ
ン
セ
ン
人
」
と
言
う
）
と
そ
の
家
族
が
暮
ら
す
「
定
着
村
」
を
十

数
ヵ
所
ま
わ
っ
て
、
聞
き
取
り
を
し
た
。
そ
こ
で
聞
い
た
話
に
、
戦
後
、
ま
だ
「
定
着
村
運

動
」
が
始
ま
る
前
、
外
出
制
限
の
厳
し
か
っ
た
ソ
ロ
ク
ト
（
小
鹿
島
）
か
ら
脱
出
し
て
、
社

会
の
片
隅
に
群
れ
集
う
ハ
ン
セ
ン
人
の
と
こ
ろ
に
身
を
寄
せ
る
人
が
後
を
絶
た
な
か
っ
た
と

い
う
。
な
ぜ
そ
う
す
る
か
と
い
え
ば
、
そ
こ
を
拠
点
に
〝
物
貰
い
〟
を
し
て
歩
く
ほ
う
が
、

国
の
収
容
施
設
で
あ
る
ソ
ロ
ク
ト
に
い
る
よ
り
も
〝
た
ら
ふ
く
〟
食
べ
ら
れ
た
か
ら
だ
そ
う

だ
。 

 

か
つ
て
奄
美
に
は
慣
行
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
、
月
に
二
回
、
決
ま
っ
た
日
に
、

ハ
ン
セ
ン
病
罹
患
者
た
ち
が
必
要
な
物
を
貰
い
に
来
た
と
き
に
は
、
断
れ
な
い
。
断
れ
ば
、

呪
い
が
か
け
ら
れ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
話
と
合
わ
せ
て
、
前
近
代
社
会
の
日
本
や

朝
鮮
半
島
で
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
罹
っ
た
人
た
ち
が
〝
物
貰
い
〟
を
す
る
の
は
、
あ
る
意
味

で
一
つ
の
権
利
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
、
人
び
と
に
受
け
取
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
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る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
背
景
に
は
、
前
近
代
の
呪
術
性
を
帯
び
た
世
界
観
の
な
か

に
人
び
と
が
生
き
て
い
た
時
代
に
は
、「
癩
者
」
と
は
、
大
気
中
に
漂
う
邪
気
の
よ
う
な
も

の
、
あ
る
種
の
ケ
ガ
レ
を
一
身
に
引
き
受
け
て
く
れ
た
存
在
と
し
て
表
象
さ
れ
て
い
た
の
で

は
な
い
か
。
ゆ
え
に
、
単
に
忌
避
し
て
す
む
存
在
で
は
な
く
、
畏
敬
の
念
も
お
の
ず
と
抱
か

ざ
る
を
得
な
い
存
在
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
自
分
た
ち
の
身
代
わ
り
に
ケ
ガ
レ
を
一
身

に
引
き
受
け
て
く
れ
た
対
価
と
し
て
、
食
べ
物
を
恵
む
こ
と
は
当
然
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。 

 
1

4 

こ
の
聞
き
取
り
全
体
は
、
二
〇
一
九
年
三
月
刊
予
定
の
埼
玉
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学

研
究
科
（
学
際
系
）
紀
要
『
日
本
ア
ジ
ア
研
究
』
第
一
六
号
に
掲
載
予
定
で
あ
る
。 

 1
5 

同
様
の
か
た
ち
で
、
一
九
九
七
年
度
に
は
千
葉
県
内
の
松
戸
市
、
酒
々
井
町
、
野
田
市
三

市
町
の
住
民
を
対
象
に
、
一
九
九
八
年
度
に
は
佐
原
市
、
神
埼
町
、
大
栄
町
三
市
町
の
住
民

を
対
象
に
、
ほ
ぼ
同
一
の
調
査
票
を
用
い
て
意
識
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
三
年
続
け
て
、

統
計
的
意
識
調
査
を
お
こ
な
っ
た
と
こ
ろ
、
き
わ
め
て
安
定
し
た
調
査
結
果
が
得
ら
れ
た
の

で
、
こ
れ
以
上
同
一
の
調
査
票
に
よ
る
調
査
の
実
施
は
公
金
の
無
駄
遣
い
と
判
断
し
、
翌
年

か
ら
は
他
の
社
会
学
者
に
調
査
の
実
施
を
委
ね
た
。
こ
こ
で
は
煩
瑣
を
避
け
る
た
め
、
一
九

九
九
年
度
調
査
の
結
果
だ
け
を
取
り
上
げ
る
。 

 1
6 

社
会
学
者
の
な
か
に
は
、「
被
害
と
加
害
の
二
重
性
」
な
ど
と
い
う
、
気
取
っ
た
感
じ
の

用
語
法
で
も
っ
て
、
ハ
ン
セ
ン
病
家
族
の
問
題
を
説
明
し
て
い
る
人
が
い
る
の
を
見
か
け
た

こ
と
が
あ
る
が
、
わ
た
し
た
ち
の
知
る
か
ぎ
り
、
そ
の
研
究
者
は
ま
っ
た
く
家
族
た
ち
か
ら

の
聞
き
取
り
を
し
て
い
な
い
。
「
れ
ん
げ
草
の
会
（
ハ
ン
セ
ン
病
遺
族
・
家
族
の
会
）」
に
も

顔
を
出
し
た
こ
と
は
な
い
。
あ
る
家
族
が
出
し
た
自
分
史
の
本
が
文
献
に
あ
が
っ
て
い
た
だ

け
で
あ
る
。
社
会
学
者
の
な
か
に
も
、
集
中
的
な
調
査
も
し
な
い
で
、
こ
の
よ
う
な
記
述
を

す
る
人
が
い
る
こ
と
は
、
同
じ
社
会
学
者
と
し
て
残
念
で
は
あ
る
。 
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【
加
筆
補
正
】 

 
「
意
見
書
（
責
任
論
）
」
を
書
き
上
げ
た
の
が
二
〇
一
八
年
九
月
。
い
ま
、
二
〇
二
一
年
三
月

初
旬
に
校
正
ゲ
ラ
を
読
み
直
し
て
い
て
、
自
分
の
記
述
に
不
十
分
な
と
こ
ろ
、
間
違
っ
て
い
た

と
こ
ろ
が
あ
る
の
に
気
づ
い
た
。
加
筆
補
正
を
し
て
お
き
た
い
。 

 

そ
れ
は
、
強
制
隔
離
政
策
と
無
癩
県
運
動
が
な
け
れ
ば
と
っ
く
の
昔
に
消
失
し
て
い
た
に

違
い
な
い
も
の
と
い
う
位
置
付
け
を
伴
っ
て
で
あ
れ
、
わ
た
し
自
身
が
「
こ
の
病
気
が
も
た
ら

す
外
貌
の
変
形
へ
の
人
び
と
の
〝
素
朴
な
恐
怖
感
に
基
づ
く
忌
避
感
情
〟
」
と
い
う
記
述
を

「
意
見
書
」
の
な
か
で
し
て
し
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
か
か
わ
る
。 

 

こ
の
気
づ
き
の
き
っ
か
け
は
、
二
〇
二
〇
年
一
二
月
二
二
日
に
開
か
れ
た
厚
労
省
・
法
務

省
・
文
科
省
相
手
の
第
三
回
「
ハ
ン
セ
ン
病
に
係
る
偏
見
差
別
の
解
消
に
向
け
た
協
議
」
の
場

で
の
ハ
ン
セ
ン
病
家
族
訴
訟
原
告
団
副
団
長
の
黄
光
男
フ
ァ
ン
グ
ァ
ン
ナ
ム

さ
ん
の
次
の
発
言
で
あ

っ
た
。 

 

 

今
年
の
九
月
に
芦
屋
市
の
職
員
が
差
別
発
言
を
し
ま
し
た
。
市
民
グ
ル
ー
プ
が
市
役
所

の
ロ
ビ
ー
で
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
パ
ネ
ル
展
示
を
し
た
い
と
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
、
断
ら

れ
た
。
断
る
理
由
と
し
て
そ
の
職
員
が
言
っ
た
の
は
、
「
ハ
ン
セ
ン
病
の
人
の
顔
が
パ
ネ

ル
で
ず
ら
り
と
並
べ
ら
れ
た
ら
、
気
持
ち
悪
く
な
る
市
民
が
い
る
。
だ
か
ら
、
パ
ネ
ル
展

示
は
ダ
メ
で
す
」
と
。「
気
持
ち
悪
く
な
る
」
っ
て
言
わ
れ
た
当
事
者
の
み
な
さ
ん
、
ど

ん
な
思
い
に
な
り
ま
す
か
？ 

わ
た
し
は
〔
関
西
の
〕
退
所
者
グ
ル
ー
プ
「
い
ち
ょ
う
の

会
」
と
一
緒
に
、
芦
屋
市
に
「
説
明
を
聞
き
た
い
」
と
申
し
入
れ
て
、
こ
の
一
二
月
に
話

し
合
い
を
さ
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、
人
権
・
男
女
共
生
課
の
課
長
は
「
本
人
に

聴
き
取
り
し
た
け
ど
、
そ
ん
な
発
言
を
し
て
な
い
」「
〔
言
っ
た
の
は
〕
パ
ネ
ル
が
ず
ら
り
と

並
べ
ら
れ
た
ら
、
市
民
の
人
が
び
っ
く
り
す
る
だ
ろ
う
」
。
言
葉
を
ち
ょ
っ
と
入
れ
替
え

て
き
た
。
ま
ぁ
、「
び
っ
く
り
す
る
」
と
い
う
言
葉
も
、
ち
ょ
っ
と
お
か
し
な
話
で
す
け

ど
ね
。
わ
た
し
は
課
長
に
「
こ
の
職
員
の
発
言
は
差
別
事
象
に
あ
た
り
ま
す
か
？
」
っ
て

質
問
し
た
。
そ
し
た
ら
課
長
は
、「
差
別
事
象
に
は
あ
た
り
ま
せ
ん
」。
差
別
発
言
を
し
た

職
員
本
人
と
、
こ
の
課
長
の
「
差
別
事
象
に
あ
た
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
、
こ
の
二
つ
の
問

題
、
ど
っ
ち
も
す
ご
く
大
き
な
問
題
で
す
。 

  

気
に
な
っ
た
の
で
、
ハ
ン
セ
ン
病
家
族
訴
訟
の
熊
本
地
裁
判
決
（
二
〇
一
九
年
六
月
二
八
日
）

が
「
偏
見
」
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
の
か
を
読
み
返
し
て
み
た
。 

 

判
決
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
た
い
す
る
偏
見
の
形
成
、
強
化
の
過
程
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に

判
示
し
て
い
る
。 

 

 

昭
和
一
六
年
に
は
全
府
県
で
無
ら
い
県
運
動
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
い
っ
て
、
昭

和
一
八
年
頃
に
は
、
大
多
数
の
国
民
の
間
で
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
に
対
し
隔
離
収
容
さ
れ

て
当
然
で
あ
り
、
忌
避
・
排
除
さ
れ
る
べ
き
存
在
で
あ
る
と
の
共
通
認
識
を
持
ち
（
そ
の

意
味
に
お
い
て
、
原
告
ら
の
主
張
す
る
集
合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
の
形
成
・
成
立
）
、
全
国
津
々

浦
々
、
患
者
の
発
見
や
密
告
に
協
力
す
る
体
制
が
で
き
あ
が
っ
た
と
い
え
る
。
／
ま
た
、

大
多
数
の
国
民
に
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
の
偏
見
が
根
付
き
、
こ
の
よ
う
な
体
制
が
築
き

上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
、
以
後
の
隔
離
政
策
等
の
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
に
対
す
る
政
策
が
支
持

さ
れ
る
基
盤
と
な
っ
た
。（
三
〇
二
頁
） 

  

当
時
の
国
民
ら
の
間
で
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
因
習
が
根
深
く
、
ハ
ン
セ
ン
病
隔
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離
政
策
等
を
策
定
し
た
政
府
官
僚
、
政
治
家
等
、
無
ら
い
県
運
動
を
遂
行
し
た
府
県
等
の

役
場
職
員
、
警
察
官
及
び
学
校
教
員
等
、
さ
ら
に
科
学
的
論
理
的
に
考
え
る
国
民
等
に
は

伝
染
病
と
正
解
す
る
者
が
い
て
も
、
そ
れ
ま
で
の
因
習
に
よ
る
認
識
、
意
識
か
ら
、
国
家

に
よ
っ
て
隔
離
収
容
さ
れ
る
の
は
、
や
は
り
天
刑
病
、
業
病
だ
か
ら
と
考
え
る
者
、
体
質

的
遺
伝
性
疾
病
観
で
考
え
る
者
、
非
科
学
的
非
論
理
的
で
も
伝
染
病
で
あ
り
遺
伝
病
、
天

刑
病
で
も
あ
る
と
考
え
る
者
が
お
り
、
さ
ら
に
、
医
学
的
な
こ
と
は
置
い
て
、
隔
離
収
容

と
ハ
ン
セ
ン
病
の
症
状
で
あ
る
外
貌
の
大
き
な
変
化
、
醜
状
化
と
を
結
び
つ
け
て
認
識
す

る
者
も
い
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
当
時
の
国
民
ら
の
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
認
識
と
し

て
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
が
国
家
に
よ
っ
て
隔
離
収
容
さ
れ
る
恐
い
病
気
で
あ
る
と
の
認
識
や
、

優
生
思
想
も
あ
い
ま
っ
て
、
罹
患
し
た
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
だ
け
で
な
く
そ
の
近
く
に
い
る

家
族
も
排
斥
す
べ
き
者
で
あ
る
と
の
認
識
で
は
、
共
通
し
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、

ひ
と
た
び
形
成
さ
れ
た
偏
見
差
別
の
意
識
は
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
そ
の
根
拠
や
理
由

が
忘
れ
去
ら
れ
、
そ
う
で
な
く
て
も
曖
昧
に
な
り
が
ち
で
あ
る
た
め
、
無
ら
い
県
運
動
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
偏
見
や
差
別
も
、
そ
の
根
拠
や
理
由
が
あ
い
ま
い
な
嫌
悪
感
や
忌

避
感
に
変
形
し
な
が
ら
少
な
く
と
も
世
代
が
変
わ
る
ま
で
残
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。

（
三
〇
三
～
三
〇
四
頁
） 

  

大
筋
は
妥
当
だ
が
、
最
後
の
「
少
な
く
と
も
世
代
が
変
わ
る
ま
で
残
る
」
と
い
う
捉
え
方
を

み
る
と
、
遠
藤
浩
太
郎
裁
判
長
ら
は
わ
た
し
の
提
起
し
た
《
集
合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
が

個
々
人
か
ら
外
在
し
た
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
肝
心
な
点
を
、
ち
ゃ

ん
と
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
わ
た
し
は
、
二
〇
一
九
年
五
月
二
〇

日
の
宮
古
南
静
園
で
の
第
一
五
回
ハ
ン
セ
ン
病
市
民
学
会
「
家
族
訴
訟
分
科
会
」
で
、
次
の
よ

う
に
発
言
し
て
い
る
。 

 

 

か
つ
て
は
、
社
会
の
片
隅
で
あ
れ
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
罹
っ
た
人
た
ち
が
ひ
っ
そ
り
と
暮

ら
す
ぶ
ん
に
は
、
そ
れ
は
認
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
と
い
う
リ

プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
イ
ツ
も
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
強
制
隔
離
政
策
と
無
癩
県
運
動
が

作
っ
ち
ゃ
っ
た
の
は
、
も
う
、
子
ど
も
は
産
ま
せ
な
い
と
い
う
こ
と
と
、
そ
れ
か
ら
、
社

会
の
中
に
は
ど
ん
な
と
こ
で
あ
れ
居
場
所
は
認
め
な
い
、
追
い
出
す
と
い
う
、
そ
こ
ま
で

行
っ
ち
ゃ
っ
た
わ
け
で
す
。 

 

そ
う
い
う
か
た
ち
で
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
偏
見
が
で
き
て
い
っ
て
、
そ
の
偏
見
が
ぼ

く
の
い
う
《
集
合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
と
い
う
ふ
う
に
外
在
性
と
拘
束
性
を
備
え
た

も
の
と
し
て
で
き
あ
が
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
は
、
何
を
意
味
す
る
か
と
い
う
と
、
偏

見
と
い
う
の
は
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
シ
ス
テ
ム
と
い
う

の
は
、
各
部
分
が
入
れ
替
わ
っ
て
も
全
体
は
維
持
さ
れ
る
と
い
う
の
が
シ
ス
テ
ム
な
ん
で

す
ね
。
だ
か
ら
、
差
別
の
問
題
で
い
う
と
、
〝
い
ま
の
年
寄
り
が
み
ん
な
死
ん
で
し
ま
え

ば
、
偏
見
差
別
は
な
く
な
る
〟
と
い
う
言
わ
れ
方
が
さ
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
う
は
な

ら
な
い
。
部
落
問
題
に
ぼ
く
が
か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
も
う
四
十
数
年
前
で
す
が
、

そ
の
当
時
も
〝
い
ま
の
年
寄
り
が
み
ん
な
死
ん
で
し
ま
え
ば
部
落
差
別
は
な
く
な
る
〟

と
言
わ
れ
て
ま
し
た
。
で
も
、
四
十
数
年
経
っ
て
、
そ
の
と
き
〝
い
ま
の
年
寄
り
〟
と
言

わ
れ
た
人
た
ち
は
み
な
さ
ん
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
け
ど
、
い
ま
だ
に
〔
部
落
差
別

は
〕
な
く
な
り
ま
せ
ん
。
部
分
が
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
入
れ
替
わ
っ
て
も
、
シ
ス
テ
ム
と

し
て
の
偏
見
は
続
い
て
い
く
ん
で
す
ね
。 
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判
決
か
ら
の
引
用
に
戻
ろ
う
。
判
決
は
、
い
ま
だ
に
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
や
そ
の
家
族
に
た

い
す
る
差
別
が
な
く
な
ら
な
い
現
状
に
お
け
る
偏
見
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に

説
明
し
て
の
け
る
。 

 

 

古
来
の
、
ハ
ン
セ
ン
病
は
遺
伝
（
家
系
、
家
筋
）
病
で
あ
る
と
の
迷
信
に
基
づ
く
偏
見
差

別
や
、
業
病
や
天
刑
病
と
い
っ
た
宗
教
観
や
迷
信
に
基
づ
く
偏
見
差
別
、
外
貌
の
醜
状
や

大
き
な
変
化
に
よ
る
差
別
が
あ
っ
た
上
、
ハ
ン
セ
ン
〔
病
〕
隔
離
政
策
等
に
よ
っ
て
、
ハ

ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
特
別
な
病
気
で
あ
る
と
の
印
象
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
ハ
ン

セ
ン
病
を
業
病
や
天
刑
病
等
と
〔
み
る
〕
因
習
に
よ
る
考
え
も
な
く
な
ら
ず
、
ま
た
、
ハ

ン
セ
ン
病
が
そ
の
患
者
の
隔
離
が
必
要
で
あ
る
ほ
ど
の
特
別
の
病
気
で
あ
る
と
い
う
誤

っ
た
認
識
が
広
ま
っ
た
こ
と
で
、
ハ
ン
セ
ン
病
が
容
易
に
治
癒
す
る
よ
う
に
な
っ
た
後
に

お
い
て
も
、
あ
た
か
も
医
学
的
根
拠
に
基
づ
く
か
の
ご
と
く
隔
離
政
策
が
継
続
さ
れ
、
新

法
廃
止
に
至
る
ま
で
、
隔
離
政
策
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
大
多
数
の

国
民
ら
の
間
で
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
恐
怖
心
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と

い
え
る
。
そ
し
て
、
隔
離
政
策
が
上
記
の
と
お
り
継
続
し
た
た
め
に
、
新
法
廃
止
と
と
も

に
、
ハ
ン
セ
ン
病
が
隔
離
す
る
必
要
の
な
い
病
気
で
あ
る
旨
を
厚
生
大
臣
が
公
式
に
発
表

す
る
な
ど
し
て
も
、
一
定
の
効
果
は
あ
っ
た
と
い
え
る
も
の
の
、
多
く
の
国
民
ら
に
偏
見

差
別
の
意
識
が
残
っ
た
。（
四
二
四
～
四
二
五
頁
） 

  

一
旦
差
別
意
識
が
作
出
さ
れ
る
と
、
理
由
を
問
わ
な
い
嫌
悪
感
や
忌
避
感
に
変
化
す
る

こ
と
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
た
め
、〔
平
成
八
年
の
〕
新
法
廃
止
に
関
す
る
報
道
並
び
に
平
成

一
三
年
の
熊
本
判
決
、
控
訴
断
念
、〔
首
相
〕
談
話
及
び
国
会
謝
罪
決
議
採
択
に
関
す
る
一

連
の
報
道
等
に
よ
り
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
が
周
知
さ
れ
た
こ
と
等
を

受
け
、
正
し
い
知
識
を
有
し
な
が
ら
差
別
す
る
者
が
い
る
。
ハ
ン
セ
ン
病
が
感
染
し
に
く

く
、
か
つ
、
治
癒
す
る
病
気
で
あ
っ
て
、
隔
離
す
る
必
要
が
な
い
と
い
っ
た
正
し
い
知
識

を
有
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
差
別
を
す
る
者
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
隔
離
政
策
等
が
作
り

出
し
た
疾
病
観
か
ら
は
解
放
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
に
差
別
意
識
を
有
す
る
の

で
あ
る
か
ら
、
ハ
ン
セ
ン
病
隔
離
政
策
等
の
影
響
を
受
け
な
い
と
こ
ろ
で
差
別
意
識
を
抱

く
よ
う
に
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
実
際
に
、
ハ
ン
セ
ン
病
隔
離
政
策
等
が
開
始
す
る
以

前
に
お
い
て
も
、
後
遺
症
に
よ
る
外
見
の
醜
状
を
理
由
と
し
て
差
別
意
識
を
抱
く
者
が
一

定
数
い
た
こ
と
、
ハ
ン
セ
ン
病
と
全
く
関
係
な
く
障
害
や
病
気
に
よ
っ
て
生
じ
た
見
た
目

を
理
由
に
差
別
意
識
を
抱
く
者
が
一
定
数
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
し

て
差
別
意
識
を
有
し
て
い
る
者
の
中
に
、
因
習
に
よ
る
も
の
も
含
め
、
ハ
ン
セ
ン
病
隔
離

政
策
等
の
影
響
を
受
け
な
い
と
こ
ろ
で
、
見
た
目
等
を
理
由
に
差
別
意
識
を
抱
く
よ
う
に

な
っ
た
者
が
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。（
四
二
五
～
四
二
六
頁
） 

  

遠
藤
裁
判
長
ら
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
た
い
す
る
偏
見
は
、
相
互
に
独
立
し
た
四
つ
の
要
素
か

ら
な
る
と
述
べ
て
い
る
。
一
つ
は
「
遺
伝
（
家
系
、
家
筋
）
病
で
あ
る
と
の
迷
信
」。
二
つ
が
「
業

病
や
天
刑
病
と
い
っ
た
宗
教
観
や
迷
信
」。
三
つ
が
「
外
貌
の
醜
状
や
大
き
な
変
化
」
に
た
い

す
る
忌
避
感
（
こ
れ
は
、
い
わ
ば
人
間
の
自
然
な
身
体
反
応
と
し
て
表
象
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
か
ぎ
り
、

超
歴
史
的
な
現
象
と
思
念
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
）
。
四
つ
が
「
ハ
ン
セ
ン
病
隔
離
政
策
等
が
作
り
出

し
た
」「
患
者
の
隔
離
が
必
要
で
あ
る
ほ
ど
の
特
別
の
病
気
で
あ
る
と
い
う
誤
っ
た
認
識
」
で

あ
る
。 

 

遠
藤
裁
判
長
ら
は
、
国
に
は
隔
離
政
策
等
が
作
出
し
た
、
旧
来
の
偏
見
差
別
と
は
次
元
の
違
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っ
た
「
社
会
構
造
」
と
ま
で
言
う
べ
き
新
た
な
偏
見
差
別
を
除
去
す
る
法
的
義
務
が
あ
る
と 

認
定
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
方
法
と
し
て
は
も
っ
ぱ
ら
「
正
し
い
知
識
」
を
与
え
る
こ
と
に
求

め
た
（
こ
こ
で
は
、
も
は
や
、
わ
た
し
の
提
起
し
た
《
集
合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
概
念
を
ま
っ
た
く
理

解
し
て
い
な
い
）
。
そ
し
て
、
判
決
で
は
こ
う
述
べ
て
い
た
。 

 

 

被
告
〔
国
〕
は
、
平
成
一
〇
年
以
降
、
毎
年
、「
ハ
ン
セ
ン
病
を
正
し
く
理
解
す
る
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
を
（
中
略
）
開
催
し
、
講
演
、
療
養
所
の
案
内
ビ
デ
オ
の
放
映
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
講
師
や
入
所
者
自
治
会
代
表
と
参
加
者
と
の
意
見
交
換
を
（
中
略
）
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
参
加
者
に
対
し
て
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
与
え
る
こ

と
で
、
間
違
っ
た
認
識
に
基
づ
く
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
家
族
に
対
す
る
偏
見
差
別
の
発
生
を

防
止
し
、
又
は
解
消
す
る
と
い
う
効
果
を
有
し
て
お
り
、
社
会
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
家
族
に
対
す
る
偏
見
差
別
の
除
去
に
と
っ
て
、
一
定
の
効
果
を
有
し
て
い
る
と
い
〔
え
〕

る
。
も
っ
と
も
、
そ
も
そ
も
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
参
加
人
数
が
一
回
あ
た
り
数
百
人
程
度
と

少
な
く
、
複
数
箇
所
で
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
全
国
津
々
浦
々
で
開
催
さ
れ
た
も
の

で
は
な
い
こ
と
（
中
略
）
か
ら
す
る
と
、
そ
の
効
果
は
限
定
的
で
あ
る
。（
三
五
九
頁
） 

  

と
こ
ろ
が
、
先
に
引
用
し
た
箇
所
（
判
決
で
は
後
ろ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
）
で
は
、
か
か
る
「
正

し
い
知
識
」
を
与
え
る
こ
と
で
解
消
の
効
果
が
あ
る
の
は
、
そ
も
そ
も
国
の
誤
っ
た
政
策
の

「
誤
っ
た
知
識
」
の
注
入
に
よ
っ
て
作
出
さ
れ
た
偏
見
部
分
だ
け
で
あ
る
、
と
い
う
論
法
を
持

ち
出
し
て
い
る
。
遠
藤
裁
判
長
ら
に
あ
っ
て
は
、「
醜
状
」
へ
の
忌
避
感
は
人
間
の
自
然
な
反

応
に
ほ
か
な
ら
な
い
。「
迷
信
」
や
「
因
習
」
も
、
な
ぜ
か
「
誤
っ
た
認
識
」
と
い
う
も
の
で

は
な
い
と
さ
れ
る
。
か
く
し
て
、
国
に
よ
る
啓
発
と
教
育
は
量
的
に
不
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た

か
ら
、
国
が
作
出
し
た
偏
見
を
一
掃
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
二
〇
〇
一
年
の
熊
本
地

裁
「
勝
訴
」
判
決
以
後
の
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
大
々
的
な
報
道
で
「
ハ
ン
セ
ン
病
が
感
染
し
に
く

く
、
か
つ
、
治
癒
す
る
病
気
で
あ
っ
て
、
隔
離
す
る
必
要
が
な
い
」
と
い
っ
た
「
正
し
い
知
識
」

が
広
く
知
れ
渡
っ
た
こ
と
で
、
国
に
よ
る
「
誤
っ
た
認
識
」
の
流
布
注
入
に
よ
っ
て
作
出
さ
れ

た
偏
見
部
分
だ
け
が
、
き
れ
い
に
駆
逐
さ
れ
た
の
だ
、
と
宣
の
た
ま

う
の
だ
。
こ
ん
な
イ
ン
チ
キ

論
法
が
罷
り
通
っ
て
し
ま
う
裁
判
と
い
う
の
は
、
わ
た
し
に
は
不
思
議
で
た
ま
ら
な
い
。
ど
う

し
て
、
他
の
種
類
の
偏
見
に
は
、「
正
し
い
知
識
」
は
有
効
性
を
も
た
な
い
の
か
。「
偏
見
＝
誤

っ
た
認
識
」
と
い
う
定
義
に
立
つ
か
ぎ
り
、「
正
し
い
知
識
」
は
〝
特
効
薬
〟
〝
万
能
薬
〟
で

は
な
か
っ
た
の
か
？ 

 

こ
う
ま
で
し
て
遠
藤
裁
判
長
ら
が
展
開
し
た
ロ
ジ
ッ
ク
は
、
ゆ
え
に
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
た
い

す
る
偏
見
差
別
は
永
遠
に
な
く
な
ら
な
い
、
超
歴
史
的
な
現
象
で
あ
っ
て
、
も
は
や
そ
の
か
ぎ

り
で
は
政
府
に
法
的
責
任
の
な
い
も
の
で
あ
る
と
宣
託
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
（
こ
う
し
て
、

二
〇
〇
二
年
以
降
に
は
じ
め
て
自
己
の
立
場
を
自
覚
し
た
と
さ
れ
る
二
〇
名
の
原
告
の
訴
え
は
棄
却
さ
れ

た
）
。《
集
合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
と
い
う
捉
え
方
で
は
、
一
見
そ
の
出
所
で
ど
こ
ろ

は
別
々

で
あ
る
か
に
見
え
る
偏
見
の
各
要
素
は
、
バ
ラ
バ
ラ
な
も
の
と
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、

相
互
に
呼
び
覚
ま
し
つ
つ
、
つ
ね
に
一
体
化
し
て
い
く
も
の
と
し
て
あ
る
と
見
る
。
そ
こ
を
見

逃
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

そ
も
そ
も
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
後
遺
症
を
指
し
て
「
醜
状
」
な
ど
と
い
う
禍
々
ま
が
ま
が

し
い
言

葉
を
判
決
で
使
っ
た
の
は
、
遠
藤
裁
判
長
ら
が
初
め
て
だ
。
二
〇
〇
一
年
五
月
一
一
日
の
熊
本

地
裁
で
の
「
ら
い
予
防
法
違
憲
国
賠
訴
訟
」
の
「
勝
訴
」
判
決
に
は
、
出
て
こ
な
い
。
二
〇
一

五
年
九
月
九
日
の
鳥
取
地
裁
で
の
「
ハ
ン
セ
ン
病
非
入
所
者
家
族
単
独
訴
訟
」
の
「
敗
訴
」
判

決
に
も
、
見
当
た
ら
な
い
。
二
〇
一
八
年
七
月
二
四
日
の
広
島
高
裁
松
江
支
部
で
の
控
訴
審
の
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「
不
当
判
決
」
に
お
い
て
す
ら
、
登
場
し
て
い
な
い
。
遠
藤
裁
判
長
は
よ
ほ
ど
「
醜
状
」
の
語

が
お
気
に
召
し
た
の
だ
ろ
う
。
繰
り
返
し
何
度
も
使
っ
て
い
る
。
尋
常
な
ら
ざ
る
執
着
だ
。 

 
不
意
に
い
ま
、
二
〇
一
八
年
三
月
一
六
日
の
、
ハ
ン
セ
ン
病
家
族
訴
訟
の
第
八
回
期
日
に
お

け
る
熊
本
地
裁
の
一
場
面
を
思
い
出
し
た
。
原
告
本
人
尋
問
に
立
っ
た
黄
光
男
さ
ん
が
「
小
学

校
の
五
、
六
年
生
の
と
き
に
ク
ラ
ス
に
Ｙ
君
と
い
う
子
が
お
っ
て
、
そ
の
子
が
す
ぐ
ふ
ざ
け
て
、

『
ら
い
病
、
鼻
、
ポ
ロ
ッ
』
と
い
う
、
そ
う
い
う
仕
種
を
何
回
も
何
回
も
し
た
。
そ
れ
で
、
な

ん
か
、
恐
ろ
し
い
病
気
な
の
か
な
み
た
い
な
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
」
と
証
言
。
そ
れ
を
受
け
て
、

あ
ろ
う
こ
と
か
裁
判
長
が
口
に
し
た
の
が
、「
わ
た
し
な
ん
か
も
〔
子
ど
も
の
と
き
に
〕
梅
毒
に

つ
い
て
話
し
て
て
、『
鼻
、
ポ
ロ
リ
』
と
か
い
う
の
を
、
ふ
ざ
け
て
言
っ
た
記
憶
が
あ
る
ん
で

す
が
、〔
Ｙ
君
が
〕
梅
毒
と
間
違
え
て
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
で
す
か
ね
？
」
と
。
黄
光
男
さ
ん

が
「
ら
い
病
と
言
う
て
ま
し
た
」
と
答
え
、
裁
判
長
が
「
わ
か
り
ま
し
た
。
け
っ
こ
う
で
す
」

と
。
傍
聴
席
の
わ
た
し
の
横
に
座
っ
て
い
た
熊
本
在
住
の
「
原
告
番
号
二
六
番
」
の
男
性
は
、

「
自
分
が
原
告
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
裁
判
長
を
告
発
し
て
や
る
！
」
と
、
カ
ン
カ
ン
に
な
っ
て

怒
っ
て
い
た
。 

 

遠
藤
裁
判
長
は
、
自
分
の
子
ど
も
時
代
の
「
鼻
、
ポ
ロ
リ
」
発
言
を
現
時
点
か
ら
振
り
返
っ

て
反
省
し
て
い
る
そ
ぶ
り
も
な
い
。
判
決
の
な
か
に
あ
っ
た
「
ハ
ン
セ
ン
病
と
全
く
関
係
な
く

障
害
や
病
気
に
よ
っ
て
生
じ
た
見
た
目
を
理
由
に
差
別
意
識
を
抱
く
者
が
一
定
数
い
る
」
と

は
彼
自
身
の
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
。 

  

そ
れ
に
し
て
も
、
わ
た
し
自
身
が
「
意
見
書
」
で
「
こ
の
病
気
が
も
た
ら
す
外
貌
の
変
形
へ

の
人
び
と
の
〝
素
朴
な
恐
怖
感
に
基
づ
く
忌
避
感
情
〟
」
と
記
述
し
て
し
ま
っ
た
の
は
、
社
会

学
者
に
あ
る
ま
じ
き
こ
と
と
し
て
、
深
く
反
省
し
て
い
る
。
社
会
学
者
な
ら
、
ま
ず
は
デ
ー
タ

と
向
き
合
う
べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
う
す
れ
ば
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
後
遺
症
が
〝
所
与
の
醜
状
〟
と

し
て
わ
た
し
た
ち
の
眼
前
に
実
在
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
な
い
こ
と
が
得
心
で
き
る
。 

 

家
族
訴
訟
の
「
原
告
番
号
四
番
」
の
Ｋ
さ
ん
（
一
九
四
五
年
、
熊
本
県
生
ま
れ
）
は
、
死
ん
だ
と

聞
か
さ
れ
て
い
た
父
親
が
菊
池
恵
楓
園
に
生
き
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、
再
会
し
た
の
が
二

四
歳
の
と
き
。
後
遺
症
の
重
い
父
に
会
っ
た
瞬
間
、「
は
っ
き
り
言
っ
て
悪
い
で
す
け
ど
、
〝

化
け
物
〟
っ
て
、
そ
う
思
っ
て
帰
っ
た
ん
で
す
」（『
ハ
ン
セ
ン
病
家
族
た
ち
の
物
語
』
一
三
〇
頁
）
。

彼
女
は
、
誰
か
ら
も
愛
情
を
か
け
ら
れ
ず
に
育
っ
て
き
た
自
分
の
幼
少
期
は
、
こ
の
病
気
の
父

親
の
せ
い
だ
と
思
っ
た
の
だ
。 

 

と
こ
ろ
が
、
彼
女
の
三
人
の
子
ど
も
た
ち
は
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
頻
繁
に
恵
楓
園
を
訪
ね
、 

祖
父
と
接
し
て
育
っ
た
。「
自
分
の
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
顔
か
た
ち
は
普
通
の
じ
い
ち
ゃ
ん
と
は

違
う
み
た
い
だ
け
ど
、
そ
う
い
う
も
ん
、
と
思
っ
て
た
み
た
い
で
す
よ
」「
ほ
ん
と
孫
た
ち
に

は
会
わ
せ
と
っ
て
よ
か
っ
た
な
っ
て
思
う
ん
で
す
。
わ
た
し
も
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
〔
子
ど
も

の
と
き
か
ら
父
親
と
〕
会
っ
て
た
ら
、
も
う
す
こ
し
〔
受
け
止
め
が
〕
違
っ
て
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な

ぁ
と
思
う
ん
で
す
」（
一
四
一
頁
）
。 

 

「
原
告
番
号
二
一
番
」
の
Ｔ
Ｋ
さ
ん
（
一
九
六
三
年
、
宮
城
県
生
ま
れ
）
は
、
父
親
が
東
北
新
生

園
の
入
所
者
で
あ
る
こ
と
を
学
校
の
同
級
生
ら
に
知
ら
れ
、「
ド
ス
の
子
」（
〝
ド
ス
〟
は
東
北
地

方
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
罹
患
者
へ
の
差
別
的
呼
称
）
と
侮
蔑
さ
れ
、
冬
に
氷
の
張
っ
た
池
に
突
き

落
と
さ
れ
る
な
ど
の
い
じ
め
を
受
け
続
け
た
。
手
の
指
が
曲
が
っ
て
い
る
程
度
の
後
遺
症
で

あ
っ
て
も
、
そ
う
い
う
父
を
疎
ま
し
く
思
う
気
持
ち
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
と
こ
ろ
が
、
彼
の
娘

と
な
る
と
、
じ
い
ち
ゃ
ん
大
好
き
。「
じ
い
じ
と
一
緒
に
暮
ら
し
た
い
」
と
い
う
娘
に
せ
が
ま

れ
て
、
新
生
園
の
父
親
を
説
得
。
一
時
期
、
自
宅
で
一
緒
に
暮
ら
し
た
。
し
か
し
半
年
後
、
父

親
は
孫
に
せ
が
ま
れ
て
近
所
の
コ
ン
ビ
ニ
に
買
い
物
に
行
っ
た
と
き
、
店
主
に
あ
か
ら
さ
ま
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に
代
金
の
受
け
取
り
を
拒
絶
さ
れ
、
翌
朝
、
ま
だ
孫
が
目
を
覚
ま
す
前
に
ふ
た
た
び
新
生
園
に

帰
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。 

 
ま
だ
ま
だ
、
聞
き
取
り
か
ら
事
例
を
あ
げ
て
い
け
ば
キ
リ
が
な
い
。
子
ど
も
の
と
き
か
ら
親

に
連
れ
ら
れ
て
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
に
肉
親
を
訪
ね
る
経
験
を
積
み
重
ね
た
家
族
原
告
た
ち

や
そ
の
子
ど
も
た
ち
は
、
誰
も
が
肉
親
を
は
じ
め
療
養
所
入
所
者
た
ち
の
後
遺
症
を
〝
醜
状

〟
な
ど
と
し
て
経
験
し
て
は
い
な
い
の
だ
。 

 

そ
う
い
え
ば
、
わ
た
し
自
身
、「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関
す
る
検
証
会
議
」
の
被
害
実
態
調

査
で
、
二
〇
〇
三
年
七
月
、
ゼ
ミ
の
学
生
た
ち
を
連
れ
て
栗
生
楽
泉
園
を
訪
ね
、
聞
き
取
り
の

初
日
に
出
会
っ
た
の
は
、
関
一
郎
さ
ん
（
園
名
、
一
九
二
四
年
生
ま
れ
）
と
い
う
、
両
の
目
の
視

力
を
失
い
、
頭
髪
も
す
べ
て
抜
け
落
ち
た
小
柄
な
男
性
で
あ
っ
た
。
三
時
間
ば
か
り
の
聞
き
取

り
の
あ
い
だ
、
き
ち
っ
と
閉
ま
ら
ぬ
唇
か
ら
涎
よ
だ
れ

を
畳
の
上
に
垂
ら
し
続
け
な
が
ら
、
一
生

懸
命
語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
の
か
ん
、
わ
た
し
は
目
の
前
に
〝
醜
状
〟
な
ど
見
て
い
な
か
っ

た
。
〝
気
持
ち
悪
く
〟
も
な
ら
な
か
っ
た
。
〝
び
っ
く
り
〟
も
し
な
か
っ
た
。
た
だ
、
わ
た
し

た
ち
の
た
め
に
一
生
懸
命
語
っ
て
く
だ
さ
る
そ
の
姿
に
、
わ
た
し
は
感
動
し
て
い
た
。
同
席
し

て
い
た
女
子
学
生
た
ち
も
〝
び
っ
く
り
〟
も
せ
ず
〝
気
持
ち
悪
く
〟
も
な
ら
な
か
っ
た
。
わ

た
し
同
様
に
感
動
し
て
い
た
。 

 

〝
所
与
と
し
て
の
醜
状
〟
な
ど
と
い
う
も
の
は
、
こ
の
世
に
存
在
し
な
い
の
だ
。
そ
う
考
え

る
の
が
社
会
学
者
だ
。
心
を
許
し
て
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
関
係
性
の
磁
場
が
保
障
さ
れ
て

い
る
と
き
、
そ
こ
に
〝
醜
状
〟
な
ど
が
立
ち
現
れ
は
し
な
い
の
だ
。
訳
知
り
顔
に
〝
所
与
と
し

て
の
醜
状
〟
の
類
の
言
説
を
口
に
す
る
こ
と
で
、
意
図
せ
ず
に
せ
よ
、《
集
合
的
意
識
と
し
て

の
偏
見
》
の
維
持
存
続
に
加
担
す
る
人
た
ち
と
も
、
わ
た
し
た
ち
は
闘
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

そ
し
て
、
こ
う
し
て
み
て
く
る
と
、
こ
れ
か
ら
の
啓
発
・
教
育
は
、「
正
し
い
知
識
」
の
注

入
一
本
槍
の
や
り
方
か
ら
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
関
係
性
自
体
を
変
え
て
い

く
地
道
な
実
践
に
重
き
を
置
く
の
が
妥
当
だ
と
い
う
こ
と
が
、
い
っ
そ
う
よ
く
わ
か
る
。 

  

わ
た
し
が
提
示
し
た
《
集
合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
は
、
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り
を
も
っ
た

概
念
で
あ
る
。
偏
見
と
は
、
諸
個
人
の
内
面
の
問
題
で
は
な
く
、
外
在
し
た
社
会
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
こ
と
。
偏
見
は
、
対
象
に
た
い
す
る
誤
っ
た
観
念
で
は
な
く
、
忌
避
・
排
除
し
て
当
然
と

す
る
思
い
込
み
の
こ
と
。
遠
藤
裁
判
長
ら
の
よ
う
に
、
一
部
だ
け
を
つ
ま
み
食
い
し
て
、
偏
見

を
な
く
す
方
途
と
し
て
は
〝
正
し
い
知
識
の
普
及
〟
に
拘
泥
し
た
の
は
、
わ
た
し
の
説
を
ま

と
も
に
理
解
で
き
な
か
っ
た
の
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
腹
に
一
物
い
ち
も
つ

あ
っ
て
、
先
の
二
〇
〇

一
年
熊
本
地
裁
判
決
は
政
府
の
法
的
責
任
を
一
九
九
六
年
の
「
ら
い
予
防
法
」
廃
止
の
時
点
ま

で
と
し
た
、
自
分
た
ち
は
政
府
の
法
的
責
任
の
解
除
時
点
を
ど
こ
に
置
く
か
、
熊
本
地
裁
判
決

の
あ
っ
た
二
〇
〇
一
年
に
置
く
こ
と
に
し
よ
う
と
い
っ
た
、
よ
か
ら
ぬ
結
論
先
取
り
を
し
た

が
ゆ
え
か
の
、
い
ず
れ
か
だ
ろ
う
。 

 

そ
の
点
、
わ
た
し
の
こ
の
概
念
を
い
ち
ば
ん
よ
く
理
解
し
て
く
れ
た
の
が
、
小
林
洋
二
弁
護

士
で
あ
っ
た
。
前
述
の
二
〇
一
九
年
五
月
の
宮
古
南
静
園
で
の
ハ
ン
セ
ン
病
市
民
学
会
「
家
族

訴
訟
分
科
会
」
で
の
小
林
弁
護
士
の
次
の
発
言
を
、
あ
ら
た
め
て
参
照
さ
れ
た
い
。 

 

 

わ
れ
わ
れ
は
、
国
が
や
る
べ
き
こ
と
と
し
て
、
ら
い
予
防
法
を
廃
止
す
る
と
か
隔
離
政

策
を
や
め
る
と
い
う
こ
と
で
は
足
り
な
い
、
と
主
張
し
て
き
た
。〔
国
は
〕
隔
離
政
策
が
作

り
出
し
た
差
別
偏
見
を
除
去
す
る
施
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
っ
た
、
と
。
国
は
「
そ
れ
は

や
っ
て
き
ま
し
た
」
と
言
う
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
が
新
た
な
主
張
を
手
に
し

た
の
が
、
こ
の
〔
福
岡
先
生
の
示
し
た
〕
差
別
偏
見
の
捉
え
方
。
差
別
偏
見
と
い
う
の
は
「
誤
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っ
た
認
識
」
な
の
で
は
な
い
ん
だ
、
特
定
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
人
た
ち
に
対
す
る
「
嫌
悪
」

「
敵
意
」
「
排
除
さ
れ
て
当
然
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
」
な
の
で
あ
っ
て
、
け
っ
し
て
、
認
識

の
誤
り
で
は
な
い
。 

 
お
そ
ら
く
で
す
ね
、
そ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
形
成
さ
れ
る
と
き
に
は
、
伝
染
病
で
あ
る
と

か
遺
伝
病
で
あ
る
と
い
う
、
ひ
と
つ
の
理
屈
は
あ
る
ん
で
し
ょ
う
が
、
い
っ
た
ん
そ
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
が
形
成
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
そ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
し
て
い
る
こ
と
自
体
が
忌

避
・
排
除
の
理
由
に
な
っ
て
い
く
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
国
が
や
っ
て
き
た

「
ハ
ン
セ
ン
病
の
伝
染
力
は
、
じ
つ
は
強
く
な
い
ん
で
す
」
と
い
っ
た
よ
う
な
啓
発
活
動

は
、
不
要
だ
と
は
言
わ
な
い
け
れ
ど
も
、〔
偏
見
を
〕
解
消
す
る
た
め
に
け
っ
し
て
有
効
で

は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

端
的
に
、
家
族
た
ち
を
政
策
的
に
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
し
て
き
た
、《
集
合
的
意
識
と
し
て

の
偏
見
》
の
対
象
と
し
て
き
た
、
そ
う
位
置
づ
け
て
き
た
と
い
う
誤
り
を
認
め
て
謝
罪
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
被
害
者
を
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
し
て
い
く
。
そ
れ
に
よ
っ
て
社
会
の
な

か
で
、
被
害
者
自
ら
が
そ
の
被
害
を
語
れ
る
よ
う
な
状
況
を
整
え
る
。
被
害
者
の
そ
の
経

験
を
、
社
会
全
体
が
共
有
し
て
い
く
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
の
実
践
を
つ
う
じ
て
し
か
、
こ

の
《
集
合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
を
解
消
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
う
い
っ
た
こ
と

を
、
国
は
ま
っ
た
く
や
っ
て
こ
な
か
っ
た
ん
だ
。
こ
れ
が
、
こ
れ
か
ら
必
要
な
の
だ
、
と

い
う
の
が
、
わ
れ
わ
れ
が
〔
被
告
国
の
〕
作
為
義
務
と
し
て
最
終
的
に
主
張
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
。 

  

壇
上
で
横
に
座
っ
て
い
た
わ
た
し
は
、
こ
れ
を
聞
い
て
、
思
わ
ず
、「
言
い
出
し
た
福
岡
よ

り
も
、
小
林
先
生
の
ほ
う
が
《
集
合
的
意
識
と
し
て
の
偏
見
》
と
は
何
か
と
い
う
の
が
よ
く
わ

か
っ
て
る
。
あ
と
は
、
裁
判
所
が
わ
か
っ
て
く
れ
た
か
ど
う
か
だ
け
が
問
題
で
す
」
と
口
走
っ

て
い
た
。
そ
こ
へ
、
絶
妙
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
徳
田
靖
之
弁
護
士
が
「
司

会
は
わ
た
し
で
す
」
と
チ
ャ
チ
ャ
を
入
れ
た
も
の
だ
か
ら
、
会
場
全
体
が
笑
い
と
拍
手
に
包
ま

れ
た
。 

 



別紙２ 

 

ハンセン病に係る偏見差別の解消のための施策検討会 有識者会議のための調査企画書 

2021 年 8 月 10 日 

金明秀・福岡安則 

 

 

はじめに 

 金明秀と福岡安則は、ハンセン病に係る偏見差別の現状とこれを現時点で構成している

諸要因の解明等を目的として、以下 4 項目の調査を連名にて提案する。 

 

① ハンセン病問題に関する市民意識調査（マジョリティ側を対象とした数量的調査） 

② ハンセン病家族を対象とする差別実態・意識調査（マイノリティ側を対象とした数量的

調査） 

③ ハンセン病家族訴訟の原告 561 名の陳述書ならびに本人尋問調書 29名分を用いたドキ

ュメント分析 

④ 「アイレディース宮殿黒川温泉ホテル」宿泊拒否事件に起因する差別文書等を用いた

ドキュメント分析 

 

 それぞれ詳細は後述するが、①は一般市民を対象とした質問紙調査で、ハンセン病に係る

偏見の構造と、その構成要因の特定を試みる。②はハンセン病家族を対象とした質問紙調査

で、各種差別の被害実態とその克服・回復過程を描出したい。③および④は第 1 回有識者会

議において徳田靖之委員より提案された調査であるが、その重要性に鑑みて、金・福岡から

も共同で提案するものである。 

 短期間に多数の調査に着手することから、調査の遂行に必要な研究者を動員する必要が

ある。「当事者市民部会」の委員に選任された黒坂愛衣に加わってもらうことはもちろんの

こと、金が会長を、福岡が顧問を、黒坂が理事を務める日本解放社会学会の会員を中心に有

志を募る。ヒトを対象とする研究においては他の研究よりも慎重な研究公正が求められる

が、とりわけマイノリティを対象とする場合、精神的トラウマを刺激する侵襲性のリスクが

大きくなる。その点、本学会は差別問題を専門的に研究する日本最大の社会学者集団であり、

マイノリティを対象に調査をする際に必要な研究公正の在り方に習熟しているということ

からも、一連の調査プロジェクトのメンバーとして必要な資質を備えているといえよう。 
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1. ハンセン病問題に関する市民意識調査 

1-1. 調査の目的 

 本調査の主たる目的は、ハンセン病に係る偏見や忌避感の構造を統計的に特定したうえ

で、その構成要因を最大限に探索することにある。偏見の構成要因が明らかになれば、偏見

の解消に介入する諸政策を効率的に実行することが可能となる。 

 HIV 感染者に対する同種の研究では、「正しい知識」が否定的態度を抑制するという認知

的要素が議論の中心になってきた。しかしながら、偏見には認知的な要素だけでなく情動的

な側面があるため、「正しい知識」に接するだけでは修正することが困難であることも知ら

れている。その意味で、病気をめぐる偏見について、認知的要素に偏重した研究や啓発の在

り方には問題がないとは言えないだろう。加えて、ひとたび社会構造として偏見が広く共有

されると、心理学的な機構とはまた違うかたちで、偏見が社会的に再生産されるメカニズム

が生じるものと考えられる。したがって、本調査では、HIV 感染者に対する心理学的な先行

研究を参照しつつも、より広範な差別研究の知見を活用して調査にあたる。 

 

1-2. 調査設計 

 沖縄県と熊本県を除く全国の成人を母集団とした郵送調査（計画サンプル 5000）、および

沖縄県と熊本県の成人を母集団とした郵送調査（計画サンプル各 5000）。サンプリング台帳

には住民基本台帳の写しを用いる。 

 企画している 4 項目の調査計画全体にわたって、調査の実施に必要な諸費用については、

この調査に参加する研究者チームで来年度の「日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研

究（B）」（総額の上限 2,000 万円。じっさいに採択される場合には 1,400 万円程度の見込み）

に応募し、採択されれば、これで賄うことを考えている。あるいは、「厚生労働科学研究費

補助金」というのもあると聞いている。今回の研究計画で、令和 4 年度の厚労科研の公募に

応募した場合の採択可能性や、そもそもの手続きの仕方などについて、厚労省の職員の方か

らご教示いただければ幸いです。 
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2. ハンセン病家族に対する実態調査 

2-1. 目的 

 熊本地裁「ハンセン病家族訴訟」（2016～2019）の過程で、ハンセン病に罹患した人だけ

でなくその家族もまた、偏見差別による被害に遭っていたことが明らかになった。そこで今

回、家族のみなさんを対象とした数量的調査を実施し、(1) 家族が受けた差別被害（家族関

係の形成阻害を含む）がどのようなものであったかを数量的に把握するとともに、(2) その

差別被害の回復、とりわけ家族のエンパワーメントのためにはなにが必要かを明らかにし

たい。 

 

2-2. 調査設計 

 この調査を実施するには、なによりも、ハンセン病家族会「あじさいの会」（前身はハン

セン病家族訴訟原告団）の参加・協力が不可欠である。調査を設計し、調査票の中身を考え

る最初の段階から「あじさいの会」の有志の方々に参加して頂き、家族のみなさんが自分た

ちについて知りたいと考えることを反映できるような、〈当事者参加型〉の調査にしたい。

家族当事者の参加により、より豊かで現実的な内実をもつ調査にすることができるはずだ。 

 差別にかかわる社会学的調査を実施するにあたり、気を付けなければならないのは、その

調査によって、対象者（今回は家族のみなさん）にあらたな被害を生じさせてしまうことだ。

まずは、対象者のプライバシー保護の徹底が重要である。回答の回収率を上げて調査の精度

を高めるためにも、家族のみなさんに“この調査に応じても自分のプライバシーが暴かれる

心配はない。安心だ”と感じてもらえるような体制を整える必要がある。確実なのは、ハン

セン病家族訴訟弁護団の協力をあおいで、調査票を郵送するときと、調査の回答を回収する

ときに、担当弁護士に窓口となって頂く体制を構築することである。（そうすれば、そもそ

も弁護士から回答済み調査票がわたしたち研究者の手許に届くときには、回答した人が誰

であるかはまったくわからないことになる。しかも、回答は、○を付けた数字番号の集積と

して分析されるので、個人を単位としたものではなく、家族の人たち全体としての傾向が取

り出されることになる。その意味で、家族のみなさまに、この家族を対象とした質問紙調査

に協力することが、個人のプライバシー、秘密の曝露につながるおそれはまったくないと確

約できます。）「あじさいの会」の参加・協力が得られたならば、そののちに、弁護団への協

力依頼をしたい。 

 もうひとつ懸念されるのは、家族のみなさんが調査に応じる過程で、過去のトラウマ的な

出来事がフラッシュバックすることである。個人的な体験を語ってもらう聞き取り調査に

比べると、数量的調査は、このような被害が生じる可能性は格段に低い。とはいえ、無用な

二次被害を生じさせないように、家族のみなさんのご意見を伺いながら、調査票の作成にあ

たりたい。 
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3. ハンセン病家族訴訟の原告 561 名の陳述書ならびに本人尋問調書 29 名分を用いたドキ

ュメント分析 

 本調査は前項「ハンセン病家族に対する実態調査」の質的調査版と位置付けられる。同ド

キュメントに対してはすでに黒坂愛衣による分析が、ハンセン病家族訴訟の際に熊本地裁

に提出された「意見書」としてまとめられているが、複数の分析者の手によって多角的に再

検討する。その手段の一つとして、計量テキスト分析を併用する。 

 

 

4. 「アイレディース宮殿黒川温泉ホテル」宿泊拒否事件に起因する差別文書等を用いたド

キュメント分析 

 「アイレディース宮殿黒川温泉ホテル」宿泊拒否事件に起因する差別文書等を用いて、ハ

ンセン病に対する差別言説の外延とその背景にあるリーズニング等を明らかにする。これ

により、ハンセン病に関連して、何が差別発言だといえるのか、それがどうして差別発言だ

といえるのかを説明することができるようになる。 

 また、差別文書だけでなく、事件の最中、菊池恵楓園入所者自治会宛て多数送られてきた

連帯・励ましの文書も、同時に分析対象とし、両者を比較分析することから新たな知見を探

究したい。このためには、菊池恵楓園自治会に、連帯・励ましの文書のコピーも提供してく

ださるように、弁護団から働きかけてほしい。 

 加えて、近年の在日コリアンやアイヌ等をターゲットとした差別文書と比較することで、

両者に共通する要素と、ハンセン病に係る差別言説に固有の要素を分節化したい。 

 

 


